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2 第173回半期総大会大会概要

●土曜午前の部会

4 教会の現状
大管長 ゴードン・B・ヒンクレー

8 「堅固な基」
七十人 シェルドン・Ｆ・チャイルド

10 贖罪
しょくざい

，悔い改め，よごれた衣服
七十人 リン・Ａ・ミケルセン

13 はるかに望み見て
中央扶助協会第二副会長　
アン・Ｃ・ピングリー

16 声を届かせる
十二使徒定員会 Ｍ・ラッセル・バラード

19 信じます。不信仰なわたしを，お助けください
第二副管長 ジェームズ・E・ファウスト

●土曜午後の部会

23 教会役員の支持
第二副管長 ジェームズ・E・ファウスト

24 「真理の標準は確立された」
十二使徒定員会会長代理
ボイド・Ｋ・パッカー

28 回復されたイエス・キリストの福音の証
あかし

を
受ける
十二使徒定員会　ロバート・Ｄ・へイルズ

32 響き渡る預言者の教え
七十人 シャーリー・Ｄ・クリステンセン

34 主なる神はあなたの手をとり
七十人　Ｗ・クレーグ・ズウィック

37 悔い改め，変わる
十二使徒定員会　ダリン・Ｈ・オークス

41 無限の可能性を認識する
十二使徒定員会 リチャード・Ｇ・スコット

●神権部会

44 個人の神権の責任
十二使徒定員会　ラッセル・Ｍ・ネルソン

47 若い男性──鍵
かぎ

を持つ者たち
七十人　モンティ・Ｊ・ブラフ

50 祝福をもたらす神権，鍵
かぎ

，力
七十人会長会　メリル・Ｊ・ベイトマン

53 自分という驚くべき存在
第二副管長 ジェームズ・Ｅ・ファウスト

56 彼を帰してください
第一副管長 トーマス・Ｓ・モンソン

60 イスラエルの羊飼い
大管長 ゴードン・Ｂ・ヒンクレー

●日曜午前の部会

67 橋を架ける者

第一副管長 トーマス・Ｓ・モンソン

70 偉大な神の性質
十二使徒定員会 ジェフリー・Ｒ・ホランド

73 回復のメッセージ
七十人　チャールズ・ディディエ

76 主はわたしたちを御存じで，愛しておられます
中央初等協会第一副会長　
シドニー・Ｓ・レイノルズ

78 3つの選び
十二使徒定員会 ジョセフ・Ｂ・ワースリン

82 国民の旗，世の光
大管長 ゴードン・B・ヒンクレー

●日曜午後の部会

85 神がこれまでに啓示されたすべてのことを
信じる
十二使徒定員会　Ｌ・トム・ペリー

89 預言者ジョセフの使命への不朽の証
あかし

十二使徒定員会　ヘンリー・Ｂ・アイリング

93 「わたしに従ってきなさい」
七十人 ウィリアム・Ｗ・パームリー

95 あなたは聖徒ですか
七十人 クエンティン・Ｌ・クック

97 謙遜
けんそん

の力を受ける
管理監督会第一副監督　
リチャード・Ｃ・エッジリー

99 えり抜きの聖見者
十二使徒定員会　ニール・Ａ・マックスウェル

102 福音にさらに完全に従いましょう
大管長 ゴードン・B・ヒンクレー

●中央扶助協会集会

104 その良い方──愛することを選ぶ
中央扶助協会会長　ボニー・Ｄ・パーキン

107 証
あかし

──「その良い方を選ぶ」

108 主との聖約
中央扶助協会第一副会長　
キャスリーン・Ｈ・ヒューズ

110 それゆえに，あなたがたは主キリストを
選びなさい
中央扶助協会第二副会長
アン・Ｃ・ピングリー

113 教会の女性たちへ
大管長 ゴードン・B・ヒンクレー

64 末日聖徒イエス・キリスト教会中央幹部

116 指導者
しどうしゃ

の言葉
こ と ば

119 指導用資料

124 中央補助組織会長会

124 チャーチ・ニュース
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2003年10月4日土曜日午前，一般部会

管理――ゴードン・B・ヒンクレー大管長。

司会――トーマス・S・モンソン副管長。開会

の祈り――F・メルビン・ハモンド長老。閉会

の祈り――H・オールドリッジ・ギレスピー長

老。音楽――モルモンタバナクル合唱団；指

揮――クレーグ・ジェソップ，マック・ウィルバ

ーグ；オルガニスト――リチャード・エリオッ

ト，ジョン・ロングハースト。“Let Zion in Her

Beauty Rise”（『賛美歌』〔英文〕41番）；「主は

生けりと知る」（『賛美歌』75番）；「感謝を神に

捧
ささ

げん」（『賛美歌』11番）；「来たれ，主の子ら」

（『賛美歌』31番）；“I Saw a Mighty Angel

Fly”（『賛美歌』〔英文〕15番）；「子供のいのり」

（『子供の歌集』6－7）；“Come, Thou Fount

of Every Blessing”（『賛美歌』〔英文，1948年〕

70番）

2003年10月4日土曜日午後，一般部会

管理――ゴードン・B・ヒンクレー大管長。

司会――トーマス・S・モンソン副管長。開会

の祈り――D・リー・トブラー長老。閉会の祈

り――キース・K・ヒルビッグ長老。音楽――

ユタ南地域独身成人による聖歌隊；指揮――

ジェームズ・C・ケーセン；オルガニスト――

リンダ・マーゲッツ。「み恵み数えあげ」（『賛

美歌』153番）；「高ぶりを慎み」（『賛美歌』71

番）；「神のみ業に進みて」（『賛美歌』149

番）；“Come, Ye Disconsolate”（『賛美歌』

〔英文〕115番）

2003年10月4日土曜日夜，神権部会

管理，司会――ゴードン・B・ヒンクレー大

管長。開会の祈り――ウィリアム・R・ブラッド

フォード長老。閉会の祈り――H・ロス・ワー

クマン長老。音楽――プロボ宣教師訓練セン

ター神権者による聖歌隊；指揮――ダグラ

ス・ブレンチリー；オルガニスト――クレー・

クリスチャンセン。「天よりの声聞け」（『賛美

歌』166番）；「み旨のまま行かん」（『賛美歌』

172番）；「イスラエルの救い主」（『賛美歌』4

番）；「たたえよ，主の召したまいし」（『賛美歌』

16番）

2003年10月5日日曜日午前，一般部会

管理――ゴードン・B・ヒンクレー大管長。

司会――ジェームズ・E・ファウスト副管長。

開会の祈り――アンヘル・アブレア長老。閉

会の祈り――キース・クロケット長老。音楽―

―モルモンタバナクル合唱団；指揮――クレ

ーグ・ジェソップ；オルガニスト――ジョン・ロ

ングハースト。「導きたまえよ」（『賛美歌』41

番）；“Sabbath Day”（『賛美歌』〔英文〕148

番）；「救い主の愛」（『子供の歌集』42－43）；

「いざ救いの日を楽しまん」（『賛美歌』5番）；

「贖
あがな

いの主」（『賛美歌』73番）；“O Divine

Redeemer”（シャルル・F・グノー作曲）

2003年10月5日日曜日午後，一般部会

管理――ゴードン・B・ヒンクレー大管長。

司会――ジェームズ・E・ファウスト副管長。

開会の祈り――クリー・L・コッフォード長老。

閉会の祈り――ダグラス・L・カリスター長老。

音楽――モルモンタバナクル合唱団；指揮―

―クレーグ・ジェソップ，マック・ウィルバー

グ；オルガニスト――ボニー・グッドリッフェ，

リンダ・マーゲッツ。“From All That Dwell

below the Skies”（『賛美歌』〔英文〕90番）；

「取り巻く闇
やみ

の中を」（『賛美歌』52番）；「主の

み言葉は」（『賛美歌』46番）；“My Shepherd

Will Supply My Need”；「来たれ，旅を共に

続けん」（『賛美歌』135番）

2003年9月27日土曜日夜，中央扶助協会集会

管理――ゴードン・B・ヒンクレー大管長。司

会――ボニー・D・パーキン。開会の祈り―

―ジュディス・F・エドワーズ。閉会の祈り―

―アイリーン・S・フィゲレス。音楽――テンプ

ルスクウェア伝道部，家族歴史伝道部，およ

びブリガム・ヤング大学の扶助協会による聖

歌隊；指揮――ビッキー・マクマレー；オルガ

ニスト――リンダ・マーゲッツ。「われ主を愛

して」（『賛美歌』134番）；“Choose That

Good Part”；「尊き救い主」（『賛美歌』58

番）；“Our Savior’s Love”（『賛美歌』〔英文〕

113番）

話者リスト（50音順）

アイリング，ヘンリー・B…………………… 89

エッジリー，リチャード・C ……………… 97

オークス，ダリン・H ……………………… 37

クック，クエンティン・L …………………… 95

クリステンセン，シャーリー・D…………… 32

ズウィック，W・クレーグ…………………… 34

スコット，リチャード・G…………………… 41

チャイルド，シェルドン・F ………………… 8

ディディエ，チャールズ …………………… 73

ネルソン，ラッセル・M …………………… 44

パーキン，ボニー・D …………………… 104

パームリー，ウィリアム・W ……………… 93

パッカー，ボイド・K ……………………… 24

バラード，M・ラッセル …………………… 16

ヒューズ，キャスリーン・H ……………… 108

ピングリー，アン・C ………………… 13，110

ヒンクレー，ゴードン・B 4，60，82，102，113

ファウスト，ジェームズ・E…………19，23，53

ブラフ，モンティ・J………………………… 47

ベイトマン，メリル・J ……………………… 50

ヘイルズ，ロバート・D …………………… 28

ペリー，L・トム …………………………… 85

ホランド，ジェフリー・R…………………… 70

マックスウェル，ニール・A ……………… 99

ミケルセン，リン・A ……………………… 10

モンソン，トーマス・S ………………… 56，67

レイノルズ，シドニー・S…………………… 76

ワースリン，ジョセフ・B…………………… 78
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総大会の収録物の入手

総大会の各部会を収録した

テープ類は，教会管理本部配

送センターから，通常，大会後

2か月以内に多くの言語で入

手できるようになっています。

インターネット上での大会説教

インターネットにより，多く

の言語で総大会説教にアクセ

スすることができます。アド

レスは次のとおりです。――

www.lds.org

ホームティーチングおよび

家庭訪問用のメッセージ

ホームティーチングまたは

家庭訪問用のメッセージとし

ては，訪問する会員の必要性

に最も適した総大会説教を一

つ選んでください。

表紙の説明

表紙――写真／マシュー・ラ

イアー

大会の写真

本号に掲載されたソルトレ

ーク・シティーでの総大会の

写真の撮影者は，以下のとお

りです。――クレーグ・ダイモ

ンド，ウェルデン・C・アンダー

セン，ジョン・ルーク，マシュ

ー・ライアー，ケリー・ラーセ

ン，クリスティーナ・スミス，ア

レクシス・デュース，マーク・

ヘデングレン，ナタリー・シン

プソン，ジェド・ウェルズ。ほ

かの地域での写真の撮影者は

以下のとおりです。――ビル

ナ・ロドリゲス（グアテマラ），

ローレンス・カワサキ（ハワイ），

岡田琢治，関口治（日本），ロ

ーレンス・G・ルイス（ポーラン

ド），マイケル・リリオス（南ア

フリカ共和国）

テーマ別索引

あ愛 …70，93，102，104，108

証
あかし

……8，19，28，32，41，

89，102，107

贖
あがな

い ………10，24，50，99

憐
あわ

れみ……………………93

イエス・キリスト……32，34，

67，70，93，99，110

祈り ……28，34，67，89，93

戒め………………………85

受け継ぎ…………………53

永代教育基金 ……………4

教え………………………32

か改宗，改心 ………………28

回復 ……24，28，50，73，99

家族……………16，56，110

家族歴史…………………53

活発化……………………56

家庭 ………………56，110

感謝………………………97

監督………………………60

義 ……………………44，95

犠牲………………………95

希望………………………13

逆境 …………………8，97

教会の発展 ………………4

悔い改め ………10，37，78

啓示 …………………73，85

謙遜
けんそん

………………………97

高潔 …………………60，95

個人の価値………………76

さ裁き ………………10，104

慈愛 ……………………104

自己啓発…………………78

姉妹のきずな …………108

従順 ……………67，85，97

什分
じゅうぶん

の一 ………………76

正直………………………37

女性 ………………82，113

ジョセフ・スミス……19，28，

89，99

シングルアダルト ………113

神権 ………44，47，50，56

神権の祝福………………50

信仰 …13，19，34，110，113

親切 ……………………102

神殿と神殿活動 13，19，53

人道支援プログラム ……4

信頼………………………34

救いの計画 …………24，34

聖餐
せいさん

………………………56

青少年 ………………47，82

聖文研究 8，28，41，78，89

聖約 ………………37，108

聖霊 ……8，19，28，76，89

責任 …………………44，60

選択の自由16，78，104，110

俗世………………………95

尊敬 ……………………102

た男性………………………82

父なる神 ……………70，76

伝道活動 ……4，41，47，73

道徳 ………16，24，37，70

な忍耐 …………………13，41

は母親の務め ……………113

標準………………………24

夫婦宣教師 …………37，97

ふさわしさ………28，60，95

扶助協会 ………………108

文化………………………37

奉仕 ………41，44，47，53，

56，60，67，78，104

ポルノグラフィー …………82

まメディア …………………16

模範 ……………60，82，93

モルモン書 …………19，99

や優先順位…………………78

赦
ゆる

し………………………10

預言者 ………8，32，73，85

ら礼拝………………………37
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末日聖徒イエス・キリスト教会公式機関誌（日本語版）
大管長会：ゴードン・B・ヒンクレー，トーマス・S・モンソ
ン，ジェームズ・E・ファウスト

十二使徒定員会：ボイド・K・パッカー，L・トム・ペリー，デ
ビッド・B・ヘイト，ニール・A・マックスウェル，ラッセル・
M・ネルソン，ダリン・H・オークス，M・ラッセル・バラー
ド，ジョセフ・B・ワースリン，リチャード・G・スコット，ロ
バート・D・ヘイルズ，ジェフリー・R・ホランド，ヘンリー・
B・アイリング　

編集長：デニス・B・ノイエンシュワンダー
顧問：J・ケント・ジョリー，W・ロルフ・カー，スティーブン・A・
ウェスト　

実務運営ディレクター：デビッド・L・フリッシュニクト　
編集ディレクター：ビクター・D・ケーブ　
グラフィックスディレクター：アラン・R・ロイボーグ
編集主幹：リチャード・M・ロムニー　
編集主幹補佐：マービン・K・ガードナー，ビビアン・ポールセ
ン，ドン・L・サール

編集スタッフ：コレット・ネベカー・オーヌ，スーザン・バレット，ラ
イアン・カー，リンダ・ステール・クーパー，ラリーン・ポータ
ー・ガーント，シャナ・ガズナビ，ジェニファー・L・グリーンウッ
ド，リサ・アン・ジャクソン，キャリー・カステン，メルビン・リー
ビット，メリン・ミンソン，サリー・J・オデカーク，アダム・C・オ
ルソン，ジュディス・M・パーラー，ジョナサン・H・スティーブン
ソン，レベッカ・M・テーラー，ロジャー・テリー，ジャネット・ト
ーマス，ポール・バンデンバーグ，ジュリー・ワーデル，キンバ
リー・ウェッブ，モニカ・ウィークス

実務運営アートディレクター：M・M・カワサキ　
アートディレクター：J・スコット・クヌーセン，スコット・バン・
カンペン
制作主幹：ジェーン・アン・ピーターズ　
デザイン・制作スタッフ：フェイ・P・アンドラス，C・キンボー
ル・ボット，ハワード・ブラウン，トーマス・S・チャイルド，レジナ
ルド・J・クリステンセン，ブレント・クリスティソン，シャリー・ク
ック，ケリー・リン・C・ヘリン，キャスリーン・ハワード，デニー
ズ・カービー，タッド・R・ピーターソン，ランドール・J・ピクスト
ン，マーク・W・ロビソン，ブラッド，ティアー，カリ・A・トッド，ク
ラウディア・E・ワーナー
マーケティング部長：ラリー・ヒラー　
印刷ディレクター：クレーグ・Ｋ・セジウィック
配送ディレクター：クリス・T・クリステンセン　
●定期購読は，「『リアホナ』注文用紙」でお申し込みになるか，
郵便振替（口座名／末日聖徒イエス・キリスト教会　振替口座
番号／00100-6-41512）にて教会管理本部配送センター
へご送金いただければ，直接郵送いたします。●『リアホナ』の
お申し込み・配送についてのお問い合わせ……〒133-0057
東京都江戸川区西小岩5-8-6／末日聖徒イエス・キリスト教会
管理本部配送センター 電話　03-5668-3391
発行所　末日聖徒イエス・キリスト教会　

〒106-0047東京都港区南麻布5-10-30
電話　03-3440-2351

定価　 年間予約／海外予約2,400円（送料共）
半年予約1,200円（送料共）
普通号／大会号200円

『リアホナ』への投稿およびご質問は，下記の連絡先にお送り
ください。Room 2420, 50 East North
Temple Street, Salt Lake City, UT 84150-
3220, USA Eメール：cur-liahona-imag@lds
church.org

『リアホナ』（モルモン書に出てくる言葉。「羅針盤」または
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愛
する全世界の兄弟姉妹，贖

あがな

い

主の御名
み な

によって，皆さんを

歓迎するあいさつの言葉を申

し上げます。わたしたちの愛をお伝えし，

祝福をお送りします。主の業を前進させ

るために皆さんが行っておられることを

心から称賛します。

この業の発展と影響について再び静か

に思い巡らしています。1830年4月6日，

ピーター・ホイットマーの家でわずかな

数の人々が出席して開かれた集会に思い

をはせています。ここで教会が組織され，

ここから現在に至るまでの長い歩みが始

まったのです。

聖徒は弾圧と迫害を堪え忍んできまし

た。追放され，ありとあらゆる災いを被

ってきました。こうした歴史をくぐりぬ

けた後に，わたしたちは輝かしい今日
き ょ う

を

迎えています。

主はこの業を始めるに当たって次のよ

うに宣言されました。

「聴きなさい，おお，わたしの教会の

人々よ。高い所に住み，その目がすべて

の人のうえにある者の声は言う。まこと

にわたしは言う。遠くの民よ，聴きなさ

い。海の島々にいる者よ，ともに耳を傾

けなさい。

まことに，主の声はすべての人に及び，

逃れる者は一人もいない。目として見な

いものはなく，耳として聞かないものはな

く，心として貫かれないものもない。……

また，警告の声は，この終わりの時に

わたしが選んだ弟子たちの口を通して，

すべての民に及ぶ。

彼らは出て行き，彼らをとどめる者は

いない。主なるわたしが彼らに命じたか

らである。」（教義と聖約1：1－2，4－5）

間違いなく，わたしたちは世の人々に

対して責任があります。そして，その責

任を果たすわたしたちが前進を続けてい

ることも確かです。

どこに住んでいるかを問わず，教会の

ほとんどの会員は今日わたしがこうして

話していることを聞くことができます。

これは奇跡です。教会の初期の時代に，

これほどすばらしい機会に恵まれた時代

が来ると想像できた人が，はたしていた

でしょうか。

現在，合衆国とカナダの全州には力を

備えた会員たちがいます。メキシコの全

州，中央アメリカの各国，南アメリカの各

国にも同じように力を備えた会員たちが

います。オーストラリア，ニュージーラン

ド，太平洋諸島にも力を備えた聖徒たち

がいます。教会は東洋の国々でもしっか

りと根を下ろしています。西ヨーロッパの

すべての国，東ヨーロッパのほとんどの

国で十分に定着しており，アフリカでもし

っかりとした基盤ができています。

教会のプログラムが道徳的にすばらし

いことや，それらがもたらす非常によい

結果が，世の中で認められつつあります。

最近，カリフォルニアの新聞に次のよう

な論評が掲載されました。「白のワイシャ

ツを着て，バックパックを背負い，自転車

に乗っている青年たちがいたら，モルモ

ン書を持っているかどうか確かめるまで

教会の現状
大管長
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー

これは始まりにすぎません。まだほんの少し表面をなでたにすぎないのです。

わたしたちが携わっている業は全世界の男女を対象としています。

●土曜午前の部会
2003年10月4日



もなく，彼らが何者かは一目瞭然
りょうぜん

だ。

彼らは皆，良い意味で『型にはまって』

いる。

この大勢の若者たち――その正体は，

全世界で伝道する末日聖徒イエス・キリス

ト教会の青年宣教師である――は，伝道

期間中，厳しい規則の下で生活している。

2年間にわたって，週に60時間，聖職

者として過ごし，祈り，研究し，福音に

ついて教えている。この福音こそ，彼ら

が家族や友人，快適なふるさとを離れて

宣教師になった理由である。

愛する人たちとの接触は，手紙と1年

に2回の電話に制限されている。

生活は質素である。借家やアパートに

同僚の宣教師とともに住み，朝6時に起床

して勉強，その日の働きの導きを求めて

祈り，日が暮れてもまだ働き続ける。……

宣教師としての生活は，犠牲であると

同時に，この上なく『楽しい』ものであ

ると彼らは言う。」（プリシラ・ノーダイ

ク・ローデン,“Answering the Call,”

San Bernadino County Sun, 2003年8月

26日付，p.B1）

現在120か国以上で働いている宣教師

についても，この記事と同じことが言え

ます。

約6万人にも上る宣教師が，時間をさ

さげ，全世界で証
あかし

を述べているのです。

しかもそのほとんどが青年です。何とい

う奇跡でしょう。

わたしは最近，解任されて故郷に戻る

のを翌日に控えた宣教師たちに会いまし

た。彼らの出身地は様々でした。モンゴ

ル出身の人もいれば，マダガスカルから

5／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号

カンファレンスセンターで部会の開会を待つ会員たち



6

来た人もいます。皆，清潔で，はつらつ

として，熱意にあふれていました。その

姿は，教会と伝道部長と同僚を愛してい

ることを物語っていました。この独特な，

すばらしい伝道プログラムは，まさに奇

跡としか言いようがありません。

教会のほかのプログラムについても同

じことが言えます。

最近，教会を称賛する記事が新聞に載

りました。アフリカの子供たちに，はし

かの予防接種を受けさせるため，教会が

300万ドルを寄付したことについてです。

この寄付金は什分
じゅうぶん

の一を充てたものでは

ありません。忠実な会員たちが教会の人

道的支援活動に寄せてくださった基金か

ら出したものです。教会はアメリカ赤十

字社，国連基金，疾病管理予防センター，

国連児童基金，世界保健機関，汎米保健

機構と協力し，今後5年間で2億人の子供

たちに予防接種を受けさせ，これまでは

しかによって失われていた120万の幼い

命を救おうとしています。教会の寄付金

だけで300万人の子供たちにワクチンを

投与することができます。

何とすばらしいことでしょう。教会の

一つ一つの人道支援プログラムも同様の

成果を上げています。

さて，もう一つ別のことについてお話

しします。

2001年3月に，教会は，経済的に豊か

とは言えず，選択肢の限られた国に住む

帰還宣教師やヤングアダルトに，よりよ

い就職の機会を与えたいという願いか

ら，彼らの教育および技能修得を支援す

る計画を発表しました。

わたしたちはこの事業を，19世紀の永

代移住基金に倣
なら

って永代教育基金と名付

け， 献金してくださる方を募りました。

この事業の現状についてご報告します。

融資の要請は増えていますが，皆さん

の惜しみない献金によって対応できる状

態を保っています。今日まで，教会はラ

テンアメリカ，アジア，アフリカ，その

他の地域において，若い男女約1万人へ

の融資を実施してきました。これらの青

年たちは，ほかの人々も同じ機会を得ら

れるように，返済することを約束してい

ます。

すでに多くの人が学業や職業訓練を終

えて，その実を味わっています。現在ま

でに，約600人の若い男女が訓練を終え

ています。ほとんどの人は良い就職先を

見つけています。今後数か月のうちに，

さらに多くの人が訓練を終えて，それぞ

れの地域で貴重な労働力となっていくこ

とでしょう。彼らは社会で成功し，子供

たちを育て，教会のために奉仕するよう

になることでしょう。これらの目標を達

成した人がすでにたくさんいます。

例を挙げると，パトリックはジャマイ

カで永代教育基金の支援を受けて学業を

終えた最初の学生でした。経営学の基本

的な訓練を受けたことにより，国営空港

に就職できました。賃金がよいだけでな

く，将来も約束されています。彼はすぐ

に融資を返済し始めました。

フラビアは南アメリカの貧しい地域に

住む姉妹です。訓練を受ける機会も資金

もなく，定職に就くことができませんで

した。彼女は永代教育基金の支援によっ

てコンピューターを操作する訓練を受け

ました。訓練を終えると，末日聖徒雇用

サービスの助けによってすばらしい会社

に就職することができました。フラビア

はこのように報告しています。「現在わ

たしは，〔高性能の〕コンピューターシ

ステムを駆使し，レシフェで最も大きな

病院の財務コンサルタントを任されてい

ます。わたしは社内でこの財務システム

を開発した技術班にいたのです。」

このような事例は倍増することでしょ

う。この事業が順調に進んでおり，経験

を重ねながら発展していると報告でき，

うれしく思います。すでに融資の返済が

始まっているということにも勇気づけら

れます。もう一度，永代教育基金に寄せ

てくださる皆さんの惜しみない献金，関

心そして祈りに感謝をお伝えしたいと思

います。

かつて「大英帝国に太陽は沈まない」

と言われた時代がありました。しかしそ

の帝国も今や同じ姿を保ってはいませ

ん。しかし，主の業においては，まさに

太陽は沈むことはありません。主の業は，

常に全世界の人々の生活に活力を与えて

いるからです。

そしてこれは始まりにすぎません。ま

だほんの少し表面をなでたにすぎないの

です。わたしたちが携わっている業は全

世界の男女を対象としています。この業

に国境はありません。主の御心
みこころ

のままに



この業は続くのです。現在門戸を閉ざし

ている国々も，いつか開く時が来るでし

ょう。それがわたしの信仰です。それが

わたしの信念であり，証です。

人手によらずに山から切り出された小

石は，全地に満ちるまで転がり進んでい

ます（ダニエル2：31－45；教義と聖約

65：2参照）。

この偉大な大会に集まっているあらゆ

る地に住む末日聖徒に，神の祝福がある

ようにと申し上げます。信仰を持ち続け，

聖約に忠実であってください。福音の光

の中を歩んでください。地上に神の王国

を築いてください。

教会はすばらしい状態にあり，さらに

よいものとなることができますし，事実

そのようになるでしょう。教会は発展し，

強くなるでしょう。

わたしたちはごく普通の人間ですが，

わたしたちが携わっている業はまったく

並外れたものです。わたしたち男性は生

ける神の神権を持っています。前を歩ん

だ人々は驚くべきことを成し遂げまし

た。未来の姿を想像することもできない

ようなこの偉大な業を続けていく機会と

責任がわたしたちにあります。

兄弟姉妹，皆さんの信仰と忠実さに感

謝しています。この全能者の業に寄せて

くださる愛に感謝しています。わたした

ちはこの世に生きており，この世で働い

ています。けれども，主の業を進め，地

上に主の王国を築くために，世を超越し

なければなりません。さて，神の子供と

して，実の兄弟姉妹である皆さんととも

に，これから偉大な世界大会に参加しま

しょう。

これから2日間にわたって，多くの中央

幹部と役員から話を聞きますが，だれに

も話のテーマは与えられていません。け

れども彼ら一人一人が，耳を傾けるすべ

ての人を助け，霊感を与え，高めることを

話せるように主に願い求めてきました。

天の祝福がありますように。皆さんが

信奉する偉大で栄光に満ちた大義に誠実

であり，忠実でありますように，へりく

だり，贖い主，主イエス・キリストの御

名によってお祈りします。アーメン。

さて，ここで特別に，デビッド・B・

ヘイト兄弟に説教壇に来ていただきまし

ょう。さあ，年老いた兵士が来てくださ

いました。ヘイト長老は現在97歳です。

この神権時代が始まって以来，どの使徒

よりも長く生きています。ヘイト兄弟は

最近病気になり，いささか参っているよ

うです。しかし，今朝ここに来て皆さん

に手を振りたいそうです。皆さんへの深

い感謝と皆さんへの大きな愛を込めて手

を振りたいと望んでいます。彼に伝えた

いことがあります。「愛する友よ，神の

祝福と癒
いや

しがありますように。わたした

ちはあなたを愛しています。あなたを支

持しあなたのために祈っています。愛す

るヘイト兄弟，あなたのうえに天の祝福

がとどまりますように。ありがとうござ

いました。」

ヘイト長老：「ありがとうございます。」

ヒンクレー大管長：「皆さんに手を振

りたいですか。」

ヘイト長老：「はい，ぜひとも。わた

しは今，手を振っています。ありがとう。

ありがとう。皆さんとともにいられてと

てもうれしいです。」

ヒンクレー大管長：「ありがとうござ

います。」

ヘイト長老：「ありがとうございます。」

ヒンクレー大管長：「では，もう休ん

でいただきましょう。ヘイト長老はテレ

ビで大会を御覧になります。主の軍勢の

中で，とても立派な兵士です。ほんとう

にありがとうございました，ヘイト兄

弟。」

7／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号
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数
年前，わたしたちの住んでいた

地域がひどい嵐
あらし

に見舞われま

した。土砂降りの雨と，狂った

ような東風が町を襲いました。嵐が収ま

ると，どのくらいの被害が出たか分かって

きました。電気が止まり，建物は壊れて，

美しい樹木は何本も根こそぎ倒れていま

す。数日後，庭の木を数本倒された友人

と話をしました。敷地の片方に植えた木

はしっかりと立ち，嵐に耐えて残っていま

したが，別の場所に植えた木は暴風に耐

えることができなかったというのです。倒

れた木が植えてあったのは，わたしの目

には友人の敷地でいちばんいい場所のよ

うに見えました。友人はこう言いました。

「嵐に耐えたのは，地盤の固い所の木ば

かりですよ。養分を得るために根を深く

張っていたんでしょうね。倒れたのは，小

川の近くにあったから養分は得やすかっ

たんでしょうが，その分根が浅くて，嵐に

耐えられなかったんですね。」

証もこれと同じで，固い土台に築かれ

るべきです。イエス・キリストの福音に

深く根を下ろすのです。そうすれば，人

生に付き物の暴風雨が荒れ狂うときに

も，耐えるだけの力を持つことができる

のです。ヒラマンは息子たちにこう勧告

しています。

「わが子らよ，覚えておきなさい。あ

なたたちは，神の御子でありキリストで

ある贖
あがな

い主の岩の上に基を築かなければ

ならないことを覚えておきなさい。そう

すれば，悪魔が大風を，まことに旋風の

中に悪魔の矢を送るときにも，まことに

悪魔の雹
ひょう

と大嵐があなたたちを打つとき

にも，それが不幸と無窮の苦悩の淵
ふち

にあ

なたたちを引きずり落とすことはない。

なぜならば，あなたたちは堅固な基であ

るその岩の上に建てられており，人がそ

の上に基を築くならば，倒れることなど

あり得ないからである。」1

モルモン書の中で預言者ヤコブは反キ

リストのシーレムと相対し，このように

問いかけました。「『あなたは将来来られ

るキリストを否定するのですか。』する

と彼は言った。『キリストが必ず存在す

るのであれば，わたしは否定しません。

しかし，キリストなどというものが，現

在にも，過去にも，未来にも存在しない

ことを，わたしは知っています。』

次にわたしが，『あなたは聖文を信じ

ていますか』と言うと，彼は，『はい』

と言った。

それでわたしは彼に言った。『それな

らば，あなたは聖文を理解していません。

聖文はまことにキリストについて証して

いるからです。見よ，わたしはあなたに

言いますが，このキリストについて述べ

ることなしに書き記したり預言したりし

た預言者は一人もいません。

それだけではない。……聖霊の力によ

ってもわたしに明らかにされました。』」2

ヤコブは真理の源を3つ挙げました。

聖文，預言者，聖霊の3つです。どれも

キリストを証しています。その3つは

「神の御子でありキリストである贖い主

の岩の上に〔証を〕築〔く〕」助けとな

ります。3

1．聖文

救い主御自身がこう言われました。

「聖文を調べなさい。……聖文は，わた

しについて証をするものである。」4  主

は，家族を連れて荒れ野へ逃げるようリ

ーハイにお命じになったとき，新天地で

頼るべき堅固な土台が必要であることを

御存じでした。聖文が非常に重要だった

ので，記録を手に入れさせるために，

御霊
み た ま

の声がニーファイにラバンを殺すよ

う命じました。「一人の人が滅びるのは，

一つの国民が不信仰に陥って滅びてしま

うよりはよい。」5

ほぼ同じ時期に，主は別の民をエルサ

レムから約束の地へ導かれました。数世

代が過ぎ，その民の子孫はモーサヤ王に

発見され，ゼラヘムラの民として知られ

るようになりました。発見当時，民の霊

的な状態は思わしいものではありません

でした。オムナイ書にはこうあります。

「彼らの言葉はなまっており，そのうえ，

彼らは何一つ記録を持って来ておらず，

しかも，自分たちの創造主の存在を否定

していた。」6 聖文がなければ，民は堕落

し，家族も個人も不信仰に陥ってしまい

ます。日々聖文を学ぶならば，キリスト

を信仰の基にすることができます。聖文

はまさにキリストを証しているのです。

2．預言者

何年か前に，わたしはステーク会長会

を再組織するという任務を託されまし

た。ステーク大会の日曜の部会で，新し

「堅固な基」
七十人

シェルドン・F・チャイルド

証
あかし

も……固い土台に築かれるべきです。イエス・キリストの福音に深く根を下

ろすのです。



く召されたステーク会長の奥さんがこの

ような話をしてくれました。「わたしは

善良なクリスチャンの家庭で育ちまし

た。両親は毎日子供たちを集めて，聖書

を一緒に学びました。いにしえの預言者

について読んでいくうちに，わたしは両

親に『なぜ今は預言者がいないの』と聞

きました。ですが満足のいく答えは得ら

れませんでした。先生や教会の指導者に

聞いても分かりません。

大学生になったある日，白いシャツと

ネクタイの二人の青年が目に留まりまし

た。黒い名札には『イエス・キリスト』

の文字があります。わたしは二人に話し

かけてみました。『御二人は聖職者です

か。』『そうです。わたしたちは末日聖徒

イエス・キリスト教会の宣教師です。』

『では一つ教えてください。主は今の

人も，昔の人と同じように愛しておられ

ますか。』

『はい，愛しておられます。』

『では，どうして今地上に預言者がい

ないのですか。』」

こう聞かれて，若い宣教師たちがどれ

ほどうれしかったか想像してみてくださ

い。二人は答えました。「います，預言者

は今も地上にいます。この時代の預言者

についてお話ししてもよろしいですか。」

わたしたちも同じように世に宣言しま

す。「今日
こんにち

，地上に預言者がいます。」

今日
き ょ う

の午後，わたしたちは手を挙げ，ゴ

ードン・B・ヒンクレー大管長と二人の

副管長，そして十二使徒定員会を預言者，

聖見者，啓示者として支持します。イエ

ス・キリストの御名
み な

の特別な証人です。

「生けるキリスト――使徒たちの証」と

いう文書の中で彼らはこう述べていま

す。「わたしたちは正式に聖任を受けた

イエス・キリストの使徒として証しま

す。イエスは生けるキリスト，不死不滅

の状態にある神の御子です。……イエ

ス・キリストは世の光，命，そして希望

です。イエス・キリストの道は，この世

においては幸福に，後の世においては永

遠の命に至る道です。」7 兄弟姉妹の皆さ

ん，神が預言者を送るほどわたしたちを

愛してくださるのであれば，わたしたち

も預言者に従って神に愛を示す必要があ

ります。預言者に従うなら，人生の嵐か

ら身を守ることができ，キリストに導か

れるのです。

3．聖霊

十字架にかかられる前，キリストは2階

の広間に使徒を集めて言われました。「も

しあなたがたがわたしを愛するならば，

わたしのいましめを守るべきである。わ

たしは父にお願いしよう。そうすれば，父

は別に助け主を送って，いつまでもあな

たがたと共におらせて下さるであろう。」8

わたしたちはバプテスマの後に按手
あんしゅ

を

受け，主の教会の会員に確認され，聖霊

の賜物
たまもの

を受けます。義にかなった生活を

送り，ふさわしさを保つなら，聖霊を常

に伴侶
はんりょ

とすることができるという約束を

受けるのです。聖霊は人生を導き，真理

を教え，イエスはキリストであられると

証されます。聖約を交わした主の教会の

会員は，「主からますます豊かに御霊
み た ま

を

注いでいただけるように」9 主に仕え，

その戒めを守ると約束するのです。

今わたしたちが召しを受けている西ア

フリカで，主の御霊が忠実な聖徒のうえ

に豊かに注がれているのを感じます。

1989年に嵐がガーナを襲いました。暴風

雨のことではありません。迫害，中傷，誤

解の嵐です。試練の時でした。ガーナで

は教会はまだ珍しい存在でした。アフリ

カ人以外の宣教師は皆，国外退去を命じ
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られました。集会所は鍵
かぎ

がかけられて監

視され，会員が使えないようになりました。

聖徒たちは集うことができません。その

ため自分の家で礼拝しました。逮捕され

た会員，投獄された会員もいました。こ

の期間は「凍結時代」と呼ばれました。会

員たちはあまり連絡を取り合うことができ

ず，国外の教会の助けも得られませんで

した。しかし嵐の中に取り残されたわけ

ではありません。聖文と預言者の言葉を

持っていたのです。ガーナの聖徒は主を

信頼し，主は御霊を注いでくださいまし

た。ある教会員はこのように述べました。

「主の御霊がともにありました。主が導き

を与えてくださるのを感じました。わたし

たち会員は互いにより親しく交わるように

なり，救い主に近づくことができました。」

18か月間，聖徒たちは凍結時代が終わ

るようにと断食し，祈り続けました。1990

年11月，抑圧的な法律が解除されました。

ひどい嵐は過ぎ去りましたが，その爪跡
つめあと

も残りました。教会を去った人もいました。

去った人たちの根は浅く，土台が弱かっ

たのです。今日ガーナの教会の土台は，

あの嵐を耐えた人々の信仰の上に築かれ

ています。彼らはイエス・キリストの福音

に深く根ざしているのです。

兄弟姉妹の皆さん，聖文，預言者，聖

霊は皆キリストを証しています。それら

の上に基を築くならば，倒れることなど

あり得ない「堅固な基」の上に築くこと

ができるのです。10 イエス・キリストの

御名によって証します。アーメン。

注

1．ヒラマン5：12

2．モルモン書ヤコブ7：9－12

3．ヒラマン5：12

4．欽定訳ヨハネ5：39から和訳

5．1ニーファイ4：13

6. オムナイ1：17

7．「生けるキリスト――使徒たちの証」『リ

アホナ』2000年4月号，3

8．ヨハネ14：15－16

9．モーサヤ18：10

10．ヒラマン5：12
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メ
キシコの小さな町を運転して

いた男が，突然飛び出した犬

をひき殺してしまいました。

その日から，彼は「マタ・ペロス」（犬

殺し）という名で村中に知られました。

名前の由来は問題にされず，ただ「犬殺

し」と呼ばれたのです。後になって，事

情を知らない人々は，恐ろしい光景を思

い描きました。

うわさや現実，あるいはあだ名が作り

上げる評判は，事実上，打ち消すのが不

可能になります。「人前でよごれた衣服

を洗うな」という格言がありますが，そ

れは賢明な勧告です。個人や家族の失敗

や罪を人前にさらすのは，必要なことで

はなく，不適切，不健全なことです。罪

が広く知られれば知られるほど，悔い改

めてやり直すことがますます難しくなり

ます。

罪を覆い隠すべきだと言っているので

はありません。たとえ隠したいのが人情

であっても，です。人は悔い改めるより

も，犯した過ちや罪を隠しておきたいと

思うものです。しかし，カインがアベル

を殺したときに明らかになったように，

罪を主に隠すことはできません。1 すべ

ては主の御前
み ま え

にあるのです。2 主は人が

犯す不従順な行いをすべて御存じである

一方で「悔い改めるなら，もうその罪を

思い起こさない」3 と約束しておられ，

そこが一般大衆とは違うところです。

「よごれた衣服を洗う」という行為と

悔い改めには，本質的に関連があります。

罪を犯すのは主の御前に汚れを持って行

くことと同じで，それに対する和解が必

要になります。しかし，告白して赦
ゆる

しを

願うためには，ふさわしい時と場所があ

ります。どのように告白するかは罪の種

類や重さによって決まります。違法行為

や，公の信頼を裏切った場合は，公に告

白して赦しを求める責任があります。悔

い改めの責任を果たす相手は，主とその

僕
しもべ

，そして傷つけた人々です。

小羊の血によって衣が洗い清められる

ことと，人が自分のよごれた衣服を洗うの

には，似たところがあります。衣は，ほか

でもない主の贖
あがな

いの犠牲を通して清めら

れます。聖句によると，衣とは個々の人間

の全存在を指します。人はだれでも清め

贖罪
し ょ く ざ い

，悔い改め，
よごれた衣服
七十人

リン・Ａ・ミケルセン

主は，御自身の血によって衣を清めると約束してくださいました。……主は一

人一人を堕落から贖
あがな

ってくださいます。



が必要です。罪でよごれているからです。

裁きと赦しは，救い主だけの特権です。

なぜなら主御一方だけが，赦しを与え，

罪を洗い流す力をお持ちだからです。4

ゼラヘムラでベニヤミン王の偉大な説

教5 を聞いたとき，民は心を改め6 ，国中

が平和と繁栄を享受しました。時が過ぎ，

教会を管理する者としてアルマが召され

たころ，教会の民の中には，繁栄に心を

奪われて罪に陥る者がいました。こうし

た罪人が連れて来られたとき，アルマは

悩みました。問題をどう扱うべきか判断

に窮し，罪人をモーサヤ王の前に連れて

行きましたが，結局自分で裁くようにと

言われます。

アルマは神の目にかなわない裁きを下

すことを恐れ，心のすべてを神に注ぎ出

して，罪人を扱う方法について答えを求

めました。同胞
はらから

を深く愛し，御心
みこころ

を行い

たいと熱烈に願ったアルマは，主から豊

かに祝福され，永遠の命までも約束され

ました。そして，人を正しく裁くために

理解を求めることの大切さについて次の

ような説明を受けたのです。「これはわ

たしの教会である。彼らが救われるのは，

わたしの名により，わたしの犠牲による。

裁く者はわたしである。」7

わたしたちは，裁く権能がどなたにあ

るのかを忘れてしまうことがよくありま

す。罪を赦すのは，人ではなく，主です。

ですから，よごれた衣服を人前にさらす

ように今度誘惑されたら，次のことを思

い出してください。

第1に，主のみもとへ行く。

第2に，傷つけた人のもとへ行く。

第3に，必要であれば，イスラエルの

判士のもとへ行く。

第4に，イスラエルの判士のもとで，

重荷を降ろす。

よごれた衣服をさらすことに関するも

う一つの問題は，人の過ちを暴露したい

という，飽くことのないこの世的な欲望

です。逆境にいらだっていたヨブに，主

はこう言われました。「あなたはわたし

を非とし，自分を是としようとするの

か。」8 家族関係の中でも同じことが起こ

ります。自分の体面を保つために，きょ

うだいや子供，親の失敗や過ちを，事細

かに並べ立て，自分を正当化し，心の痛

手を軽くしようとするのです。

放蕩
ほうとう

息子のたとえで，放蕩息子が改心

できたのは，忠実な父親が息子の犯した

過ちではなく，息子の真の価値について

語ったからです。

人の罪や間違いについて話す人は，実

際には，人を裁いています。ある父親が

息子に，「請求額が不当に高いと思うか

ら，あの人にはもう仕事は頼まないよ」

と言いました。すると息子は答えました。

「えっ，そんなこと言うの，パパ。いつ

も教えていることと違うじゃない。」

父親は根拠なしに相手を裁いていまし

た。どうすればよかったのでしょうか。

請求額が疑問なら，話し合いで意見の違

いを解消し，不平を言わずに問題を処理

するべきでした。救い主はこう教えてお

られます。「人をさばくな。自分がさば

かれないためである。あなたがたがさば

くそのさばきで，自分もさばかれ，あな
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たがたの量るそのはかりで，自分にも量

り与えられるであろう。」9

律法学者とパリサイ人が姦淫
かんいん

を犯した

女を連れて来たとき，イエスは身をかが

めて，だれも見ることも聞くこともでき

ない何かを指で地面に書き，それから言

われました。「あなたがたの中で罪のな

い者が，まずこの女に石を投げつけるが

よい。」非難する人が皆，己の罪を恥じ

て立ち去ると，イエスは女に告げられま

した。「お帰りなさい。今後はもう罪を

犯さないように。」10

ほかの人の問題を知っているとき，ど

うすればよいでしょうか。

1．裁いてはなりません。裁きは，完

全な裁き主である主にゆだねてくださ

い。罪を詮索
せんさく

せずに，その人の神性に目

を向けてください。問題を探るのではな

く，人の美徳を理解することこそ，わた

したちのすべきことです。

2．赦さなければなりません。個人的

に傷つけられたとしても，主はこう言っ

ておられます。「主なるわたしは，わた

しが赦そうと思う者を赦す。しかし，あ

なたがたには，すべての人を赦すことが

求められる。」11

3．忘れることです。常に思い出して

いると，回復力の強い霊でさえ破壊され

ます。構わずに，ほうっておきましょう。

だれかの罪を漏らすという誘惑にのみ

込まれそうになったら，隣人や親友に話

すのではなく，監督のもとに行き，重荷

を降ろしてください。もし必要であれば，

公的機関に通報して，あとは彼らに任せ

てください。アルマが受けた貴重な約束

を受けるには，自分自身と人々のよごれ

た衣について，アルマと同じ精神で同じ

ことを行う必要があると，わたしは信じ

ています。

しかし，自分が正しくて相手が悪い場

合はどうでしょうか。自分の立場を公に

して，自分には落ち度がないと主張すべ

きでしょうか。主はこのジレンマに関し

て明確な指示を出しておられます。裁き

はわたしたちの特権ではありません。ち

りのような過ちを裁くのはわたしたちの

義務ではありません。自分の目に梁
はり

があ

るため，正しく見ることができないから

です。どんなに薄いホットケーキにも，

表と裏があります。必要なのは，感情移

入という賜物
たまもの

です。相手の気持ちや立場

を理解するのです。慈愛があれば自然に

感情移入ができるようになります。奉仕

する力が高められます。感情移入とは，

同情ではなく，理解と思いやりであり，

真の友情の基盤です。感情移入は尊敬を

もたらし，教え合い学び合うための扉を

開きます。インディアンのスー族の祈り

には，この偉大な原則への理解が示され

ています。「大霊よ，彼の靴で2週間歩く

まで，彼を裁かないように助けたまえ。」

では，よごれた衣服はどう処理すべき

でしょうか。まずは悔い改めることです。

救い主は戸の外に立って，たたいておら

れます。すぐにでも受け入れてください

ます。12 わたしたちは悔い改めに必要な

ことを行う必要があります。罪を捨てな

ければ，清めは始まりません。主は，御

自身の血によって衣を清めると約束して

くださいました。13 全人類の罪のために

命をささげ，苦しんでくださいました。

主は一人一人を堕落から贖ってください

ます。贖罪を通して人類の罪の贖いとし

て御自身をささげられた救い主は，火の

バプテスマによって聖霊が人を清められ

るのを承認しておられます。聖霊が人に

宿ると，浄化する力によって罪の汚れが

焼き尽くされます。人が決意すると同時

に，この清めが始まるのです。

主に献身するには，まず主に焦点を当

てることです。最近，イリノイ州ノーブ

ーのステーク大会に出席しました。聖歌

隊の音楽は最高でした。指揮者はプロの

音楽家で，大学で教鞭
きょうべん

を執っている人で

す。聖歌隊と会衆を魅了しました。彼の

動作の一つ一つが音楽になりました。皆

が指揮に合わせて歌いたいと願い，指揮

者から目が離せませんでした。わたしは

救い主について思いました。主は，御自

身のようになるようチャレンジされまし

た。もし指揮者であるネルソン兄弟にそ

うしたように，全神経を主に注ぐならば，

すぐに救い主の面影を身に受けることが

できるでしょう。

彼の指揮で歌っていた人に変化が生じ

たのは，歌っている間だけの一瞬のこと

でした。皆，いるべき場所にいて，心か

ら指揮に従いたいと願っていました。日

ごろからいるべき場所にいて，主に従う

ことを同じくらい熱心に願うならば，主

はわたしたちの生活に触れて，主のみも

とで永遠に暮らせるように清めてくださ

います。歌のときに強制はありませんで

した。指揮者との一体感だけがありまし

た。真の悔い改めは，主と一体になるこ

とから生まれます。日々の祈りや思いに

ついて考えましょう。わたしたちは皆，

主と一つになるためにすべきことがある

はずです。ネルソン兄弟に尋ねてみまし

た。「なぜわたしたちから，あれほどの

ものを引き出すことができたのですか。」



彼は謙虚に答えました。「皆の心が清い

からです。」

「ほかに秘密はありませんか。」

「御霊
み た ま

です。あのように気持ちを通じ

合わせる力を持っているのは，御霊だけ

です。」

では何に焦点を当てるべきでしょう

か。「また，あなたがたがわたしの栄光

にひたすら目を向けるならば，あなたが

たの全身は光に満たされ，あなたがたの

中に暗さがないであろう。そして，光に

満たされるその体はすべてのことを悟

る。」14 この約束は，悔い改めを通して自

分のよごれた衣服に対する責任を果た

し，清められたときに成就します。

願わくはモロナイを通して与えられた

救い主の約束を享受できますように。

「立ち上がり……美しい衣を着なさい。

……キリストのもとに来て……勢力と思

いと力を尽くして神を愛するならば……

あなたがたは神の恵みにより，キリスト

によって完全になることができる。……

キリストの血が流されたのは，あなたが

たの罪の赦しのために御父が聖約された

ことによるものであり，それによってあ

なたがたは染みのない清い者となるので

ある。」15   イエス・キリストの御名
み な

によ

り，アーメン。

注

1．創世4：9－10；モーセ5：34－35参

照

2．モーセ1：6参照

3．教義と聖約58：42参照

4．アルマ5：21－27；教義と聖約64：

10参照

5．モーサヤ2－5章参照

6．モーサヤ5：2参照

7．モーサヤ26：10－24参照

8．ヨブ40：8

9．マタイ7：1－2

10．ヨハネ8：7，11

11．教義と聖約64：10，強調付加

12．黙示3：20参照

13．黙示7：14参照

14．教義と聖約88：67

15．モロナイ10：31－33

熱
帯雨林の広がる，ナイジェリア

南東部の蒸し暑い一日を決して

忘れないでしょう。夫とわたし

は，管理していた伝道部で最も遠い地域

に向かっていました。神殿推薦状を発行

するために，イコットエヨ地方部の会員と

面接を行うことになっていたのです。近

年発展を遂げつつあるこの地方部には，

過去2年間に改宗した会員が何人もいま

した。会員は皆，最も近いとされる南ア

フリカのヨハネスバーグ神殿から 4,800キ

ロも離れた所に住んでいました。そのた

め，だれ一人として神殿のエンダウメント

を受けていませんでした。

会員たちは，わたしたちの毎月の訪問

日を知っていました。けれども何時に到

着できるかは，わたしたちにさえ分かりま

せんでした。そのうえ，西アフリカのこの

地域には電話がほとんど普及していなか

ったため，連絡もできませんでした。その

ため，この信仰篤
あつ

いアフリカの聖徒たち

は早朝から集まり，神殿推薦状の面接を

受けるために，必要であれば一日中待っ

たのです。到着したとき，灼熱
しゃくねつ

の中で待

つ幾人かの教会員に交じって，二人の扶

助協会の姉妹が目に留まりました。二人

は鮮やかな巻きスカートに白いブラウス

を身に着け，頭にはアフリカの伝統的な

スカーフを巻いていました。

多くの時間の後に全員の面接を終え，

夫とわたしはジャングルの砂地を車で戻

り始めました。そのとき，ある光景に息を

のみました。先ほどの二人の姉妹がまだ

歩き続けていたのです。村まで往復29キ

ロの道のりを，二人は歩いて来たのでし

た。使う特権にあずかれるかさえも分か

らない神殿推薦状を得るために，二人は

そうしたのです。

ナイジェリアの聖徒たちは，ハワード・

W・ハンター大管長の次の勧告を信じて

いました。「神殿が近くにないために，す

ぐにあるいは頻繁に参入できないとして

も，すべての成人会員が有効な神殿推薦

状の発行を受けるふさわしさを身に付

け，また推薦状を所持するなら，主はお喜

びになるでしょう。」1  姉妹たちの手には，

清潔なハンカチで丁寧に包まれた大切な

神殿推薦状が握られていました。わたし

は二人の信仰の模範を，大切に心に留め

ています。

主と聖約を交わしたこの二人の扶助協

会の姉妹は，アルマの次の「信仰につい

ての」教えを行いで表しています。「信仰

とは物事を完全に知ることではない。し

たがって，もし信仰があれば，あなたがた

はるかに望み見て
中央扶助協会第二副会長

アン・C・ピングリー

信仰とは，……約束……を「はるかに望み見て確信する霊的な能力であり，真に

信じる人々の確かな尺度です。

13／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号
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はまだ見ていない真実のことを待ち望む

のである。」2

信仰は，天の御父とその独り子イエ

ス・キリストに対する，最も個人的な敬愛

と献身を映し出します。それは，この最

初にして最も重要な福音の原則を土台と

します。すなわち，イエスがわたしたち

の「信仰の導き手であり，またその完成者

で〔あられる〕」3 ことを知り，救い主を仰

ぎ見るのです。

祖父のおばである，ローラ・クラーク・

フェルプスは，クラーク家で最初に教会に

入った人です。ローラは疑わずに雄々し

く立ち，4  独自の方法で，主への信仰を示

しました。

ローラの信仰の遺産は，「望んでいる事

がらを確信し，まだ見ていない事実を確

認する」5 という信仰の教義について多く

のことを教えてくれます。ローラはジョセ

フ・スミス・シニアから祝福師の祝福を受

けました。そして信仰を保つことによって

シオンの受け継ぎを得ると勧告されまし

た。また，「信仰をもって神に頼るなら，

心に望むものをすべて与えられる」6 とい

う約束を得ました。

ローラとその夫は，預言者ジョセフ・ス

ミスと知り合いでした。あるとき，預言者

と兄のハイラムが，ミズーリ州ファーウェ

ストの農場にあるローラの家に走って来

ました。ローラは二人を衣装部屋のカー

テンの陰にかくまいました。程なく，預言

者を探しに暴徒の先導者が駆け込んで来

ましたが，ローラは穏やかに対応しました。

ローラはこの神権時代の初期の教会員

として，喜びと同時に困窮も味わいまし

た。何度も家を追われ，夫と離れながら

も，彼女の信仰は強められました。腕の

よい助産師として，ローラは家計を助ける

ために，昼夜を問わずどんな悪天候の下

でも働きに出かけました。そのような過

度の労働がたたり，ローラは夫と幼い5人

の子供を残して，わずか34歳の若さで亡

くなりました。子供や孫，そしてひ孫が，

ローラのように信仰の道を歩む姿を見る

こともありませんでした。現世では，神殿

で自身のエンダウメントを受けるという祝

福も得ることができませんでした。もしそ

の祝福にあずかっていたなら，どれほど

尊んだことでしょう。

信仰を貫いたローラの人生は，へブル

人への手紙の次の一節を証
あかし

しています。

「これらの人はみな，信仰をいだいて死

んだ。まだ約束のものは受けていなかっ

たが，はるかにそれを望み見て喜び，そ

して，地上では旅人であり寄留者である

ことを，自ら言いあらわした。」7 ローラの

人生には信仰が息づいていました。そし

て信仰のうちに生きたのです。

わたしは祖父のおばであるローラを愛

し，彼女の模範を大切に心に留めていま

す。ローラは，ナイジェリアの扶助協会の

姉妹たちと同様，「信ずる者には，どんな

事でもできる」8 ということに気づかせて

くれるのです。

信仰とは，現世では実現する可能性が

低い約束であっても，それを「はるかに」

望み見て確信する霊的な能力であり，真

に信じる人々の確かな尺度です。ブルー

ス・R・マッコンキー長老は，これらの言

葉の持つ真実性を次のように表現しまし

た。「完全で純粋な形の信仰には，〔神が〕

わたしたちの嘆願を聞き，〔御心
みこころ

にかなう

時節に〕その願いをかなえてくださるとい

う，揺るぎない確信と絶対的な信頼が必

要である。」9 この言葉を信じて，わたし

たちもまた，今日
き ょ う

も明日も確固として「信仰

に立〔つ〕」10 ことができるのです。

住んでいる場所や，取り巻く環境は問

題ではありません。現世で経験する心痛

や落胆，またこの世では果たされない約

束のかなたにあるものに目を向け，日々義

にかなった生活をすることで，イエス・キ

リストへの信仰を表すのです。「聖徒は皆，

約束せるものを受け」11 る日を心待ちにで

アン・C・ピングリー姉妹が撮影した二人のナイジェリアの姉妹。二人は決して使用することのないであろう神殿推薦状を得るために，
往復で18マイル（約29キロ）もの距離を歩いた。



きる信仰を持つことは，何とすばらしい

ことでしょう。

西アフリカのジャングルの砂地を，信仰

を込めて，一歩ずつ歩くこの勇敢なナイジ

ェリアの姉妹たちは，いつの日か祖国に

神の聖なる神殿の壁がそびえ立つとは思

ってもいませんでした。また，もう一人の

神の預言者であるゴードン・B・ヒンクレ

ー大管長の霊感に導かれた言葉が，彼女

たちが願い，「はるかに」望み見ていた約

束の祝福をもたらすとは想像もしていませ

んでした。分かっていたことは，主がこの

時代に福音を回復され，福音の証が自ら

の心の内に燃えたこと，また信仰が人生

の行く道を照らしてくれることだけでし

た。そして彼女たちは，神殿推薦状の発

行を受けるふさわしさを身に付け，推薦

状を保持するという預言者の勧告に従っ

たのです。

夫とわたしは， 2000年4月のあのすば

らしい日に，ナイジェリアの二人の姉妹を

はじめとする西アフリカの多くの聖徒た

ちを思い起こし，いとおしさでいっぱいに

なりました。その日，ゴードン・B・ヒンクレ

ー大管長は次のように発表したのです。

「わたしたちは今この大会で，ナイジェリ

アのアバに主の宮を建てたいと考えてい

ることを発表いたします。」12 兄弟姉妹，

時として「奇跡によって信仰が強められる」13

ことを証します。アフリカの神殿は，広大

な大陸に点在する小さな村や大都市に住

む多くの聖徒の信仰によってもたらされた

奇跡のすばらしい例です。

神殿推薦状を手に入れるために遠い道

のりを歩いた，アフリカの二人の開拓者

の信仰を見ることができ，深く感謝してい

ます。ナイジェリアの神殿で現在儀式が

行われ，これらの女性とその家族，そして

何千人もの人々が神殿推薦状を使用する

機会があることをうれしく思います。信仰

の象徴として，また信仰を行使するため

に推薦状を使うことができるのです。

時折，人生においてまだ受けていない

祝福を理解するのは難しいことがありま

す。神が御自分の子供たちのために用意

されたすべてのものを，霊の目で「はるか

に」望み見るためには，常に信仰がなけ

ればならないのです。

ジャングルの砂地を歩いていたあの姉

妹たちと同じように，わたしも神が生きて

おられることをはっきりと知っています。神

はそれぞれの大陸に住むわたしたちを愛

し，一人一人に祝福を与えることを望んで

おられます。「はるかに」望み見る約束が，

いつの日かすべての祝福をもたらしてくれ

ることを「この上ない確信」14 をもって待ち

受け「力のかぎりすべてのことを……行

〔う〕」とき，イエス・キリストを信じる信仰が

日々 の支えとなることを証します。イエス・

キリストの御名
み な

によって，アーメン。

注

1.「神殿に心を向ける民」『聖徒の道』

1995年5月号，6

2. アルマ32：21，強調付加

3. へブル12：2

4. 1コリント16：13；ヤコブの手紙1：

6参照

5. へブル11：1

6. モーリス・カルビン・フェルプス，Life

History of Laura Clark（末日聖徒イ

エス・キリスト教会保管記録庫），マイ

クロフィルム，3

7. へブル11：13

8. マルコ9：23

9. A New Witness for the Articles of

Faith（1985年），187

10. 1コリント16：13

11.「いざ救いの日を楽しまん」『賛美歌』

5番

12.「新しい始まりの時」『リアホナ』

2000年7月号，107

13. Bible Dictionary, “Faith,”669

14. 教義と聖約123：17
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大会の部会で，会衆とともに賛美歌を歌うゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長（中央），トーマス・Ｓ・モンソン第一副管長（左），
ジェームズ・Ｅ・ファウスト第二副管長（右）
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秋
を迎えると，テレビは新番組の

放送を始めます。友人によれ

ば，この秋始まる新番組は37あ

るそうです。番組批評を読んだら，子供

に見せたい番組はほとんどなかったと言

いました。ホームコメディーやドラマ，実

録番組にはだいたいどれも不道徳や暴力

の描写があり，伝統的な価値観や家族制

度を巧みにあざ笑っています。新番組は

年々質を下げ，大衆の許容範囲をどんど

ん押し広げようとしているようです。ハリ

ウッドが送り出すもの，インターネットで見

られるもの，今日
こんにち

の音楽の多くは，退廃と

いう名の「クモの巣」，子供たちをとりこに

し，すべての人を危機にさらすクモの巣

を張り巡らしています。

教会の指導者には道徳的な問題につい

て率直に述べ，個人と家族に助言を与え

る責任があります。家族は社会の基本単

位であり，永遠の基本単位です。ですか

ら家族が脅かされるなら，教会の指導者

は対抗しなければなりません。

家庭は天の御父の計画の中核を成しま

す。人は皆，天の御父の家族の一員であ

り，現世は自分自身の家族を形成し，親

の役割を果たす機会なのです。人は家庭

の中で神の愛に非常に近い「無条件の愛」

を学びます。価値観を教え，人格を形成

するのは家庭の中です。「父親」と「母

親」という召しは，決して解任されるこ

とのない召しであり，家族の中にやって

来る神の霊の子供に対する責任以上に大

切な管理の職はありません。

家族のこの上ない大切さと，今日の家

族が直面している脅威を考えると，大管

長会と十二使徒定員会が「家族――世界

への宣言」の中で，次のような厳しい言

葉を用いているのも不思議ではありませ

ん。「わたしたちは警告します。……家

族の責任を果たさない人々は，いつの日

か，神の御前
み ま え

に立って報告することにな

ります。またわたしたちは警告します。

家庭の崩壊は，個人や地域社会，国家に，

古今の預言者たちが預言した災いをもた

らすことでしょう。」1 そのような預言者

の一人がマラキでした。マラキは親に対

して，全地がのろわれることのないよう

に，親の心をその子供たちに向け，子供

たちの心をその親に向けるよう警告しま

した（マラキ4：5参照）。

旧約時代の記録にも，家族に関する現

代の宣言にも記されているこの警告に付

け加えて，わたし自身も警告したいと思

います。特に，今日のメディアと，家族

や家庭生活がメディアから受ける著しい

悪影響について警告します。

今日の巨大メディアが発信するメッセ

ージの量は膨大で，しかもピンからキリ

までいろいろなものがあります。有害で

節操のないものもあれば，積極的で生産

的な情報を多く提供しているものもあり

ます。歴史，発見，教育を専門に放送す

るチャンネルもあります。上質な娯楽や，

精神を高揚させるものを提供し，善悪の

結果を正しく伝えるような映画，コメデ

ィー，ドラマも，今でも放送されていま

す。インターネットは，情報，コミュニ

ケーションのすばらしい手段として活用

できますし，世界中には優れた音楽が無

限に存在します。ですから，最大のチャ

レンジは，見聞きするものを知恵を使っ

て選択することなのです。

預言者リーハイが語ったように，キリス

トとその贖罪
しょくざい

のおかげで，人は「とこしえ

に自由となり，善悪を知るようになってい

る。……思いのままに行動することがで

き，強いられることはな〔く〕，……自由と

永遠の命を選ぶことも， ……束縛と死を

選ぶことも自由」なのです（2ニーファイ2：

26－27）。

メディアの選択は，生活の中の選択を

象徴することになります。テレビや映画

の中で，最新の流行や快い刺激，けばけ

ばしいものを選んでいるなら，注意して

いないと，いずれは生活の中でも同じも

のを選ぶようになるでしょう。

正しく選択しなければ，メディアは家

族を破壊し，子供たちを福音の狭い道か

ら遠ざけてしまいます。大小の画面が映

し出す仮想現実の世界では，いつも家族

を崩壊させる考えや行動が，楽しく，現

代風で，刺激的で，自然であるかのよう

に描かれています。メディアは家族に非

常に恐ろしい攻撃を仕掛けていますが，

それが直接的であからさまな不道徳であ

ることはまれです。狡猾
こうかつ

な悪魔は，大多

数の人が依然として家族や伝統的な価値

観を大切にしていることを承知してい

て，直接的な攻撃を控えています。むし

ろ，善悪が取りざたされないように，微

妙な表現をするのです。不道徳や性を連

想させる表現があまりに蔓延
まんえん

しているた

声を届かせる
十二使徒定員会

Ｍ・ラッセル・バラード

最初は小さな声かもしれませんが，声を上げて，人を高め励まし，喜んで受け入

れられるメディアを応援しましょう。



め，皆がしているから害はないと思い込

んでいる人もいます。この邪悪で有害な

問題は，対岸の火事ではありません。わ

たしたちの家の中に，家族が集まる居間

の中にまで入り込んでいるのです。

堅固で幸せな家庭を築くには，信仰箇

条第13条にある真理，つまり「正直，真

実，純潔，慈善，徳高くあるべきこと，

またすべての人に善を行うべきこと」と

いう信念によって家族を養う必要があり

ます。幸いなことに，「徳高いこと，好

ましいこと，あるいは誉れあることや称

賛に値すること」を尋ね求める男女は，

文化，宗教を問わず大勢います。

しかしわたしたちは使徒パウロが述べ

た「苦難の時代」に生きています。パウ

ロは，わたしたちの時代には，人は「自

分を愛する者，金を愛する者，大言壮語

する者，高慢な者，神をそしる者，親に

逆らう者，恩を知らぬ者，神聖を汚す者，

無情な者，……そしる者，……善を好ま

ない者，……乱暴者，高言をする者，神

よりも快楽を愛する者」になるだろうと

警告しました（2テモテ3：1－4）。

陰謀を企てている男女は美徳よりも利

益を求め，「あらゆる……悪事を行うよ

うに人々を扇動し」（アルマ11：20参照），

メディアが果たし得る徳高い役割を妨げ

ています。

メディアが説くいわゆる「新しい道徳」

は，昔から存在した不道徳以外の何もの

でもありません。不道徳は宗教を攻撃し

ます。家族を傷つけます。美徳を悪徳，

悪徳を美徳と呼びます。徳高くもなく，

好ましくもなく，誉れや称賛に値しない

メッセージや画像によって，感覚をまひ

させ，精神を砕くのです。

今こそ，教会員が声を上げる時です。

今こそ，同じ問題意識を持つ多くの人と

力を合わせ，全地を覆う不快で，破壊的

で，卑劣なメディアの影響力に反対の声

を上げる時なのです。

カイザー家族財団（Kaiser Family

Foundation）によれば，ゴールデンタ

イムの番組に性的な内容が含まれていた

割合は，1998年の67パーセントから2000

年には75パーセントにまで跳ね上がって

います。2 この種のメディアは底知れぬ

悪影響を及ぼします。女性を神の永遠の

計画に欠かせない大切な神の娘としてで

はなく，虐待の対象として描写すること

により，無神経に扱う風潮をあおります。

婚前交渉を避け，結婚後の貞潔を完全に

守るという長年大切にされてきた徳は，

今や軽視され，嘲笑
ちょうしょう

されています。子供

や青少年は，いわゆるスターとしてあこ

がれ，模範と仰ぐべき人々の逸脱した行

いに混乱し，誤って導かれています。メ

ディアが作り上げた道徳的混乱の中で，

長年大切にされてきた価値観が失われつ
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つあるのです。

サイバーポルノの急増に合わせ，イン

ターネットポルノの中毒も急増していま

す。インターネットポルノや，危険なチ

ャットルームが病みつきになり，結婚の

聖約や家族の義務を顧みず，仕事も失い

かねないでいる人もいます。法律が絡ん

でくるケースも多々あります。倒錯行為

を何とも思わなくなり，不道徳という悪

癖にますます深く入り込んでいく人もい

ます。結婚生活は崩壊し，人間関係も壊

れます。この中毒に冒された人は，往々

にして真の，永遠に価値あるものをすべ

て失ってしまうのです。

ある社会評論家はこう述べています。

「家庭，学校，教会は，社交や価値観を

学ぶ大切な場であったが，いつの間にか

テレビがその役割を奪った。……貪欲
どんよく

，

肉欲，暴力，際限のない自己満足，道徳

的な節度の喪失――それが毎日ごちそう

のように，うっとりするほどきれいに盛

りつけられて，子供の前に出される。」3

今日のポピュラー音楽や，音楽ビデオと

呼ばれる新手の「芸術手法」に出てくる，

暴力と性を感情的に描いた歌詞に注意し

なければなりません。業界関係者によれ

ば，音楽ビデオの視聴者の40パーセント

は18歳未満の青少年です。4 ストーリー性

のある音楽ビデオでは，4分の3近くが性

的な映像を使い，半数近くが暴力シーン

を含んでいるという報告もあります。5 し

かも登場するファッションは「徳高いこと，

好ましいこと，あるいは誉れあることや称

賛に値すること」からまったくかけ離れて

いるのです。現代は間違いなく「悪を呼

んで善といい，善を呼んで悪とい〔う〕」時

代です（イザヤ5：20）。

繰り返し申し上げます。悪魔が最大の

標的にしているのは家族です。したがっ

て，最も重点的に守る必要があるのは家

族なのです。以前にお話ししたように，

長期的な視野に立って悪魔の狡猾な策略

を考えてみると，家族を攻撃するのは理

にかなっています。悪魔は主の業をくじ

くために，世界中のピーナツバターに毒

を混ぜて，宣教師の働きを挫折
ざ せ つ

させるよ

うなことはしません。モルモンタバナク

ル合唱団を苦しめるために，のど風邪を

流行させるようなこともしません。教会

員が好きなゼリーやキャセロールを禁止

する法律を作ったりもしません。神の業

の根幹を攻撃し，混乱させたいなら，悪

魔は家族を攻撃します。貞潔の律法を軽

んじさせ，性別を混乱させ，暴力に慣れ

させ，乱暴な言葉や不敬な言葉にまひさ

せ，不道徳な逸脱行為は当たり前と思い

込ませるのです。

「善人が何もしなければ，それだけで，

必ず悪が勝利を収める」と語ったエドマ

ンド・バークの言葉を覚えておきましょ

う。6 この風潮に反対するために，世界

中の同じ問題意識を持つ人々とともに声

を上げる必要があります。有害なメディ

アのスポンサーに，「もうたくさんです」

と言う必要があります。前向きな，人を

高める番組や作品を支持しなければなり

ません。同じ問題意識を持つ隣人や友人

と力を合わせて，スポンサーに明確なメ

ッセージを伝えましょう。インターネッ

トのウェブサイトあるいは地元の関連団

体に聞けば，スポンサーの連絡先が分か

るでしょう。手紙やＥメールは想像以上

の効果を発揮します。特に扶助協会の一

人の姉妹が書いた次のような手紙は強力

です。「わたしは100人以上の女性が毎週

集まるグループの代表です。貴社の提供

番組は子供に有害だということが，よく

話題に上っています。」

もちろん，有害なメディアに反対する最

も基本的な方法は，鑑賞しない，見ない，

読まない，再生しない，です。青少年に

向けた大管長会の勧告に従うよう，家族

に教える必要があります。娯楽とメディア

に関して大管長会が与えた勧告は非常に

明確です。冊子『若人の強さのために』

の中に，このように記されています。

「いかなる形であれ，下品で，暴力的な

娯楽，また，不道徳で，わいせつな娯楽に

心や，目を向けたり，加わったりしないで

ください。不道徳や暴力行為を少しでも

受け入れられるものとして扱っている娯

楽には加わらないでください。……

天の御父の標準に合わない内容に出会

ったときには，映画鑑賞会やビデオパー

ティーから立ち去り，コンピューターや

テレビのスイッチを切り，ラジオの番組

を替え，雑誌を閉じる勇気を持ってくだ

さい。」7

兄弟姉妹の皆さん，利用されないでく

ださい。操られないでください。伝統的

な家族観を侮辱する番組を支援しないで

ください。最初は小さな声かもしれませ

んが，声を上げて，人を高め励まし，喜

んで受け入れられるメディアを応援しま

しょう。

反対の声を上げる以外にも，有害なメ

ディアの影響を最小限に抑えるために，

すべての親が実行できる7つの事柄を紹

介して，話を締めくくりたいと思います。

1. 家族会議を開いて，メディアの標

準を決めます。

2. 子供と有意義に過ごす時間を十分

に取り，メディアや友人ではなく，親が

子供の生活に最も影響を与えられる存在

となります。

3. 親自身が正しくメディアを選択し，

子供の模範となります。

4. テレビ，ビデオゲーム，インター

ネットに1日何時間まで使えるか，上限

を決めます。仮想現実を子供の現実にさ

せてはなりません。

5. 見てはならないものを「偶然に」

見ることのないように，インターネット



フィルターや，暴力や性表現などを含む

一定の番組を自動的に遮断できる装置を

活用します。

6. テレビやコンピューターを寝室や

個室にではなく，家族がよく集まる部屋

に設置します。

7. 子供と一緒に適切なメディアを鑑

賞する時間を取り，堕落や崩壊ではなく，

向上や成長につながるメディアを選択す

ることについて話し合います。

神の祝福によって，メディアの流れを

暗闇
くらやみ

から真理と光に向かわせるため，一

人一人に行動を起こす勇気と知恵が授け

られますように。わたしたちの家族が強

められ，福音に忠実でいられますよう，

神が祝福してくださいますに。イエス・

キリストの御名
み な

によって，へりくだりお

祈りします。アーメン。
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今
朝わたしは，末日聖徒イエス・

キリスト教会の神聖な使命に

ついて疑問を抱いて苦しんで

いる人々に，ささやかな証
あかし

を述べたいと

思います。わたしたちの多くは時々，「口

をきけなくする霊」につかれた子供を癒
いや

すよう救い主に願った父親のようになりま

す。父親は叫んで言いました。「信じます。

不信仰なわたしを，お助けください。」1 疑

いを消すことのできないすべての人に，

信仰の弱さを克服する方法があります。

光と真理と知識を求めて情報を受け入れ

たり拒んだりする過程で，ほとんどの人が

幾らか疑問を抱くものです。それは学習

のプロセスの一部です。

人を支える信仰は，人生における究極

の慰めとなります。だれもが自分自身の

証を見いださなければなりません。

証は，この教会の頭
かしら

であるイエス・キ

リストの神聖な使命と，回復の預言者ジ

ョセフ・スミスを信仰によって受け入れ

ることに始まります。ジョセフ・スミス

により回復された福音は，真実か誤りの

どちらかです。約束された祝福をすべて

受けるには，信仰により完全に福音を受

け入れなければなりません。しかし，こ

の確かな信仰は通常，すぐには得られま

せん。教えに教え，訓戒に訓戒を加えて

霊的に学んでいくのです。

ロンドン大学の講師ジョセフ・ハムス

テッドは，この有名大学の講師仲間に，

教会と青少年や家族のプログラムについ

て話しました。仲間の一人が言いました。

「家族のためにしていること，すべてが

気に入ったね。ジョセフ・スミスに天使

が現れた部分がなければ，君の教会に入

れるよ。」ハムステッド兄弟は答えまし

た。「ああ，でもジョセフ・スミスに天

使が現れた事実を打ち消してしまった

ら，わたしは教会員ではいられない。そ

れが教会の出発点だからね。」2

このロンドン大学の教授のように，多

くの人はこの教会の実に驚嘆すべき事柄

を目にし，そこにすばらしい価値と内容

があると納得します。そして，教会が信

信じます。
不信仰なわたしを，
お助けください
第二副管長

ジェームズ・E・ファウスト

人を支える信仰は，人生における究極の慰めとなります。だれもが自分自身の

証
あかし

を見いださなければなりません。
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者のためにできることを高く評価しま

す。しかし，ジョセフ・スミスが示現の

中で天の御父と御子に実際にまみえ，天

使から金版を渡されてモルモン書を翻訳

したことについては，霊的な確認に欠け

るのです。神を知ることは，すべての男

女に与えられる重要な霊的賜物
たまもの

です。ジ

ョセフ・スミスは，神に関するこの知識

を直接体験して得たのです。何年も後に，

その知識の影響力や自分の人生に起こっ

た出来事を思い返して言いました。「わ

たしの話を信じない人がいても，とがめ

ません。自分で経験していなければ，わ

たし自身も信じなかったでしょう。」3

ニューヨーク州パルマイラの聖なる森

で，父なる神と御子イエス・キリストが

御姿
みすがた

を現されたとき，そこにいたのは少

年ジョセフ・スミスだけでした。けれども，

信じない人々にとって，その示現がなか

ったことを証明するのは困難でしょう。最

初の示現以来，その出来事を否定するた

めに，実に多くのことが行われてきました。

聖書に登場する父親のように「信じます。

不信仰なわたしを，お助けください」と言

う人は，モルモン書の指示に従って確認

を得ることができます。すなわち，キリスト

への信仰と啓示によってもたらされる真理

について「キリストの名によって永遠の父

なる神に」尋ねるのです。しかし，絶対に

必要な要素があります。それは「誠心誠意

で問う」ことです，そうすれば神は「これが

真実であることを，聖霊の力によってあな

たがたに明らかにして」くださいます。「そ

して聖霊の力によってあなたがたはすべ

てのことの真理を知る」でしょう。4

モルモン書以外にも，ジョセフ・スミ

スの主張を裏づける強力な証言がありま

す。初めに，3人の証人と8人の証人が，

金版を手に取り，刻まれた文字を見て，

モルモン書が神の力によって翻訳された

ことを証しました。ジョセフ・スミスを

いちばんよく知っている彼の家族も，ジ

ョセフの言葉を受け入れて信じました。

信じた人の中には，ジョセフの両親，兄

弟姉妹，それにおじのジョン・スミスが

います。兄のハイラムは，ジョセフとと

もに命をささげて，ジョセフの働きに対

する完全な信仰を証明しました。こうし

た信頼できる証人が皆，預言者ジョセフ

の証を支持しています。

親交の深い友人たちは，ジョセフ・ス

ミスの神聖な使命を完全に信じていまし

た。その中の二人，ウィラード・リチャ

ーズとジョン・テーラーは，ジョセフと

ハイラムが殺されたとき，その場にいま

した。ウィラードは，ジョセフから一緒

に行ってくれるかと尋ねられたとき，き

っぱりと答えました。「ジョセフ兄弟，

わたしは頼まれて一緒に川を渡ったので

はありません。請われてカーセージに来

たのでもありません。言われて一緒に入

獄したのでもありません。そのわたしが

今，あなたを見捨てるなどとお考えです

か。これからわたしがしようとしている

ことを申し上げましょう。もしあなたが

反逆罪で絞首刑を宣告されるなら，わた

しが代わりに処刑台に立ちます。そうす

ればあなたは放免されます。」5

ジョン・テーラーは証しました。「主

の預言者であり聖見者であるジョセフ・

スミスは，ただイエスは別として，この

世に生を受けた他のいかなる人よりも，

この世の人々の救いのために多くのこと

を成し遂げた。」6 老練なブリガム・ヤン

グは言いました。「わたしは預言者ジョ

セフ・スミスを長年知っていることを考

えると，一日中でもハレルヤと叫びたい

気持ちになります。ジョセフ・スミスは

主がお立てになって聖任された預言者で

あり，地上における神の王国を築いて維

持する鍵
かぎ

と力をお与えになった預言者で

す。」7 わたしの意見ですが，これらの

聡明
そうめい

で確固とした人々をだまし通すこと

などできたはずがありません。

わたしにとって説得力があるのは，家



族の関係を永遠に結ぶ鍵があると，この

教会だけが主張していることです。ヒンク

レー大管長は言いました。「大小，新旧を

問わずすべての神殿は，この世があるの

と同じように死後の生命が真実確かなも

のであるという，わたしたちの証を表して

います。」8 家族を大事にする人には，神

殿で永遠に結び固められるという卓越し

た祝福を求めずにはいられない理由があ

ります。すべての祖父母，両親，夫婦，子

供，孫にとって，この結び固めの力と権能

は，預言者ジョセフ・スミスを通して行わ

れた「万物更新」9  の中で，完成に至る最

高の原則なのです。結び固めは永遠です。

この祝福は生きている人だけでなく，亡

くなった人にも身代わりの儀式によって

及び，家族を永遠に結ぶのです。10

この業が神の業であることを示すもう

一つの力強い証拠は，この教会の全世界

における発展と力です。これはユニーク

な組織です。比類のない存在です。ペテ

ロと初期の使徒たちがイエス・キリスト

の神性について証したとき，ガマリエル

はこう説きました。

「その……しわざが，人間から出たも

のなら，自滅するだろう。しかし，もし

神から出たものなら，あの人たちを滅ぼ

すことはできまい。」11

これはすべて真実ですが，一人一人が

聖霊の力によって霊的な確認を受けなけ

ればなりません。聖霊の力はあらゆる感

覚を合わせたよりも強い力です。「信じ

ます。不信仰なわたしを，お助けくださ

い」と言う人々に，わたしは提案します。

「信仰の目をもって待ち望み」ましょう。
12  主はそのような人に約束されました。

「まことに見よ，あなたに降
くだ

ってあなた

の心の中にとどまる聖霊によって，わた

しはあなたの思いとあなたの心に告げよ

う。」13

信仰の炎が揺らめいて消えてしまうと

き，人は何らかの理由を挙げます。人間

の弱さやほかの人の不完全さ，理解でき

ない教会歴史上の出来事，教会の発展と

絶えざる啓示に基づいて変更される手続

き，無関心，背きなどです。

かつて主は，ジョセフ・ウェイクフィール

ドのことを「心から喜んでいる」14 と言わ

れました。彼は勇敢で信義に篤
あつ

く，ジョセ

フ・スミスの預言者としての働きを大勢の

人に伝えました。しかし1833年から1834

年に，カートランドで反対派の影響を受け

ました。ジョセフ・スミスの家にいたとき，

ジョセフが神の御言葉
み こ と ば

を翻訳している部

屋から出て来て，すぐに子供たちと遊び

始めました。「これを見た〔ウェイクフィー

ルド兄弟〕は，〔ジョセフ〕は神の人ではな

い，〔だから〕この業は偽りだと決めつけ

ました。」15  やがてジョセフ・ウェイクフィ

ールドは背教し，破門されて，教会と聖

徒たちを迫害するようになりました。

教会から遠ざかっていたある姉妹は，

息子が伝道に出たとき，自分が改心して

いないことに気づいて動揺しました。印

象的な改宗談を話していた人々と自分を

比較して，思いました。「あの人たちは

すばらしい改心をしたのに，開拓者を先

祖に持つわたしが改心していないのはな

ぜかしら。」彼女はモルモン書を読み始

めましたが，依然としてその価値に疑い

を抱き，退屈に感じていました。すると

友人が勧めて言いました。「あなたは祈

りは大切だと思うと言ったわね。じゃあ，

祈ってみたらどうかしら。」

彼女はそれに従い，祈ってから再びモ

ルモン書を読み始めました。もはや退屈

ではありません。読めば読むほど引き込

まれていき，こう思いました。「ジョセフ・

スミスがこれを書けるはずがない。これ

は神の言葉だ。」読み終えると，どのよう

にして神が自分に真実を告げてくださる

のか考えました。彼女は言いました。「強

くて美しい，喜びに満ちた力に，全身が

包まれ……わたしは知りました。イエス・

キリストは復活されました。……ジョセ

フ・スミスは預言者であり，神とイエス・

キリストにまみえました。神の導きによっ

て古代の記録を驚嘆すべき方法で翻訳し

ました。ジョセフ・スミスは神から啓示を

受けたのです。」こうして彼女も改心し，

生活が変わりました。16

信仰を失った人にはそれぞれ理由があ

るかもしれませんが，それによってジョ

セフ・スミスが回復した真理を変えるこ

とはできません。預言者ジョセフ・スミ

スは言いました。「わたしは自分が完全

であるとは決して言いませんが，わたし

の教えた啓示に誤りはありません。」17

真の原則や教義を攻撃することに成功し

た人はいません。原則も教義も永遠だか

らです。預言者ジョセフ・スミスを通し

てもたらされた啓示は，今も正しいので

す。心の混乱や屈辱，攻撃などで自分自

身の築き上げた信仰という家を取り壊す

のは，間違っています。

わたしたちは福音のすべての原則を完

全に理解していなくても，イエスが神の

御子，人類の贖
あがな

い主キリストであられ，

ジョセフ・スミスが現代に教会を回復す

21／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号
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る使命を託された預言者であるという，

確かな証を持つことができます。棒をつ

まんで拾い上げてみてください。棒は端

から端まで持ち上がります。福音も同じ

です。わたしたちは教会の会員として，

福音のすべてを受け入れる必要がありま

す。福音の一部について霊的な確信が弱

いことも一つの祝福です。はっきりしな

い事柄は，信仰と従順を通していつかは

明らかになるからです。

評判のよいものと義にかなったものと

の溝は，広がっています。イザヤが預言

したように，今日
こんにち

の多くの人は「悪を呼

んで善といい，善を呼んで悪といい」18

ます。神の預言者からの啓示は，自由に

選んだり無視したりできるような，セル

フサービスの料理とは違います。わたし

たちは預言者ジョセフ・スミスのおかげ

で，多くの偉大な啓示に恵まれています。

霊的な知識を回復するために，ジョセフ

はだれよりも多くのことを成し遂げまし

た。19  1839年3月にジョセフ・スミスに

与えられた啓示は成就しました。

「地の果ての人々があなたの名を尋ね，

愚かな者はあなたをあざ笑い，地獄はあ

なたに激怒するであろう。

一方，心の清い者と，知恵のある者と，

高潔な者と，徳高い者は，絶えずあなた

の手から助言と権能と祝福を求めるであ

ろう。」20

信じてはいても，もっと強く信じたい

と願っている人に，お勧めします。信仰

をもって歩み，神に頼ってください。霊

的な知識は常に，信仰の行使を必要とし

ます。福音の原則に対する証は，それに

従って生活しようと努めることにより得

られます。救い主が言われたように，

「神のみこころを行おうと思う者であれ

ば，だれでも，……この教
おしえ

が……わかる」

のです。21  祈りの効果に対する証は，真

心からの謙虚な祈りを通して得られま

す。什分
じゅうぶん

の一の証は，什分の一を納める

ことにより得られます。個人的な疑問を

抱くあまり，神聖な知識の源から遠ざか

ってしまってはなりません。永遠の光を

求めて謙遜
けんそん

に進んでください。そうすれ

ば，不信仰は追い散らされるでしょう。

霊的な光や真理，知識を求めて受け入れ

る手順を踏んでいくならば，必ず与えら

れることを証します。信仰をもって前進

することにより，信仰は増し加えられま

す。良い種のように，不信仰によって捨

てなければ，それは心の中でふくらむで

しょう。22

イエスがキリストであられるという個人

の証は，霊的な賜物としてもたらされると，

わたしは信じています。個人の証はだれ

にも言い破ることはできません。証を得

ている人に与えられた個人的な賜物だか

らです。それは霊的なエネルギーを常に

満たし，永遠の幸福に至る道を霊的な光

で照らしてくれるでしょう。しかし，証は

もっと，それ以上のものです。「わたした

ちは，残りの全生涯，神の御心
みこころ

を行い，神

から命じられるすべてのことについて神

の戒めに従うという聖約を交わ」すと，

「キリストの御名
み な

を信じて心が改ま」るの

です。こうしてわたしたちは「キリストか

ら生まれ，キリストの息子および娘と」な

れるのです。23  これらが真実であること

を，イエス・キリストの聖なる御名により

申し上げます。アーメン。

注
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兄
弟姉妹の皆さん，ヒンクレー大

管長の依頼により，これから，

教会の中央幹部，地域幹部七

十人，ならびに中央補助組織会長会の名

前を提議しますので，皆さんに賛意の表

明をしていただきたいと思います。

預言者，聖見者，啓示者，末日聖徒イエ

ス・キリスト教会の大管長としてゴード

ン・ビトナー・ヒンクレーを支持してくださ

るよう，また，第一副管長としてトーマス・

スペンサー・モンソンを，第二副管長とし

てジェームズ・エスドラス・ファウストを支

持してくださるよう提議いたします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。

反対の方がいればその意を表してくだ

さい。

十二使徒定員会会長としてトーマス・ス

ペンサー・モンソンを，十二使徒定員会会

長代理としてボイド・ケネス・パッカーを，

また十二使徒定員会会員として，ボイド・

K・パッカー，L・トム・ペリー，デビッド・

B・ヘイト，ニール・A・マックスウェル，ラ

ッセル・M・ネルソン，ダリン・H・オーク

ス，M・ラッセル・バラード，ジョセフ・B・

ワースリン，リチャード・G・スコット，ロバ

ート・D・ヘイルズ，ジェフリー・R・ホラン

ド，ヘンリー・B・アイリングを支持してく

ださるよう提議いたします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。

反対の方。

副管長，十二使徒を預言者，聖見者，

啓示者として支持してくださるよう提議い

たします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。

反対の方がいれば同様にその意を表し

てください。

七十人第一定員会会員としての働きに

感謝を示し，アンヘル・アブレア，ウィリ

アム・R・ブラッドフォード，クリー・L・コッ

フォードの各長老を解任し，名誉中央幹

部の称号を与えるよう提議いたします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。

また，七十人第二定員会から，デュエ

イン・B・ジェラード，J・ケント・ジョリー，

D・リー・トブラーの各長老を，栄誉をもっ

て解任いたします。また以下の人々を地

域幹部七十人から栄誉をもって解任いた

します。

ヘンリー・F・アセベド，ブレア・S・ベ

ネット，クレーグ・A・ブロック，レイモン

ド・カステラーニ，クリストファー・N・チ

ャクウラー，ローレンス・R・フラー，ルー

ベン・G・ガピス，ハーベイ・L・ガードナ

ー，フランシスコ・G・ヒメネス，ジョン・

A・グリンセリ，梁
リャン

世安
シンアン

，エマニュエル・

O・オパレ・シニア，アラン・A・ペティオン，

クラウディオ・D・シニョレリ，R・ロイド・

スミス，トマス・バルデス，チャン・ヘイ

（パトリック）・ウォン。

感謝の意を表明してくださる方は，手

を挙げてその意を表してください。

中央若い男性会長会の副会長から，グ

レン・L・ペイス，スペンサー・J・コンディ

ーの各長老を，感謝をもって解任するよう

提議いたします。

賛成の方は皆，手を挙げてその意を表

してください。

反対の方がいれば同様にその意を表し

てください。

地域幹部七十人として，ホセ・A・カス

トロ，ウィリアム・K・ジャクソン，ポール・

V・ジョンソン，ジェイ・L・シタードを支持

してくださるよう提議いたします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。反対の方。

中央若い男性会長会の副会長として，

リン・G・ロビンズ，ドナルド・L・ホールス

トロムの各長老を支持してくださるよう提

議いたします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。

反対の方。

そのほかの中央幹部，地域幹部七十人，

中央補助組織会長会を現状のまま支持し

てくださるよう提議いたします。

この提議に賛成の方はその意を表して

ください。

反対の方がいれば同様にその意を表し

てください。

提議は，全員一致で賛意の表明が得ら

れたようです。

兄弟姉妹の皆さんの変わらぬ信仰と祈

りに感謝いたします。

教会役員の支持
第二副管長

ジェームズ・E・ファウスト

23／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号

●土曜午後の部会

2003年10月4日



24

こ
の話の目的は，青少年やヤン

グアダルト，そして両親に対

し，わたしたちが道徳的に高

い標準を守り続けているのはなぜか説明

することにあります。中毒性のある薬物

や茶，コーヒー，アルコール，たばこを

避けるのはなぜでしょうか。上品な服装

や身だしなみ，言葉遣いの標準を教えて

いるのはなぜでしょうか。1 皆さんは，

この標準にどんな由来があるのか，なぜ

標準を緩やかにして，世に合わせられな

いのか知る必要があります。

皆さんには選択の自由，すなわち「道

徳的な選択の自由」があります。2 自分の

標準を自由に選ぶことができるのです。

行動そのものについて話すよりも，聖

文と教義について話した方が理解しやす

いと思います。

皆さんが属する末日聖徒イエス・キリ

スト教会は，回復された教会です。3 回

復されたという言葉の意味が分かると，

なぜ現在のような行動の標準があるのか

理解できることでしょう。

キリストが十字架上でお亡くなりにな

った後，背教が起きました。指導者は

「人の戒めを教義として教え」始め，権

能の鍵
かぎ

を失い，啓示の道を自ら閉ざしま

した。4 失った権能を，簡単に取り戻す

ことはできません。かつて権能の鍵を持

っていた者によって回復されなければな

らなかったのです。5

末日聖徒イエス・キリスト教会は，ほ

かの教会を作り変えたものではありませ

ん。いかなる教会を修正したものでも是

正したものでもなく，異議を申し立てて

設立した教会でもありません。ほかの教

会には，確かに「神を敬うさま」6 や，

独自の良い点と価値があります。

バプテスマのヨハネは，幕のかなたか

ら戻り「天使の働きの鍵と，悔い改めの

福音の鍵と，罪の赦
ゆる

しのために水に沈め

るバプテスマの鍵を持つ」アロン神権を

授けました。7 しかし，バプテスマと対

を成す儀式である確認と聖霊の賜物
たまもの

の授

与を執り行うには，さらに大いなる権能

が必要でした。8

それから間もなく，主とともに働いた

使徒のペテロ，ヤコブ，ヨハネが，大神

権すなわちメルキゼデク神権を回復しま

した。9 「神の御子の位に従う聖なる神

権」です。10

回復はすべて一度に行われたわけでは

ありませんでした。次々と預言者が訪れ

て，神権の鍵を回復しました。11

権能の回復とともに，組織が明らかにさ

れました。使徒が聖任され，十二使徒定

員会と大管長会が古代と同様に組織され

ました。12 幾つもの儀式が明らかにされ，

儀式を執り行う権能が授けられました。

イエス・キリストについてのもう一つ

の証
あかし

であるモルモン書が翻訳され，出版

されました。モルモン書には「完全な永

遠の福音」が記されています。13

そのほかの啓示も出版されました。教

義と聖約と高価な真珠です。これらの聖

典を通して，わたしたちは地球が創造さ

れた理由や，その創造者を学びました。14

教会の初期の指導者は，イエス・キリス

トの完全な福音と主が弟子たちに求めて

おられる標準について知りました。

わたしたちは「偉大な幸福の計画」15

と呼ばれる贖
あがな

いの計画について知ってい

ます。「キリストの贖罪
しょくざい

により，全人類

は福音の律法と儀式に従うことによって

救われ得る」16 という約束の下に，人は

試され，経験を得るために地上に来たの

です。

この世に来る前に，人は天の御父の霊

の子供として生活していました。17「す

べての人は，男性も女性も，神の形に創

造されています。人は皆，天の両親から

愛されている霊の息子，娘です。したが

って，人は皆，神の属性と神聖な行く末

とを受け継いでいます。そして性別は，

人の前世，現世および永遠の状態と目的

にとって必須
ひ っ す

の特性なのです。」18

偉大な幸福の計画により，家族の関係

は墓を超えて続くものとなります。神殿

の中だけで行われる神聖な儀式と聖約に

よって，人は神の御前
み ま え

に戻ることができ，

家族は永遠に結ばれるのです。結婚と家

族および家庭は，教会の基盤です。19  教

会と文明にとって家族ほど大切なものは

ありません。

現世において，伴侶
はんりょ

や子供を持つ機会

にあずかれないために，思いどおりにい

「真理の標準は
確立された」
十二使徒定員会会長代理

ボイド・K・パッカー

世の中の標準からどれほど懸け離れても，嘲笑
ちょうしょう

されても，多くの人が誘惑に負け

ても，わたしたちは屈しません。誘惑には負けないのです。



かない生活を送る人もいます。しかし，

偉大な幸福の計画とそれを支配する律法

は死後も効力があります。このような

人々は，優しく愛にあふれた天の御父の

見守りを受け，永遠の過程の中で，結婚

と家族を含む昇栄に必要な祝福を与えら

れるのです。長い間待ち望んでいたその

祝福は，いっそうすばらしいものになる

でしょう。

啓示から分かるように，わたしたちは

若人の皆さんに，道徳と結婚について何

が正しく何が間違っているか，必ずしも

話す必要はありません。預言者リーハイ

は，青年期にあった子供たちに「人は善

悪をわきまえることを十分に教えられて

いる」と説きました。20

肉体を創造する力は，幸福と昇栄に欠

くことができないため，主は生殖の力を

みだりに用いることに対して，厳しい罰

を科してこられました。21

サタンは，生殖の力を堕落させ，男女

の不道徳な行為によってその尊さを失わ

せることができれば，幸福の計画をある

程度まで崩壊できることを知っています。

パウロはこう教えました。「神は……

あなたがたを耐えられないような試錬に

会わせることはないばかりか，試錬と同

時に，それに耐えられるように，のがれ

る道も備えて下さるのである。」22

すばらしい若人である皆さんの繊細な

感情を傷つけるつもりはありません。し

かし，邪悪に満ちた世界では，常に警戒

を怠ってはならないのです。

口に出さない方がよい言葉があります。

その種の言葉は，考えることすら避けた

方がよい事柄を描写します。皆さんは次

のような誘惑に遭うのを避けられません。

不品行，姦淫
かんいん

，ポルノグラフィー，売春，性

倒錯，情欲，虐待および不自然な行為，そ

れらに類するあらゆる誘惑です。

神を冒　
ぼうとく

する下品な言葉や，関連した

俗悪な冗談とユーモアから逃れるのは容

易なことではありません。ふさわしくな

い娯楽の中にそうした邪悪があふれてい

るからです。音楽，雑誌，ドラマ，映画，

テレビ，そして言うまでもなくインター

ネットにも見られます。

少年ジョセフが聖なる森でひざまずい

たときに受けた最初の示現を思い出して

ください。ジョセフはたちまち深い闇
やみ

に

取り囲まれ，目に見えない世界から来た

実在する敵の力に捕らえられました。そ

こで皆さんがするように神に呼び求める

と，悪魔の力から解放されたのです。23

祈りには偉大な力があります。神の息

子や娘である皆さんは，ジョセフがした

ように強さを求めてイエス・キリストの

御名
み な

によって神に祈ることができます。24

サタンとその使いは，皆さんの思いを

捕らえて，行動を支配しようとします。

可能であれば，良いものを何でも堕落さ

せます。25 サタンにとってインターネッ

トはまさに格好
かっこう

の手段です。ポルノグラ

フィーという邪悪な中毒に陥れるわなと

して使うのです。その先には不幸が待っ

ています。26

政治や社会，法律などの手段を使って，

道徳と結婚を，制約のない，不自然で，

禁じられた形に変えようとする人がいま

す。しかし，時の初めから人類の生活と

幸福を統括してきた計画を変えることは

できません。欺く者は，人の情欲や性癖

および弱点を突いてきます。状況を変え

ることはできないと思わせて，自分から

は決して陥らない行動へと誘い込んでい

くのです。

しかし遅かれ早かれ，各人に備わって

いる神性は光り輝きます。そして神の形

に造られた息子娘として，27 選択の自由

を行使して滅ぼす者を退けることができ

るのです。変えられないと思い込まされ

ていた事柄は変わっていきます。こうし

てキリストの贖いの力を実感するように

なるのです。28 重荷が取り去られて，苦

痛は癒
いや

されます。29 これこそがキリスト

の贖罪です。

人は天の両親の子供として受け継ぎを

得ます。そして，たとえ苦痛に満ちた試

練を経験しても，見放されたのではない

ことを知るのです。

教会では，何らかの性癖や，誘惑では

罪になりません。律法に背くことに対し

て責任を問われるのです。30 つまらない

誘いに乗って行動しなければ，罪に定め

られることも，教会宗紀にかけられるこ

ともありません。

標準を定めるのはわたしたちではあり

ません。わたしたちは標準を教え，守る

よう命じられているのです。結婚前の節

制と結婚後の完全な貞節に関する標準は

変わりません。世の中の標準からどれほ

ど懸け離れても，嘲笑されても，多くの

人が誘惑に負けても，わたしたちは屈し

ません。誘惑には負けないのです。神権

に聖任され，伝道に召され，神殿推薦状
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を受けるには，これからも道徳の標準に

従い，知恵の言葉を守ることが要求され

ます。

皆さんは聖霊の賜物を授けられていま

す。決断を下すとき，皆さんは細い声を

通して承認や警告を受けることでしょ

う。31 聖霊は皆さんが悪から離れるよう

導き，道に迷ってさまようときに連れ戻

してくださいます。自分が神の息子，娘

であることを決して忘れてはいけませ

ん。サタンは皆さんを永久にとりこにし

ておくことはできません。皆さんは，

牢獄
ろうごく

の扉を開く悔い改めの鍵を常に持っ

ているからです。

青少年の皆さん，もし孤独を感じてい

るなら，教会にいる何百万もの仲間のこ

とを思い出してください。幾万もの若者

が，現在伝道しています。メッセージに

耳を傾けない人々にとっても，皆さんは

目に見える模範であり，回復の証なので

す。学校にいるときも，働いたり，遊ん

だりするときも，軍務に就いているとき

も，皆さんは決して独りではありません。

様々な言葉で攻撃されることもあるで

しょう。人から「君は変わっているよ」

と言われたなら，その言葉を逆手にとっ

てこう言ってください。「確かに変わっ

ているけど，この方がいいんだ。」そし

て「世の中のやり方を受け入れたら?」

と言われたならこう言うのです。「わた

しのやり方も受け入れてほしいな。わた

しは従順，誠実，慎み，悔い改めを大切

にしているの。」「こっちを選んだ方がい

いよ」と言われたなら，「いいよ。古く

さいけど，道徳を重んじているんだ」と

答えてください。それは良い夫や妻，そ

して良い親になるための選びなのです。

これらの標準を守るために，教会は孤

立することもあるでしょう。しかしそれ

は今に始まったことではありません。ニ

ーファイ人の中で最後まで生き残ったモ

ロナイはこう言いました。「わたしだけ

が一人生き残り，……わたしは父から命

じられたことを果たす。」32 恐れてはな

りません。33

まだ若く，召しを受けたばかりのころ，

教会に反対する人々に会うために合衆国

東部へ派遣されました。彼らは地元の有

力者であり，役人でした。空港へ向う前

にハロルド・B・リー大管長を訪れて，

こう尋ねました。「何か助言を頂けませ

んか。」

「喜んで」と大管長は言いました。「今

は1830年でもなく，たったの6人でもな

いことを忘れないことです。」

その言葉で恐れが消えました。わたし

は教会の標準を守るために闘い，問題は

解決しました。

現代社会は，文明崩壊を招いてきた道

を進み続けており，罪悪が熟しつつあり

ます。文明自体が危機に瀕
ひん

しています。

すばらしい若人である皆さんは，全世界

にいる無数の善良な人々にとって模範と

なる存在なのです。

皆さんがこの世で受ける喜びや幸福，

これから成し遂げる業について考える

と，わたしは希望に満たされます。

主に次ぐ使徒であったペテロは，皆さ

んについてこう語りました。「あなたが



たは，選ばれた世代，王国の神権者，聖

なる国民，特異な民である。それによっ

て，暗やみから驚くべきみ光に招き入れ

て下さったかたのみわざを，あなたがた

が語り伝えるためである。」34

次の偉大な預言を心に留めてください。

「真理の標準は確立された。いかなる

汚れた者の手も，この御業
み わ ざ

の発展をとど

めることはできない。……神の真理は大

胆かつ気高く，悠然と出
い

で立ち，あらゆ

る大陸を貫き，あらゆる地方に至り，あ

らゆる国々に広まり，あらゆる者の耳に

達し，神の目的は成し遂げられるであろ

う。かくして，大いなるエホバは，御業

は成ったと告げられることであろう。」35

若いころ，次の歌をよく歌ったものです。

シオンの若者，真理を守り

攻め来る敵に遭い，ひるまず逃げず

ああ

われら受けし信仰を持ち，殉教者の持

つ真理を信じ

戒め守らん，手に心に霊にも

み業を妨ぐ力を知れば

この鉄の棒よりわれら離れず　ああ

救いを勝ち得ん，真理につかん

若き熱をもて，働き祈らん　ああ

われら主の国にふさわしくならん

み言葉守りし，聖徒と共に　ああ

われら受けし信仰を持ち，殉教者の持

つ真理を信じ

戒め守らん，手に心に霊にも 36

福音の規範に立派に従う何百万という

教会の青少年のうえに，神の祝福があり

ますように。皆さんには強い証があります。

ここでともに語った証があるのです。イエ

ス・キリストの御名により，アーメン。
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わ
たしたち教会指導者は次のよ

うな質問をしばしば受けます。

「回復されたイエス・キリスト

の福音の証は，どのようにして受けるの

ですか。」

証を得て改心するには，研究し祈るこ

とから始め，堪え忍び，粘り強く福音に

従って生活し，さらに御霊
み た ま

の導きを求め，

御霊に頼ることが必要です。ジョセフ・ス

ミスの生涯と，福音の回復は，この段階

を示す非常に良い例です。今日
き ょ う

お伝えす

る回復に関連した出来事についてお話し

します。証に導いてくれる段階，つまり，

真理を知りたいと望み，心の中で深く考

え，聖霊の促しを感じて素直に従うとい

う段階に心を留めながら聞いてください。

ジョセフ・スミスは1805年12月23日，バ

ーモント州シャロンに生まれました。ジョ

セフの家族には，祈り，聖書を研究する

習慣がありました。少年時代に宗教に関

心を持ったジョセフは，キリストの教えに

ついて「牧師が牧師と，改宗者が改宗者

と言い争うひどい混乱……の場面」1 が

繰り広げられていることを知りました。

この混乱はジョセフの住んでいた地域

だけでなく，各地で起こりました。その発

端は大背教と呼ばれている数世紀前の出

来事にさかのぼります。使徒パウロは，

「まず背教のことが起
おこ

」2らなければ主の

日は来ないと言いました。

キリストが復活されてから数十年後に，

使徒たちが殺され，主の教えは堕落し，

神権は地上から取り去られました。けれ

ども今の時代を見ていたパウロは「時の

満ちるに及んで……〔神は〕ことごとく，キ

リストにあって一つに帰せしめようとされ

〔る〕」3 と預言しました。それは神がキリ

ストの真の教会をもう一度地上に回復し

てくださるという意味でした。

それから何世紀にもわたって，世界は

その回復のために備えられました。聖書

が翻訳され，出版されました。新大陸が

発見されました。キリスト教世界全体に

改革の精神が広まり，自由の原則に基づ

いた新しい国が築かれました。

ジョセフ・スミスはその国に生まれまし

た。ジョセフは14歳のときに，「〔宗教的な〕

見解の騒動」に巻き込まれていました。

そして，「もし彼らのうちのどれかが正し

いとすれば，それはどれで，どうすればそ

れが分かるのだろうか」4 と考えるように

なっていました。

ジョセフは答えを求めて聖書を開きま

した。そしてヤコブの手紙の中から次の

ような言葉を読みました。「あなたがたの

うち，知恵に不足している者があれば，

その人は，とがめもせずに惜しみなくす

べての人に与える神に，願い求めるがよ

い。そうすれば，与えられるであろう。」5

ジョセフはヤコブの指示に従い，近く

の森に入って祈りました。神を呼び求め

ていると，「光の柱〔が〕……次第に降り

て来て」真昼の太陽の光よりも明るくなり，

「二人の御方」が御姿
みすがた

を現わされました。

「そのうちの御一方が……語りかけ，〔ジ

ョセフ〕の名を呼び，別の御方を指して，

『これはわたしの愛する子である。彼に

聞きなさい』と言われ」ました。6

父なる神と御子イエス・キリストはジョ

セフと言葉を交わされました。ジョセフの

質問に答え，真の教会は地上から失われ

ているとお教えになりました。ジョセフは

神会の御二方が別個の異なった御方であ

ること，自分の名を知っておられたこと，祈

りに快くこたえてくださることを知りました。

こうして天は開かれ，背教の夜は終わりを

告げて，福音の光が輝き始めました。

わたしたちの多くはジョセフと同様に

真理の光を探し求めています。世の中が

回復のために備えられたように，わたした

ち一人一人も生活の中で福音の光を受け

るために備えられています。環境の変化

によって備えられることもあります。新し

い友達との出会いや見知らぬ地域への引

っ越し，転職，子供の誕生，愛する人の

死，病気，不幸な出来事，あるいは災難

などを通して準備されるのです。

こうした節目を迎えるときに，人は人生

回復された
イエス・キリストの
福音の証

あ か し

を受ける
十二使徒定員会

ロバート・D・ヘイルズ

ジョセフ・スミスの模範と，福音が回復されたパターンに従〔ってください。〕聖典

を開いてください。ひざまずいて祈ってください。信仰をもって願い求めてくだ

さい。聖霊に耳を傾けてください。



の大切な質問に答えを探し求めます。わ

たしは何者なのだろう，どこから来たの

だろう，なぜ地上にいるのだろう，死んだ

後にどこへ行くのだろう。ジョセフは生ま

れながらにしてその答えを知っていたわ

けではありませんでした。わたしたちも

同様です。したがって，自分で見つけな

ければなりません。

ジョセフと同じようにわたしたちも聖文

を調べて，祈らなければなりません。そ

のために多くの人は，疑いの気持ちや自

分には価値がないという思いに打ち勝

ち，謙虚になり，信仰を行使しなければ

なりません。

最初の示現から3年の間に，ジョセフは

心から謙虚になりました。「わたしはしば

しば自分の弱さと不完全さのゆえにとが

めを感じた」7 と述べています。しかし，

ジョセフは信仰を失うことも，祈りの力を

忘れることもありませんでした。

1823年9月21日，17歳になったジョセフ

は，ひざまずいて，「〔自分の〕罪と愚かな

行いを赦
ゆる

してくださるように，また神の前

における自分の状態と立場を知るために

示しをくださるように，祈〔りました。〕」8

そして，祈っているうちに，再び光が現れ

て，ついに「その部屋は真昼の時よりも明

るく〔なりました。〕」9 その光の中に「この

上なく美しい白さの」10 衣を着た方が立

っていました。その方はジョセフの名を

呼んで，自分の名がモロナイであることを

知らせました。モロナイは「神が〔ジョセ

フ〕のなすべき業を備えておられること」11，

そして金版に記された古代の記録，すな

わちモルモン書として翻訳されるべき記

録について告げました。この書には，イ

エス・キリストがモロナイの先祖に教えら

れた完全な福音が載っています。そして

ジョセフはその記録を手に入れるよう指

示されました。家族が住む家の近くの，

現在クモラと呼ばれる丘に，その記録は

埋められていました。

翌日ジョセフはその版を見つけました

が，それを世に出す時期はまだ来ていま

せんでした。モロナイはそれから4年間，

毎年同じ日にその場所に来るようジョセフ

に指示を与えました。12

ジョセフはその指示どおりにしました。

毎年，丘を訪れると，モロナイからキリスト

の教会を回復することについて「指示」13

を受けました。ジョセフは，新約聖書に記

された少年時代の救い主のように「ます

ます知恵が加わり，背たけも伸び」14，そ

して霊的に「強くなり」15 ました。

わたしたちも同じ道をたどるのです。

バプテスマを受けたばかりの会員の中に

は，福音における自分の知恵と成長につ

いて，つまり自分の知識があまりにも少な

いことについて，がっかりしてしまう人が

います。ジョセフが最初に経験したように，

従順な態度で努力し，福音の教えを受け，

霊的に成熟する必要があることを忘れて

しまうのです。会員として歳月を重ねてい

る人でも，霊的に「強くな〔る〕」ために，

絶えず聖霊の導きを受け，学ぶ必要があ

ることを忘れてはなりません。

教えを忠実に守り続けて4年が過ぎた

1827年9月22日に，21歳になったジョセフ

は版を受け取りました。また，版を翻訳

するために，古代から伝えられてきた道

具を受け取りました。それはウリムとトン

ミムと呼ばれています。その年の12月に

ジョセフはこの聖なる解訳器を使って，ま

た聖霊の助けを受けて，翻訳を始めまし

た。16  その後，学校の教師をしていたオ

リバー・カウドリが加わり，筆記者を務め

ることになりました。17

23歳のとき，翻訳の作業を続けていた
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ジョセフとオリバーは，罪の赦しのための

バプテスマについて記された箇所に差し

かかりました。福音を探求し始めたばか

りの人と同じように，二人はもっと詳しく

知りたいと思いました。ジョセフはそのた

めにどうすべきかを知っていました。

1829年5月15日，二人は主に尋ねるため

に森の中へ入って行きました。二人が祈

っていると，「光の雲の中」にバプテスマ

のヨハネが現れました。18 この世で救い

主にバプテスマを施した人物です。ヨハ

ネは神の権能によってバプテスマの儀式

を執り行うために必要な神権の鍵
かぎ

を持っ

ていました。

ジョセフとオリバーがひざまずくと，バ

プテスマのヨハネは二人の頭に手を置い

て，アロン神権を授けました。19 そのとき

から，ジョセフとオリバーは人々にバプテ

スマを施し，神権を授ける権能を持つこ

とになりました。

現在，バプテスマを受けるべきかどう

かを知りたいと思っている人は皆，ジョセ

フとオリバーの模範に倣
なら

って，祈ることを

お勧めします。バプテスマの準備ができ

ていて，ふさわしい人は皆，この神権時

代においてバプテスマのヨハネから途切

れることなく継承されてきた権能を持つ

者によって，バプテスマを受けることがで

きます。

1829年の5月末または6月の初めに，使

徒ペテロ，ヤコブ，ヨハネによって，メルキ

ゼデク神権すなわち大神権がジョセフと

オリバーに授けられました。

モルモン書の翻訳は同じ6月に完成し

て，それから1年もたたない1830年3月26

日に書物として出版されました。

モルモン書が出版されて12日後の4月6

日，ニューヨーク州フェイエットのピータ

ー・ホイットマー・シニアの家で，教会は

正式に組織されました。パウロが預言し

たように，古代のキリストの教会が地上に

再び設立されたのです。20

しかし，回復の業はこれで終わったわ

けではありません。いにしえの時代と同

じように，教会員は神殿を建設するように

命じられました。そして，1836年3月27日

にオハイオ州カートランドで神殿が奉献さ

れました。1週間後の4月3日に神殿の中で

集会が開かれました。厳粛かつ静寂な祈

りがささげられた後，ジョセフとオリバー

は目の前に主イエス・キリストが立ってお

られるのを見ました。「きつねには穴があ

り，空の鳥には巣がある。しかし，人の

子にはまくらする所がない」21 と語った御

方が御自分の聖なる宮に来られたので

す。モーセ，エライアス，エリヤも現れて，

王国の鍵，救いの儀式の鍵をジョセフに

ゆだねました。22

兄弟姉妹の皆さん，これらの出来事に

共通のパターンがあることに気づかれた

でしょうか。最初の示現，モロナイの現れ，

モルモン書の出現，神権の回復，そして

聖なる神殿の奉献とそれに続くイエス・

キリストの訪れ，これら回復の大切な出

来事はすべて，祈りの後に起きました。

以来，116の神殿が奉献されてきました。

わたしは聖なる奉献式に何度も出席しま

した。何度も奉献の祈りがささげられま

した。何度も聖霊の豊かな現れを経験し

ました。そして，そのような折りに，ほか

の多くの経験にも増して，決して否定で

きない神の御霊による証を得てきました。

心の中で燃える火のような回復された福

音が真実であることについての証です。

わたしがこれらの知識をどのようにし

て得たかをお話しします。望む，信じて

信仰を持つ，深く考える，そして御霊に従

うなどの段階について，ニーファイが説得

力のある，明らかな言葉で説明していま

す。ニーファイ自身の言葉を聞いてみまし

ょう。「さて，わたしは，〔命の木の示現で〕

父の見たことを知りたいと思い，また主

がそれを明らかにしてくださると信じて，

思いにふけりながら腰を下ろしていたと

き，主の御霊に捕らえられ，……そして

御霊がわたしに……言われた。」23

いったん御霊の証を受けると，証は研

究と祈りと福音に従った生活を通して強

められます。証が強まると，イエス・キリ

ストを信じる信仰と，人に幸福をもたらす

主の計画に対する信仰が増します。悔い

改めて，戒めに従いたいという気持ちが

わいてきます。それが心の中に大きな変

化を起こし，改心につながります。改心

すると，神の赦し，癒
いや

し，喜びを受け，証

を人に伝えたいと思うようになります。

さて，このような段階を踏むために，ど

のように歩み始めたらよいのだろうかと考

えている人がいるかもしれません。その

ような人には，モロナイがモルモン書の中

で勧めていることを実行するよう提案し

たいと思います。「また，この記録を受け

るとき，これが真実かどうかキリストの名

によって永遠の父なる神に問うように，あ

なたがたに勧めたい。もしキリストを信

じながら，誠心誠意問うならば，神はこれ

が真実であることを，聖霊の力によってあ

なたがたに明らかにしてくださる。そして

聖霊の力によって，あなたがたはすべて

のことの真理を知るであろう。」24 ある人

はすぐに答えを受けます。一方，何年か



かけてゆっくりと答えが与えられる人もい

ます。

このような霊的な現れを受けられるの

は，聖霊が「わたしたちの内にとどまり得

〔る〕」「霊の御方」だからです。25 聖霊の使

命は御父と御子を証し，御二方の御心
みこころ

を

伝え，「なすべきことをすべて」26 教えるこ

とです。地のあらゆる人は生活の中で

時々，聖霊の力を感じることができます。

けれども聖霊の賜物
たまもの

を受けて，聖霊を常

に伴侶
はんりょ

とすることが可能になるのは，権能

を持つ者によってバプテスマを受け，按手
あんしゅ

による確認を受けた人たちだけです。

教会員が常に御霊を伴侶とするには，

そのために熱心に努力しなければなりま

せん。福音の律法と原則と儀式に従わな

ければ，聖霊は退いて行かれます。心に

怒りを抱き，伴侶と言い争い，主の油注

がれた者に批判的であると，聖霊はとも

にいることがおできになりません。反抗

的であったり，不道徳であったり，慎みの

ない服装や行いをしていたり，心や体が

清くなく，神を汚していたり，神権の召し

と義務を不承不承果たしていたり，ある

いはそのほかの罪を犯したりしていると，

聖霊は離れて行かれます。なぜなら，「主

の御霊は清くない宮にはとどまらない」27

からです。

したがって，絶えず悔い改め，聖餐
せいさん

にあ

ずかり，神殿の推薦状を受けるふさわしさ

を保ち，「心と，勢力と，思いと，力」28 を

尽くして主に仕えなければなりません。

心の中に聖霊がとどまっておられると，

神と神のすべての子供たちに愛を感じま

す。この愛は恐れを追い出し，福音につ

いて話したいという思いを満たしてくれ

ます。証を述べること以上にすばらしい

贈り物はありません。一人でもキリストの

みもとに導くこと以上に大きな喜びはあり

ません。29 証を強めるために，キリストに

対する証を世の人々に伝えること以上に

すばらしい方法はありません。そうする

ことで家族は強められます。ワードやス

テーク，地域社会が平和と愛に満たされ

て，最終的に，地は救い主イエス・キリス

トの再臨に備えることができるでしょう。

わたしは，回復されたイエス・キリスト

の福音が真実であることを知っています。

末日聖徒イエス・キリスト教会が今日
こんにち

地上

における主の教会であることを知ってい

ます。ジョセフ・スミスが神の預言者であ

り，ゴードン・B・ヒンクレーがジョセフの

後継者であり，今日の教会の預言者，大管

長であることを知っています。

これらのことを自分で知らない方のた

めに，ジョセフ・スミスの模範と，福音が

回復されたパターンに従うようお勧めしま

す。ぜひ従っていただくよう，お祈りしま

す。聖典を開いてください。ひざまずい

て祈ってください。信仰をもって願い求め

てください。聖霊に耳を傾けてください。

天の御父はジョセフと同じように皆さん

の名前を知っておられ，必要を知ってお

られるということを忘れないでください。

堪え忍び，粘り強く福音に従って生活し

てください。イエス・キリストの御名
み な

によ

ってお約束します。「もしあなたがたが…

…〔主〕の戒めを熱心に守りながら，答え

を与えられると信じて信仰をもって〔天の

御父〕に求めれば，これらのことは必ずあ

なたがたに明らかにされる」30 のです。

イエス・キリストは生きておられます。

これは主の業です。この特別な証をイエ

ス・キリストの御名によって申し上げま

す。アーメン。

注

1. ジョセフ・スミス―歴史1：6

2. 2テサロニケ2：3

3. エペソ1：10

4. ジョセフ・スミス―歴史1：10

5. ヤコブの手紙1：5。ジョセフ・スミス―

歴史1：11参照

6. ジョセフ・スミス―歴史1：16－17

7. ジョセフ・スミス―歴史1：29

8. ジョセフ・スミス―歴史1：29

9. ジョセフ・スミス―歴史1：30

10. ジョセフ・スミス―歴史1：31

11. ジョセフ・スミス―歴史1：33

12. ジョセフ・スミス―歴史1：52－53参照

13. ジョセフ・スミス―歴史1：54

14. ルカ2：52

15. ルカ2：40

16. ジョセフ・スミス―歴史1：59，62参照

17. ジョセフ・スミス―歴史1：66－67参照

18. ジョセフ・スミス―歴史1：68

19. 教義と聖約13章；ジョセフ・スミス―歴

史1：68－69参照

20. エペソ1：10参照

21. マタイ8：20

22. 教義と聖約110章参照

23. 1ニーファイ11：1－2，強調付加

24. モロナイ10：4－5

25. 教義と聖約130：22

26. 2ニーファイ32：5

27. ヒラマン4：24

28. 教義と聖約4：2

29. 教義と聖約18：15参照

30. 1ニーファイ15：11
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こ
こにお集まりの大勢の皆さん

を見渡していると，わたしの

心の目には，カンファレンス

センターにいる方だけではなく，世界中

の集会所や家庭で大会に参加している

方々が見えます｡近くにいようと遠くに

いようと，皆さんは主の業のために，ま

たお住まいの地域で教会を築き上げるた

めに，欠くことのできない存在です｡

わたしたちは永遠の父なる神を愛する

ことで一致しています。御父の御名
み な

と，

その独り子であり世の救い主であるイエ

ス・キリストの御名を敬っています｡こ

の大会で聖霊の力を通して，御父と御子

を信じる信仰が深まり，回復された福音

の原則への愛が強められることでしょ

う。その結果，日々の生活の中で御二方

の存在を感じ，御心
みこころ

を知って御二方のよ

うになりたいと心の底から願うにつれ

て，御二方にさらに近づくことができる

のです。

わたしは，今日世界中で前進している

この業が，預言者と使徒によって導かれ

ていることについてお話しし，証します。

預言者と使徒は啓示により神に召されて

います。確かに預言者，聖見者，啓示者

です｡主は彼らを愛しておられ，教会の会

員であるわたしたちも彼らを敬い，生ける

神の僕
しもべ

として信頼しています。響き渡る

預言者の教えは，今も昔と変わらず明瞭
めいりょう

であり，預言者の証は，主イエス・キリス

トが統治するために栄光に包まれて戻っ

て来られるそのときまで続くのです。

わたしたちはすばらしい時代に生きて

いますが，危険な時代でもあります。ど

の国も，また世界全体を見渡しても状況

は悪くなっているようです。指導者や国

家間の対立や恨み，地域社会同士の争い，

家族のいさかいを目にします。世界には

びこる悪を解消するには，すべての人が

主イエス・キリストの教義と教えを理解

し，その原則を生活に取り入れる必要が

あります。いつの時代も，預言者たちは

聖霊に感じるままに神の教義と教えをは

っきりと伝えてきました。それらの真理

を耳にする人の心と思いに，御霊
み た ま

によっ

て真理が届けられるのです。

預言者の役割について考えるとき，理

解すべき大切なことがあります。第１に，

預言者は神によって召され，その召しに

ついて世界に証するということです。古

代のアブラハム書に，神が前世で自ら創

造された霊たちを御覧になったときの記

述があります。「神がこれらの者を見ら

れると，彼らは良かった。そこで，神は

彼らの中に立って言われた。『わたしは

これらの者を，治める者としよう。』神

は霊であったこれらの者の中に立って，

見て，彼らを良しとされたからである。

また，神はわたしに言われた。『アブラ

ハム，あなたはこれらの者の一人である。

あなたは生まれる前に選ばれたのであ

る。』」（アブラハム3：23）

旧約聖書の預言者サムエルについても

聖文は次のように記録しています。「サ

ムエルは育っていった。主が彼と共にお

られて，その言葉を一つも地に落ちない

ようにされたので，ダンからベエルシバ

まで，イスラエルのすべての人は，サム

エルが主の預言者と定められたことを知

った。」（サムエル上3：19－20）

モルモン書には，古代アメリカで救い主

が旧約聖書にあるイザヤの預言の重要性

を強調された言葉が引用されています。

「さて見よ，わたしはあなたがたに言

う。あなたがたはこれらのことを調べな

さい。まことにわたしは，これらのこと

を熱心に調べるようにという戒めを，あ

なたがたに与える。イザヤの言葉はまこ

とに偉大だからである。

確かにイザヤは，イスラエルの家に属

するわたしの民について，すべてのこと

を述べた。……

彼の語ったことはすべて，彼の語った

言葉のとおりにこれまで起こっており，

またこれからも起こるであろう。……

……預言者の書を調べなさい。これら

のことについて，証している預言者が多

いからである。」（3ニーファイ23：1－3，5）

預言者の二つ目の役割は，キリストに

ついて教え，キリストが神であられるこ

とについて，またその使命について証す

ることです。最初の預言者であったアダ

ムと妻のエバは主の御声
み こ え

を聞いて証しま

した。後の神権時代の証はこの証に倣
なら

っ

たものです。「その日，アダムは神をた

響き渡る
預言者の教え
七十人

シャーリー・D・クリステンセン

今日
こんにち

世界中で前進しているこの業が，預言者と使徒によって導かれていることに

ついてお話しし，証
あかし

します。



たえ，満たされて，地のすべての氏族に

ついて預言し始めて言った。『神の御名

がたたえられるように。わたしの背きの

ゆえに，わたしの目は開かれた。わたし

はこの世で喜びを受け，再び肉体にあっ

て神にまみえるであろう。』

彼の妻エバは，これらすべてのことを

聞き，喜びながら言った。『わたしたち

の背きがなかったならば，わたしたちは

決して子孫を持つことはなく，また善悪

も，贖
あがな

いの喜びも，神がすべての従順な

者に与えてくださる永遠の命も，決して

知ることはなかったでしょう。』

アダムとエバは神の名をたたえ，息子，

娘たちにすべてのことを知らせた。」（モ

ーセ5：10－12）

古代アメリカの預言者ヒラマンは息子

のニーファイとリーハイにこう教えてい

ます。「わが子らよ，覚えておきなさい。

あなたたちは，神の御子でありキリスト

である贖い主の岩の上に基を築かなけれ

ばならないことを覚えておきなさい。そ

うすれば，悪魔が大風を，まことに旋風

の中に悪魔の矢を送るときにも，まこと

に悪魔の雹
ひょう

と大嵐
おおあらし

があなたたちを打つと

きにも，それが不幸と無窮の苦悩の淵
ふち

に

あなたたちを引きずり落とすことはな

い。なぜならば，あなたたちは堅固な基

であるその岩の上に建てられており，人

がその上に基を築くならば，倒れること

などあり得ないからである。」（ヒラマン

5：12）

この神権時代においてなされた救い主

に対する最も力強い証は，1832年の預言

者ジョセフ・スミスとシドニー・リグド

ンの証ではないでしょうか。

「そして今，小羊についてなされてき

た多くの証の後，わたしたちが最後に小

羊についてなす証はこれである。すなわ

ち，『小羊は生きておられる。』

わたしたちはまことに神の右に小羊を

見たからである。また，わたしたちは証

する声を聞いた。すなわち，『彼は御父

の独り子であり，

彼によって，彼を通じて，彼から，も

ろもろの世界が現在創造され，また過去

に創造された。』」（教義と聖約76：22－

24）

預言者に関する3つ目の特徴は，彼ら

の教えは記録され，後に続く預言者や教

師によって世界の人々に教えられるとい

うことです｡主は旧約聖書の預言者モー

セにおっしゃいました。「山に登り，わ

たしの所にきて，そこにいなさい。彼ら

を教えるために，わたしが律法と戒めと

を書きしるした石の板をあなたに授ける

であろう。」（出エジプト24：12）

今日の主の生ける預言者も，同じよう

に人の心を動かさずにはおかない証を述

べています。1995年，預言者たちは結婚

と家族が神聖なものであることを世界に

証しました。

「わたしたち，末日聖徒イエス・キリ

スト教会の大管長会と十二使徒評議会

は，男女の間の結婚は神によって定めら

れたものであり，家族は神の子供たちの

永遠の行く末に対する創造主の計画の中

心を成すものであることを，厳粛に宣言

します。……
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わたしたちは宣言します。この世に命

をもたらす手段は，神によって定められ

たものです。わたしたちは断言します。

命は神聖であり，神の永遠の計画の中で

重要なものです。……

わたしたちは，全地の責任ある市民と

政府の行政官の方々に，社会の基本単位

である家族を維持し，強めるために，こ

れらの定められた事柄を推し進めてくだ

さるよう呼びかけるものであります。」

（「家族――世界への宣言」『聖徒の道』

1998年10月号，24）

後に彼らは主の使徒として，イエス・

キリストの使命に関しても直接的な証を

述べています｡

「わたしたちは，全人類の歴史の中心

であるイエス・キリストの生涯が，ベツ

レヘムで始まったのでもなければカルバ

リで終わったのでもないことを厳かに証

します。イエス・キリストは御父の長子，

肉における独り子，世の救い主でした。

……

わたしたちは，イエス・キリストがい

つの日か地上に戻って来られることを証

します。……イエス・キリストは王の王

として治め，主の主として統治されます。

イエス・キリストの前にすべてのひざが

かがみ，すべての舌がイエス・キリスト

を賛美することでしょう。わたしたち一

人一人は将来，自分の行いと心の望みに

ついて裁きを受けるためにイエス・キリ

ストの前に立つことになります。」（「生

けるキリスト――使徒たちの証」『リア

ホナ』2000年4月号，2－3）

末日聖徒イエス・キリスト教会の教義

は，その根本において，信仰をもって神

に尋ね求めるすべての誠実な人の心に，

個人的な証を伝えるためにあります。す

なわち主なる救い主と，時の初めから今

この瞬間に至るまでの預言者の役割に対

する証です。この神権時代の最初の預言

者ジョセフ・スミスから，今日の主の預

言者であるゴードン・B・ヒンクレー大

管長まで，預言者が途切れることなく召

されていることを証します｡イエス・キ

リストの御名により，アーメン｡
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今
こ ん

日
にち

，世界の多くの人の目や心に

は，疑い，恐怖，絶望が見てと

れます。世の中の不安は，家庭

や個人の生活にまで浸透してきています。

年齢や置かれた状況に関係なく，人は皆，

自分には現在を生き抜く力があり，未来

に希望を持てるのだということを知る必

要があります。

モルモンの言葉を聞いてください。「あ

なたがたは自分が神の手の内にあるのを

知らないのか。あなたがたは神が一切の

権威を持っておられること……を知らな

いのか。」（モルモン5：23）

手は豊かな表現力を象徴します。ヘブ

ライ語で「手」を表す一般的な言葉の「ヤ

ド（yad）」は，力，強さ，勢力などを表す

言葉として比喩
ひ ゆ

的に使われることもありま

す（ウィリアム・ウィルソン，Old Testa-

ment Word Studies〔1978年〕，205参照）。

このように，手は力と強さを表します。

生ける預言者ゴードン・B・ヒンクレー

大管長が差し伸べる手は，世界中の人を

強め，励まし，鼓舞しています。

神の御手の内にあるということは，単に

注意深く見守られているというだけでな

く，神の驚くべき力によって守られ，保護

されていることも意味します。

聖文の至る所に，主の御手という言葉

が出てきます。主の助けが繰り返し与え

られてきた証拠です。世界を創造された

主の力強い御手は，幼子
おさなご

を祝福するほど

優しいものでもあります。

復活されて栄光に満ちた救い主につい

て述べた，ヨハネの言葉を考えてみましょ

う。「わたしは彼を見たとき，……彼は右

手をわたしの上において言った，『恐れる

な。わたしは……生きている者である。

わたしは死んだことはあるが，見よ，世々

限りなく生きている者である。』」（黙示1：

17－18）主がその御手を頭に置いてくだ

さるとき，わたしたちもヨハネのように主

にあって生きることができます。

24年前，生まれたばかりの息子は，病

院の集中治療室で死と闘っていました。

息子は未熟児で肺の発達が不十分だった

ため，一息吸うのも命がけでした。しか

しそんな小さな体には，生きようとする力

強い意志があふれていました。勇気ある

誠実な妻のジャンとわたしはまだ若く経

主なる神は
あなたの手をとり
七十人

W･クレーグ・ズウィック

主の御手
み て

を取って，ともに主の道を歩むならば，信仰をもって進み，二度と孤独

を味わうことはありません。



験の浅い親でしたが，主が御手を差し伸

べて，この赤ん坊に何とか呼吸を続けさ

せてくださるよう祈りました。わたしは震

える手を保育器に差し込みながら，自分

の未熟さと無力さを痛感しました。そし

て幼い息子の小さいながら完全な手に触

れたとき，決して忘れられない，強い霊の

つながりを感じたのです。わたしは指を2

本ずつ息子の小さな頭に置き，癒
いや

しの祝

福を与えました。

息子の回復を願うわたしたちの思いは

純粋でした。しかし，この世での息子の

生死は主の御手の内にあり，親や治療に

当たる医師団の思いどおりにはならない

ことも分かっていました。そのときわたし

は，自らの震える手に自分の力を超越し

た力と権能が宿っていることに気づき，

圧倒されました。息子の頭に置いたわた

しの指は，息子に置かれた神の御手とそ

の力を象徴していたのです。祝福の後，

一時の静寂の中で妻と保育器を挟んで見

詰め合い，新たな希望と慰めを感じまし

た。主イエス･キリストへの信仰と主の

贖
あがな

いが与えてくれた力のおかげで得られ

た御霊
み た ま

です。それは，ほんの少し前まで

みもとにいたこの幼い息子を，主が愛し

ておられるという強い証
あかし

でした。その後，

息子に対する主の御心
みこころ

を受け入れるた

め，いっそうの備えができました。救い主

の御手に息子を心からゆだねることがで

きたのです。息子が呼吸し，栄養を取れ

るように，まるで救い主の御手が人工呼吸

器の役割を果たしてくださっているかの

ようでした。息子が一息吸うごとに，また

かすかな回復の兆しが見える度に祈り，

感謝しました。主に恩を受けているわた

したち夫婦は，今もこの健康な息子とと

もに，救い主の助けの御手に心から感謝

し続けています。

第一の復活の朝に出て来て，「王位，王

国，公国，および力」が授けられるほかに，

「すべての高い所と深い所」を受け継ぐと，

神は約束しておられます（教義132：19）。

大いなる幸福の計画には，上っては落ち

るジェットコースターのように，喜びに満

ちた日々だけでなく試練の時も組み入れ

られています。確かにわたしたちは皆，

困難や悲しみを経験することがあります。

時にはあきらめてしまいたくなるほど苦し

いこともあります。不安な日々を送り，打

ちひしがれ，わらにもすがる思いで救い

を求めることもあります。

ホランド長老は次のように教えていま

す。「過ぎ去らせることのできない杯
さかずき

は，

救い主だけでなく，わたしたちにも訪れ

ます。もちろん比較にならないほど軽く，

小さなものですが，それは，わたしたちが

従順を学べるよう頻繁にやって来るので

す。」（Trusting Jesus〔2003年〕，42）

わたしたちは皆，主の強さにすがれば

耐えられることを知る必要があります。主

の御手に自らをゆだねれば，主がわたし

たちを支え，一人では到達不可能な高み

へと導いてくださるのを感じるのです。

悩める父親が，ひどい病気にかかった
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息子をイエスのもとに連れて来たときのこ

とをマルコはこう記しています。｢イエス

〔は〕手を取って起
おこ

されると，その子は立

ち上がった。｣（マルコ9：27）

主を信頼しなければなりません。進ん

で自らを主にゆだねるとき，重荷は軽くな

り，心は慰められるのです。

スコット長老は，最近次のように勧告し

ました。「どんなに難しい状況でも，……

神〔を〕信頼〔してください〕。……心に安

らぎがあること，困った問題に遭遇しても

答えを見いだせると確信できること，究極

的な喜びに満たされること，これらは天

の御父と御子イエス･キリストに対する信

頼にかかっています。」（「不確かで困難な

時代に支えとなる信仰の力」『リアホナ』

2003年5月号，76，77）

どうしたら信頼できるようになるでしょ

うか。どうしたら自分の手を伸ばして，主

が与えてくださる慰めを受けることができ

るのでしょうか。

主はジョセフ･スミスに明確な指示をお

与えになりました。「わたしに学び，わた

しの言葉を聴きなさい。わたしの御霊の

柔和な道を歩みなさい。そうすれば，あ

なたはわたしによって平安を得るであろ

う。……常に祈りなさい。そうすれば，わ

たしはあなたに御霊を注ごう。」（教義と

聖約19：23，38）

ここに4つの鍵
かぎ

があります。

● 学ぶ

● 聴く

● 御霊を求める

● 常に祈る

進んで扉を開き，助けを与えてくださる

御手を受け入れるならば，主はわたした

ちを養い，支えてくださいます。

トーマス・S・モンソン副管長は，救い

主が喜んで救いの手を差し伸べておられ

ることを思い起こさせています。「神の御

子であられる，イエス・キリストの救いの

手はあがめられますように。主はその御

手でわたしたちの心の扉をたた〔かれる

のです。〕」（「手」『聖徒の道』1991年3月号，

6参照）

最近，娘夫婦はデートに出かける用意

をしていました。急いで身支度を終え，

ベビーシッターに最後の指示を与えてい

た二人は，玄関に来るまで，寂しそうな顔

をしている子がいることに気づきません

でした。目に涙を浮かべている子もいま

した。子供たちは両親が出かけることに

不安を感じていたのです。二人は4人の

大切な子供たちを集めました。父親が手

を差し出すように言うと，8つの小さな手

が並びました。娘夫婦はその手に一つず

つキスをして，寂しくなったり，怖くなった

り，お父さんとお母さんの愛を感じたくな

ったりしたら，両手を頬
ほお

に当てるように言

いました。そうすれば，いつでも二人が

そばにいるように感じることができるから

です。子供たちはとても喜びました。娘

夫婦が外に出て振り返ると，4人の子供が

両手を頬に当ててほほえみながら窓際に

立っているのが見えました。

この子たちは両親を信頼し，愛されて

いることを知っていました。

幼い子供たちが信頼するように，わた

したちも，幼子のような完全な信頼を持

たなければなりません。わたしたちは神

の息子，娘であり，神から深く愛されてい

ることを忘れてはいけません。自分が何

者であるかを確かに知るならば，それは

揺らぐことのない，希望と慰めの源となり

ます。

主の御手に自らをゆだねないかぎり，

「わたしたちの参加すべき競走」を走り抜

くことは不可能です（ヘブル12：1）。

数年前，一人娘がマラソンに挑戦する

ことを決意しました。娘は友人と一緒に

熱心に訓練を積みました。レースは困難

で，何度も途中で棄権したくなったそうで

す。それでも娘は，次の一歩を踏み出す

ことだけに集中して走り続けました。コー

ス半ばに差しかかったとき，後ろからだ

れかが叫びました。｢目の見えない選手が

左にいるぞ！｣

振り向いた途端，伴走者と手をつない

だ目の不自由な選手が追い抜いて行きま

した。二人ともレースの参加者でした。

追い抜かれたとき，娘には目の不自由な

選手の手が，伴走をする友人の手を固く

握っているのが見えました。

苦しさを感じながらも，娘は手を取り

合って走るこの二人の選手を見て勇気づ

けられました。伴走者は盲目の友人に励

まされ，盲目の選手は手をつないでいる

友人に頼っていたのです。娘は，目の見

えない選手が一人ではレースを完走でき

ないことを知っていました。そしてその選

手の信頼と，友人の献身的な愛に心を動

かされました。

同じように，救い主はわたしたちが一

人で走らなくてもよいように，一人一人に

その御手を差し伸べておられます。「主は，

〔時折〕よろめいたり，つまずいたりする

〔わたしたちの〕そばにおられ，歩みを安

定させ，強めてくださいます。」（Trusting

Jesus，43）主は，ゴールに近づくわたした

ちを出迎え，救ってくださいます。主がそ

の命を犠牲にされたのは，そのためなの

です。

主の御手の傷を想像してみてください。

主の節くれ立った御手，贖いの犠牲によ

って裂かれたその御手が，わたしたちの

手にさらに大きな力と方向性を与えてく

ださるのです。

苦難の時に導いてくださるのは，この

傷を負われたキリストです。行き詰まっ

たり，導きや，歩み続ける勇気が必要だ

ったりするときに，主が支えてくださる

のです。

神の戒めを守り，主の御手を取って，

ともに主の道を歩むならば，信仰をもっ

て進み，二度と孤独を味わうことはあり

ません。

永遠の命を約束された主を信頼し，平

安と希望が宿るのを感じてください。

平安の源である主とその完全な贖いの

愛につながっているとき，初めて，主の次

の約束が現実のものであることを知るよ

うになるのです。「あなたの神，主なるわ

たしはあなたの右の手をとってあなたに

言う，『恐れてはならない，わたしはあな

たを助ける。』」（イザヤ41：13）

イエス･キリストが贖い主であり，生け

る救い主であられます。

主が生きておられ，一人一人にその愛

の御手を差し伸べておられることを証し

ます。イエス･キリストの御名
み な

によって，

アーメン。



フ
ィリピン地域からあいさつを

贈ります。この地域には80の

ステークと80の地方部に住む

52万人の会員，13の伝道部に所属する

2,200人の宣教師がいます。教会がまだ

十分に確立されていない地域に共通のあ

らゆるチャレンジに遭いながらも前進し

ています。

このような発展中の地域では，年配の

夫婦宣教師がとても頼りになります。こ

のことを強調しておきたいと思います。

わたしの話を聞いている方の中には，夫

婦宣教師の働きがどれほど歓迎されるか

をあまり知らない方も多く，このきわめ

て重要な召しにもっと多くの方が応じて

くださるよう切望しているからです。

I.

ある雄々しい夫婦宣教師がこのように

話してくれました。「ハワイでサーフィ

ンざんまいだったころの自分を思い出す

と，3度も伝道に出たなんてとても信じ

られません。でも，救い主のぬくもりを

感じたときに，主にお仕えしたいと願う

ようになり，このように変わることがで

きたのです。」彼はまさに別人のように

なりました。スタンレー・Y・Q・ホー

兄弟は，30歳になるまで，「ワイキキの

浜辺をうろつく」だけの生活を送ってい

ましたが，福音を見いだし，末日聖徒の

女性と結婚して，変わり始めました。監

督やステーク会長など数々の責任を果た

し，現在，ホー長老と，彼の人生を大き

く変えた最愛の妻モミは，3度目の伝道

を終えたところです。

もう一人の例を，ルカによる福音書か

ら読んでみましょう。

「さて，イエスはエリコにはいって，

その町をお通りになった。

ところが，そこにザアカイという名の

人がいた。この人は取税人のかしらで，

金持
かねもち

であった。

彼は，イエスがどんな人か見たいと思

っていたが，背が低かったので，群衆に

さえぎられて見ることができなかった。

それでイエスを見るために，前の方に

走って行って，いちじく桑の木に登った。

そこを通られるところだったからである。

イエスは，その場所にこられたとき，

上を見あげて言われた，『ザアカイよ，

急いで下りてきなさい。きょう，あなた

の家に泊まることにしているから。』

そこでザアカイは急いでおりてきて，

よろこんでイエスを迎え入れた。」（ルカ

19：1－6）

聖文には，イエスが罪人の家に入られ

るのを見て人々は「つぶや〔いた〕」と

あります（7節）。しかし，イエスにとっ

てそれはどうでもよいことでした。主の

福音は，古い生き方を捨て，神の国に救

われるために変わろうするあらゆる人の

ためのものなのです。

さて，主のために家の扉と心の扉を開

いたザアカイの話に戻りましょう。

「ザアカイは立って主に言った，『主よ，

わたしは誓って自分の財産の半分を貧民

に施します。また，もしだれかから不正

な取立
と り た

てをしていましたら，それを4倍

にして返します。』

イエスは彼に言われた，『きょう，救
すくい

がこの家にきた。……

人の子がきたのは，失われたものを尋

ね出して救うためである。』」（8－10節）

エリコのザアカイもハワイのスタンレ

ー兄弟も，わたしたち一人一人の可能性

を表しています。彼らが経験したことは，

「よろこんで」主を迎え入れ，主の導か

れるところについて行くという決意をし

た人すべてに経験してほしいと，わたし

たちが祈っているような経験なのです。

II.

イエス・キリストの福音は，変わりな

さいというチャレンジです。福音の中で

最も多く登場するメッセージは「悔い改

め」です。悔い改めとは，個人，家族，

民族，国民の中の，神の戒めに反する習

慣，慣習をすべて捨て去ることです。福

音は，普通の人を日の栄えの人に変える

ためにあり，それゆえ，変わるように人

に求めるのです。

バプテスマのヨハネが悔い改めを説い

たとき，様々な人が耳を傾けました。ヨ

ハネは，人は皆「悔改
くいあらた

めにふさわしい実

を結」ぶために，変わらなければならな

いと宣言しました（ルカ3：8）。取税人，

兵士，民衆，それぞれには，何かしら悔

い改めるべき言い伝えがありました。

イエスも，様々な人の言い伝えが誤っ

ていることを示されました。手を洗う儀

式を怠った主の弟子を見て「昔の人々の

言伝
いいつた

えを破」っていると非難した律法学

悔い改め，変わる
十二使徒定員会

ダリン・H・オークス

悔い改めとは，個人，家族，民族，国民の中の，神の戒めに反する習慣，慣習を

すべて捨て去ることです。

37／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号



38

者やパリサイ人に，イエスは「言伝えに

よって，神のいましめを破っている」の

は彼らの方であると言われました（マタ

イ15：2－3）。イエスは彼らが「自分た

ちの言伝えによって，神の言
ことば

を無にして

いる」様子を明確に示されました（6節）。

主は，言い伝えに執着して，神の戒めを

守らない人のことを，「偽善者」と呼ば

れました（7節）。

さらに近代の啓示で主は，「邪悪な者」

は，罪のない神の子供たちを「不従順に

よって，また先祖の言い伝えによって」

光と真理から引き離していると，はっき

り教えられました（教義と聖約93：39）。

神のえり抜きの祝福を受けられるよう

になりたいと願うならば，これまで従っ

てきた言い伝えや文化，生活様式の幾つ

かを変えることが必ず求められます。

純潔はその一例です。「あなたは姦淫
かんいん

してはならない」という戒めは，シナイ

山で主から与えられ（出エジプト20：

14），近代の啓示で繰り返されました

（教義と聖約42：24。教義と聖約59：6も

参照）。新約聖書も「不品行を避けなさ

い」と命じています（1コリント6：18。

ガラテヤ5：19；1テサロニケ4：3も参

照）。いつの時代も神の預言者は「みだ

らな行い」を非難してきました。しかし，

多くの国の根強い言い伝えによって，幾

度となく人々はこの永遠の戒めを無視

し，抵抗し，あざけっています。この問

題は今日
こんにち

の世の中で特に顕著に表れるよ

うになりました。映画や雑誌，インター

ネットの情報は，瞬時に多くの国に伝わ

ります。大勢の人が不倫を容認，あるい

は提唱さえしています。ポルノグラフィ

ーも急速に広まっています。このような

罪の文化に染まっている人は，神の民に

なりたければ，皆，悔い改め，変わらな

ければなりません。「清くない者は，決

して父の王国に入ることができない」と

警告されているからです（3ニーファイ

27：19）。

世間の慣習に反する戒めの例として

は，毎週教会に行くことも挙げられます。

安息日には教会に出席して「聖式をささ

げ」るよう，主から命じられています

（教義と聖約59：9参照）。しかし求めら

れているのは，漫然と出席する以上のこ

とです。礼拝と儀式に参加するよう命じ

られているからです。キリスト教徒でな

かった多くの人や，キリスト教徒であっ

ても毎週教会に出席する習慣のなかった

人にとっては，難しい変化を求められる

ことになります。

アルコール，たばこ，茶，コーヒーを

絶つように求める主の戒めは（教義と聖

約89章参照），多くの人の習慣に反しま

す。長年続けた習慣や中毒を断ち切るの

は容易ではありません。けれども主の戒

めは明確です。また，約束された祝福は，

変わる努力に報いて余りあるものです。

もう一つの例は正直です。ある文化圏

では，うそ，盗み，不正直を許容してい

ます。面目を保つ，利を得るなど，いか

なる形であれ，不正直は福音の戒めと福

音の文化に真っ向から対立します。神は

真理の神，変わることのない神であられ

ます。わたしたちこそ，変わらなければ

ならないのです。自分が有利になり，見

つかりそうでなければ，少しくらいうそ

をつき，欺き，偽りを行ってもかまわな

いと考えてきた人にとっては，大きな変

化を求められることになります。

それほど深刻ではありませんが，福音

の考え方と矛盾する世の風潮に，地位の

上下という考えがあります。世間で昇進

あるいは降格と呼ばれているものです。

しかし教会の地位には上も下もなく，

様々な職を経験するにすぎないのです。

正式な権能を持つ人によって解任された

監督が初等協会の教師に召されるのは，

降格ではありません。監督は感謝して解

任を受け入れ，前よりも目立たない新し

い召しを果たすのです。

数か月前，フィリピンで忘れることの

できない模範を目にしました。マニラに

近いパシッグステークのあるワードを訪

問したときのことです。そこで，かつて

ステーク会長を務め，中央幹部七十人，

マニラ神殿長を務めたアウグスト・リム

兄弟に会いました。彼は今，謙遜
けんそん

にまた

感謝をもってワードの監督会で働いてい

ます。自分よりはるかに若く経験の浅い

監督の第二副監督を務めているのです。

神殿長からワードの第二副監督へ異動し

ても喜んで召しを果たしている姿は，福

音の文化に添って生きるすばらしい模範

です。

以上の例は，ある地域とほかの地域の

文化や伝統を比較しているのではなく，

主の方法とこの世の方法を比較している

のです。イエス・キリストの福音の文化

を，あらゆる国，あらゆる民族の文化，

伝統と比較しています。美徳を独占した

り，変化を求める戒めを免除されたりす

る文化圏はありません。異邦人は，イエ

スや使徒たちから，ユダヤ人になるよう

にとは求められませんでした（ローマ

2：11；ガラテヤ2：11－16；3：1－29；

5：1－6；6：15参照）。異邦人もユダヤ



人も，一人一人がキリストに従うよう教

えられたのです。

同様に，現代の主の僕
しもべ

も，フィリピン，

アジア，アフリカの人たちをアメリカ人

のようにしようとはしません。救い主は

あらゆる人を御自分のみもとに招いてお

られます（2ニーファイ26：33；教義と

聖約43：20参照）。主の僕たちは，アメ

リカ人も，世界中の人も，すべて末日聖

徒となるよう勧めています。わたしたち

はあらゆる人に呼びかけます。「神の戒

めと福音の教えに反する言い伝えや文

化，慣習を捨て，神の民とともに神の王

国の建設に加わってください。」闇
やみ

を歩

くのをやめ，使徒ヨハネが教えたように

「光の中を歩くならば，わたしたちは互
たがい

に交わりをもち，そして，御子
み こ

イエスの

血が，すべての罪からわたしたちをきよ

め」てくれるのです（1ヨハネ1：7）。

III.

末日聖徒イエス・キリスト教会のあら

ゆる会員は，ユニークな福音文化，つま

り独特の価値観と標準，慣習を共有して

います。福音に基づくこの生活習慣は，

救いの計画，神の戒め，生ける預言者の

教えが原点となっており，子供を育て，

個人の生活を営む方法が明確に示されて

います。「家族の宣言」に述べられてい

る原則には，福音の文化が見事に表現さ

れています。

イエス・キリストの教会でバプテスマ

を受けた人は聖約を交わしています。主

は近代の啓示の中でこう宣言されまし

た。「人々がわたしの永遠の福音に召さ

れ，永遠の聖約を交わすとき，彼らは地

の塩，また人の味と見なされる。」（教義

と聖約101：39）地の塩として，聖約の

義務を果たすわたしたちは，周囲の人と

違っているはずです。

イエスは次のように教えられました。

「わたしはあなたがたを地の塩とする。

しかし，もし塩がその塩気を失ったら，

地は何によって塩味をつけられようか。

その塩はもはや何の役にも立たず，ただ

外に捨てられて，人々に踏みつけられる

だけである。」（3ニーファイ12：13。マ

タイ5：13；教義と聖約101：40も参照）

ですからわたしたちは，家族，民族，

国の文化を超越しなければなりません。

福音の戒め，聖約，文化と相いれない行

動様式を自分の振る舞いの中に見つけた

ら，すべて変えなければならないのです。

福音の計画は，責任という原則が土台

になっています。信仰箇条には，「人は

自分の罪のゆえに罰せられ，アダムの背

きのゆえには罰せられない」という永遠

の真理が明らかにされています（信仰箇

条1：2）。教義の中で何度も繰り返され

ているこの責任という概念は，「全人類

を贖
あがな

って，一人も失われないように」す

るというサタンの計画とは対極にあるも

のです（モーセ4：1）。御父と救い主の

計画は，選択と努力を基本としています。

責任を負い，努力するという教義，慣

習は，多くの国の文化，伝統と衝突して

います。所得や財産の格差が激しい現代

社会にあって，公共機関や個人がこの差

を縮めるために多大な努力を払っていま

す。救い主に従う人々は貧しい人に与え

るよう命じられ，多くの人がそれを実行

しています。しかし，与えることが依存

という文化を助長しているのも事実で

す。食品や住居の援助を受ける人は，こ

の世の必需品には恵まれるかもしれませ
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んが，逆に成長の機会という，永遠の観

点から見て必要なものが奪われてしまい

ます。福音の計画において成長するに

は，努力と責任が求められる文化に生き

る必要があります。依存の文化の中にと

どまっていては成長することができませ

ん。自分ですべき決断や，自分で手に入

れるべきものまで，人に依存するように

勧めるものは何であれ，霊性を弱め，福

音の計画が意図する成長を遅らせている

のです。

福音は人を貧困や依存から立ち直らせ

ようとしますが，そのためには，どれほ

ど貧しくても忠実に什分
じゅうぶん

の一を納めるな

ど，福音の文化をもって，心の中にある

依存の文化，依存の習慣を打ち負かす必

要があります。イスラエルの子らはこの

点で教訓を残してくれました。イスラエ

ルはエジプトに数百年間捕らわれた後，

預言者に従い土地を手に入れ，力強い民

となりました。モルモンの開拓者からも

同じ教訓を得ることができます。開拓者

は，迫害や貧困を言い訳にせず，戒めを

守るなら神が祝福してくださるという信

仰をもって前進し，約束どおり神から祝

福を受けたのです。

福音の文化を身に付けて変わるために

は，長い時間と，時にはつらい努力が必

要になります。目に見えるような変化を

遂げなければなりません。わたしたちは

「地の塩」であると同時に「世の光」で

もあり，その光を隠してはならないので

す（マタイ5：13－16参照）。使徒ヨハネ

は，聖徒たちは義のために世から憎まれ

るだろうと警告しました（1ヨハネ3：13

参照）。変わることを聖約した人が，互

いに愛し助け合う神聖な義務を負ってい

るのはそのためです。この世の文化と決

別し，イエス・キリストの福音の文化に

入ろうと努力するすべての人が励ましを

必要としています。使徒ヨハネはこのよ

うに結んでいます。「言葉や口先だけで

愛するのではなく，行いと真実とをもって

愛し合おうではないか。」（1ヨハネ3：18）

居心地のよい家や故郷を後にして，夫

婦宣教師として奉仕する教会の高潔な男

女が人に示す愛ほど，感銘深いものはあ

りません。夫婦宣教師は，変わろうと努

力する人に，最も信頼できる，価値ある

助けを差し伸べています。彼らの模範は，

人は変われるということと，変わる努力は

十分報われるということを教えています。

夫婦宣教師に神の祝福がありますように。

IV.

互いに愛し合いなさいというイエスの

戒めがあります。わたしたちは互いに仕

え合うことによって人への愛を示しま

す。神を愛しなさいという戒めもありま

す。神の戒めを守ることにより（ヨハネ

14：15参照），また罪を絶えず悔い改め

ることによって，神への愛を示します。

しかし，悔い改めとは罪を捨て去るだけ

のことではありません。最も広い意味に

おいて，悔い改めとは変わることなの

です。神の戒めに反する伝統，文化，慣

習をすべて捨て去り，イエス・キリスト

の福音の文化に完全に溶け込み，「聖徒

たちと同じ国籍の者であり，神の家族」

となるのです（エペソ2：19）。

わたしたちがそのように行い，主の福

音が意図する者となること――それが主

の望んでおられることなのです。イエ

ス・キリストの御名
み な

によって証
あかし

します。

アーメン。



最
近，2万人以上の若い末日聖徒

が参加する集会に出席しまし

た。聴衆は霊的なメッセージ

に耳を傾け，熱心に学ぼうとメモを取り，

集中して話を聴いていました。その表情

からは純粋な心と義にかなった思い，献

身的な態度が伝わってきました。参加を

強いられた人は一人もいません。皆がそ

の場に集うことを望んでいたのです。

その後，奉仕の業に備える2,000人を超

える専任宣教師と会いました。会場には

御霊が満ちていました。わたしは難しい

質問をしましたが，宣教師たちの回答は，

答えを裏づける聖句を随所に引用した見

事なものでした。握手をし，目をのぞき込

むと，清らかさと献身しようとする姿勢が

感じられました。霊感あふれる経験でし

た。一人一人が，史上最高の宣教師世代

の一員となるために，自分の都合を二の

次にして召しを受けていたのです。

これまでわたしは，世界中の若者と接

して同じような経験をしてきました。教会

の3つの大学の職員は，学生の身体的お

よび精神的能力と霊的な感受性が著しく

高まっているのを実感しています。何か

とてつもないことが起こっているのです。

皆さんはそれを感じているでしょうか。

従順な態度と道徳観が世界中で確実に低

下している中，主はさらに多くの優れた

霊を地上に送っておられます。一つの集

団として，今の若者の平均的能力は，先

人たちをしのいでいます。彼らが成長し，

すばらしい貢献をする可能性は計り知れ

ません。親や指導者として，この可能性

をどのように開いているでしょうか。この

世代に属する若い男性や女性として，内

に秘めたすばらしい能力を実現するため

に何をしているでしょうか。偉大なことを

成し遂げ，最高の幸せを得るために可能

性を発揮しているでしょうか。罪を犯さ

せてその可能性を徐々に奪おうとするサ

タンの働きから逃れるために，何をして

いるでしょうか。この重大な質問に答え

られるのは，自分だけなのです。

使徒として申し上げます。自分の真の

姿を発見してください。毎日の決まり切っ

た生活のかなたに目を向け，神からどの

ような能力を与えられているのか，御霊

を通して見極めてください。無限の可能

性を認識できるよう，祈りをもってふさわ

しい選択をしてください。

このような成長を遂げるための第一歩

となる，確実な方法をお教えしましょう。

わたしはこれまで，多くの勇敢な宣教師

を見てきました。冷たい風や激しい雨に

耐え，ぬかるんだ滑りやすい道を進み，

恐れを克服します。その力強い証
あかし

は，し

ばしば拒絶され，徹底的に非難されます。

外国語で真理を伝えようと苦心している

姿も見ました。話をした相手が当惑する

ときもあります。そして話したことが理解

されていないと気づき愕然
がくぜん

とするので

す。しかし，わたしに力があったとしても，

その状況を変えるつもりはありません。

なぜなら，どのような苦労も報われる貴重

な成功の瞬間があるからです。御霊が人

の心を永遠に変える瞬間です。それは皆

さんのような人がいるからこそ起きること

なのです。困難な状況で真理を伝えるこ

とは，真理をさらに大切にしていることに

なります。未経験な分野に足を踏み入れ

るとき，主は皆さんを強めてくださいます。

そして自らの内に宿る永遠の霊のすばら

しさが表れ始めるでしょう。

試練は今まで以上に大きいものです。

主がより能力の高い，より準備の整った宣

教師を必要とされているのはこのためで

す。御霊の導きを受けて，人を改心させ

るほどの力をもって証できる，罪のない清

い人々を主は求めておられます。このよ

うな並外れた宣教師となるふさわしさを

身に付けてください。簡単なことではあ

りません。しかし，真に価値あることで簡

単に成し遂げられることなどあったでし

ょうか。

大管長会は，現在の伝道活動に求めら

れている道徳的ふさわしさ，身体的，精

神的，情緒的安定に関する高い標準を明

確に定めました。厳しい基準ですが，皆

さんなら満たすことができます。標準に

従うことで得られる平安と自信に喜びを

感じることでしょう。標準が高くなったの

は，伝道に出ることを難しくするためでな

く，現在宣教師が働いている環境に，霊

的な導きがどうしても欠かせないからで

す。福音を教える方法にも修正が加えら

無限の可能性を
認識する
十二使徒定員会

リチャード・G・スコット

使徒として申し上げます。自分の真の姿を発見してください。……神からどのよ

うな能力を与えられているのか，御霊
みたま

を通して見極めてください。
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れました。今はレッスンプランを暗記せず

に，基本内容を学び，御霊の導きに従っ

て教えます。そのためには，個人のふさ

わしさが重要になってきます（「伝道活動

に関する声明」2002年12月11日付，大管

長会からの手紙の添付資料参照）。

皆さんは，卓越した可能性を持つ特別

な世代です。サタンが，神の律法を犯す

よう皆さんを誘惑して，その可能性を壊

したいと思うのも当然です。サタンは，義

にかなった人に対しては力がないことを

知っています。しかし同時に，伝道に出

る決心のついていない人に，罪を魅力的

に見せる名人でもあるのです。

伝道や意義ある人生に備えるうえで，

家庭は絶好の場所です。親として息子や

娘に与えられる最高の贈り物の一つは，

絶え間なく真理の証を育てることです。

忍耐強く，子供たち一人一人の霊的な力

をはぐくんでください。教会の教義と，教

えに従うときに得られる力について，しっ

かり説明してください。そうしたことが土

台となって，子供は世の悪に抵抗する力

を身に付けていくのです。肉体的にも精

神的にも準備ができるすべての息子たち

に，専任宣教師の務めを立派に果たすよ

う励ましてください。

監督やステーク会長は，神権指導者と

補助組織の指導者とともに，青少年の霊

性を強めてください。そのために，教会

の活動に参加するよう励ましてくださ

い。教会の活動は，親の教えをさらに強

めます。

若い男性の皆さんは，神権定員会に活

発に参加してください。若い女性の皆さ

んは，クラス活動に出席し，「成長するわ

たし」の目標を達成してください。そして

どちらの若人も，日曜学校の話し合いに

積極的に加わってください。習ったことを

忘れないためです。セミナリーやインステ

ィテュートに出席し，真理に対する大切な

理解を得てください。単にテストに合格

するために参加するのではなく，学んだ

ことを生活に取り入れるのです。

高価な真珠の「ジョセフ・スミス―歴史」

に記録されている最初の示現を研究して

ください。神権の権能と昇栄に必要な儀

式を含め，完全な真理が回復するまでに

起こった一連の出来事について学んでく

ださい。このような事柄に対する証を得

て，思いと心にしっかりと刻みつけてくだ

さい。

モルモン書を義務からではなく，進ん

で読むように努力してください。モルモン

書が真実であることを突き止めてくださ

い。ページをめくる度に，「これは人が書

いたものと言えるのだろうか。それとも，

ジョセフ・スミスが証したような方法で世

に出て来たのだろうか」と尋ねるのです。

学んだ教えを生活に取り入れてください。

それらの教えは，サタンの悪に立ち向か

う皆さんを強めてくれます。モロナイの勧

めに従ってください。モルモン書の教え

が真実かどうか，イエス・キリストの御名
み な

によって父なる神に誠意をもって尋ねる

のです（モロナイ10：3－5参照）。疑わず

に，個人的に確認を求めて主に祈ってく

ださい。目の前にあるこの本について説

き明かされるはずです。皆さんは，モル

モン書が真実だという霊的な確認を受け

ることができます。そうすれば，イエス・

キリストが生きておられ，ジョセフ・スミ

スが預言者であり，末日聖徒イエス・キリ

スト教会が主の教会であると知ることが

できます（モルモン書の序文，特に最後の

1段落参照）。そして救い主が，生ける預

言者を通して御自身の教会を導いておら

れることを確認するのです。これらの真



理は実りある人生の土台となります。

こう言う人もいるでしょう。「理想的な家

庭で育ったわけでも，子供のころから教会

の活動に参加していたわけでもなく，すべ

ての祝福にあずかっているとは言えませ

ん。」わたしも同様に，すべての恩恵を受

けているわけではありません。また，十二

使徒定員会の中にもそのような兄弟がい

ます。それを補うのは，真理に対する自分

自身の強く揺るぎない証です。イエス・キ

リストの教会が地上に回復され，主の教

えが真実であるという確信を得てくださ

い。これらの大切な賜物
たまもの

を得る道は一つ

ではありません。どの道も，心から知りた

いという望みから始まるのです。信仰の弱

い炎は，大切にしなければ消えてしまいま

す。しかし，心を込めて祈り，モルモン書

やほかの聖典を常に研究することで，その

小さな炎は消えることのない大きな炎にな

るのです。そのような信仰は，学んだ原則

を応用するうえで支えとなります。

ふさわしさを保ってください。自分がど

のような存在であるかを確かに知ってい

れば，サタンの誘惑に対抗することは難し

くありません。そうなれば，サタンも皆さ

んが真の可能性を発揮することを妨害で

きません。

若い男性として，この時期に最も成長

して強められる経験は，例外なく，専任宣

教師の務めを立派に果たすことです。伝

道は個人の利益のためのものではありま

せんが，主は勇敢に働く宣教師を豊かに

祝福してくださいます。ふさわしさの高い

標準を満たす，優秀で準備の整った，献

身的な宣教師の軍勢の一員となってくだ

さい。どこに召されようと，いかに困難で

あろうと，主に仕えることを選んだ人たち

の群れに加わってください。

伝道活動はきわめて大変な業です。も

し情緒的な問題があるなら，カウンセリン

グや治療で専任宣教師になる条件を満た

す程度に症状を抑えることにより，伝道に

出ることができます。伝道中は，資格ある

医師が必要ないと言うまで，薬を続けて

服用する必要があります。身体的問題も，

情緒的問題と同じであることを理解して

ください。問題を改善するために可能な

ことをすべて実行する必要があります。

その後は，できる範囲内で生活するように

してください。主は困難な状況を使って，

人がそれを克服するときに成長できるよう

にしておられるのです。

身体的，あるいは情緒的な問題により，

大管長から専任宣教師として働くよう求

められないこともあるでしょう（「伝道活動

に関する声明」2002年12月11日付，大管

長会からの手紙の添付資料参照）。しか

し，皆さんの状態に合った有意義な奉仕

に携わる方法はほかにもあります。住ん

でいる地域でそのような奉仕が見つかる

よう，監督やステーク会長は力になってく

れます。教会家族歴史センター，神殿，福

祉プロジェクト，雇用センター，地元の病

院，介護施設，保護施設など，助けを必

要としている所はたくさんあるのです。自

宅に住みながら，多大な貢献をすること

ができます。このような召しには，2，3か

月から長期に及ぶものもあります。ステー

ク会長は皆さんが奉仕する場所と期間を

判断し，それから正式に召すことになりま

す。召しがどのようなものであれ，専任

宣教師と同じ教材を使って回復のメッセ

ージを学び，伝える機会を求めてくださ

い。実直にそれを行うなら，福音をさら

に知りたいと願う人々のもとに導かれる

でしょう。

宣教師の奉仕の業について話してきま

したが，「自分には関係ない」と思った人

もいるのではないでしょうか。よく祈り，

もう一度考えるようお願いします。わたし

の人生の宝は，そのほとんどが伝道を機

に得たものばかりです。皆さんもそのよ

うな祝福を得ることができます。

間違った選択をしているなら，今，悔い

改めてください。進歩と幸福を妨げるも

のはすべて取り除いてください。

皆さんはすばらしい若い男性，そして

女性です。自分の無限の可能性を認識し

てください。主が期待されているような指

導者となり，模範となってください。若い

男性の皆さん，史上最高の宣教師世代に

加わってください。ふさわしい若人は，神

殿の儀式を受け，永遠の家族を築く準備

をしてください。神は皆さんを愛しておら

れます。神の助けを求めるとき，神は皆

さんが義にかなった目標を果たせるよう

導いてくださいます。イエス・キリストの

御名により，アーメン。
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神
権を持つ愛する兄弟の皆さん，

わたしたちは多くの国々から集

まっていますが，パウロが述べ

ているように，わたしたちにとって，「主は

一つ，信仰は一つ，バプテスマは一つ」1

です。しかし，各人の内にある信仰の強

さは，グループとしてではなく，個人とし

て増すものです。

例えば，8歳ほどのある少年の信仰を

考えてみてください。少年は急性虫垂炎

で緊急に手術を受けることになりました。

手術台に横たわると，外科医を見上げて

こう言いました。「先生，手術を始める前

に，ぼくのために祈ってくれませんか。」

外科医は驚いて少年を見詰め，言いま

した。「何だって。祈るなんてできないよ。」

すると，その幼い子供は言いました。

「先生がぼくのために祈ってくれないのな

ら，自分で祈るから待っててください。」そ

れから，その少年は手術台の上にひざま

ずき，両手を組んで，祈り始めました。

「天のお父様，ぼくにはお父さんもお母さ

んもいません。恐ろしい病気になって，

先生たちから手術を受けます。先生たち

がよく手術できるように，どうか助けてくだ

さい。天のお父様，治してくださったら，

良い子になります。どうかぼくを治してく

ださい。」それから少年は仰向けになると，

目に涙を浮かべている医師たちと看護師

たちを見上げて言いました。「さあ，用意

ができました。」2

少年の体は完全に快復し，霊的な力は

増しました。兄弟の皆さんはこの少年よ

り年上で，神権を授けられています。神

権定員会には，友情を示し，奉仕し，学

ぶ機会があります。しかし，神権の力を

増す責任は，個人にあります。皆さんは

個人としてのみ，神への堅固な信仰と，個

人の祈りに対する熱意を増すことができ

るのです。個人としてのみ神の戒めを守

れます。個人としてのみ悔い改めができ

ます。個人としてのみ救いと昇栄の儀式

を受ける資格が得られます。そして，

伴侶
はんりょ

との結び固めを受けると，伴侶の力

と潜在能力によって，皆さんの力と潜在

能力は高められます。

わたしは十二使徒定員会というすばら

しい神権定員会に所属しています。わた

したちは貴い兄弟愛を享受しています。

一緒に祈り，一緒に奉仕します。教え合

い，愛し合い，支え合います。十二使徒

会の会員の経歴は，ビジネス，教育，法務，

科学など様々です。しかし，そのような経

歴があるので奉仕するように召されたわ

けではありません。事実，神権者として

様々な責任に召される人は皆，その人が

どんな人か，またどんな人になる可能性

があるかで選ばれるのです。3

皆さんは生涯にわたって，様々な義務

と責任を受けるでしょう。その多くは一時

的なものであり，解任されると終わります。

（皆さんは恐らく，福祉農場で草取りをす

る召しから解任されることには異議を唱

えないでしょう。）しかし，個人と家族の成

長に関する責任からは決して解任されま

せん。

神権の職に聖任されると，権能が授けら

れます。しかし，力はその権能を義にかな

って行使することから得られるのです。

主に対する責任

大管長から，聖任されたばかりの執事

に至るまで，わたしたちは主に対する責任

を負っています。誠実で忠実であって，主

から与えられたあらゆる原則と教義に従

って生活しなければなりません。必ず守

ると決意した戒めや啓示された教えに妥

協を加えることはできません。主はわたし

たちが「神の王国を築き，神の義を打ち

立てる」4ものと信頼してくださっています。

いつの日か，人はそれぞれ自分の人生

について主に報告します。5  数年前に，愛

する友人と真剣に交わした会話にこのこ

とがはっきりと表れていました。友人はま

さに現世の生涯を終えようとしていました。

わたしは世を去る準備ができているか尋

ねました。わたしは彼の返事を決して忘

れないでしょう。彼は勇敢に，また確信を

もってこう答えました。「自分の生涯を吟味

していただく準備はできているよ。」

預言者ジョセフ・スミスは死に直面して

こう述べました。「わたしはほふり場に引

かれて行く小羊のように行く。しかし，わ

たしは夏の朝のように心穏やかである。

わたしの良心は，神に対してもすべての

人に対しても，責められることがない。」6

今は自分の最終面接に備える時期で

す。こう自問するとよいでしょう。「わたし

は快く什分
じゅうぶん

の一を納めているだろうか。

知恵の言葉を守っているだろうか。卑わ

いで汚らわしい言葉を使っていないだろ

うか。道徳的に正しいだろうか。復活を

個人の神権の責任
十二使徒定員会

ラッセル・Ｍ・ネルソン

神権の職に聖任されると，権能が授けられます。しかし，力はその権能を義にかな

って行使することから得られるのです。

●神権部会

2003年10月4日



現実のものとし，永遠の命を得られるよう

にしてくれる贖罪
しょくざい

に，心から感謝している

だろうか。愛する人たちと永遠に結び固

められる神殿の聖約を尊んでいるだろう

か。」正直に「はい」と答えられれば，皆さ

んは神権の力を増し加えています。

その力に聖霊の賜物
たまもの

を加えることがで

きます。聖典には，聖霊を受けていなが

らそのことを知らなかった民のことが述

べられています。7  そのようなことがない

ようにしましょう。その賜物をさらに大い

なるものとし，神から次の約束を得るに

ふさわしくあってください。「わたしがあな

たがたの心の中に入れる思いを語りなさ

い。そうすれば，あなたがたは人々の前

で辱
はずかし

められることはないであろう。あな

たがたの言うべきことは，まさにそのとき

に，まことにその瞬間にあなたがたに授

けられるからである。」8

個人の責任と神権の力

神権の権能は多くの神権時代にありま

した。アダム，ノア，エノク，アブラハム，

モーセ，時の中間，ヤレド人，ニーファイ

人，その他の神権時代です。過去の神権

時代は皆，それぞれ背教で終わり，期間

が限られていました。また，地球上の狭

い地域に限られていました。それに比べ

て，現在の神権時代，すなわち時満ちる

神権時代は，時間や場所の限界がありま

せん。地球規模で，すべてをつなぐ完全

無欠の結束をもたらし，アダムの時代から

現代に至るまでの神権時代と鍵
かぎ

，力，栄

光を一つに統合するものです。9

アロン神権は，1829年5月15日にバプテ

スマのヨハネにより回復され，メルキゼデ

ク神権はその後間もなく，ペテロ，ヤコブ，

ヨハネにより回復されました。10 さらに，

天の使者によりそれぞれの神権の鍵が与

えられました。モロナイはモルモン書の鍵

を持っていました。11  モーセはイスラエル

の集合と十部族の導きの鍵を持っていま

した。12  エライアスは万物の回復をもたら

す鍵を授けました。13  アブラハムの聖約

も含まれています。14  そして，エリヤは結

び固めの権能の鍵を授けました。15

皆さんは鍵について御存じです。皆さ

んのポケットの中には，家や車の鍵があ

るかもしれません。他方，神権の鍵は触

れることも見ることもできません。それは

神権の権能の「スイッチ」を入れます。地

上だけでなく天でも結ぶ力を与える鍵さ

えあります。16

ジョセフ・スミスは十二使徒の全員に神

権の鍵を授けました。17  鍵は代々の指導

者に受け継がれてきました。今日
こんにち

，ゴード

ン・Ｂ・ヒンクレー大管長は，「創造の初め

からいずれの時であっても神権時代を受

けたすべての者」18  が持っていた，すべ

ての回復された鍵に関する権能を持って

います。

この教義に関する歴史を心に留める

と，人が神権を金で買えないことは明ら

かです。聖典にはこう述べられています。

「だれもこの栄誉ある務
つとめ

を自分で得るの

ではなく，アロンの場合のように，神の召

しによって受けるのである。」19

神権を持っているということは，自分の

召しを尊んで大いなるものとする個人の
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責任があることを意味します。あらゆる

奉仕の機会を通して，神権の力を増し加

えましょう。また，身だしなみにおいても，

生ける預言者たちの模範に従ってくださ

い。そうすることは，「神の御子の位に従

う聖なる神権」20  の重要性を真に理解し

ていることを暗黙のうちに表明している

ことになります。

兄弟の皆さん，メルキゼデク神権を行

使する機会があるときに，自分は何をす

べきか深く考えてください。人の頭に手

を置くとき，皆さんは祈りをささげるので

はありません。祈りにはもちろん権能は

必要ありません。皆さんは主の御名
み な

によ

って任命し，聖任し，祝福し，語る権能を

与えられているのです。21  次の主の約束

を忘れないでください。「だれでもあなた

が祝福する者をわたしは祝福し」22，「わ

たしはあなたにわたしの御霊
み た ま

を授けよう。

……そのとき，あなたは知るであろう。す

なわち，……わたしから与えられると信

じながら信仰をもってわたしに願うこと

で，義にかかわることは何であろうとすべ

て知るであろう。」23

アロン神権における召しを尊んで大い

なるものとするために，青少年の皆さん

は5つの個人の目標を達成するよう，個人

として努力しましょう。

● イエス・キリストについて福音の知識

を得る。

● 伝道活動をするにふさわしくある。

● 道徳的な清さを保ち，聖なる神殿に

参入する資格を得る。

● 個人として教育を受け続ける。

● 教会の標準を守り，将来の伴侶にふ

さわしくある。

5つの目標をどうすれば心に留められる

でしょうか。簡単です。手を見てください。

人差し指で聖典を指さしましょう。聖典

を通してイエス・キリストの福音について

さらに知識を深め，主の教えに従って生

活してください。中指で，伝道活動をする

にふさわしくあることを思い出しましょう。

薬指で，結婚，エンダウメント，結び固め，

神殿の祝福を思い出しましょう。小指で，

教育を受け続けることがこの教会の会員

としての務めの一つであることを思い出

しましょう。24  親指を立てて，教会の標準

を守り，永遠の伴侶にふさわしくあること

を思い出すようにしましょう。この5つの目

標を達成すると，祝福された人生を送る

ことができます。

メルキゼデク神権者の皆さんは，日の栄

えの栄光の最も高い階級を得るにふさわ

しくなければなりません。「〔それ〕を得る

ためには，人はこの神権の位（すなわち，

結婚の新しくかつ永遠の聖約）に入らな

ければならない。そうしなければ，その

人はそれを得ることができない。」25

妻を尊ぶときに，皆さんはその聖約を

尊んでいることになります。夫が最も優先

することは妻への気配りでなければなり

ません。妻に誠実であってください。目を

ポルノグラフィーに向けたり，みだらなこ

とを語ったりしないでください。選択の自

由があるからという理由だけで選ぶこと

は，将来の選択の自由を制限します。選

択の自由を行使しておいて，その選択に

よって生じる責任と報告義務を避けるこ

とはできません。

次のことを決して忘れないでください。

「神権の権利は天の力と不可分のものと

して結びついており，〔この力〕は義の原

則に従ってしか制御することも，運用する

こともできない……。」26 その力を誤用し

て，罪を覆い隠したり，高慢やうぬぼれた

野望を満たしたり，いかなる程度の不義

によってでもほかの人を制御したりする

と，神権の権能と力の両方を失ってしま

います。27

兄弟の皆さん，温厚，寛容，優しさ，柔和，

偽りのない愛，純粋な知識，すべての人に

対する慈愛をもって奉仕してください。28

そうすれば，「神権の教義は天からの露の

ようにあなたの心に滴る」でしょう。29

どうか，わたしたちが皆さん一人一人

を愛し，感謝していることを知ってくださ

い。皆さんの信仰と奉仕に，また支持し

てくださることでわたしたちが得ている

強さに感謝しています。皆さんが神権の

力を義にかなって追求することにより，皆

さんと愛する人たち，子孫が祝福されま

すように。

神は生きておられます。イエスはキリ

ストであり，預言者と使徒を通じて御自

分の教会を導いておられます。イエス・

キリストの御名によって証
あかし

します。アー

メン。

注

1. エペソ4：5

2. ジョージ・アルバート・スミス，Sharing

the Gospel with Others，プレスト

ン・ニブレー編（1948年），144－

145参照

3. マタイ20：16；22：14；1ペテロ2：

9；黙示17：14；アルマ13：3，6，9；



3ニーファイ12：1；教義と聖約3：

10；52：1；95：5；121：34，40－

46参照

4. ジョセフ・スミス訳マタイ6：38

5. ヘブル13：17；アルマ5：18；11：

43；教義と聖約72：13－16参照

6. 教義と聖約135：4

7. 3ニーファイ9：20参照

8. 教義と聖約100：5－6

9. 教義と聖約128：18参照

10. ジョセフ・スミス－歴史1：72；教義と

聖約27：8，12参照

11. 教義と聖約27：5参照

12. 教義と聖約110：11参照

13. 教義と聖約27：6参照

14. 教義と聖約110：12参照

15. ジョセフ・スミス，Teachings of the

Prophet Joseph Smith，ジョセフ・フ

ィールディング・スミス選（1976年），

337－338参照。教義と聖約27：9；

110：13－16；128：21も参照

16. マタイ16：19；18：18；教義と聖約

124：93；127：7；128：8，10；

132：46参照

17. ジョセフ・フィールディング・スミス

『救いの教義』ブルース・Ｒ・マッコン

キー編，全3巻（1954－1956年），

第3巻，138－140参照

18. 教義と聖約112：31。教義と聖約

128：18も参照

19. ヘブル5：4

20. 教義と聖約107：3。ジョセフ・スミス

訳ヘブル7：3；アルマ13：1も参照

21. 教義と聖約1：20，38；84：19－22，

26－27；107：18－20；124：

39－46；133：6参照

22. 教義と聖約132：47

23. 教義と聖約11：13－14

24. 教義と聖約130：18－19参照

25. 教義と聖約131：2－3。二つ目の括弧

は原文のまま

26. 教義と聖約121：36

27. 教義と聖約121：37参照

28. 2テサロニケ1：3；教義と聖約121：

41－42参照

29. 教義と聖約121：45

今
わたしが手にしているのは，

1947年発行の日曜学校手引き

『聖文の中の指導者』（Leaders

of the Scriptures）です。著者はマリオ

ン・G・マークレーおよびゴードン・B・ヒ

ンクレーです。56年も前のものです！ こ

の手引きが何十年も我が家にあったこと

が，今日
き ょ う

この話をする一つのきっかけに

なりました。

福音の回復の中でもとても大切な出来

事に，1829年5月のアロン神権の回復があ

ります。そのとき，バプテスマのヨハネが

ジョセフ・スミスとオリバー・カウドリに現

れました。

ジョセフはこう物語っています。「わた

したちがこのようにして祈って，主に呼び

求めていたとき，天からの使者が光の雲

の中を降
くだ

って来られた。そして，その使

者はわたしたちの上に手を置き，次のよ

うに言ってわたしたちを聖任された。

『わたしと同じ僕
しもべ

であるあなたがたに，

メシヤの御名
み な

によって，わたしはアロンの

神権を授ける。これは天使の働きの鍵と，

悔い改めの福音の鍵と，罪の赦
ゆる

しのため

に水に沈めるバプテスマの鍵を持つ。』」1

総大会のこの神権部会に参加している

何万人もの若い男性は，アロン神権を授

けられ，世界中に存在する執事定員会，

教師定員会，あるいは祭司定員会の一つ

に所属しています。それぞれの定員会は

会長会に導かれ，各会長会には定員会を

導く鍵を持つ会長が一人います。

こうした若い指導者がこのように重要

な責任を担うことができるのだろうかと

心配する人も多いかもしれません。では，

青少年の真の能力を示した模範について

考えてみましょう。

まず，預言者エレミヤです。

「主の言葉がわたしに臨んで言う，

『わたしはあなたをまだ母の胎につくら

ないさきに，あなたを知り，あなたがまだ

生
うま

れないさきに，あなたを聖別し，あなた

を立てて万国の預言者とした。』

その時わたしは言った，『ああ，主なる

神よ，わたしはただ若者にすぎず，どのよ

うに語ってよいか知りません。』

しかし主はわたしに言われた，『あな

たはただ若者にすぎないと言ってはなら

ない。だれにでも，すべてわたしがつか

若い男性――
鍵
か ぎ

を持つ者たち
七十人

モンティ・Ｊ・ブラフ

若い男性の皆さん，神権に聖任された者として，任命された職において働くと

いう権利を理解し，召しを忠実に果たしてください。
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わす人へ行き，あなたに命じることをみ

な語らなければならない。……』

そして主はみ手を伸べて，わたしの口

につけ，主はわたしに言われた，『見よ，

わたしの言葉をあなたの口に入れた。』」2

もし主が望まれるなら，13歳の執事定員

会会長に御言葉
み こ と ば

を吹き込むことはおでき

にならないでしょうか。13歳の会長も「天

使の働きの鍵を持」っているのですから。

もう一人の若者，テモテは，使徒パウロ

の同僚として伝道しました。パウロは，テ

モテへの手紙の中で，まだ若いテモテの

信仰と証
あかし

を称賛しています。その手紙か

ら少し引用してみましょう。

「こういうわけで，……わたしの按手
あんしゅ

に

よって内にいただいた神の賜物
たまもの

を，再び

燃えたたせなさい。

〔キリスト〕はわたしたちを救い，聖な

る招きをもって召して下さったのである

……。」3

「〔あなたは〕また幼い時から，聖書に

親しみ，それが……知恵を，あなたに与

えうる書物であることを知っている。」4

14歳の教師定員会会長もまた，監督か

ら任命されるとき，テモテのように「神の

賜物」を授からないでしょうか。教師定員

会会長の召しは「聖なる招き」によらない

のでしょうか。16歳の祭司には「知恵」が

ないのでしょうか。これらの問いに，聖文

ははっきりと肯定しています。

モルモンは，若いときに途方もない働

きをした，卓越した模範です。モルモン自

身の言葉から少し読んでみましょう。

「さて，わたしモルモンは，自分がこれ

までに見聞きしたことを記録して，これを

モルモン書と呼ぶ。

アマロンは数々の記録を主に託して隠

したころ，わたしのところにやって来た。

（当時わたしは10歳くらいで，わたしの民

の教育方法に従ってかなり教育を受け始

めていた。）そして，アマロンはわたしに

言った。『わたしはあなたがまじめな子供

で，観察が鋭いことを知っている。……

見よ，〔将来〕あなたはニーファイの版

を取り出し，残りの版は今それがある場

所にそのままにしておきなさい。そして，

この民についてあなたが見てきたことを

すべてニーファイの版に刻みなさい。』」5

「……わたしは若かったにもかかわら

ず，身の丈が高かったので，ニーファイの

民はわたしを彼らの指揮官に，すなわち

彼らの軍の指揮官に任命した。

そこでわたしは，16歳になる年に，ニ

ーファイ人の軍隊を率いてレーマン人に

向かって出て行った。」6

この若さで，何という経験でしょう！

モルモンはいにしえの聖文を学び，10歳

のときから預言者の召しに備えていまし

た。16歳になったときには，民から任命

され，ニーファイ軍の指揮官になりました。

わたしが12歳だった年の6月のことで

す。故郷のユタ州ランドルフで新聞配達

をしていたときに，馬がからんだ事故で

けがをしました。クリスマスの日にやっと

歩けるようになるまで，6か月間，車いす

で生活しました。執事定員会の会長会が

見舞いに来てくれたのを覚えています。

デール・レックスやダグ・マッキノンなど，

執事定員会会長会の13歳の指導者たち

は，定員会の一員であるわたしに対する

責任を理解していたようです。

最近ソルトレーク シティー国際空港

の荷物受取所で，一人の女性が近づいて



来て，わたしの名前を尋ねました。見る

と随分昔，サウスリッチ高校に通っていた

ころの同級生であると分かりました。昔

と比べて，容姿はかなり変わっていまし

た。高校の同窓会でどんな気分を味わう

か，皆さんも御存じでしょう。彼女の髪に

は白いものが目立ち，しわも多少あったよ

うです。（もちろんわたしは何一つ変わっ

ていませんが。）一目見て，伝道から帰っ

て来る子供をを出迎えに来ているのだと

いうことが分かりました。驚きました。学

生時代，小さな田舎町に引っ越して来た

ころは，家族は教会員ではなかったから

です。アリス・ゴメスという名前で，わ

たしや友人とほぼ同じ年でした。親しみ

やすく礼儀正しい人でしたが，教会の集

会に出席することはまったくありません

でした。

「アリス，どうしてなんだい。今は活発

な教会員みたいだけど，高校時代には教

会に一度も来なかったよね。」

その答えには心がとがめました。「だっ

て，だれも誘ってくれなかったんだもの！」

やれやれ，この件については，わたしの

定員会は失敗していたようです。

最近，ジャマイカの祭司定員会の若い

兄弟たちが宣教師を助ける決意をして起

こった出来事について，報告を受けまし

た。定員会の若い男性は，宣教師のため

に約束を取りつけようと戸別訪問をしまし

た。やがて宣教師の手が回らなくなるくら

い，多くの人を紹介できたとのことです。

ユタ州ケイズビルの祭司定員会は，定

員会の中からだれ一人失わないと決意し

ました。定員会全員で，さほど熱心でな

い兄弟の家を訪問し，彼の部屋のベッド

に集まって日曜日のレッスンをしました。

そのうちに彼は定員会の仲間に加わり，

一緒にほかの兄弟の家を訪問して日曜日

のレッスンを教えるようになりました。

2003年現在，教会には2万6,000のワー

ドや支部があり，約7万8,000の執事，教師，

祭司定員会があります。何という軍勢で

しょう！

アロン神権者の定員会は，定員会会員

が改心し，定着し，活発になるのを助け

る非常に大きな力を持っています。

16歳のモルモンが大きな軍隊の指揮官

になり，若いエレミヤが全能の神の御言

葉を口に入れ，テモテがすばらしい知恵

を得たのであれば，この話を聞いている

若い男性も皆，定員会の責任を果たして

いくことができるでしょう。

アロン神権定員会の責任が，長老定員

会や大祭司グループの責任よりも劣って

いるということはありません。忘れないで

ください，若い男性の皆さんは「天使の働

きの鍵」を授かっています。若い男性の

皆さん，神権に聖任された者として，任命

された職において働くという権利を理解

し，召しを忠実に果たしてください。

アロン神権の定員会が神の神聖な神権

を授かっていることを証します。イエス・

キリストの御名により，アーメン。

注

1. ジョセフ・スミス―歴史1：68－69

2. エレミヤ1：4－7，9

3. 2テモテ1：6，9

4. 2テモテ3：15

5. モルモン1：1－2，4

6. モルモン2：1－2
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回
復の事実を明白に示す注目す

べき事柄の一つに，ジョセ

フ・スミスとオリバー・カウ

ドリが述べた証
あかし

があります。二人は，神

権と人を導く神権の力がどのように地上

に回復されたかを証しました。いずれの

場合も，神権と神権の鍵は，かつてそれ

を持っていた天の使者によって回復され

ました。まずバプテスマのヨハネが，悔

い改めの鍵とバプテスマの鍵とともにア

ロン神権を回復しました。1 また，ペテ

ロ，ヤコブ，ヨハネは，メルキゼデク神

権だけでなく，「王国の鍵」2 も回復しま

した。さらに，モーセとエリヤが「集合」

と「結び固め」の鍵を携えて戻って来ま

した。3 神権の回復に関するこれらの出

来事は驚くべきものです。聖書に記され

ている，初期の神権時代に行われた神権

の回復とまったく同じ方式なのです。例

えば，救い主の時代に，神権の力の回復

と移譲がどのように行われたのか考えて

みましょう。

地上での務めを終えられるころ，イエ

スはペテロに「王国のかぎ」4 を渡すこ

とを約束されました。それは，御自分が

やがて地上を去り，使徒たちが主の昇天

後に業を進めるためには，神権の鍵が必

要であることを承知しておられたからで

す。主が使徒たちに鍵を授けるためにど

うされたかを，マタイは次のように記し

ています。イエスは「ペテロ，ヤコブ，

……ヨハネだけを連れて，高い山に登ら

れた。」そこで「彼らの目の前でイエス

の姿が変
かわ

り」，モーセとエリヤが「彼ら

に現れ〔た。〕」5 この出来事の直後，救

い主は，使徒たちが業を進めるための鍵

を持っていることを宣言されました。6

預言者ジョセフ・スミスは次のように述

べています。「山上において，ペテロと

ヤコブとヨハネが救い主の前で変貌
へんぼう

した

とき，救い主とモーセとエリヤは鍵を授

けた。」7

マタイが記している神権の回復の方式

は，わたしたちの神権時代に行われたも

のと同じです。初期の神権時代に鍵を持

っていた使徒や預言者たちが，主の指示

に従って，この神権時代が始まるにあた

ってその鍵を地上に回復したのです。

対照的に，19世紀のパルマイラ地域の

聖職者たちは，大背教が起きていたこと

を理解していませんでした。そして神権

の授与に関してまったく異なった方法を

信じていました。説教をする力は，内な

る声によってキリストを信じるすべての

人に与えられると信じていたのです。権

能を持つ者による按手
あんしゅ

によって神権を受

けることの必要性を理解していませんで

した。8 さらに，神権の鍵の目的や必要

性についても分かっていませんでした。

神権とは，神から人に託された力であ

り権能です。神権の鍵とは，その力の行

使について指示できる権利です。大管長

は教会全体を治めるために必要な鍵を持

っています。副管長および十二使徒定員

会も同様に，王国の鍵を持っており，大

管長の指示の下にその鍵を使います。ス

テーク会長，監督，神殿長，伝道部長，

定員会会長には，それぞれの責任の範囲

において教会を導く鍵が与えられます。

また，補佐に召される人は鍵を持ちませ

んが，「召しと割り当てとによる権能の

委任は受け」ます。9

神権と神権の鍵は，贖
あがな

いの祝福を受け

られるようにしてくれます。神権の力を

通して，人は罪の赦
ゆる

しのためのバプテス

マを受けることができます。それは救い

主の偉大な憐
あわ

れみの業によって可能にな

りました。また，メルキゼデク神権を持

つ者であれば，聖霊を授けることができ

ます。聖霊が降
くだ

られることによって，教

会員は火で清められ，真理に導かれ，慰

めを受けます。そして聖なる者となり，

贖いの実を受ける者として様々な面で祝

福を受けます。結び固めの権能は，男性

と女性およびその子供たちを永遠に結

び，来世での昇栄を可能とします。これ

もまた，救い主から頂いた祝福です。

ふさわしいメルキゼデク神権者は，神

から託された力を行使して周りの人に祝

福をもたらすよう期待されています。そ

れは家族から始める必要があります。回

復の偉大な受け継ぎの一つとして，メル

キゼデク神権に聖任されている父親に

は，妻や子供に祝福を授ける権利が与え

られています。父親が導きを受けたとき

や，妻や子供から祝福を求められたとき

祝福をもたらす
神権，鍵

か ぎ

，力
七十人会長会

メリル・Ｊ・ベイトマン

ふさわしいメルキゼデク神権者は，神から託された力を行使して周りの人に祝福

をもたらすよう期待されています。それは家族から始める必要があります。



に授けることができるのです。

何年も前に，わたしたち家族はある経

験をしました。それは，父親の祝福の大

切さや価値，そして力を知るうえで忘れ

られない経験となりました。そのときの

教訓は，皆さんにとっても興味深いもの

であろうと思われます。

長男が小学校に入学するとき，ベイト

マン姉妹とわたしは，毎年，学年の始ま

りに，子供たち一人一人に父親の祝福を

与えることを決めました。学年が始まる

直前の家庭の夕べを使って祝福を与える

のです。長男のマイケルが小学3年生に

なった年の出来事は，特別な思い出にな

っています。2年生の夏から，マイケル

は少年野球に参加していました。野球が

大好きでした。そして新年度が始まる前

の家庭の夕べで集まったとき，そのマイ

ケルが「祝福は必要ない」と宣言したの

です。すでに少年野球では最初のシーズ

ンを無事に終えており，祝福は弟や妹に

授ければいいとのことでした。

ベイトマン姉妹とわたしはとても驚きま

した。そして，学業の助けにもなるだろ

うからと，祝福を勧めました。祝福は守

りとなるでしょうし，きょうだいや友人との

関係を築くうえでも助けになるでしょう。

励ましたり，優しく諭したりしましたが，

結局，うまくいきませんでした。自分で物

事を決める年齢になっていたのです。選

択の自由の原則を信じていたので，8歳

の子供に無理やり祝福を授ける気にはな

りませんでした。その年，マイケルを除く

子供たちは皆，祝福を受けました。

その年はごく普通に過ぎていきまし

た。マイケルもほかの子供たちも学校で

の成績はよく，家族はとても仲良くやっ

ていました。そして5月になり，少年野

球のシーズンが始まったのです。終業式

が終わると，マイケルの監督から練習を

始めると連絡がありました。マイケルの

期待はこれまでになく膨らみました。い

よいよ夢が実現するのです。マイケルは

先発のキャッチャーに指名されていまし

た。野球場は我が家からほんの数ブロッ

クの所にあり，子供たちも監督も，交通

量の多い道路を横切って球場まで歩いて

行きました。そして練習が終わって帰宅

しようとしたときです。マイケルともう

一人の友人は，監督やほかの子供たちの

前を走っていました。車の行き交う道路

まで来ると，マイケルは左右も見ずに，

1台の車の前に飛び出しました。運転し

ていたのは16歳の若者で，初心者でした。

この若者がどれほど恐ろしい思いをした

か想像できるでしょうか。若者は急ブレ

ーキを踏み，何とかマイケルをかわそう

としました。しかし残念ながら，マイケ

ルはバンパーの側部にぶつかり，道路に

たたきつけられたのです。

ベイトマン姉妹とわたしはすぐに警察

から連絡を受けました。マイケルは危険

な状態で，救急車で病院へと運ばれてい

ました。急がなければなりません。家を

出る前に友人に電話し，病院で祝福を授

けるのを手伝ってくれるようお願いしま

した。20分の運転をどれほど長く感じた

ことでしょう。息子の命が救われるよう，

また主の御心
みこころ

を知ることができるよう熱

心に祈りました。

救急病棟の入り口のそばに車を止める

と，警察官が泣きじゃくる若者を連れて

出て来ました。警察官はわたしたちに気

づき，その若者が車を運転していたこと

を告げました。事件の詳細を聞いていた

わたしたちは，その若者を抱き締め，「君

の責任でないことは承知しているから」

と伝えました。それから病棟に入り，マ

イケルの病室を探しました。病室に入る

と，医師や看護師たちはマイケルの状態

に合わせて慌ただしく処置を施していま

した。友人はすでに到着していたので，

2，3分の間，身内だけの時間を頂けるか

尋ねました。神権を持つ友人が油を注ぎ，

わたしが結び固めました。マイケルの頭

に手を置くと，わたしは慰めと平安に満

たされ，祝福と約束の言葉があふれ出ま

した。そしてマイケルは手術室へと入っ

て行ったのです。

それからの4週間，マイケルは病院で

横になったまま，頭は包帯で巻かれ，足
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は牽引
けんいん

されていました。毎週水曜日にな

ると，少年野球の仲間が試合の後で病室

に来て結果の報告をしてくれました。仲

間たちの報告を毎週聞く度に，マイケル

の目からは涙があふれ，頬
ほお

を伝って流れ

ていきました。4週間の牽引の後，マイ

ケルは胸からつま先までギプスで覆われ

ました。わたしたちはマイケルを2，3回

外へ連れ出して，仲間たちの試合を観戦

させました。さらに4週間が経過すると，

ギプスは腰からつま先までのものと交換

されました。そして，学校が始まる2日

前には，最後のギプスも外されたのです。

翌日の夜，年度始めの祝福のために家族

が集まったとき，だれが最初に祝福を求

めたかはもうお分かりでしょう。9歳に

なった長男が，少し大人になり，はるか

に賢くなって，最初に並んだのです。

それから何年もたち，子供たちは，神

権の祝福を受けたからといっていつでも

事故から守られるわけではないことを理

解するようになりました。しかし同時に，

神権によって様々な場面で守られること

も分かるようになったのです。今では，

孫の代が神権の祝福を受けています。伝

統が第2，第3世代に受け継がれています。

家族が永遠に続くように，この慣習が永

遠にわたって受け継がれていくことを信

じています。

14歳の少年ジョセフ・スミスが森に入

り，真実の教会を尋ね求めたことに心か

ら感謝しています。ジョセフが受けた答

えに対して，またその結果として，バプ

テスマのヨハネやペテロ，ヤコブ，ヨハ

ネ，そのほかの聖なる使者によって神権

と神権の鍵が回復されたことに，永遠に

感謝します。この偉大な力を行使して，

まず自分の家族に，そして神のすべての

子供たちに祝福をもたらすことができる

よう，イエス・キリストの御名
み な

により祈

ります。アーメン。

注
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愛
する全世界の神権者の皆さん，

住んでいる国に違いはあって

も，皆さん一人一人に愛を伝

え，ごあいさつしたいと思います。

両親を亡くした幼い6歳の少女が，アメ

リカの大平原を横断する場面を思い浮か

べてください。名前はエルシー・アン，母

親は2歳のときに亡くなり，父親は再婚し

ます。ですからしばらくの間，義母と生活

を共にします。そして5歳のときに，父親

がウィンタークォーターズで亡くなります。

義母は再婚し，血縁関係にあるピータ

ー・ロビソンとセリーナ・ロビソンにエル

シーを託して引っ越してしまいます。

1849年の7月，エルシー・アンはロビソン

夫妻とともにウィンタークォーターズを離

れ，西部へやって来ます。セリーナが10

か月になる女の赤ちゃんを世話する姿を

見て，エルシーは自分の母親のことが恋

しくてたまらなかったことでしょう。「お母

さんはどこにいるの」と尋ねさえしたので

はないでしょうか。

慰め，助けてくれる親戚
しんせき

が一人もいない

中で，不確かな未来に立ち向かわなけれ

ばならなかったこの少女のことを思うとき，

同情を禁じ得ません。エルシー・アンはわ

たしの曾祖母
そ う そ ぼ

で，最近になるまでその実

の母親がだれだか分かりませんでした。

何年もの間，エルシー・アンの母親はジェ

ーン・ロビソンだとばかり思っていたので

す。よくよく調べてみると，エルシーのほん

とうの両親が分かりました。長い歳月を要

しましたが，エルシーはすでに，父親のジ

ョン・エイカリーと母親のメアリー・ムーア

との結び固めを受けています。

わたしは祖父母から大きな影響を受け

ました。亡くなってからもう何年にもなり

ますが，今でも彼らの愛に支えられてい

るのを感じます。祖父のジェームズ・エ

イカリー・ファウストは，わたしが生まれる

前に亡くなりました。祖父のことは，祖母

と両親の話を聞いて知っているだけで

す。しかし，わたしはこの祖父と強いきず

なで結ばれているのを感じます。祖父と

似ているところがあるからでしょうか。何

よりもまず，祖父はユタ州中部の小さな町

のカウボーイで，牧場主であり，郵便局長

でもありました。ある冬のこと，祖父は

アイダホ州へと旅に出かけましたが，そ

こで貧困にあえぐ友人に会いました。そ

の日は寒かったにもかかわらず，友人は

コートを持っていませんでした。祖父は

自分のコートを脱ぐと，友人に差し出し

ました。

今晩若い男性の皆さんに，自分のほん

とうの姿を知るきっかけとして，先祖に関

する知識をさらに深めるようお勧めしま

す。『ルーツ』の著者，アレックス・ヘイリ

ーはこう語っています。「だれにでも心の

奥底に飢えがある。自分にはどのような

先祖がいて，何を受け継いでいるのか知

りたいのだ。心を満たしてくれるこの知

識がないと，むなしい熱望が残る。人生

でどのような成功を収めようと，空虚な思

いと心を乱す孤独感とが残るのである。」
1 活気に満ちた，力強い先祖について知

ることにより，胸躍る経験をすることがで

きます。彼らは今日
こんにち

のわたしたちと同様，

様々な問題を抱え，希望や夢を抱き，実

際に生きていた人なのです。

多くの点で，わたしたち一人一人は先

祖のいわば集大成です。先祖に備わって

いた徳はわたしたちの徳であり，先祖の

強さはわたしたちの強さです。ある意味

で，先祖と同じ試練に直面しているとさ

え言えるのです。先祖と同じ特質を受け

継いでいることもあります。少し前のこと

ですが，ひ孫の一人でよちよち歩きの子

が不思議な歩き方をするのに気づきまし

た。それを見て妻がこう言いました。「歩

き方があなたそっくりね！」わたしはこの

特質をだれから受け継いだのでしょう。

ずっと昔にこの世を去った先祖につい

て知るのは楽しいことです。だれにでも

非常に興味深い家族の歴史があります。

先祖を見いだすことは，若い男性の皆さ

んが取り組める作業の中でも，特に興味

深い頭の体操となるはずです。

だれもが皆，どこかで系図探求を始め

なければなりません。これは年齢にかか

わりなく取り組むことができます。今年の

夏，ガーナのアクラ・ラルテビオコルシエ

ステークで，170人の子供たちが，2時間

プログラムの中で4世代の系図に取り組

みました。そして74人以上の子供たちが

自分の系図を完成し，展示しました。

自分という
驚くべき存在
第二副管長

ジェームズ・E・ファウスト

自分のほんとうの姿を知るきっかけとして，先祖に関する知識をさらに深めてく

ださい。
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ボイド・K・パッカー長老は次のように

勧めています。「何から始めたらよいのか

分からないならば，何よりもまず自分自身

から始めることです。どのような記録をど

のような方法で手に入れればよいか分か

らなければ，自分の手もとにある記録か

ら始めるのです。」2 皆さんは自己という

驚くべき存在について知るようになりま

す。それは皆さんが見るどんな映画やテ

レビゲームよりもずっとおもしろい活動に

なるはずです。皆さんは自分の祖父母や

曾祖父母がだれなのか，また神殿で行わ

れる身代わりの儀式のうち，どの儀式が

完了しているのかを突き止める必要があ

ります。このような情報を入手する方法が

分からない場合は，ワードにいる詳しい

人に聞いてください。

皆さんの家族に，親族について何を知

っているか尋ねてください。また，家族

に代々伝わる聖書があれば，そこに書き

込まれた系譜のような身近な記録に目を

通し，先祖についてもっと詳しい情報を

集めてください。それから，戸籍や教会

員記録，国勢調査記録，従軍記録など

の資料を利用することができます。コン

ピューターが利用できれば，その技術を

駆使して，教会のホームページである

FamilySearch.orgにつなぐことができま

す。家族歴史は，コンピューターが膨大

な資料を提供してくれるようになった現

在，知的満足を与えてくれる活動となっ

ています。インターネットや最寄りの家族

歴史センターを利用すれば，計り知れな

い数の家族歴史記録を簡単に入手するこ

とができます。

家族歴史センターは，現在88か国で利

用できるようになっています。これらの施

設は，ほかに類を見ない記録管理システ

ムの一部であり，世界中の至る所で家族

の受け継ぎを守るのに役立っています。

ソルトレーク・シティーの家族歴史図書館

では，利用者が自分の家族歴史に関する

情報を絶えず問い合わせたり，提供した

りしています。ある人は次のように書いて

きました。「別便で子供を5人送ります。」

亡くなった親族のために救いの儀式を

執行するという偉大な業は，教会の使命

の持つ3つの側面の中できわめて重要な

部分を占めています。この業には，亡くな

った先祖を救うという目的があります。神

殿の業はわたしたちと，救いの儀式を待

つ亡くなった親族の両方にとって，欠くこと

のできないものです。「彼らなしにはわたし

たちが完全な者とされることはなく，また

わたしたちなしには彼らが完全な者とされ

ることはない」からです。3 先祖は救いの

儀式を必要としており，わたしたちは先祖

との結び固めを必要としています。だから

こそ，一人として救いの機会を逸すること

のないよう系図を探究するのです。

亡くなった親族の探求は，単なる趣味

ではありません。すべての教会員の基本

的な責任です。わたしたちは人生が死後

も続き，すべての人が復活することを信

じています。4 神の権能の下に聖なる神

殿で交わされる特別な聖約を守るなら

ば，来世でも家族関係が続くことを信じて

います。また亡くなった先祖も，わたした

ちが神殿で彼らに代わって聖約を交わす

ならば，その家族と永遠に結び固められ

ると信じています。亡くなった先祖も，選

択の自由を正しく行使するならば，霊界

で聖約を受け入れる機会が与えられるの

です。5

亡くなった親族のために神殿で行われ

る偉大な身代わりの業は，イエス・キリス

トの福音の持つ正義と公正を表します。

預言者ジョセフ・スミスは，死者のための

神殿の業が行われない場合に神の子供た

ちが陥る恐ろしい窮地について説明しま

した。「ある人が，福音を聞くことなく生涯

を終え，埋葬されました。一方，別の人

には救いのメッセージが伝えられ，その

人は福音を聞き，受け入れ，永遠の命を

受け継ぐ者とされます。この場合，一方

は栄光を受け，他方は滅びへと引き渡さ

れるのでしょうか。滅びを免れることはで

きないのでしょうか。」6 幸いにも，先祖に

は，救いの儀式を受け入れる機会が与え

られます。しかしそのためには，わたし

たちが先祖の身元を確認し，代理で救い

の儀式をすべて執り行わなければなりま

せん。先祖が自分の力ではできないこと



を代わって行うのです。これはほんとうに

心満たされる経験です。

カートランド神殿での偉大な示現の中

で，預言者エリヤが預言者ジョセフ・スミ

スとオリバー・カウドリに現れて，神殿の

業の鍵
かぎ

と結び固めの力をジョセフ・スミス

の手にゆだねました。7 この出来事によ

り，エリヤが送られ「先祖の心を子孫に，

子孫の心を先祖に向けさせ，全地がのろ

いをもって打たれることのないようにす

る」8 というマラキの預言が成就しました。

この聖句はどういう意味でしょうか。心

を先祖に向けるというのは，亡くなった先

祖の名前を探し出し，先祖に代わって神

殿で救いの儀式を行うことなのです。そ

れによりわたしたちと，最終的には父アダ

ム，母エバにまで連綿としてつながる先

祖の間に，断ち切ることのできないきず

なが築かれるのです。

11歳の少年の心が，ある家庭の夕べで

先祖に向けられました。子供たちが自分

の覚えの書を整理していたときのことで

す。幼いジェフは，母親と一緒に国立公

文書館へ行きたいと思いました。母親は

調べ物をしている人たちのじゃまになる

のではないかと思いました。しかしせが

まれて連れて行くことにしました。親子で

調べ物をして4時間が経過したころ，息子

が大きな声で叫びました。「お母さん，見

つけたよ，おじいちゃんだ！」実はジェフ

が見つけたのは，4世代前の高祖父だっ

たのです。9 しかし，物事はいつも同じよ

うに運ぶとは限りません。家族歴史部に

届いた1通の手紙に，こう書かれてありま

した。「祖母の記録をなくしました。情報

を送ってください。」

イエス・キリストの福音は，日の栄えの

家族の組織が「完全なもの」すなわち「親

子が次の世代の親子と結ばれ，時の終わ

りに至るまで伸びていく組織」10 であるこ

とを教えています。

家族の名前をたどって調べていくと，資

料によっては異なるつづり方に出くわす

ことが度々あります。ユタ州プロボのあ

る大学生も同様の経験をしました。この

学生は世代間のつながりに深い興味を覚

えました。ある夕方，図書館の中を歩い

て い た この 学 生 は ，シ アリング 家

（Searing）のだれかが，ニューヨーク州に

自分たちの先祖にちなんで名付けられた

町があると語っていたのを思い出しまし

た。そこでその町について調べることに

したのです。そのような折，たまたま1冊

の古ぼけたニューヨーク州地名辞典を見

つけました。そこには1600年代中期に，

ロングアイランドの入植に貢献したサイモ

ン・シアリングという名の男性に関する記

事がありました。サイモンは自分の先祖だ

ろうか。その答えを突き止めずにいられ

なかったこの学生は，熱心に探究し始め，

何世代かにさかのぼって系図を調べまし

た。しかし，それでもまだ，1800年代と

1600年代を結びつけるものが見いだせな

くて，それを探し出す必要がありました。

そんなときに，奇跡が起こりました。偶然

にも，つづり方の異なるシアリング家

（Syring）の系図を見つけたのです。この

シアリング家の家族歴史は，今までの探

究でたどりついた世代とまったく同じ世

代で終わっていました。その結果，彼は

何世代もの家族を結びつけることができ

ただけでなく，初期の入植者であったサ

イモン・シアリングと自分を結ぶことがで

きたのです。11

家族歴史に興味を持っている人の中に

は，人からよく見られようとして，自分を著

名人と結びつけようとする人がいます。

わたしの場合はその反対です。たとえ無

名で平凡であっても，雄々しい人生を送

ったと記録されている人々について学ぶ

ことに強く心を引かれたのです。アーサ

ー・R・バセットはかつてこのように語りま

した。「先祖のあら探しをしたいなどと望

む人がいるだろうか。わたしを例に挙げ

ると，わたしは先祖の戦い，その勝利だ

けでなく敗北にも興味をそそられる。…

…一見最も平凡に見える人生に心を引か

れるのだ。なぜなら，平凡の中にこそ，胸

をときめかすものが秘められていることに

気づいたからである。」12 皆さんの先祖の

中に馬を盗んだ人は恐らくいないでしょ

う。かりにいたとすれば，その先祖のた

めに儀式を行うことは大切です。死者に

も悔い改めの機会があることを信じてい

るからです。「悔い改める死者は，神の宮

の儀式に従うことによって贖
あがな

われるであ

ろう。彼らは自分の背きの代価を支払い，

洗われて清くなった後，その行いに応じ

て報いを受けるであろう。彼らは救いを

受け継ぐ者だからである。」13

先祖を一人，また一人と探し出すのは，

骨の折れる作業ですが，同時に胸躍る，

報いの多い作業でもあります。霊的な導

きを感じて，先祖の身元が確認できる資

料に行き当たることが多々あります。系図

探求はきわめて霊的な業であるため，幕

の向こう側からの助けを期待することがで

きるのです。自分を見つけて身代わりの儀

式を受けてもらうのを心待ちにしている先

祖が働きかけるのを感じます。これはキリ

ストがなさったような奉仕の業です。なぜ

なら先祖が自分たちの力ではできないこ

とを代わりに行っているからです。

若い男性の皆さんの中には，死者のた

めのバプテスマを受けることで，すでに

神殿での儀式を体験した人も大勢いるこ

とでしょう。早朝に神殿へ行くと，若人が

白い衣装に身を包み，準備を整え，この

心満たされる経験にあずかったうえで学

校へと向かう姿をよく見かけます。皆さ

んがこの大切な業を献身的に遂行してい

ることは称賛に値します。そうすることで，

皆さんはすでに神殿の中で与えられる心

からの平安を感じていることでしょう。

神は正義の神であられます。わたした

ちだけに特権を与え，先祖には同じ特権

を差し控えられるということはありませ
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ん。しかし，そのためにはこの地上にお

ける代理人として，先祖のためにバプテ

スマやエンダウメント，結び固めを行う必

要があります。それは先祖とともに永遠に

結ばれ，「第一の復活にあずかる者」14 と

なるためなのです。

主は，この大切な業においてわたした

ちを導くために，ヒンクレー大管長に指示

と霊感を与えておられることを重ねて証
あかし

します。信仰をもって神権の義務を果た

すときにもたらされる平安がいつもありま

すように，イエス・キリストの御名
み な

により，

アーメン。
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愛
する兄弟の皆さん，今宵

こ よ い

，皆さ

んの前に立ち，このカンファレ

ンスセンターの圧倒されそうな

数の聴衆のさらに向こう側に，何十万人

という神権者が世界中で同じように集っ

ていることを考えると，実に謙遜
けんそん

な思い

にさせられます。

皆さんにお話しする責任について熟考

していたとき，スティーブン・Ｌ・リチャーズ

副管長が表明した神権の権能に関する定

義を思い出しました。リチャーズ副管長は

こう言っています。「普通，神権は単純に

『人に託された神の力』と定義されていま

す。この定義は正しいと思いますが，わた

しは実際的な目的から，神権の奉仕の観

点から定義するのが好きで，よく神権を

『奉仕の完全な計画』と呼んでいます。」１

アロン神権の執事の職を持っていても，

あるいはメルキゼデク神権の長老の職を

持っていても，いずれにせよ，わたしたち

には主の啓示によって義務が課せられて

います。それは教義と聖約第107章99節

に書かれています。「それゆえ，今や人は

皆，自分の義務を学び，任命されている

職務をまったく勤勉に遂行するようにしな

さい。」

我が家の末っ子のクラークが12歳の誕

生日を迎えようとしていたころのことです。

息子と二人で教会執務ビルを出ようとし

たとき，ハロルド・Ｂ・リー大管長が近づ

いて来て，あいさつをしました。クラーク

はもうすぐ12歳になります，とわたしが言

うと，リー大管長は息子の方を見て，こう

尋ねました。「12歳になったら，どんなこ

とが起きるのかな。」

父親として，息子が霊感を受けてふさ

わしい答えをするようにと祈る，そんな瞬

間でした。すると，クラークはためらうこ

となく，リー大管長にこう言ったのです。

「ぼくは執事に聖任されます。」

その答えはまさに，リー大管長の求め

ていた答えでした。そして，大管長は息

子に次のような助言を与えてくれました。

「覚えておくんだよ。神権を持つというこ

とは，偉大な祝福なのだからね。」

わたしは少年のころ，ワードの会員に

聖餐
せいさん

をパスするのが楽しみでした。わた

したち執事は自分たちの義務について訓

練を受けていました。ワードの会員に，ル

イスという体のまひした人がいました。頭

と手が激しく震えるため，一人で聖餐を

取ることはできません。どの執事も，ルイ

スにパスするときにすべきことをわきまえ

ていました。つまり，パンを口まで持って

いって食べられるようにしてあげること，

彼を帰してください
第一副管長

トーマス・Ｓ・モンソン

主の助けを頂ければ，わたしたちの責任の下にある人々に手を差し伸べ，救い出

すことができます。



そして同じように，片手で水のカップを口

まで持っていき，その間もう一方の手で頭

をしっかりと支えてあげることです。そう

している間，トレイは別の執事が持ってい

ました。ルイスはいつも，「ありがとう」と

言ってくれたものです。

40年前，この10月の総大会で，デビッ

ド・O・マッケイ大管長によってわたしは

十二使徒定員会の一員として奉仕するよ

う召されました。わたしが出席した大管

長会と十二使徒の最初の集会で聖餐が配

られましたが，マッケイ大管長はこう発表

したのです。「聖餐を頂く前に，この組織

のいちばん新しい会員であるモンソン兄

弟にお願いして，わたしたちの主であり

救い主であるイエス・キリストの贖
あがな

いの犠

牲について，大管長会と十二使徒に指導

していただきたいと思います。」次の古い

ことわざの意味をほんとうに理解したの

はそのときでした。「決定の時が来たら，

準備の時は過ぎ去っている。」またペテロ

の第一の手紙に書かれている勧告を思い

出したのもそのときでした。「あなたがた

のうちにある望みについて説明を求める

人には，いつでも弁明のできる用意をし

ていなさい。」２

わたしは1通の手紙を読むことから話

を始めました。同じワード出身の軍人か

らもらった手紙です。時には忘れられて

しまうあの戦争のさなか，彼は韓国の最

前線で従軍していました。手紙の主
ぬし

が書

いてきたのは，日曜日の朝，弾丸が飛び交

うまっただ中で，小隊にいる数人の仲間

とともに，どちらも鉄かぶとの中に置かれ

たパンと水を取っている様子でした。仲

間は皆，聖なるしるしに宣言された祝福

の意味と，また主の戒めを守り，人に仕え

る主の模範に従うという個人の責任につ

いて思い出していたのです。

大管長会と十二使徒定員会と過ごした

あの特別な経験の記憶は，以後40年間た

っても薄れてはいません。

軍務であれ伝道であれ，あるいはいか

なる理由であれ，家庭や家族から離れて

いる人々にとって，休暇の季節は，愛する

人と一緒に過ごしたいと心から望む時で

あり，また，切望する時でもあります。子

供たちの笑い声を聞き，親の愛を身近に

感じ，兄弟姉妹の抱擁に包まれると，天

の光景とそこにある永遠の喜びをかいま

見ることができます。

12月のある夜，合衆国へ戻る飛行機の

出発を待つモンソン姉妹とわたしは，シ

ンガポールの息苦しいほどの暑さと湿気

の中に立っていました。すると，空港のス

ピーカーから，慣れ親しんだ，心躍るメロ

ディーが聞こえてきました。ビング・クロス

ビーの歌うあの歌詞です。

クリスマスには帰るから

そのつもりでいてほしい。

ツリーには，雪とヤドリギ，プレゼント

それを飾っておいておくれ。

クリスマスイブには戻るから

愛の光を輝かそう。

クリスマスには帰るから

たとえ夢の中だけでも帰るから。３

大管長会はこれまでずっと，次の言葉

を強調してきました。「家庭は義にかなっ

た生活の基であり，ほかのどのような手段

も，家庭に代わる役割を果たし得ません

し，……大切な役割を果たしてはくれま

せん。」４
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家族の中に父親と母親がいて，息子や

娘もいるというのに，思いやりのない言葉

を口に出してしまったために，互いに疎

遠になっている家族があります。何年も

前に，こうした悲劇が危うくある青年の身

に起ころうとしました。プライバシーを守

るために，その名前を仮にジャックと呼び

ましょう。

ジャックは生涯を通じて，父親とは口論

が絶えませんでした。17歳のある日，二

人は特に激しくなじり合いました。ジャッ

クは父親に言いました。「もう我慢できな

い。家を出て行ってやる。絶対に帰って

来るもんか。」そう言うと部屋に戻り，荷物

を詰め始めました。母親は必死で引き止

めますが，怒り狂った息子は耳を貸しま

せん。戸口で涙に暮れる母親を残して，

ジャックは出て行きました。

庭を通って，門を出ようとしたそのとき

です。父親の声が聞こえました。「ジャッ

ク，おまえが出て行くのは，父さんが悪か

ったせいだよ。ほんとうに済まなかった。

いいかい，帰って来たいと思ったら，いつ

でも帰って来ていいんだよ。そうしたら，

もっといい父親になるように努力するよ。

いつでもおまえを愛しているということを

忘れないでおくれ。」

ジャックは何も言わずにバス乗り場へ

行き，遠くの町まで行く切符を買いました。

バスの座席に座って長い間窓の外を眺め

ていると，父親の言葉が思い出されてき

ました。父親がしたことはよほどの愛が

なければできないことだと気づきました。

父親は謝ったのです。戻って来るように

哀願した父親の言葉は夏の空に響いてい

ました。「おまえを愛しているよ」と。

そのときジャックは，今度は自分がそれ

にこたえる番だと気づいたのです。自分

の中に平安を取り戻す唯一の道は，父親

が示してくれたと同じ分別と善意，愛を自

分が父親に示すことだと知りました。ジャ

ックはバスを降り，帰りの切符を買って，

家に向かいました。

家に着いたのは真夜中過ぎでした。家

に入り明かりをつけると，揺りいすに座っ

たままの父親が頭を抱えていました。父

親は顔を上げてジャックを見るといすか

ら立ち上がり，二人は走り寄って抱き合

いました。ジャックはよく，「家で過ごした

その後の何年かが，人生でいちばん幸せ

な時期でしたね」と言います。

一晩で大人になった少年の姿がここに

あります。断絶した家族や崩壊した家庭

に起因する大勢の「失われた人々」の一

人に息子がなる前に，感情やプライドを

抑えて救い出した父親の姿がここにあり

ます。愛が家族を結びつけ，心の傷を癒
いや

す乳香
にゅうこう

となりました。愛はだれもが感じ

ているのに，それを表そうとする人はあ

まりにも少ないのです。

シナイ山から語られた力強い言葉が響

き渡ります。「あなたの父と母を敬え。」５

そして後の時代になって，主はこう命じら

れました。「ともに愛をもって生活するよう

にしなければならない。」６

兄弟の皆さん，わたしたちの責任，つ

まり神聖な義務とさえ言えるものとは，教

会から離れてしまった人や家族の輪の中

からさまよい出た人に助けの手を差し伸

べることです。

教義と聖約の第18章から，主が啓示さ

れた美しい言葉を一緒に思い起こしてみ

ましょう。「人の価値が神の目に大いなるも

のであることを覚えておきなさい。……

あなたがたはこの民に悔い改めを叫ぶ

ことに生涯力を尽くし，一人でもわたしの

もとに導くならば，わたしの父の王国で彼

とともに受けるあなたがたの喜びはいか

に大きいことか。

さて，あなたがたがわたしのもとに導

いてわたしの父の王国に入れるようにし

た，一人の人とともに受けるあなたがた

の喜びが大きいならば，もし多くの人をわ

たしのもとに導くとすればその喜びはい

かに大きいことか。」７

アロン神権定員会の会長会として，あ

るいはアドバイザーとして，主の助けを頂

ければ，わたしたちの責任の下にある

人々に手を差し伸べ，救い出すことがで

きます。若い男性の皆さん，ほほえみを

浮かべ決意を秘めながら，あまり活発で

ない少年に友情の手を差し伸べて，一緒

に神権会に参加することができます。そ

して，主について学び，皆さんが実践す

るよう主が備えてくださったことについて

学ぶことができるのです。皆さんには主

の神聖な助けを受ける資格があります。

それは主が次のように約束してくださって

いるからです。「わたしはあなたがたに先

立って行こう。わたしはあなたがたの右

におり，また左にいる。わたしの御霊
み た ま

は

あなたがたの心の中にある。また，わた

しの天使たちはあなたがたの周囲にい

て，あなたがたを支えるであろう。」８

メルキゼデク神権を持つ兄弟の皆さ

ん，ほかの人々やその家族への義務に関

して言えば，皆さんにも同じ神聖な任務

と責務が課せられています。そして，皆

さんの努力に対して，主の同じ約束が与

えられています。

成功するにつれて，皆さんは母親の祈

りと，子供たちの優しく口に出せない思

いにこたえることになるでしょう。そして

皆さんの名前は，助けの手を差し伸べた

人たちから永遠にたたえられるでしょう。

わたし自身の経験から，やや個人的で

はありますが，喜びに満ちた例を話して

みたいと思います。

わたしは監督として，あまり活発でない

人，集会に出席しない人，責任を受けな

い人のことを心配していました。ある日，

そのような人たちのことを考えながら車

を走らせていたとき，ベン・フルマーと妻

エミリーの住む通りに差しかかったので

す。老齢になった二人は，体の痛みのた

めに活動から遠ざかり，家に閉じこもり

切りでした。日常生活の活動や人との交

わりから孤立し，引き離され，締め出さ

れていたのです。ベンとエミリーは長い

間，聖餐会にも出席していませんでした。

かつて監督を務めたベンは，いつも居間

に座って新約聖書を読み，暗記するのを

習慣にしていました。

わたしは市内にある販売事務所からイ

ンダストリアル通りの工場へ行く途中でし

た。どういう訳か，そのときは西1番通り

を走っていました。工場へ行くために，か

つてその道を通って行ったことはありま

せん。そのときです。車を止めてベンと

エミリーを訪ねるようにというささやきを

間違いなく感じたのです。でも会議に向



かう途中でした。そのため，最初はその

強い気持ちに注意を払おうとせず，その

まま数ブロック進んで行きました。しかし，

再び心に感じるものがあり，わたしは二

人の家へ引き返したのです。

天気のよい平日の午後でした。家のド

アまで行き，ノックしました。わたしに気

づいたのか，かわいいフォックステリアが

ほえています。エミリーが招き入れてくれ

ました。そしてわたしの顔を見るなり，思

わずこう言ったのです。「一日中電話が鳴

るのを待っていたんですよ。でも，電話は

鳴りませんでした。郵便屋さんが手紙で

も届けてくれるかとも思ったのですが，配

達されたのは請求書だけ。監督，今日
き ょ う

は

わたしの誕生日だとどうして分かったんで

すか。」

わたしは答えました。「エミリー，神様

は御存じですよ。あなたを愛しておられ

るのですから。」

居間に漂う静けさの中で，わたしはベ

ンとエミリーに言いました。「今日どうして

ここに導かれたのか，わたしにはまった

く分かりません。でも導かれたのです。

天の御父は御存じです。ひざまずいて祈

り，御父にその理由を尋ねてみましょう。」

わたしたちは祈り，答えが与えられまし

た。立ち上がると，わたしはフルマー兄

弟にこう言いました。「ベン，神権者がみ

んな集う神権会に来て，わたしが子供の

ころ一度話してくれたあの話を，アロン神

権の若者たちにしてくれませんか。あな

たと少年たちがある日曜日にジョーダン川

へ泳ぎに行く途中，日曜学校に出席するよ

うにという御霊の導きを感じたという話で

すよ。で，あなたはそうしたのに，少年の

一人が御霊に従わず，その日曜日におぼ

れたということでしたね。ワードの少年た

ちはあなたの証
あかし

を聞きたいと思っていま

すよ。」

「やってみよう」とベンは答えました。

それから，フルマー姉妹にこう言いまし

た。「エミリー，あなたは美しい声の持ち

主ですね。母から聞いています。実は，

ワード大会が2，3週間後に迫っていて，聖

歌隊が歌うことになっています。聖歌隊

に参加して，ワード大会に出席してもらえ

ませんか。そして，ソロを歌ってもらえな

いでしょうか。」

「どの曲でしょうか」と彼女は尋ねまし

た。

「分かりません。でも，ぜひ歌ってほし

いのです。」わたしはそう答えました。

エミリーは歌い，ベンはアロン神権者

に話をしました。二人が教会に戻って来

たことを大勢の人が喜びました。その日

以来，二人が聖餐会を欠席することはほ

とんどありませんでした。御霊の言葉が

語りかけたのです。その言葉は確かに聞

かれ，理解されました。心が動かされ，

人が救われました。フルマー夫妻は家に

戻って来たのです。

史上最長のロングランを続けているミ

ュージカルに，『レ・ミゼラブル』がありま

す。この物語はフランス革命の時代が背

景になっており，ミュージカルの主役はジ

ャン・バルジャンです。彼は，戦闘に赴こ

うとしている青年マリウスのことに心を痛

め，歌の中で，心からの祈りをささげます。

高き神よ，祈りをお聞きください。

求めると，いつもあなたはおられました。

彼は若く，恐れています。

彼に休みをたまい，天の祝福を願います。

彼を帰してください。

彼に平安と喜びをお与えください。

まだ若く，まだ子供です。

取り去ることも与えることもおできにな

る神よ，

彼を生かしてください，生かしてください。

わたしが死ぬのはかまいません。でも

彼は生かしてください。

彼を帰してください。９

兄弟の皆さん，神の神権を持つ者とし

て前進し，義務について学び，助けを必

要とする兄弟たちに手を差し伸べるとき，

わたしたちすべての父である天の御父を

見上げようではありませんか。御父の

御声
み こ え

は聞こえないかもしれません。しか

し，主の呼びかけの言葉を思い出します。

「良い忠実な僕
しもべ

よ，よくやった。」10

そして，心の中に，御父の無言の願い

を悟るのです。「彼を連れて帰って来なさ

い」と。

イエス・キリストの御名
み な

により，アーメン。

注

1. Conference Report，1937年4月，

46

2. 1ペテロ 3：15

3. キム・ギャノンとウォルター・ケント，“I’

ll Be Home for Christmas”，1943

年

4. Ｊ・ルーベン・クラーク・ジュニア，教会

中央補助組織役員の集会，1940年3月

29日。「大管長会からの手紙」『リアホナ』

1999年12月号，1も参照

5. 出エジプト20：12

6. 教義と聖約42：45

7. 教義と聖約18：10，15－16

8. 教義と聖約84：88

9. ハーバート・クレッツマー，“Bring Him

Home.”

10. マタイ25：21
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兄
弟の皆さん，今晩わたしは，い

つもとは少し違うことをしようと

思います。15年前に総大会の

神権部会で語った事柄について，もう一

度お話ししようと思うのです。教会の監

督に向けた，監督についての話です。監

督はすばらしい人たちであり，文字どお

りイスラエルの羊飼いです。

この大会の出席者は全員，監督または

支部長に託されています。監督と支部長

の担う重荷は，途方もなく大きいものです。

すべての教会員の皆さんにお願いしま

す。監督と支部長の重荷を軽減するため

に，できることをすべて行ってください。

監督や支部長のために祈らなければな

りません。彼らの荷は重く，助けを必要

としているからです。もっと彼らの力とな

り，極力依存しないようにしましょう。可

能なかぎりあらゆる面で手助けし，わた

したちのためにしてくれることに感謝しま

しょう。わたしたちが課した重荷のせい

で，監督や支部長は今にも崩れそうです。

現在教会には1万8,000人以上の監督が

います。すべて預言と啓示の霊によって

召され，按手
あんしゅ

により任命，聖任され，ワー

ドの長としての鍵
かぎ

を携えています。どの

監督も大祭司であり，ワードの管理大祭

司として非常に大きな管理の職を担って

おり，会員にとって父親のような存在です。

監督は，その働きに報酬を受けてはい

ません。監督としての働きに対して教会

から報酬を受けている人はだれもいない

のです。

この監督の資格は，今日
こんにち

も昔と同じで

す。パウロはテモテにこのように書いて

います。

「さて，監督は，非難のない人で，ひと

りの妻の夫であり，自らを制し，慎み深く，

礼儀正しく，旅人をもてなし，よく教える

ことができ，

酒を好まず，乱暴でなく〔つまり，暴力

を振るう人でなく〕，……人と争わず，金

に淡泊で，

自分の家をよく治め，謹厳
きんげん

であって，子

供たちを従順な者に育てている人でなけ

ればならない。

自分の家を治めることも心得ていない

人が，どうして神の教会を預かることがで

きようか。

彼はまた，信者になって間もないもの

であってはならない。そうであると，高慢

になって，悪魔と同じ審判を受けるかも

知れない。」（1テモテ3：2－6）

さらにパウロは，テトスへの手紙の中で

次のように言っています。「監督たる者は，

神に仕える者として，責められる点がな

く，……

教
おしえ

にかなった信頼すべき言葉を守る

人でなければならない。それは，彼が健

全な教によって人をさとし，また，反対者

の誤りを指摘することができるためであ

る。」（テトス1：7，9）

これらの言葉は，今日
こんにち

においても末日

聖徒イエス・キリスト教会の監督の姿を

的確に表しています。

さて，ここにお集まりの，大勢の監督の

皆さんにお話ししたいと思います。まず

最初に申し上げたいのは，わたしは誠実

で善良な皆さんを愛しているということ

です。監督は誠実でなければなりません。

管理する人たちに模範を示し，自分自身

は一段高い原則や規範を守り，会員を引

き上げるようにしなければなりません。

また，完全に正直でなければなりません。

なぜなら，監督は主の基金，すなわち什

分の一や断食献金など，会員が限られた

財源から納める献金を取り扱うからで

す。主の財産を管理するように任される

とは，皆さんへの信頼は何と篤
あつ

いことで

しょう。

監督は民の旗印
はたじるし

となるような善良さを

身に付けていなくてはなりません。道徳

的にも非の打ち所のない人でなければな

りません。悪魔は皆さんを欺こうとする

かもしれません。なぜならば，もし監督を

滅ぼすことができれば，ワード全体を傷つ

けることができると知っているからです。

また，監督は知恵をもってあらゆる人に

接しなければなりません。皆さんの行い

の一端を見て，道徳的な罪を犯している

かのように思われることもあるからです。

ポルノ雑誌を読んだり，個室でひそかに

いかがわしいビデオを見たりするような

誘惑に陥ってはなりません。監督は，人

の道徳的問題を裁く立場に置かれたとき

でも，妥協したり当惑したりすることなく

裁きを下せるような，しっかりとした倫理

観の持ち主でなければなりません。

監督としての職を，個人的な商売に利

用することがあってはなりません。後に

経済的な問題が生じたときに，皆さん自

身が商売の話を勧めた人から非難される

イスラエルの羊飼い
大管長

ゴードン・B・ヒンクレー

世界中に善良な監督がいることを主に感謝いたします。……神に仕える人にのみ

与えられる，あの安らぎを心に感じることができますように。



ことのないようにするためです。

監督にはイスラエルの一般判士として

の資格があり，この資格を汚してはなりま

せん。判士として立つことは恐ろしいほ

ど重大な責任です。場合によっては，人

の教会員としてふさわしさや，主の宮に

入るふさわしさ，またバプテスマや神権を

受けるふさわしさ，伝道に出たり，教会の

組織の役員として教えたり奉仕したりす

るふさわしさを判断しなければならない

ことがあります。そしてだれかが困難な

状況にあるときには，会員の断食献金や，

主の倉から援助を受ける資格がその人に

あるかどうかを判断しなければなりませ

ん。自分が管理する人の中に，一人でも

ひもじい思いをしたり，衣服や住居のな

い人があったりしてはなりません。会員

がためらって，自ら申し出ようとしない場

合も同じです。監督は羊飼いとして，す

べての羊が置かれた状況について多少な

りとも知っていなければなりません。

監督は，悲しみ悩む人の話を聞き，慰

めるとともに，心の支え，力とならなけれ

ばなりません。主から力と知恵を受けて，

強く，賢くならなくてはなりません。また，

常に心の扉を開いて嘆きの声に耳を傾

け，時には代わりに重荷を背負うほど強

くなければなりません。そして，人が何を

必要としているかを鋭く感じ取れる繊細

な心と，道を誤った人や教会を批判する

ような人をも包み込む，神のような広く強

い愛の持ち主でなければなりません。さ

らに喜んで話を聞いて理解しようとする

だけの忍耐力を備えていなくてはなりま

せん。人によっては皆さんだけが頼りな

のですから。頼るべき人が一人もいない

ときの支えとならなければならないので

す。ある監督が受け取った手紙の一部を

読ませていただきます。

「親愛なる監督へ

絶望的な気持ちで監督に助けを求めて

から2年ほどになります。あのとき，わた

しは自殺しようと思っていました。だれも

頼れる人はなく，お金も，仕事もなく，友

達もいませんでした。家を取り上げられ，

住む所もありませんでした。教会が最後

の頼みの綱でした。

御存じのように，わたしは17歳のときに

教会を去り，幸福と満足感を求めてありと

あらゆる決まりごとや戒めを破りました。

その結果得たものは幸福ではなく，悲しみ

と苦しみ，そして絶望でした。もはや希望

も将来もありませんでした。死なせてくだ

さい，死んで苦しみから逃れさせてくださ

いと，神に懇願さえしました。でも神まで

もがわたしを必要としておられませんでし

た。神からも拒絶されたと感じました。

監督に頼り，教会に救いを求めたのは

そんなときでした。……

監督は思いやりのある態度で話を聞き，
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忠告を与え，指導し，助けてくれました。

わたしはだんだんと福音を理解し始

め，知識を得るようになりました。そして，

分かったのです。人生の根本的なところ

で，変えなければならないことが幾つか

あるのだと。それはとても難しいことで

した。でも，自分にはそうする価値があり，

きっとできると思いました。

福音を実践し，悔い改めるにつれ，恐

れがなくなりました。心は安らぎで満たさ

れ，苦しみや悲しみの影は消えていきま

した。贖罪
しょくざい

によってわたしの弱さと罪は

赦
ゆる

されました。イエス・キリストとその愛

のおかげです。

主はわたしを祝福し，強めてください

ました。そして道を開き，導きを与え，危

害から守ってくださいました。一つ一つの

障害を克服する度に，仕事の面でも祝福

され，家族に楽な暮らしをさせられるよ

うになりました。意義深いことを成し遂げ

たと感じています。

過去2年間，監督は理解を示し，支えて

くれました。監督の愛と忍耐がなかった

ならば決してここまで来ることはできなか

ったと思います。主の僕
しもべ

として，迷える子

供であったわたしを助けてくれた監督に

心から感謝しています。」

監督は管理するワードにとって台の上

の見張り人です。ワードには大勢の教師

がいますが，監督は教師を教える者でな

ければなりません。教会員の間に，誤っ

た教えが知らないうちに入り込むことの

ないよう見届けなければなりません。ま

た会員が信仰と証
あかし

を強め，より誠実で義

にかなった生活を送り，奉仕の精神をま

すます発揮するよう見守らなければなり

ません。そして主に対する愛が強まり，そ

れがさらに大きな愛となって互いに示さ

れるようにしていかなければなりません。

監督は人の告白を聞き，立ち入った内

容を知る立場に置かれます。そのように

して打ち明けられた話を口外することは

絶対にしてはなりません。監督の特権と

して聞いた事柄は，何者の介入も許さな

いように守り，尊重しなくてはなりません。

口外したい誘惑に駆られることもあるで

しょう。それに屈してはなりません。

虐待の問題で，法的にはっきり求めら

れないかぎり，信頼されて聞いた事柄は，

自分の胸の内だけにとどめなければなり

ません。教会では，ホットラインを設けて，

監督が虐待問題に直面したときに，問い

合わせられるようにしています。

監督には，ワードのアロン神権を管理

する特別な役目があります。望むと望ま

ざるとにかかわらず，監督はアロン神権

の指導者，教師，そして模範なのです。ま

た監督は管理大祭司であって，ワードとい

う家族の父親であり，論争が起こったとき

には仲裁役を務め，責めを受ける者がい

たらその弁護をしなければなりません。

監督は集会を管理します。集会では教

義が説かれ，その場の霊性を保つのは監

督の責任です。また，聖餐
せいさん

を執行し，主

の御名
み な

を受けたすべての人が，果たすべ

き神聖な聖約と義務について思い起こす

ことができるようにする責任があります。

監督は，伴侶
はんりょ

を亡くした人や孤児，弱

者，虐待されたり，非難されたりしている

人，困っている人の強い味方でなければ

なりません。

力強く高らかにラッパの音を響かせて

ください。ワードという主の軍勢の頭
かしら

とし

て立ち，罪や無関心，背教を克服し，勝

利に導くのです。

確かに，この仕事は大変なこともあるで

しょう。限られた時間になすべきことは

山ほどあり，会員からの電話はやむこと

がありません。すべきことはほかにもあり

ます。確かにそのとおりです。仕事場に

あっては，雇用主に提供すべき時間と労

力を，ほかのことに不当に使うようなこと

をしてはなりません。家庭にあっては，家

族の時間を奪うことがあってもなりませ

ん。けれども，皆さんの多くがこれまで

に経験してきたように，主の導きを求める

ならば，自分自身では思いもかけないよ

うな知恵と力，そして能力に恵まれるよう

になります。雇用主，家族，会員のすべて

の人をないがしろにすることなく，時間を

上手に使えるようになるのです。

神が末日聖徒イエス・キリスト教会の立

派な監督を祝福してくださいますように。

責任の重さに不平を漏らしたくなることが

あるかもしれません。しかし，皆さんは

奉仕の喜びを知っています。責任は重く

ても，これほど楽しく，やりがいがあり，

大切な責任は，自分の家庭を除けばほか

にないことを知っています。

皆さんのことを主に感謝いたします。

世界中に善良な監督がいることを主に感

謝いたします。1万8,000人の監督の皆さ

んのために祈ります。どうか強くあってく

ださい。忠実であってください。自分自身

の生活の中でも，また人のために目標を

立てる際にも，妥協することのないように

してください。長い一日の仕事に疲れ果

てても，心地よい眠りに就き，神に仕える

人にのみ与えられる，あの安らぎを心に

感じることができますように。

この教会の監督の皆さんが，強く善良

な人々であることを証
あかし

します。また監督

を助けて働く副監督たち，そして監督か

ら召しを受けてその指示の下に働くすべ

ての人々をたたえたいと思います。

無理なことを期待してはいませんが，

皆さんが最善を尽くすよう願っています。

認められているかぎり，業務を人に委任

してください。そして，物事を主の御手
み て

に

ゆだねてください。

監督もいつかは解任されます。それは

悲しいときです。しかし，仕えた人たち

から感謝され，慰めを感じるでしょう。皆

さんのことを忘れる人はいません。その

後も長い間にわたって感謝の言葉をかけ

てくれるでしょう。教会の役員の中で，監

督ほど身近な人はほかにいないからで

す。監督は，羊の群れを見守る羊飼いと

して召され，聖任され，任命されていま

す。そして識別と裁きの力，人に祝福を

注ぐ愛を授かっています。その務めを果

たすときに，自分自身の生活にも祝福を

注ぐことになるのです。

監督の召しは神聖なものであって，す

ばらしい方法でその務めを果たすことが

できると証
あかし

します。主の子供たちのため

に働くときに，監督と副監督，また伴侶
はんりょ

と

子供たちのうえに祝福が注がれますよう

に。イエス・キリストの聖なる御名
み な

により

へりくだりお祈りします。アーメン。
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南アフリカ（上，中段左），ポーランド（中段右），ハ
ワイ（下）で大会の衛星放送を見に集まった会員た
ち。改宗して間もないこのポーランドの会員たち
にとって，今回が初めての総大会となった。



何
年も昔，デビッド・S・ラベンダ

ーの『西の海への道』（T h e

Way to the Western Sea）

という本を読みました。メリウェザー・ル

イスとウィリアム・クラークの勇壮な旅に

関する，読者の心をとりこにする話です。

二人は，太平洋への陸路を発見するため

に北アメリカ大陸を横断した，有名な探

検隊を率いました。

彼らの旅は大変な強行軍で，深い峡谷

を渡り，進むべき道の目印になる次の小

川を見つけるために，食糧を積んだボー

トを運びながら徒歩で長い道のりを旅し

なければなりませんでした。

探検隊の経験を読みながら，わたしは

よく「この峡谷や激流の上に，近代的な橋

が架かってさえいればなあ」と思いました。

そして，このような任務を難なく成し遂げ

させてくれる，わたしたちの時代の壮大

な橋のことが思い浮かびました。有名な

サンフランシスコの美しいゴールデンゲ

ートブリッジ，オーストラリアのがっしりと

したシドニー・ハーバー・ブリッジ，ほか

にも様々な地にある橋がそうです。

実際のところ，わたしたちは皆，死すべ

き世の旅人であり，探検家です。過去の

個人の経験だけを頼みとすることはでき

ません。それでも，わたしたちはこの地

上での旅路に立ちふさがる険しい断崖
だんがい

や

荒れ狂う川の流れを渡っていかなければ

なりません。

恐らく，そのような暗澹
あんたん

とした考えが，

詩人ウィル・アレン・ドロムグールの傑作

「橋を架ける者」（The Bridge Builder）

の誕生のきっかけとなったのでしょう。

老人は人跡まれな道を行き，

冷たく寂しいたそがれ時に，

深くて広い谷に行き着いた。

そこには緩やかな川が流れていた。

薄暗いたそがれの中を老人は渡った。

その緩やかな流れは

老人にとって恐れるべくもなかった。

ところが無事対岸に立った彼は

振り返ると，

流れを渡る橋を架けた。

「ご老人よ」

そばで一人の旅仲間が言った。

「ここに橋を架けるなど

体力の無駄遣い。

あなたの旅は

終わりの日とともに終わる。

もう二度とこの道を通ることもない。

あなたはすでに

深くて広い谷を渡り終えた――

なぜこんな夕暮れに

橋を架けるのですか。」

橋を架ける者は

老いた白髪の頭を上げた。

「良き友よ，

わたしが歩んで来た道には，

わたしの後に続く若者がいる。

彼もこの道を通らねばならない。

わたしには何でもなかったこの谷も，

あの金髪の若者には

危険な落とし穴となるかもしれない。

彼もまた薄暗いたそがれの中で

渡らねばならない。

良き友よ，わたしは彼のために

橋を架けているのだよ。」1

この詩が持つメッセージに，わたしは

啓発され，心を慰められてきました。なぜ

なら主であり救い主であるイエス・キリス

トこそ，皆さんやわたし，全人類のため

の，最も偉大な橋の設計者であり建造者

であられたからです。主は橋を架けてく

ださっており，もしわたしたちが天の家ま

で帰るつもりであるならば，その橋を渡ら

なければなりません。

救い主の使命は預言されていました。

マタイはこう記録しています。「彼女は男

の子を産むであろう。その名をイエスと

名づけなさい。彼は，おのれの民をその

もろもろの罪から救う者となるからであ

る。」2

続いて主の誕生という奇跡が起き，そ

の馬屋へ，その母親のもとへ，その幼子
おさなご

のもとへと，羊飼いたちが急いでやって

来ました。さらにはあの星を追って，東か

ら旅をして来た博士たちが，幼子に高価

な贈り物をささげました。

聖文には，イエスは「ますます成長し

て強くなり，知恵に満ち，そして神の恵

みがその上にあった」，3  また主は「よい

働きをしながら……巡回」4  されたと記

録されています。

主はこの死すべき世でどのような独自

の橋を架けて渡り，従うべき道を示され

たでしょうか。主は死すべき世が危険と

困難に満ちた場所となることを御存じで

した。主は次のように宣言しておられま

橋を架ける者
第一副管長

トーマス・S・モンソン

イエス・キリスト……は橋を架けてくださっており，もしわたしたちが天の家ま

で帰るつもりであるならば，その橋を渡らなければなりません。
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す。「すべて重荷を負うて苦労している者

は，わたしのもとにきなさい。あなたがた

を休ませてあげよう。わたしは柔和で心

のへりくだった者であるから，わたしのく

びきを負うて，わたしに学びなさい。そう

すれば，あなたがたの魂に休みが与えら

れるであろう。わたしのくびきは負いや

すく，わたしの荷は軽いからである。」5

イエスは従順の橋を用意されました。

主は御父の命令を守り，個人の従順につ

いて変わることのない模範となられまし

た。

御霊
み た ま

によって荒れ野に導かれ，サタン

の誘惑を受けられたとき，主は断食のた

めに弱っておられました。サタンは最も

魅力的なものを持ち出して誘惑してきま

した。まず，空腹を含め，救い主の肉体

的な必要を満足させようとしました。これ

に対して救い主は次のように答えられま

した。「『人はパンだけで生きるものでは

なく，神の口から出る一つ一つの言
ことば

で生

きるものである』と書いてある。」6

次にサタンは権力を与えると申し出て

きました。救い主は答えて言われました。

「『主なるあなたの神を試みてはならな

い』とまた書いてある。」7

最後に救い主は富とこの世の栄光によ

る試みをお受けになりました。主はこう

答えられました。「サタンよ，退け。『主

なるあなたの神を拝し，ただ神にのみ仕

えよ』と書いてある。」8

使徒パウロは主から霊感を受け，彼の

時代と同様にわたしたちの時代にも向け

て，次のように宣言しています。「あな

たがたの会った試錬で，世の常でないも

のはない。神は真実である。あなたがた

を耐えられないような試錬に会わせるこ

とはないばかりか，試錬と同時に，それ

に耐えられるように，のがれる道も備え

て下さるのである。」9

わたしたちがあいまいな言葉で言い逃

れすることのないように，ニュース番組

「ABCナイトライン」のテッド・コッペル氏

の言葉を挙げておきましょう。「モーセが

シナイ山から持って降りて来たのは，10

の提案ではなく，10の戒めでした。」10

マーク・トウェインとある友人の会話に

は，ちょっとした鋭いユーモアを見ること

ができます。裕福な友人がトウェインに言

いました。「ぼくは死ぬ前に，聖地へ巡礼

の旅をするつもりだ。シナイ山の頂に上

って，十戒を声に出して読むんだ。」

トウェインはこう答えました。「家にとど

まって十戒を守ったらどうだい！」

わたしたちが渡るように主が用意して

くださった第2の橋は，奉仕の橋です。わ

たしたちは奉仕の模範として救い主に心

を向けます。神の御子として地上に来ら

れたにもかかわらず，主は謙遜
けんそん

に周囲の

人々にお仕えになりました。主は死すべ

き人間として地上に住み，神の王国を確

立するために，天からやって来られまし

た。主の栄えある福音は世の考えを新た

にしました。主は病人を癒
いや

し，足の不自

由な者を歩けるようにし，目の見えない者

を見えるようにし，耳の聞こえない者を

聞こえるようにされました。さらには死者

を生き返らせられました。

マタイによる福音書の第25章で，救い

主は，主が勝利のうちに戻って来られる

ときに主の右にいるであろう忠実な人々

について語っておられます。

「そのとき，王は……人々に言うであ

ろう，『わたしの父に祝福された人たちよ，

さあ，世の初めからあなたがたのために

用意されている御国
み く に

を受けつぎなさい。

あなたがたは，わたしが空腹のときに

食べさせ，かわいていたときに飲ませ，旅

人であったときに宿を貸し，

裸であったときに着せ，病気のときに見

舞い，獄にいたときに尋ねてくれたからで

ある。』

そのとき，正しい者たちは答えて言うで

あろう，『主よ，いつ，わたしたちは，あな

たが空腹であるのを見て食物をめぐみ，

かわいているのを見て飲ませましたか。

いつあなたが旅人であるのを見て宿を

ヒンクレー大管長（中央），モンソン副管長（右）と握手する十二使徒定員会の会員。（左から）ヘンリー・Ｂ・アイリング長老，ジェフリー・Ｒ・ホランド長老，
ロバート・Ｄ・ヘイルズ長老，リチャード・Ｇ・スコット長老。



貸し，裸なのを見て着せましたか。

また，いつあなたが病気をし，獄にい

るのを見て，あなたの所に参りましたか。』

すると，王は答えて言うであろう，

『あなたがたによく言っておく。わたし

の兄弟であるこれらの最も小さい者のひ

とりにしたのは，すなわち，わたしにし

たのである。』」11

リチャード・L・エバンズ長老はかつ

て次のように勧告しました。「わたした

ちはあらゆる場所のあらゆる人のため

に，あらゆることをすることはできませ

んが，どこかにいるだれかのために，何

かをすることはできます。」12

予期せぬときに意外な形で訪れた奉仕

の機会についてお話ししましょう。ある

古い友人のお孫さんから電話がありまし

た。彼女はこう尋ねてきました。「モン

ソン長老の日曜学校教師だったフランシ

ス・ブレムスを覚えていらっしゃいます

か。」わたしは覚えていると言いました。

彼女はこう続けました。「祖父は今105歳

です。小さな介護センターで暮らしてい

ますが，日曜日には毎週家族全員と会っ

て，そこで日曜学校のレッスンをしてい

ます。先週の日曜日，祖父はこう言いま

した。『みんな，わたしは今週死ぬ。ト

ミー・モンソンに電話をして，そのこと

を伝えてくれないか。彼には何をすべき

かが分かるだろう。』」

わたしはその翌日の晩にブレムス兄弟

を訪問しました。彼は耳が聞こえません

から，話しかけることはできません。目

が見えませんから，メッセージを書いて

読んでもらうこともできません。どうす

ればよいのでしょう。ご家族は彼の右手

の指を取って，左の手のひらに訪問者の

名前とメッセージをつづることでコミュ

ニケーションを取っている，とのことで

した。わたしはその方法に倣
なら

って彼の右

手の指を取って左の手のひらに，「T-O-

M-M-Y M-O-N-S-O-N（トミー・モン

ソン）」とつづりました。ブレムス兄弟

は生気を取り戻し，わたしの両手を取る

と，自分の頭に置きました。わたしは彼

が神権の祝福を受けたいと望んでいるこ

とを知りました。介護センターまで車で

送ってくれた兄弟と一緒に，わたしはブ

レムス兄弟の頭に手を置いて，希望どお

りに祝福を授けました。祝福の後，視力

のない彼の目から涙があふれました。彼

はわたしたちの手をしっかりと握り，わ

たしたちは彼の唇の動きから，次の言葉

を読み取りました。「どうもありがとう。」

その週のうちに，ブレムス兄弟は自ら

予告したとおりに世を去りました。わた

しは電話をもらい，葬儀の打ち合わせの

ときにご家族と会いました。奉仕の機会

に遅れずに応じることができたことに，

心から感謝しています。

奉仕の橋は，度々そこを渡るようにわ

たしたちを招きます。

最後に，主は祈りの橋を用意してくだ

さいました。次のように指示しておられ

ます。「常に祈りなさい。そうすれば，

わたしはあなたに御霊を注ごう。そして，

あなたの祝福は大いなるものとなる。」13

祈りに関して，ある母親から頂いた手

紙に書かれていた話をご紹介しましょ

う。彼女は次のように書いています。

「時々，自分は子供たちの人生に良い

影響を与えることができるのだろうかと

思うことがあります。特に母子家庭の母

親であるわたしは，家計をやり繰りする

ために二つの仕事を抱え，どうしたらよい

かつくづく分からなくなることもあります。

それでも決して希望は捨てません。

わたしは子供たちと総大会のテレビ放

送を見ていたのですが，モンソン長老が

祈りについてお話しになっていました。

息子がこう言いました。『お母さん，ぼくた

ち，これはもうお母さんから教えてもらっ

たよ。』わたしは言いました。『どういう意

味？』すると息子はこう答えました。『だっ

て，お母さんはぼくたちに祈るように教え

て，やり方を見せてくれたけど，この間の

夜，何かを聞こうと思ってお母さんの部屋

に行ったら，お母さんはひざまずいて天

のお父様にお祈りしていたんだ。もし神

様がお母さんにとって大切なら，ぼくにと

っても大切なんだと思う。』」

手紙はこう結ばれていました。「どの

ような影響を与えるかは，子供に教えよ

うとしていることを実践する姿をその子

が目にするまでは，決して分からないの

だと思います。」

ゲツセマネの園でイエスがささげられ

た祈りほど，祈りに関する話でわたしの

心を深く動かすものはありません。最も

見事に描写しているのはルカだと思いま

す。

「イエスは……オリブ山に行かれ……，

弟子たちも従って行った。

いつもの場所に着いてから，彼らに言

われた，『誘惑に陥らないように祈りなさ

い。』

そしてご自分は，石を投げてとどくほ

ど離れたところへ退き，ひざまずいて，

祈って言われた，

『父よ，みこころならば，どうぞ，こ

の杯
さかずき

をわたしから取りのけてください。

しかし，わたしの思いではなく，みここ

ろが成るようにしてください。』

そのとき，御使
みつかい

が天からあらわれてイ

エスを力づけた。

イエスは苦しみもだえて，ますます切

に祈られた。そして，その汗が血のした

たりのように地に落ちた。」14

やがて十字架への旅が始まりました。

御自身の十字架を運びながらつらい道の

りを進んだとき，主はどのような苦しみを

堪え忍ばれたのでしょう。十字架の上で

主がこう言われるのが聞こえました。「父

よ，彼らをおゆるしください。彼らは何を

しているのか，わからずにいるのです。」15

最後にイエスは次のように宣言されまし

た。「『すべてが終った。』〔そして〕首をたれ

て息をひきとられ」たのです。16

これらの出来事と，主の栄えある復活

とによって，従順の橋，奉仕の橋，祈り

の橋という3部作の最後の橋が完成しま

した。

橋を架ける者であるイエスは，わたし

たちが死と呼ぶ大きな谷に橋を架けてく

ださいました。「アダムにあってすべて

の人が死んでいるのと同じように，キリ

ストにあってすべての人が生かされるの

である。」17  主はわたしたちが自分自身

ではできないことを，わたしたちのため

に行ってくださいました。こうして人類

は主が架けてくださった橋を渡って，永
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遠の命へと至ることができるのです。

最後に「橋を架ける者」の詩を別の言

葉で言い換えて終わります。

「あなたはすでに

深く広い谷を渡り終えた――

なぜこんな夕暮れに

橋を架けるのですか。」

「わたしの後に続く大勢の群衆がいる。

彼らもこの道を通らねばならない。

わたしには何でもなかったこの谷も，

あの大勢の群衆には

危険な落とし穴となるかもしれない。

彼らもまた薄暗いたそがれの中で

渡らねばならない。

良き友よ，わたしは彼らのために

橋を架けているのだよ。」

知恵と決意をもって，救い主がわたし

たち一人一人のために架けてくださった

橋を渡ることができるよう，イエス・キ

リストの御名
み な

によって心から祈ります。

アーメン。
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主
イエス・キリストは，その生

涯と務めの中で数々の偉大な

目的を果たされましたが，主

の使命の中に，見過ごしにされがちな重

要な側面が一つあります。当時主に従っ

た人々も，現代のキリスト教徒の多くも，

その大切な面をよく理解していません。

ともあれ，救い主御自身はそれを繰り返

し教え，強調されました。救い主は，特

に贖
あがな

いの苦しみと犠牲によって，また地

上に来て語り行われたすべての事柄を通

して，永遠の父なる神とはどのような御

方なのか，御父が，あらゆる時代と国に

住む御自身の子供たちを，どれほど深く

愛しておられるのかを示してこられたの

です。御子は言葉と行いにより，御自分

の父親である天の御父の本質を明らかに

し，御父の本質を人が自分で理解できる

よう努めておられたのです。

主がそうされた理由の少なくとも一つ

は，時代を問わず，人はだれでも神をさ

らに愛し，完全に従うようになるには，

神についてよく知る必要があるからで

す。旧約，新約，両方の聖書にこう明言

されています。「第一のいましめはこれ

である，『……心をつくし，精神をつく

し，思いをつくし，力をつくして，主な

るあなたの神を愛せよ。』〔これがいちば

ん大切な，第一のいましめである。〕」1

ですから預言者ジョセフ・スミスが次

のように教えるのも当然です。「神の属性

を確実に知ることは福音の第一の原則で

す。」「わたしは皆さんすべてに神を知っ

ていただきたいと思います。」さらにこう

続けています。「神と親しい関係を築いて

ください。」2 わたしたちは「神の……完

全さとその属性について正しい知識を持

ち，〔神の〕卓越した特性に対して」称賛

の念を「抱くようにならなければなりませ

ん。」3 信仰箇条第1条の「わたしたちは，

永遠の父なる神……を信じる」4 という

宣言はこの教えに基づいています。イエ

スもこの点を強調されました。神の計画

において，御自身の占める特別な地位を

理解されながらも，救い主はあの祈りの

冒頭ではっきりこう述べられました。「永

遠の命とは，唯一の，まことの神でいます

あなた……を知ることであります。」5

幾世代にもわたる預言者たちが，人類

に御父の御心
みこころ

と道を教えようと努めてき

ましたが，その努力が実を結ぶことはま

れでした。そのため神は，人に神のこと

を知らせる究極の方法として，御自身の

御姿
みすがた

に似せて造られた，独り子である完

全な御子を地上に送られました。御子は

偉大な神の性質
十二使徒定員会

ジェフリー・R・ホランド

御子は言葉と行いにより，御自分の父親である天の御父の本質を明らかにし，

御父の本質を人が自分で理解できるよう努めておられたのです。



日々の厳しい生活の中で，人とともに暮

らし，奉仕されたのです。

このような崇高な使命を帯びて地上に

来られ，神が語られるように語り，裁き，

仕え，愛を示し，警告し，耐え，赦
ゆる

しなが

ら，エロヒムの面影を示されるということ

は，人間にはとうてい理解できない途方

もなく重い責任でした。にもかかわらず，

神の御子の属性である忠誠心と固い決意

をもって，イエスはそれを理解し，行われ

ました。そして称賛と誉れを受けられた

折には，謙遜
けんそん

にも主は，自分ではなく御父

を称賛するようにと言われたのです。

「父が……みわざをなさっているので

ある。」イエスは熱心にそう語られまし

た。「子は父のなさることを見てする以

外に，自分からは何事もすることができ

ない。父のなさることであればすべて，

子もそのとおりにするのである。」6 ま

た別の折に，こうも言われています。

「わたしはわたしの父のもとで見たこと

を語っている。」「わたしは自分からは何

もせず，ただ父が教えて下さったままを

話していた。……」「わたしが天から下

ってきたのは，自分のこころのままを行

うためではなく，わたしをつかわされた

かたのみこころを行うためである。」7

今朝ここで，永遠の御父である神につ

いて，心からの宣言をしたいと思います。

現代社会に，神についての悲しい誤解が

あるからです。とりわけひどい誤解は，少

しは信じていても御父との間に距離を感

じたり，自ら壁を作ったりする人々，ある

いは心から信じていてイエスの腕の中で

なら安らげると思いながらも，厳しい神

に会うのは恐ろしいと考える人々の心の

中にあります。8 旧約聖書でも新約聖書で

も，神の御子は「昨日も，今日
き ょ う

も，またとこ

しえに」9 変わることのない御父の指示

によって，常に御父の御心を行っておら

れます。それにもかかわらず，聖書の誤

った解釈（明らかな誤訳の場合もありま

す）のせいで，人々は神を誤解し，父なる

神と御子イエス・キリストの行動や振る舞

いは懸け離れていると考えるのです。

このような誤解について考えると，神

についての見方が書物全体を通じて一貫

して変わらないという点で，モルモン書

の貢献は絶大です。マラキ書とマタイに

よる福音書の間の時間的空白に相当する

ものはモルモン書にはありません。神学

的な考え方を一々調節する必要がないの

です。旧約時代に始まり，新約時代に終

わるモルモン書には，どのページにも熱

心に，愛を込め，誠実に御業
み わ ざ

を果たして

おられる神の御姿が描かれ，誤った解釈

をする余地はありません。まさしく，世

の人々に聖書の背景を与え，神に対する

正しい理解を提供するために，神の栄光，

慈
いつく

しみ，特性の豊かさや深さについて

一貫した見方を示すモルモン書が貢献し

ているのです。特に，御父の御姿を示さ

れた独り子イエス・キリストを描写した

モルモン書の記述が助けになります。

すべての聖文，特に回復された聖文が

与えられたことに，深く感謝しています。

神会の御三方のすばらしさについて学ぶ

ことができるからです。例えば，高価な

真珠に収められている御父についての感

動的な記述が世界中に伝えられ，受け入

れられたとしたら，わたしたちの胸は喜

びに躍ることでしょう。

高価な真珠では，エノクの目の前で天

が開け，人類に関する偉大な示現が与え

られます。この世の祝福と試練を見せら

れ，御父に目を向けたエノクは，御父が

涙しておられることに気づき，息をのみ

ます。驚きと畏
おそ

れの中で，エノクは宇宙

で最も権威ある御方に尋ねます。「どう

して泣くことがおできになるのですか。

……あなたは公正な御方です。とこしえ

に憐
あわ

れみ深く，思いやりの深い御方です。

……あなたの御座
み ざ

のある所には，……平

安……があります。憐れみはあなたの前

を進み，終わりがありません。どうして

あなたは泣くことがおできになるのです

か。」

ほとんどの時代に繰り返されてきた，

その光景に目をやり，神はこう答えられ

ます。「これらあなたの兄弟たちを見な

さい。彼らはわたし自身の手で造られた

ものである。わたしは……彼らに，……

互いに愛し合うように，また父であるわ

たしを選ぶようにという戒めも与えた。

ところが見よ，彼らは愛情がなく，自分

の血族を憎んでいる。……それゆえ，こ

れらが苦しむのを見て，どうして天が泣

かないということがあろうか。」10

この感動的な場面は，他のどのような

神学上の論文よりも明確に，神の本質を

示しています。またこの部分を読むと，モ

ルモン書のオリーブの木のたとえで鮮や

かに描写されている場面についてさらに
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理解することができます。掘り起こし，肥

料と水をやり，下草を刈り，さらに刈り込

み，剪定
せんてい

し，植え替え，接ぎ木した後に，

果樹園の偉大な主人は鋤
すき

と剪定ばさみと

を投げ捨てます。そして涙を流し，こう言

います。「わたしの果樹園のために，これ

以上何ができたであろうか。」11

わたしたちの人生にこれほど心を砕い

ておられる神の御姿を心からぬぐい去る

ことができるでしょうか。子供たちが御父

を選ばず，御父が送られた「神の福音」12

に従わないとき，御父の苦悩はこれほど

大きいのです。このように深く愛しくだ

さる御方を愛することは，どれほどたや

すいことでしょう。

このように愛に満ち，完全である御父

を信じる信仰から人は迷い出ました。数

世紀にわたるその期間に生み出された偽

りの教義は，無論何の役にも立ちません

でした。神とは，知ることのできない，

不可解で，実体がなく，感情のない，ま

た捕らえどころのない，どこにも存在す

ると同時に，どこにも存在しない御方だ

というのです。こういった描写が，預言

者に示された神の御姿と一致しないこと

は言うまでもありません。またこれは，

過去も現在も「神の栄光の輝きであり，

神の本質の真の姿」13 であり，生きて呼

吸しておられるナザレのイエスの御姿と

もまるで一致しません。

そういうわけでイエスは，神が人に対

して持っておられるイメージを改めるた

めではなく，人が神に対して抱いている

イメージを正すため，またこれまでも，

そしてこれからも，常に愛してくださる

御父を愛するよう人に説き勧めるために

来られたのです。神の計画，力，聖
きよ

さ，

あるいは神の怒りや裁きでさえ，人は理

解してきました。しかし，神の愛，御父

が子供たちに注いでおられる深い愛につ

いては，イエスが来られるまでは，十分

に理解していませんでした。

キリストは飢えている人に食べさせ，

病人を癒
いや

し，偽善者を叱責
しっせき

し，信仰の道

を説き勧めることにより，御父がどのよ

うな御方であるかを示されたのです。御

父はまた，「慈悲と恵みに満ち，怒るに

遅く，長く堪え忍び，慈しみ深い」14 御

方です。御自身の生涯，中でも特にその

死を通して，キリストはこのように宣言

しておられます。「わたしはここに神の

哀れみを示す。またこれはわたし自身の

哀れみでもある。」完全な御父の愛を，

完全な御子が示されました。御二方は人

類の罪と心の痛みをともに苦しみ，悲し

みをともに悲しまれました。次の言葉か

ら，御二方の真の御姿が分かります。

「神はそのひとり子を賜わったほどに，

この世を愛して下さった。それは御子
み こ

を

信じる者がひとりも滅びないで，永遠の

命を得るためである。神が御子を世につ

かわされたのは，世をさばくためではな

く，御子によって，この世が救われるた

めである。」15

今日わたしは，御自身の個性を持ち，

生きておられる神について，自分自身の

証
あかし

を述べたいと思います。神はわたした

ちの名を御存じであり，祈りを聞き，こた

えてくださいます。神は霊の子供として人

類をとこしえに愛しておられます。信じら

れないほど困難な問題が山積するのが世

の常ではありますが，その中で，何よりも

まずわたしたち一人一人の幸福と安全を

望んでおられると証します。わたしたち

はまさに神の御姿にかたどって造られま

した。16 そして肉における神の独り子，

ナザレのイエスが肉体を得て地上に来ら

れ，神の栄光を完全な形で現されたので

す。古代の預言者の証があります。それ

に加え，現代の人々のために，パルマイ

ラで奇跡が起こりました。父なる神と，そ

の独り子である全人類の救い主が，少年

預言者ジョセフ・スミスに御姿を現された

のです。御二方がほんとうに御姿を現さ

れたことを証します。預言者ジョセフ・ス

ミスの言葉を借りて，宣言します。「天の

御父は，わたしたちが考えるよりもずっと

寛大な物の見方をなさり，御父の憐れみ

と祝福には限りがない。……神は〔ほん

のわずかでも〕罪を見過ごしにされるこ

とはない。しかし……わたしたちは御父

に近づけば近づくほど，打ちひしがれて

いる人々にいたわりの目を向けたいと思

うようになる。そして彼らを背負い，その

罪を捨て去る助けをしたいと願うように

なるのである。」17

神が，打ちひしがれて苦しんでいる人



を背負ってくださることを証します。聖

なる使徒の御霊
み た ま

によって，いにしえの使

徒が語った言葉を，わたしも申し上げま

す。「わたしたちが神を愛したのではな

く，神がわたしたちを愛して下さって，

わたしたちの罪のためにあがないの供え

物として，御子をおつかわしになった。

ここに愛がある｡愛する者たちよ。神が

このようにわたしたちを愛して下さった

のであるから，わたしたちも互
たがい

に愛し合

うべきである。」18 そして御父を永遠に

愛するべきなのです。イエス・キリスト

の聖なる御名
み な

によって，アーメン。
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1．マルコ12：29－30。マタイ22：

37－38；申命6：5も参照
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5．ヨハネ17：3
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Looking at the Cross”の章で論じら
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9．例として 1ニーファイ10：18；2ニー

ファイ27：23；モロナイ10：19；教

義と聖約20：12

10．モーセ7：29－33，37

11．モルモン書ヤコブ5：41。5：47，49

も参照

12．ローマ1：1

13．へブル1：3。2コリント4：4；コロサ

イ1：15も参照

14．Lectures on Faith，42

15．ヨハネ3：16－17

16．創世1：26－27；モーセ2：26－27

参照

17．Teachings of the Prophet

Joseph Smith，ジョセフ・フィー

ルディング・スミス選（1976年），

257，240－241

18．1ヨハネ4：10－11

言
葉は，感情や知識，または情

報を共有するために用いる伝

達方法の一つです。その中に，

ある事柄の原因や理由を突き止めるため

に用いる言葉があります。その言葉を使

うことで，好奇心を満足させたり，未知

のものを発見したり，現世の生活に関す

るきわめて重要な問題の答えを見いだし

たりします。その言葉を用いなかったり，

ないがしろにしたりすると，思考は中断

し，無知が蔓延
まんえん

することになります。で

は，このなくてはならない言葉とは何で

しょう。お分かりになるでしょうか。そ

れは二文字から成る，なぜという言葉で

す。

なぜという言葉は，子供が早い時期か

ら口にし，10代の若人が特に好んで使う

言葉の一つです。孫はよく，「なぜ野菜

を食べなくちゃいけないの」と尋ねます。

成長していくにつれ，なぜという疑問は

自分の気持ちを深く掘り下げるものとな

っていきます。「なぜおばあちゃんは死

んでしまったの。」そして知識を求めた

り，責任の有無を確認したりする言葉に

変わります。「なぜ教会に行ったり，伝

道に出たりする必要があるのだろう。な

ぜ福音を周りの人に伝えるよう命じられ

ているのだろう。」

この最後の質問は答えがいがありま

す。伝道活動はすべての会員の責任でも

あり，隣人に，穏やかに，かつ柔和に警

告するよう求められています（教義と聖

約38：41参照）。なぜでしょうか。それ

は，キリストのみもとに来るよう招くこ

とで，人々がイエス・キリストの教会で

救いの儀式にあずかれるようにするため

です（モロナイ10：32参照）。回復のメ

ッセージは，イエス・キリストの福音と

その真の教会が，なぜ一人の預言者を通

して現代に回復されたかという疑問に答

えてくれます。

どうすれば，キリストのみもとに来る

よう人々を招くことができるでしょう

か。

まず，天の父なる神が生きておられ，

わたしたちを愛しておられること，また

神が啓示をお与えになることを宣言しな

ければなりません。どうしたらそれが分

かるのでしょうか。啓示と預言者の証
あかし

に

よって分かるのです。

宗教の歴史は聖書にさかのぼります。

聖書には，神が預言者にお与えになった

人類に関する初期の啓示が記されていま

す。人類の始祖アダムとエバの記録に始

まり，その創造と堕落
だ ら く

，それに伴う死す

回復のメッセージ
七十人

チャールズ・ディディエ

回復のメッセージは，イエス・キリストの福音とその真の教会が，なぜ一人の

預言者を通して現代に回復されたかという疑問に答えてくれます。
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べき状態と神の御前
み ま え

からの追放，そして

現世での最初の生活が記録されているの

です。アダムとエバが抱いた最初の疑問

の中には，恐らく「わたしたちはなぜこ

こにいるのか」という問いがあったこと

でしょう。その答えを見いだすには，真

の知識を得るための唯一の源である主の

御名
み な

を呼び求める以外に方法はありませ

んでした（創世4：26参照）。直接の啓示

により，二人は主の御声
み こ え

を聞き，主なる

神を礼拝し，主にささげ物をするよう命

じられます（創世4：4；モーセ5：4－5

参照）。後に与えられた啓示によって，

アダムとエバはそのささげ物が，御父の

独り子の犠牲のひながたであることを知

りました。また，イエス・キリストの御

名が，人類に救いをもたらす唯一の名で

あることを教えられました。そして，聖

霊の賜物
たまもの

が与えられると約束されます。

それによって，求めるものは何でも与え

られるのです（モーセ5：6－7；6：52参

照）。

後に，アダムは聖霊の力により，イエ

スがキリストであり，世の救い主，贖
あがな

い

主であられるという確かで完全な証を得

ます。そして，堕落したアダムとエバの

死すべき状態に関する理解が文字どおり

回復されます。御父，御子，聖霊と人類

との関係，贖いと復活，さらには救いを

もたらす福音の第一の原則と儀式につい

て知らされたのです。

アダムは自分が見聞きしたことによっ

て，地上における最初の預言者，人類に

与えられる啓示の最初の個人的な証人と

呼ばれます。アダムのおもな責任は，福

音の真理を自分に与えられたままの形で

教えるだけでなく，真理を擁護
よ う ご

すること

でした。一方，主に反する者を代表する

サタンは，啓示によって与えられた福音

を人類が否定し，拒否し，なおざりにす

るよう，ありとあらゆることを実行し，

教えようとしました。このようにして，

一度福音を受け入れた人々を，背教，混

乱，離反し，以前培った信仰を放棄する

ようそそのかしたのです！　そして旧約

聖書の残りの部分は，絶えざる啓示を記

した宗教の歴史となりました。背教に次

ぐ背教により失われた真理を回復するた

めに，神権時代と呼ばれる様々な時代に，

ノア，アブラハム，モーセといった多く

の預言者を通して啓示が与えられたので

す。これらの預言者は必ず神から召され，

神聖な権能と神権の鍵
かぎ

を与えられていま

した。そして主の御名によって語り，世

の救い主，贖い主であるイエス・キリス

トの降臨と贖いについて教え預言すると

いう，神聖な任務を授かっていました

（アモス3：7参照）。

新約聖書は，旧約聖書の預言者が記し

た教えや証，預言を確証するものです。

そこには，生ける神の御子イエス・キリ

ストの降誕および生涯，務め，そして贖

いと復活が記されています。主の教会の

設立とその神聖な権能，主の福音および

「全世界に出て行って，すべての造られ

たものに〔主の〕福音を宣
の

べ伝えよ」と

いう弟子たちへの戒めが記されています

（マルコ16：15）。

新約聖書のメッセージは明瞭
めいりょう

でした。

「一つであり，キリストの子」となるた

めに（4ニーファイ1：17），一つの群れ，

一つの信仰，一つの福音，一つの神権，

一つの教会があったのです。

しかしながら，キリストが復活された

後の時代に再び迫害が起こり，神の属性

が否定され，キリストの福音と神権の権

能を有する主の僕
しもべ

が拒絶されました。宗

教の歴史をひもとくと，俗世の権能がど

れほど早く神権の権能に取って代わるか

を知ることができます。神聖な教義がど

のように変えられ，ゆがんだ人間の哲学

に擦り替えられるのか，救いの儀式がど

のように変更され，金銭のために売られ

るのか，そして啓示がどのようにぼやけ

た幕と差し替えられ，霊的な暗黒時代へ

と移行していったのかよく分かります。

しかし，この大背教の間にも，以前か

ら預言されていたように，「なぜこのよ

うな現実があるのか」という疑問から，

再び宗教の探究が始まります。偉大な信

仰を持つ人々が現れ，偽りの教義や宗教

の権威を改革しようとします。このよう

な改革者の正直で誠実な努力にもかかわ

らず，当の改革者の名前や主張を掲げる

教会が増加し，結果的には混乱や分派を

ますます助長することになります。この

改革には大切な要素が二つ欠けていまし

た。神が神聖な真理を人類にお教えにな

る唯一の方法，すなわち啓示と権能が欠

けていたのです。

宗教の歴史を足早にたどり続けると，

ある年号と名前に行き当たります。1820

年のジョセフ・スミスです。当時のひど



い宗教的混乱と教会の分裂について深く

思い巡らしながら，この若者は次のよう

に自問します。「もし彼らのうちのどれ

かが正しいとすれば，それはどれで，ど

うすればそれが分かるのだろうか。」（ジ

ョセフ・スミス－歴史1：10）なぜこの

ような混乱があるのだろうか。預言者は

いつの時代も神に尋ね求めてきました。

人類の疑問に答えるため，神の方法に従

い，宗教の歴史が突如として繰り返され

ることになりました。答えが再び示現と

いう形で与えられ，この若者は父なる神

と御子にまみえたのです。父なる神の神

聖な証が再度与えられました。「これは

わたしの愛する子である。彼に聞きなさ

い。」（ジョセフ・スミス－歴史1：17）

「すべての教派のうちのどれが正しいか

……また自分はどれに加わるべきか」と

いうジョセフ・スミスの疑問は，再び啓

示を通して直接答えられました。「する

と，それらのどれにも加わってはならな

い，すべて間違っているからである，と

のお答えであった。」（ジョセフ・スミ

ス－歴史1：18－19）このようにして，

背教が起こったことが，真理の源である

イエス・キリスト御自身の口から再び宣

言されます。回復が必要でした。そして

実際に回復されたのです。

最初の示現に続いて，ジョセフ・スミ

スは啓示を通して完全な神の教義を知ら

され，神権の権能と鍵を与えられます。

そしてついに1830年，完全な救いの教義

と儀式を有するイエス・キリストの教会

が回復されました。ジョセフ・スミスは

近代における回復の預言者と呼ばれるよ

うになります。

聖書は，いにしえの預言者に神が啓示

を授けられた実際の証拠です。同様に，

イエス・キリストについてのもう一つの

証であるモルモン書は，ジョセフ・スミ

スが過去の預言者と同じく啓示と権能を

授かった預言者であることを示す近代の

確かな証拠です。モルモン書が真実であ

るという証は，なぜイエス・キリストの

福音と教会が一人の預言者によって回復

されたのか，なぜ今日
こんにち

にも生ける預言者，

ゴードン・B・ヒンクレーを与えられて

いるのかを知る助けとなります。また，

福音のあらゆる儀式が，救いに備え，永

遠の家族を築くという現世の目的を果た

すうえで，なぜ最大の祝福となるのかと

いう重大な疑問にも答えてくれます。こ

の回復のメッセージは真実です。それは

神から与えられたものだからです。

このことを，イエス・キリストの御名

により証します。アーメン。
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14
歳のジョセフ・スミスは，その

当時，地上で最も目立たない

人の中にいたに違いないので

すが，天におられる神はジョセフを御存

じで，聖なる森では名前で呼ばれました。

同じように，主がわたしの名前や皆さん

の名前も御存じであると，わたしは信じ

ています。初等協会では子供たちに，一

人一人が神の子であり，天の御父が皆を

御存じで，愛しておられると教えています。

初等協会や神権組織の指導者は，子供

を名前で呼ぶときに，救い主がされるこ

とを示しているのです。イエスはこう言わ

れました。「わたしはよい羊飼
ひつじかい

であって，

わたしの羊を知り，わたしの羊はまた，わ

たしを知っている。」1 聖文はこのように

証
あかし

しています。「彼は自分の羊の名をよん

で連れ出す。」2

主はわたしたちがだれであるかだけで

なく，どこにいるかも知っておられ，善い

行いができるように導いてくださいます。

ある日，わたしの知っているある母親は，

娘さんに電話するようにと強く感じました

（そのようなことは母親にいつでも起こり

ます）。まだ日は高く，仕事中だったので，

そんな時間に電話するのは珍しいことで

す。驚いたことに，娘さんのご主人が電

話に出ました。平日の昼には家にいない

はずです。彼は妻に電話を渡して，こう

言いました。「いつものように霊感を受け

たお母さんからだよ。」

二人は病院から帰ったばかりでした。

娘さんは涙声で電話に出て言いました。

「超音波で見たら，へその緒が赤ちゃんの

首に二重に巻きついているの。すぐに帝

王切開するしかないと言われたわ。」そし

て心配しているほんとうの理由を告げま

した。「赤ちゃんより重いものを4週間も持

っちゃいけないんですって。」手術を受け

る前に再確認したかったことは，主が自

分の必要を御存じで，自分を愛しておら

れること，そしてまだ赤ちゃんと変わらな

い3人の子供を家で世話してくれる手伝い

が得られることでした。父親と母親が祈

り求め，家族が主から祝福されて強めら

れるように願うとき，主はその方法をしば

しば示してくださいます。

中央初等協会会長会のゲール・クレッ

グ姉妹とご主人は，長年にわたってブラ

ジルに住んでいました。最近，姉妹は初

等協会の割り当てで日本を訪問しました。

日曜日に礼拝堂に入ると，日本人の聖徒に

交じってブラジル人の家族がいるのに気

づきました。いかにもブラジル人に見え

たそうです。あいさつする時間はわずか

でしたが，母親と子供たちがとても熱心

であることが分かりました。しかし，父親

は言葉少なでした。急いで壇上に案内さ

れ，「集会の後で話す機会があるでしょう」

と思いました。クレッグ姉妹は英語でメッ

セージを伝えて，通訳者が日本語に訳し

ました。そのとき，ポルトガル語でも証す

るべきであると強く感じました。でも

躊躇
ちゅうちょ

しました。ポルトガル語の通訳者が

いないので，出席者の98パーセントは彼

女の話を理解できないからです。

集会の後，あのブラジル人の父親が来

て，こう言いました。「姉妹，ここでは習慣

が随分違い，わたしはずっと孤独でした。

教会に来て何も理解できないのは，つら

いことです。家にいて聖典を読んでいる

方がいいのではないかと，時々思います。

妻に『もう一度だけ教会に行くよ』と言っ

て，これが最後になると思いながら今日
き ょ う

来たのです。姉妹がポルトガル語で証さ

れたとき，御霊
み た ま

を心に感じて，ここが自分

の所属すべき場所であることが分かりま

した。神はわたしがここにいることを御

存じで，わたしを助けてくださいます。」そ

してほかの人と一緒にいすの片付けに加

わりました。

初等協会の会長会の中でただ一人ポル

トガル語を話せる姉妹が，ポルトガルで

はなく日本に送られたのは，偶然だった

のでしょうか。それとも，彼女でなければ

できない助けを必要としている人が日本

にいて，彼女が勇気を出して御霊の促し

に従うことを，主が御存じだったからでし

ょうか。教会で召しを受けるすばらしい

祝福の一つは，わたしたちが仕えるよう

に召されている人々を助けられるように，

御霊を通して主から霊感を与えられるこ

主はわたしたちを
御存じで，
愛しておられます
中央初等協会第一副会長

シドニー・S・レイノルズ

主は一人一人を御存じで，わたしたちがどこにいて，だれがわたしたちの助けを

必要としているか知っておられます。



となのです。

什分
じゅうぶん

の一を完全に納めている人は皆，

主の祝福がもたらされて，個々の必要が

満たされることを証できます。主は，わた

したちが什分の一を納めるならば，「天の

窓を開いて，あふるる恵みを，あなたが

たに注ぐ」と約束されました。3

何年も前に，オーストラリアの鋳物工場

で働いていたジョン・オースは，悲惨な事

故に遭い，溶けた熱い鉛を顔と体に浴び

てしまいました。すぐに手当てを受けて，

右目の視力は幾らか回復しましたが，左

目は完全に見えなくなりました。そして目

が不自由になったために，職を失いまし

た。奥さんの実家で雇ってもらおうとしま

したが，不景気のために実家の仕事もだ

めになりました。ジョンは食費や家賃を賄

うために，日雇いの仕事や施しを求めて

一軒一軒回るしかありませんでした。

1年間，まったく什分の一を納めなかっ

た彼は，支部長に相談に行きました。支

部長は状況を理解しましたが，什分の一

を納める方法が見つかるよう，断食して

祈るように勧めました。ジョンと奥さんの

アリスは断食して祈り，二人の持ち物で

値打ちがあるのは，今より幸せな時期に

購入した，アリスの美しい婚約指輪だけ

であると思いました。悩み抜いた挙げ句，

二人は質屋に指輪を持って行くことにし

ました。そして，その指輪が什分の一を

納め負債を済ますだけの金額になること

を知りました。次の日曜日に，ジョンは支

部長に会って什分の一を納めました。支

部長室を出ると，偶然そこで伝道部長に

会いました。伝道部長は彼の目の異常に

気づきました。

現在アデレードで監督の責任を受けて

いる，オース兄弟の息子さんが，後にこ

のように記しています。「〔伝道部長〕はよ

くドクター・リーズと呼ばれていたので，

眼科医であったと思います。伝道部長は

父に話しかけ，目の検査をして，視力が戻

るようにあれこれと勧めてくれました。父

はその助言に従い……その結果，視力が

左目は15パーセント，右目は95パーセント

回復し，眼鏡をかけることで再び見える

ようになりました。」4 視力が回復したジョ

ンは，二度と失業することはありませんで

した。そして買い戻した指輪が今では家

の宝になり，ジョンは生涯什分の一を完

全に納めました。主はジョン・オースを知

っておられ，助ける方法を御存じだった

のです。

「ドクター・リーズ」は，わたしの母の父

親でした。祖父はあの日に起きていた奇

跡について知ることはなかったでしょう。

世代を超えた人たちが祝福を受けたの

は，ある家族が困難にもかかわらず，什

分の一を納める決心をしたからです。そ

して「たまたま」そこにいた，「たまたま」

眼科医であった人に会って，家族の生活

に大きな変化が生まれたからです。単な

る偶然だと考えようとする人がいるかも

しれませんが，わたしはすずめが地に落

ちることですら主は御存じである5 と確信

しています。

わたしたち家族は，この話を2年前まで

知りませんでした。祖父について知って

いることは，祖父が主を愛し，生涯主に

仕えようとしていたことです。そしてわた

したちが主について知っていることは，

主が一人一人を御存じで，わたしたちが

どこにいて，だれがわたしたちの助けを

必要としているか知っておられるというこ

とです。

心から主を愛し，主を知っている教会

員が，道を求めてもがいている若人にこ

のように話しかけているのを目にしまし

た。「神様はあなたを愛しておられます。

成功してほしいと願っていらっしゃいま

す。祝福を与えたいと心から望んでいら
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っしゃるのです。」また，嘆き悲しむ友人

に証する言葉を耳にしました。「来世はあ

るのよ。お子さんはまだ生きているわ。

また会って，一緒に暮らせるための方法

があるの。」また，落胆している若い母親

に話しかける多くの会員を見てきました。

「お手伝いさせてください。あなたがして

いることは，世界でいちばん大切なことな

のですよ。」皆さんが手を差し伸べる人々

は，皆さんの愛に気づくだけでなく，皆さ

んの言葉が真理であると主の御霊が証す

るときに，主の愛と力も感じるのです。

だれがキリストの愛からわたしたちを

離れさせるのでしょうか。わたしはパウ

ロと同じように，艱難
かんなん

も，生も，死も，ほか

のあらゆる状況も，主の愛からわたした

ちを引き離す力を持たないと確信してい

ます。6

救い主はわたしたち一人一人のために

命をささげてくださいました。主はわたし

たちの喜びや悲しみを御存じです。わた

しの名前も皆さんの名前も知っておられ

ます。バプテスマによって主と聖約を交

わすとき，主の戒めを守り，いつも主を覚

え，進んで主の御名
み な

を受けると約束しま

す。最終的にわたしたちは主の御名で呼

ばれることを望んでいます。なぜなら「全

能の主であるキリストの御名のほか，また

その御名を通じてでなければ，どのよう

な名も道も方法も，人の子らに救いをも

たらすことはできない」7 からです。主が

生きておられ，わたしたちを愛しておられ

ること，そして主のみもとに来るように一

人一人を名前で呼んでおられることを証

します。イエス・キリストの御名により，ア

ーメン。

注

１．ヨハネ10：14
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付

５．マタイ10：29参照

６．ローマ8：35－39参照

７．モーサヤ3：17
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最
近わたしは，数多くの自己改善

プログラムが周囲にあることに

気づきました。よほど需要があ

るのでしょう。テレビやラジオをつける度

に，様々な製品の広告が絶えず流れてき

ます。減量から増毛に至るまで，あらゆ

る効果が約束されているのを見たり聞い

たりすると，そういった製品を作る人は，

わたしのことを個人的に知っているので

はないだろうかと考えるときがあります。

今日
き ょ う

は，わたしの自己改善プログラムを

ご紹介したいと思います。これは3つのス

テップから成っていて，わたしにはとても

効果がありましたし，きっと皆さんの助け

にもなると確信しています。何よりもいい

ことに，この自己改善プログラムは無料で

す。クレジットカードを取り出す必要もあ

りませんし，テレビ画面に，フリーダイヤ

ルの番号と「あと5分で，一生に一度のチ

ャンスを逃してしまいます」という言葉が

突然現れることもありません。

恐らく，この原則をお伝えするには，た

とえを使うのがいちばんでしょう。

ジョンという名の若者がいました。まだ

若いにもかかわらず大変な苦しみと悲し

みを経験していました。住む家を失い，

アルコールや薬物の中毒になったジョン

は，重い病気にかかり，人生に疲れ切っ

ていました。病気と絶望の淵
ふち

に落ちてい

くにつれ，もしもすぐに生活を変えなけれ

ば，孤独で惨めで無益な最期を迎えるで

あろう自分の姿がまざまざと胸に迫って

きました。

幼いころ何度か初等協会に通ったこと

があったためか，ジョンは近くの教会に行

き，監督に会ってもらうことにしました。

「わたしは人生を台なしにしてしまいま

した。」傷ついた心の底からわき出る苦し

みの涙にむせびながら，ジョンは話し始め

ました。自分の犯した過ちと，たどってきた

破滅と不幸の道について話したのです。

監督は，悲しい物語を聞きながら，ジ

ョンがほんとうに悔い改めて生活を変え

たいと思っていることを感じ取りました。

しかし同時に，ジョンには自分が変われ

るという自信がほとんどないことも感じま

した。

監督は話すべきことを少し考えてから，

顔を上げると次のように言いました。「ジ

ョン，わたしはこれまでの人生で3つの選

択をしてきた。わたしにとって価値ある選

択だ。きっと君にも助けになると思うよ。」

「どうか教えてください。」ジョンは嘆願

しました。「何でもやります。もう一度やり

直したいんです。前の自分に戻りたいん

3つの選び
十二使徒定員会

ジョセフ・B・ワースリン

わたしの自己改善プログラムをご紹介したいと思います。これは3つのステップ

から成っていて，わたしにはとても効果がありました。



です。」

監督はほほえんで言いました。「まず君

に必要なのは，過去に戻ってやり直すこ

とはできないと理解することだ。でも，す

べてをなくしたわけじゃない。今いるとこ

ろから始めることはできる。今，悔い改

めを始めることを選ぶんだ。」

程度の差こそあれ，わたしたちは皆ジ

ョンと似ています。間違いを犯します。

でも，もう一度過去に戻ってやり直したい

と，どんなに切に望んだとしても不可能で

す。しかし，悔い改めて，今いるところか

ら始めることはできます。

モルモン書の中に，息子アルマの物語

があります。偉大な預言者の息子でした

が，父に背き，邪悪な道を選びました。し

かしアルマは，天使の訪れにより地に倒

れ，口が利けなくなってからは，悔い改め，

残りの人生をかけて，それまで自分が与

えた悪影響を償いました。その結果，何

千という人々の人生を祝福し，豊かにし

ました。アルマは，過去の過ちのために

罪に定められるとは考えませんでした。

過去を消し去ることはできないと分かっ

ていましたが，自分には悔い改める力が

あること，今いるところから新たに始めら

れることも理解していました。

では，どうやって悔い改めを始めれば

よいのでしょう。

まずは過ちを認め，悔い改めようと決

意することです。さらに良くなろう，もっと

気高く，思いやり深い生活をし，もっと救

い主のようになるために毎日努力しよう

と，今日
き ょ う

，この日に決意するのです。

人の行く末や最終的な結果は，その人

の日々 の選びにかかっています。

このことを知っていた偉大な旧約の預

言者ヨシュアは次のように言いました。

「あなたがたの仕える者を，きょう，選び

なさい。ただし，わたしとわたしの家とは

共に主に仕えます。」1

ヨシュアは，さらに義にかなった者にな

ろうと，即座に決心することがいかに重要

かを知っていました。わたしたちも，今，

決心しなければなりません。わたしたち

の人生は後悔と絶望に満ちたものになる

でしょうか。それとも悔い改めて，日々，

価値ある意義深い人生となるよう努力す

るでしょうか。

明日の喜びまたは明日の絶望は，今日

する決意に根ざしています。恐らく，次の

ように考える人もいるでしょう。「自分の

生活でいろいろと変えなければならない

ことは分かっている。でも，もう少し後に

しよう。今すぐにではなく。」

生活を変えるべき時を常に待ちなが

ら，ためらい，足踏みしている人は，水の

流れが途切れたら乾いた底を渡ろうと，

川岸で待っている人に似ています。

今日は選びの日です。

ジョンは監督の言葉を聞いて，そのとお

りにすると約束しました。中毒症状に苦し

んでいた彼は，悔い改めて健康状態を改

善する必要があると悟りました。施設に入

り，回復のための長い道のりを歩み始め

ました。栄養のある食事を取るようになり，

ウォーキングや運動も始めました。

数週間が過ぎ，ジョンは中毒症状から解

放されました。自分の健康が次第に改善

し，体力もついてきたのを実感しました。

でも，まだ心は満たされませんでした。圧

倒され落胆してしまうほど，彼の生活には

改善すべきことがたくさんありました。

そこでもう一度，監督と面接をしてもら

いました。

ジョンはこのとき二つ目の選びについて

教わりました。監督は言いました。「ジョン，

もし一度に完全になろうとしたら，それは

とても大変だよ。最も大切な事柄を選べ

るようになる必要がある。最も大切な事

柄を最初に行うことだ。」
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ほとんどの場合，人はゆっくり，一歩ず

つ成長するものです。楽器をマスターす

る，優秀なスポーツ選手になる，ジェット

機を操縦するといった事柄に関しては，

これは当然のことと理解していますが，こ

と自分の生活になると，すべてにおいて

期待どおりに成長できないと，自分を赦
ゆる

せ

なくなってしまいがちです。

偉大な彫刻家や芸術家は，才能を伸ば

し完成させるために膨大な時間を費やし

ます。のみや筆やパレットを持つだけで，

すぐに才能を完璧
かんぺき

の域にまで伸ばせると

は期待しません。習得していく中でたくさ

んの間違いをすることを承知しています

が，まずは基本的な事柄，最も重要な基

礎から始めます。

わたしたちにも同じことが言えます。

同じような方法で，すなわち，最も大切な

ことを最初に行うことで，人生の達人とな

っていくのです。わたしたちは皆，最も大

切な選びとは何かを知っています。それ

は，生活を改善し，さらに大きな幸福と平

安をもたらすような選びです。そこから始

めなければなりません。そのことに最大

の努力をする必要があります。

毎晩わたしは，寝る前に小さなカード

を取り出して，翌日しなければならないこ

とを大切な順に書き出します。

朝，オフィスに着くとカードをチェックし，

リストのいちばん上の事柄を果たすため

に全力を尽くします。それを達成した後

は，2番目に移ります。リストに書いたこと

を全部やり終える日もあれば，幾つかやり

残す日もあります。でも，落胆はしません。

なぜなら，最も大切なことにエネルギー

を注いでいるからです。

ジョンは，自分の生活の悪いところを一

度に全部は直せないけれど，最も大切な

事柄を選ぶことはできる，ということを理

解し始めました。ジョンは最も大切な事

柄に集中できるようになり，やがて生活は

改善し始めました。

長老定員会会長の助けを得て，ジョン

は住む場所を見つけることができました。

自活していく方法を探さなければならな

いと思った彼は，健康状態と生活態度が

良くなると，パートタイムの仕事を見つけ

ました。

毎晩寝る前に，翌日なすべき最も大切

な事柄のリストを書き出しました。

やがて，安定した収入を得るようにな

りました。もっと快適な場所に引っ越し，

車も買いました。自分の生活や方向性に

対して以前よりも自信を持てるようになり

ましたが，それでもまだ何かが欠けてい

ると感じていました。

そこでジョンは，監督と3度目の面接を

してもらいました。

監督はこう言いました。「心が満たされ

ないのは，君がまだ3つ目の選びをしてい

ないからだよ。」

ジョンは，それは何であるかを尋ねま

した。

「毎日何かを選び，決心してそれを行う

だけでは，十分ではないんだ」と監督は

言いました。「実り多い仕事をして，たくさ

んのことを達成しても，心は満たされてい

ない人が多くいる。そして，人生の最後

に，自分の人生は何の意味もなかったと

嘆くんだ。」

それはまさに，ジョンが感じていたこと

でした。

監督は続けて言いました。「何かをする

だけでは足りない。正しいこと，つまり，

天の御父が望んでおられることを行う必

要があるんだよ。」

「どうしたら，何が正しいことかが分か

りますか。」ジョンは尋ねました。

監督はほほえむと，机の中から聖典を

取り出しました。革表紙は擦り切れ，しわ

が寄っていました。金色の縁も擦り減っ

ていました。

「聖典と末日の預言者の言葉を通して知

ることだよ」と監督は答えました。「これこ

そ，『正しいこと』なんだ。天の御父の戒め

は，わたしたちを束縛する厳しいものだと

考える人がいる。でもほんとうは，幸福へ

の手引き書なんだよ。天の御父の計画は，

人が平安と幸福を得るのを助けてくれる

ものだ。イエス・キリストの福音は，原則

や教義や戒めなど，どれを取ってみても，

御父の計画の大切な要素なんだよ。」

監督はモルモン書を開き，ベニヤミン

王の言葉を読みました。「神の戒めを守る

者の祝福された幸福な状態について……

考えてほしい。見よ，これらの者は物質

的にも霊的にも，すべてのことについて

祝福を受ける。そして，もし最後まで忠実

であり続けるならば，彼らは天に迎えら

れ，決して終わりのない幸福な状態で神

とともに住めるのである。」2

監督の話を聞きながら，ジョンは，自分

自身の人生を振り返り，こう思いました。

「自分がこれまで手に入れてきたものは，

幸福をもたらしてはくれなかった。きっと，

監督の言うことは真実だ。幸福はきっと，

天の御父の戒めに添った生活から得られ

るんだ。」

「救い主の言葉を忘れないでほしい。」

監督は，ジョンが考えていたことを見抜い

たかのように，こう言いました。「人が全世

界をもうけても，自分の命を損したら，な

んの得になろうか。」3

その日の夜，ジョンは，神の御言葉
み こ と ば

であ

る聖典を開き，天の御父の戒めと教義を

学ぼうと決心しました。以前のように主の

御言葉を拒むことはなく，胸に抱
だ

くように

大切に味わうようになりました。そうして

いくうちに，心の中の空虚な気持ちは薄

らぎ，その代わり徐々に，人知ではとうて

い計り知ることのできない喜びと平安を

見いだすようになりました。

監督から受けた教えで，ほんとうにジョ

ンの人生は変わりました。堕落し，悲し

みに満ち，死にかけていた彼が，今はい

きいきと輝き，活力と喜びにあふれるよう

になったのです。

兄弟姉妹の皆さん，愛に満ちた天の御

父は，平安と幸福への道を教えるために



聖典を与えてくださいました。今日
こんにち

のわた

したちには，喜ぶべき理由があります。

それは，御子がわたしたちすべてに語り

かけてくださるということです。主は，天

において，だれも入ることのできない壁

に囲まれた場所に，静かに座っておられ

るのではありません。主は，天の御父の

指示の下に，聖任された僕
しもべ

たちに導きを

与えておられます。そして今この瞬間に

も，預言者であるゴードン・B・ヒンクレー

大管長が，地上における主の神聖な業を

導いているのです。

それに加えて，キリストの光は，すべて

の人を天の御父とその真理に導きます。

主を愛し，隣人を愛するように教えてくれ

ます。

なぜなら，「善悪をわきまえることがで

きるように，すべての人にキリストの御霊
み た ま

が与えられている……」4 からです。

主の道を選ばないことについては，ど

んな言い訳も通用しません。主は裁きの

日に，わたしたちが築いた富や人から受

けた評判に対して，ほんの少しでも心に

かけられるでしょうか。主は，みもとに来

て，御自身に学ぶようにわたしたちに望

んでおられます。そして，キリストの純粋

な愛を見いだすようにと願っておられま

す。その愛は，主の御言葉を受け入れ，

主の戒めに従順であることを通して得ら

れるものです。

これこそ，わたしたちの生活から空虚

な気持ちを取り除く方法です。言葉に尽

くせない喜びで，心を満たすための方法

なのです。

皆さんも，これまで自分なりの様々な選

択をしながら，無事に人生を歩んできた

ことと思いますが，もう一度この3つの選

びについて申し上げますので，よく考え

ていただきたいと思います。

第1に，今，悔い改めの道を歩むことを

選んでください。遅らせてはなりません。

集会に出席し，喜んで教会の責任を果た

してください。福音の原則を学び，生活

に応用してください。神殿に入れるように，

今，始めてください。

第2に，最も大切な事柄を選んでくださ

い。家族を最優先しましょう。意義のあ

る家庭の夕べを開いてください。家族と

過ごす時間を，家族がいかに大切である

かを示すような時間にしてください。家族

を大切にはぐくみ，忙しいスケジュールや

ストレスのために，皆さんと愛する家族の

間に問題を引き起こすことのないように

してください。

毎日，主の戒めにさらに従順になるよう

に努力しましょう。

第3に，正しいことを選んでください。

聖典と今日の預言者ゴードン・Ｂ・ヒンクレ

ー大管長の言葉を研究してください。神

聖な教えを生活の中で生かしてください。

悲しむ人や孤独な人，病気の人や助けの

要る人に手を差し伸べましょう。人の苦

しみを和らげ，自立を助けるために，自分

にできることをしましょう。そのようにする

とき，主は喜んでくださいます。

兄弟姉妹の皆さん，わたしは天の御父

とその愛する御子が生きておられること

を知っています。ジョセフ・スミスがこの

時満ちる神権時代に，主の教会を組織す

るために立てられたことを知っています。

わたしはイエス・キリストの特別な証人と

して，救い主が人のために命をささげら

れたことを知っています。主の贖
あがな

いを通

して，人類は悔い改めて罪から清められ

ることを知っています。わたしたちは天の

御父のみもとに帰り，救い主の最後の犠

牲の価値を知ることでしょう。このことを

主イエス・キリストの御名
み な

によって証
あかし

いた

します。アーメン。

注

1．ヨシュア24：15

2．モーサヤ2：41

3．マルコ8：36

4．モロナイ7：16
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愛
する兄弟姉妹，皆さんが信仰と

祈りをもって支持してくださる

ことに感謝しています。主はこ

の教会の指導者に重大で厳粛な義務を課

しておられますが，皆さんはその責任を

支えてくださっています。わたしたちは皆

さんがわたしたちのために祈ってくださ

っていることを知っており，わたしたちが

皆さんのために祈っていることを知って

いただきたいと思います。

わたしは忠実な末日聖徒について主に

感謝しない日は一日もありません。皆さん

がどこにいて何を必要としていようと，主

が皆さんを祝福してくださるように祈らな

い日は一日もありません。

わたしたちは皆一緒に働いていること

を忘れないでください。こちらに中央幹

部がいて，あちらに教会員がいるというこ

とではありません。大いなる大義にあっ

て一つとなって働いています。皆イエス・

キリストの教会の会員なのです。

わたしが自分の責任の内に重大な義務

を負っているのと同様，皆さんも自分の

責任の内に重大な義務を負っています。

わたしたち一人一人が，地上に神の王国

を築き，義の業を推し進める決意をしな

ければなりません。

この業に関して，わたしたちにはそれ

を成し遂げること以外に何ら利己的な望

みはないと，正直に申し上げることがで

きます。

わたしたち大管長会は，絶えず非常に

様々な問題に取り組んでいます。課題は

毎日わたしたちのもとにやって来ます。

特に難しい問題を抱えていたある一日

の終わりに，わたしは自分の部屋に掛けて

あるブリガム・ヤングの肖像画を見上げる

と，こう尋ねました。「ブリガム兄弟，わた

したちはどうするべきでしょうか。」わたし

には彼が少しほほえんだように見え，次に

こう言っているように思えました。「わたし

は自分の時代に十分問題を抱えていまし

た。どうするべきかわたしに尋ねないでく

ださい。今はあなたの担当です。主に尋

ねなさい。確かに主の業なのですから。」

これこそわたしたちのすることであり，常

にしなければならないことです。

そのつらかった日にこうしたことを深く

考えながら，わたしは聖書を開き，ヨシュ

ア記の第1章から次の言葉を読みました。

「わたしはあなたに命じたではないか。

強く，また雄 し々くあれ。……あなたの神，

主が共におられるゆえ，恐れてはならな

い，おののいてはならない。」（ヨシュア

1：9）

わたしは心にこう思いました。「絶望す

る理由など何一つない。これは神の業な

のだ。敵対するあらゆる人の努力にもか

かわらず，この業は天の神が計画された

ように前進するだろう。」

続いて，旧約聖書のイザヤ書第2章を

開き，次の言葉を読みました。

「終りの日に次のことが起る。主の家の

山は，もろもろの山のかしらとして堅く立

ち，もろもろの峰よりも高くそびえ，すべ

て国はこれに流れてき，

多くの民は来て言う，『さあ，われわれ

は主の山に登り，ヤコブの神の家へ行こ

う。彼はその道をわれわれに教えられる，

われわれはその道に歩もう』と。律法は

シオンから出，主の言葉はエルサレムか

ら出るからである。」（イザヤ2：2－3）

ソルトレーク神殿が奉献されて以来，

わたしたちは，ミカ書でも繰り返されてい

るこのイザヤ書の聖句（ミカ4：1－2参照）

を，この神聖な主の宮に当てはまるもの

と解釈しています。そしてこの場所につ

いて，奉献の日以来，世界中の人が実際

にこう言っています。「さあ，われわれは

主の山に登り，ヤコブの神の家に行こう。

彼はその道をわれわれに教えられる，わ

れわれはその道に歩もう。」そう語る人の

数はとどまるところを知りません。

もろもろの国民の旗，世の光となること

こそ，この教会の使命であると，わたしは

信じ，証
あかし

します。わたしたちは大いなる，

あらゆるものを包括した命令を受けてお

り，それは身を引くことも，顔を背けるこ

ともできないものです。わたしたちはその

命令を受け入れ，果たす決意をしており，

神の助けを受けて成し遂げます。

周囲はその取り組みを阻止しようとする

様々な力であふれています。この世の影

響力は絶えず押し寄せて来ます。あらゆ

る方面から，ここにも少し，そこにも少し，

決意を緩め，抵抗をやめるようにという圧

力が感じられます。決して目標を見失っ

てはいけません。主が掲げてくださって

いる目標を常に思い起こさなければなり

ません。

国民の旗，世の光
大管長

ゴードン・B･ヒンクレー

もし……国民の旗，世の光と〔な〕るのであれば，わたしたち一人一人が各自の

状況の中で，キリストの生涯にきらめく輝きをいっそう身に受けなければなり

ません。



パウロの言葉を引用しましょう。

「最後に言う。主にあって，その偉大な

力によって，強くなりなさい。

悪魔の策略に対抗して立ちうるため

に，神の武具で身を固めなさい。

わたしたちの戦いは，血肉に対するもの

ではなく，もろもろの支配と，権威と，やみ

の世の主権者，また天上にいる悪の霊に

対する戦いである。」（エペソ6：10－12）

断固とした態度で立たなければなりま

せん。世に抵抗しなければなりません。

そうするなら，全能者がわたしたちの強

さとなり，守りとなり，導きと啓示を与えて

くださるでしょう。自分は主の望まれるこ

とを行っていると知って，慰めを受けるで

しょう。賛同しない人がいるかもしれま

せんが，そのような人もきっとわたしたち

に敬意を払うことでしょう。わたしたちは，

一人残されることはありません。信仰は

異なっていても，同じ気持ちを抱く人は

大勢います。彼らはわたしたちを支援し

てくれるでしょう。わたしたちの取り組み

を支えてくれるでしょう。

尊大であってはいけません。独善的で

あってはいけません。主がわたしたちを

置いておられるまさにその状況が，主の

指示を受ける者として謙遜
けんそん

であるように

わたしたちに求めています。

同意できない事柄は確かにあるでしょ

うが，わたしたちは決してつきあいづらい

者になってはいけません。友好的で，穏や

かに語り，人づきあいが良く，相手の気持

ちを理解する者でなければなりません。

今大会ですでに採り上げたテーマをこ

こでもう一度強調いたします。わたした

ちの若人，この時代の栄えある青少年に

申し上げます。どうか忠実であってくださ

い。信仰から離れないでください。正し

いと知っていることは，断固として譲らな

いでください。

皆さんは恐ろしいほどの誘惑に直面し

ています。その誘惑は，人気のあるエン

ターテインメントの会場やインターネット，

映画，テレビ，低俗な文学作品，その他の

方法で皆さんを襲い，巧妙で，性的な刺

激を伴う，抵抗し難いものです。友人か

らのプレッシャーは耐えられないほど強

いかもしれません。それでも，友である

愛する若人の皆さん，戦いをやめてはい

けません。強くなければなりません。目の

前にある魅力的な誘惑に屈するのではな

く，将来的に最も価値のあるものに目を向

けなければなりません。

だらしない格好
かっこう

をした芸能人が，わた

したちの若人を大勢引きつけています。

高額な入場料で富を得ています。彼らの

歌は，その非常に多くが扇情的です。

ポルノグラフィーはあらゆるところで魅

力的な誘いをかけてきます。そうした誘

いを避けなければなりません。ポルノグ

ラフィーは皆さんを奴隷にします。皆さん

を滅ぼします。それが何であるかを理解

してください。――見る人を犠牲にして

富を得る人々が作ってばらまいている，

下品で低俗なものなのです。

性の神聖さは，メディアにおけるみだら

な描写の中で完全に破壊されています。

本質的に美しいものが，世間一般の表現

の中で腐敗してしまっています。わたしは

ここソルトレーク・シティーにある教会所

有のテレビ局がみだらなネットワーク番組

の放送を拒否したことを知ってうれしく思
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いました。また，ほかにこのネットワーク

に所属する局で唯一放送を中止したの

が，ノートルダム大学のあるインディアナ

州サウスベンドの局だったのも興味深い

ことです。この問題に対して同じように強

い抵抗感を抱き，喜んで行動を起こす

人々がほかにもいると知ることは，励みに

なります。

人生はメディアで非常に頻繁に描写さ

れているものよりも，もっとすばらしいも

のです。人の本質はもっとすばらしいも

のです。愛はもっとすばらしいものです。

このたぐいの娯楽は，善と美を悪意をも

ってゆがめたものにすぎません。

今日
き ょ う

わたしの話を聞いている若い男性

と女性の皆さん，様々なキャンパスの大

学生の皆さん，キャンパスにおける大きな

問題の一つが過度の飲酒であることを理

解してください。酒は能力を奪います。

人生を破壊します。金銭と時間と建設的

な努力を無駄にします。聡明
そうめい

な若人が過

度の飲酒で自身を傷つけ，チャンスを台

なしにするのを見るのは，何と悲しいこ

とでしょう。

『プリンストン・レビュー』（Princeton

Review）誌がブリガム・ヤング大学の学

生を全米で最も「完全にしらふな」学生で

あると認めたことは，すばらしい賛辞でし

た。もちろん，皆さんのほとんどはブリガ

ム・ヤング大学に行くことはできません

が，どこにいようとブリガム・ヤング大学

キャンパスで求められるのと同じ標準で

生活することができます。

最近『ニュー・エラ』（New Era）誌で，

テネシー州メンフィスの若い末日聖徒につ

いて読みました。時に彼らはキャンパス

で唯一の末日聖徒となることがあります。

一人は次のように言っていました。「わた

しは学校で唯一の会員かもしれません

が，……たとえ物理的に一人のときでも，

霊的には決して一人ではありません。」

（アライアン・B・コープ“Smiling in

Memphis”New Era，2003年10月号，

23－24）

こう言っている人もいます。「自分は福

音が真実であることをほんとうに知ってい

るのだろうかと思っている10代の人たち

が大勢います。でも……ここでは毎日人

に尋ねられますから，福音が真実かどう

かを自分で知っていなければなりません。

質問に答えるときにはいつでも，証を分

かち合うことになるからです。」（New Era，

2003年10月号，25）

この大都市に散っているこれらの若人

は，一つになること，互いに支え合うこと

をすでに身に付けているのです。

友である愛する若人の皆さんを神が祝

福してくださいますように。皆さんはこれ

までで最もすばらしい世代です。福音を

よりよく知っています。自分の義務をより

忠実に果たしています。出遭う誘惑に立

ち向かう，より強い力を持っています。自

分の標準に従って生活してください。主

の導きと守りを祈り求めてください。主は

皆さんを決して一人にはされず，慰め，

支えてくださるでしょう。祝福し，強め，

皆さんの報いを甘く美しいものとしてくだ

さるでしょう。そして皆さんは，人が皆さ

んの模範に引きつけられ，その強さから

勇気を得ることに気づくでしょう。

成人の皆さんも若人と同じです。もしこ

の教会を国民の旗，世の光として掲げる

のであれば，わたしたち一人一人が各自

の状況の中で，キリストの生涯にきらめく

輝きをいっそう身に受けなければなりませ

ん。義の側に立つとき，結果を恐れてはな

りません。決して臆
おく

してはなりません。パ

ウロはテモテにこう言っています。

「というのは，神がわたしたちに下さっ

たのは，臆する霊ではなく，力と愛と慎み

との霊なのである。

だから，あなたは，わたしたちの主の

あかしをすること……を，決して恥ずか

しく思ってはならない。」（2テモテ1：7－8）

はっきりと申しますが，この教会は，交

際を楽しむために集まる社会組織をはる

かに超えたものです。日曜学校や扶助協

会，神権会の集会以上のものです。聖
せい

餐
さん

会や，さらには神殿での礼拝以上のもの

です。この教会は地上における神の王国

なのです。わたしたちにはその王国の会

員としてふさわしい行動をする責任があ

ります。

神権を持つ男性の皆さんには，そのよ

うな途方もない責任があります。この世

の官能的な誘惑を避けなければなりませ

ん。それらを超越しなければなりません。

神の神権へのふさわしさを保たなければ

なりません。あらゆる形の悪を避け，善

良さと品位を身に付け，行いを通じて，

光すなわち神の光を輝かせなければなり

ません。

男性が家庭にあって，人の気持ちを理

解でき力になれる夫や父親でないなら，

家庭が平安な避け所となることは決して

ありません。家庭で得る強さによって，人

はこの世によりうまく対処し，自分の住む

社会でより喜ばれる者となり，雇用者にと

ってより価値のある者となることができま

す。つまり，より良い人となれるのです。

わたしはそのような人をたくさん知って

います。彼らが自分の妻や子供たちを愛

していることははっきりと分かります。妻

子を誇りに思っています。そして驚くべき

ことは，自分の選んだ職業ですばらしい



成功を収めていることです。称賛と名誉

と尊敬を受けています。

そして女性の皆さん，わたしは1週間前

に扶助協会の女性に向けて長い話をしま

した。その話は皆さんに関するわたしの

心からの思いを表しています。皆さんも

キリストの輝きを身に付けることができま

す。強く美しく，人を励まし助ける者とな

れます。

皆さん全員に，わたしたちが末日聖徒

であることを思い起こしていただきたい

と思います。わたしたちは天の御父と神

聖で拘束力のある聖約を交わしていま

す。もし聖約を守るならば，聖約はわたし

たちをより良い父親や母親，より良い息子

や娘にしてくれるでしょう。

そうすれば，人が周囲に集まって来る

でしょう。わたしたちは真理と善の側に

立つことができます。一人で立つことは

ありません。さらに，目には見えない天の

力が支えてくれるでしょう。

再び旧約聖書に戻って読んでみましょう。

「神の人の召使
めしつかい

が朝早く起きて出て見

ると，軍勢が馬と戦車をもって町を囲んで

いたので，その若者はエリシャに言った，

『ああ，わが主よ，わたしたちはどうしまし

ょうか。』

エリシャは言った，『恐れることはない。

われわれと共にいる者は彼らと共にいる

者よりも多いのだから。』

そしてエリシャが祈って『主よ，どうぞ，

彼の目を開いて見させてください』と言う

と，主はその若者の目を開かれたので，

彼が見ると，火の馬と火の戦車が山に満

ちてエリシャのまわりにあった。」（列王下

6：15－17）

主は次のように言っておられます。

「それゆえ，小さい群れよ，恐れてはな

らない。善を行いなさい。この世と地獄

をあなたがたに対して連合させなさい。

あなたがたがわたしの岩の上に建てられ

るならば，それらは打ち勝つことができな

いからである。……

あらゆる思いの中でわたしを仰ぎ見な

さい。疑ってはならない。恐れてはなら

ない。」（教義と聖約6：34，36）イエス・キ

リストの御名
み な

によって，アーメン。

「わ
たしたちは，神がこれまでに

啓示されたすべてのこと，神

が今啓示されるすべてのこと

を信じる。またわたしたちは，神がこの

後も，神の王国に関する多くの偉大で重

要なことを啓示されると信じる。」1

天は閉ざされていないことを世界に宣

言します。神は引き続き御自身の御心を

人類にお示しになります。それは権能を

持つ御自分の僕たちを地上に置かれてい

た，これまでのあらゆる時代と同じです。

御父のすべての子供たちは，この事実を

よく知っているはずです。聖典に数々の

証拠が記されているからです。

神が御自身の御心を伝えられることを

啓示と呼ぶことがあります。また同じこと

を指して霊感と呼ぶこともあります。しか

しながら，啓示という言葉にはもっと幅

広い意味があります。霊感は，啓示と同

じものと考えられますが，啓示には，示

現や夢，語られた言葉，またそのほかの

霊的な現れも含まれるのです。タルメー

ジ長老はこう説明しました。

「啓示という言葉には，天からの交通に

よって神の真理を知らせるという意味が

あります。……

霊感という言葉は，啓示とほとんど同

じ意味に使われることがありますが，そ

の起源および初期の使い方から言って，

もともと特別な意味がありました。霊感を

受けるとは，御霊
み た ま

によって鼓舞されること

を意味します。人は自分以外のある力に

作用されるときに霊感を受けます。神の

霊感とは，啓示……よりも低度にあるい

は少なく集約された霊の力が直接作用す

ることであると考えられます。……従って，

霊感と啓示の違いは，種類よりもむしろ

程度の差であるといえます。」2

主が御自身の御心を人類に示される方

法には秩序があります。わたしたちは皆，

自らが管理する範囲において，主に願い

求めて啓示を受ける権利があります。親

は自分の家族のために，監督はゆだねら

れた人々のために，そして大管長会は，

教会全体のために啓示を受けることがで

きます。しかし，わたしたちはほかの人が

管理する事柄のために啓示を受けること

はできません。預言者ジョセフ・スミスは

こう述べています。

神がこれまでに啓示された
すべてのことを信じる
十二使徒定員会

L・トム・ペリー

神は引き続き御自身の御心
みこころ

を人類にお示しになります。それは権能を持つ御自分

の僕
しもべ

たちを地上に置かれていた，これまでのあらゆる時代と同じです。
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「教会のいかなる会員であっても，ある

いはいかなる人であっても，自分よりも高

い権能を持つ人々のために指示を受ける

ことは，神の摂理に反します。」3

「教会に対する神の思いと御心の啓示

は，大管長会を通して来ることになってい

ます。これが天の秩序であり，この神権の

力と特権なのです。またこの教会では，

どの役員も，教会におけるその人の召し

と職務の範囲で啓示を受ける特権があり

ます。」4

人生の指針として主がお与えになった

教えに一致した生活をするならば，主の

御霊をさらに受けられるようになります。

主から導きを求める人は，導きを受ける

にふさわしくなければなりません。主が

御自分の子供たちに示された標準に従っ

た生活を送らなければなりません。神と

すべての人に対して立派な生活を送る必

要があるのです。また聖典や預言者の教

え，そして教会の秩序とも一致していな

ければなりません。

私腹を肥やすために，啓示を受けたと

偽る人がいるかもしれません。また，教

会は預言者によって導かれているのとは

逆の方向に進むべきだという導きを受け

たと言う人もいるかもしれません。その

ような主張は，神の霊感によるものではな

いということが即座に分かります。

何百万もの人々が神と救い主，また預言

者ジョセフ・スミスの召しについて同じ証
あかし

を

持っているという事実には，大変な強さと

力があります。わたしたちは，何も考えず，

ただ従順になるよう求められたことはありま

せん。むしろこの教会の会員を特徴づけ

るものは，聡明
そうめい

な従順さなのです。

ブリガム・ヤングが最も恐れていたこと

は，教会員がまず祈って自分自身で同じ

証を得る前に，彼の言葉を神の思いと望

みであると思い込むことであったと言わ

れています。5

主は王国を地上にお立てになるに当た

り，御自分の子供たちを治める基本原則

と律法を示されました。これらの律法と原

則に従うならば，主が授けると約束された

祝福が与えられます。そして背くならば，

主の裁きを受けることになるのです。

人類の歴史を振り返ると，従順によっ

てもたらされた祝福や，不従順による悲

しみや破滅の例を見ることができます。

人が進むべき道は，主の聖なる預言者に

よって啓示されています。預言者は，主

の指示に従順になるように教えています。

一つの例として，イスラエルの民が荒れ

野を旅していたときに主が与えられた指

示があります。民の礼拝活動の中心とし

て，主は幕屋を建てるようにモーセに命

じられました。幕屋とは，神殿の前身と

なった建物で，容易に持ち運びができる

ようになっていました。

「すなわち，主はモーセに言われた。

……

あなたはレビびとに，あかしの幕屋と，



そのもろもろの器と，それに附属するもろ

もろの物を管理させなさい。彼らは幕屋

と，そのもろもろの器とを持ち運び，また

そこで務
つとめ

をし，幕屋のまわりに宿営しな

ければならない。

幕屋が進む時は，レビびとがこれを取

りくずし，幕屋を張る時は，レビびとがこ

れを組み立てなければならない。……

イスラエルの人々はその部隊にしたが

って，おのおのその宿営に，おのおのそ

の旗のもとにその天幕を張らなければな

らない。

しかし，レビびとは，あかしの幕屋のま

わりに宿営しなければならない。そうす

れば，主の怒りはイスラエルの人々の会

衆の上に臨むことがないであろう。レビ

びとは，あかしの幕屋の務を守らなけれ

ばならない。」6

約束の地に向かう旅の中で，幕屋は宿

営の中心となりました。そこでは神聖な

務めを行うことができたのです。幕屋が

完成した日，幕屋は雲で覆われました。

雲が幕屋を離れると，民は移動しました。

そして雲が幕屋を覆っている間は，旅を

続けることができませんでした。

主は旅の途中で，シナイ山のふもとに

宿営するよう命じられました。ここでモー

セは山に登り，主と話をするよう指示され

ます。そして荒れ野でどのようにしてイス

ラエルの民を治めたらよいか教えを受け

たのです。モーセはまた，「あかしの板2

枚，すなわち神が指をもって書かれた石

の板」を授けられました。7

モーセはしばらくの間，民のところに戻

って来ませんでした。「民はモーセが山を

下ることのおそいのを見て，アロンのもと

に集まって彼に言った，『さあ，わたしたち

に先立って行く神を，わたしたちのために

造ってください。わたしたちをエジプトの

国から導きのぼった人，あのモーセはどう

なったのかわからないからです。』」8

民の要求に屈したアロンは，金銀や貴

重品を集めるよう命じ，それらを鋳て黄

金の子牛を造りました。すなわち，民が

旅する間に拝み，持ち運ぶことのできる

偶像を造ったのです。そのころモーセは，

民に対する神の戒めが記された，2枚の

あかしの板を授かっていました。モーセ

はあかしの板を抱えて，山を下りました。

「モーセが宿営に近づくと，子牛と踊り

とを見たので，彼は怒りに燃え，手から

かの板を投げうち，これを山のふもとで

砕いた。」9

そしてイスラエルの民の不従順により，

「モーセは幕屋を〔宿営の中心から〕取っ

て，これを宿営の外に，宿営を離れて張」

ったのです。10

今や民の礼拝の中心となる場所は取り

去られてしまいました。導きや保護を間

近で受けることはもはやできません。そし

て忠実な人しか幕屋に入ることを許され

なかったのです。主が決して許容されな

いことの一つは，他の神々を拝むことで

す。長い間エジプトで囚
とら

われの身にあっ

たため，これはイスラエルの民にとって難

しいことでした。

主に赦
ゆる

しを願い求めた後で，モーセは

「前のような石の板2枚を，切って造り」11，

山に登るように命じられました。そしてシ

ナイ山の頂で，パンも水も持たずに40日

40夜を過ごした後，主はモーセに言われ

ました。

「『これらの言葉を書きしるしなさい。

わたしはこれらの言葉に基いて，あなた

およびイスラエルと契約を結んだからで

ある。』

……そして彼は契約の言葉，十誡
じっかい

を板

の上に書いた。」12

このようにして，生涯にわたって従い，

用いるために，十戒が人類に与えられま

した。従順によって主の律法がようやくイ

スラエルの民に与えられたのです。不従

順は，イスラエルの民が約束の地へと進

むのを遅らせるだけでした。民は主の律

法を受けるにふさわしくなければならな

かったのです。

主が預言者モーセに御言葉
み こ と ば

を伝えられ

たことを覚えてください。主はどうしたら

御自分の子供たちが祝福を受けられるか

御存じで，そのために預言者を通して，

民に律法を授けられます。そして律法に

従うならば，わたしたちは神のみもとへと

導かれます。勝手に律法を定めることは

できません。律法は神から人間に与えら

れるのです。

救い主はモーセの律法を成就され，13

同じような神聖な教えが預言者ジョセ

フ・スミスを通して現代にも啓示されまし

た。教義と聖約第59章の中で，主はこう

お命じになりました。

「それゆえ，わたしは彼らに戒めを与え

て，このように言う。あなたは心を尽くし，

勢力と思いと力を尽くして，主なるあなた

の神を愛さなければならない。また，イ

エス・キリストの名によって，神に仕えな

ければならない。

あなたは自分自身を愛するように隣人

を愛さなければならない。あなたは盗ん

ではならない。姦淫
かんいん

をしてはならない。

殺してはならない。これに類することをし

てはならない。

あなたはすべてのことについて，主なる

あなたの神に感謝しなければならない。

あなたは，義をもって主なるあなたの神

に犠牲を，すなわち打ち砕かれた心と悔

いる霊の犠牲をささげなければならない。

また，あなたは，世の汚れに染まらず

に自らをさらに十分に清く保つために，わ

たしの聖日に祈りの家に行って，聖式をさ

さげなければならない。

まことに，この日は，あなたがたの労苦
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を解かれて休み，いと高き方に礼拝をさ

さげるように定められた日だからである。

それでも，あなたの誓言は，毎日，また

常に，義をもってささげなければならない。

しかし，この主の日に，あなたはいと高

き方にあなたの供え物と聖式をささげ，

また兄弟たちと主の前にあなたの罪を告

白しなければならないことを覚えておき

なさい。

また，この日には，あなたはほかに何事

もしないようにしなければならない。た

だ，あなたの食物を真心を込めて準備し

て，あなたの断食が完全になるように，言

い換えれば，あなたの喜びが満たされる

ようにするだけである。」14

必要な指示は，常に主から与えられる

ことを覚えてください。人類はその歴史の

中で何度も，自己を正当化するためにこの

伝達経路を逆転させ，神の律法を変えよ

うとしてきました。このような試みがうまく

いったという記録はどこにもありません。

神の子供たちが主の律法に逆らったと

きには，不従順と破壊によって神の調和

と秩序は損なわれてきました。主の方法

こそが，良い結果をもたらします。主の律

法と戒めに従うならば，約束された祝福

を必ず受けられるのです。

ニーファイは真鍮
しんちゅう

の版を手に入れるよ

う主に命じられました。荒れ野の旅に携

えて行くためです。版を手に入れるため

にあらゆる試みをしますが，皆ラバンに

拒絶されます。そして主は，ラバンをニー

ファイの手に渡されます。ラバンを殺すこ

とについて，ニーファイはこのように教え

られました。「一人の人が滅びるのは，一

つの国民が不信仰に陥って滅びてしまう

よりはよい。」15

この啓示を通して，ニーファイは主が以

前荒れ野で約束されていたことを思い起

こします。「あなたの子孫はわたしの命令

を守るかぎり，約束の地で栄える。」16

そしてニーファイは考えました。

「そしてわたしはまた，もしもわたしの

子孫にモーセの律法がなかったらば，子

孫はその律法に従って主の命令を守るこ

とができなくなるとも考えた。

またわたしは，その律法が真鍮の版に

刻まれていることも知っていた。」17

繰り返しますが，聖典には，主が御自

分の戒めを生ける預言者を通して人の子

らにお与えになることが記されています。

いかなる組織や集まり，またどのような権

威も，主の律法に反する教義を主に指図

する権限はありません。神の永遠の祝福

は，わたしたちの従順さと，聖なる預言者

たちを通して啓示される主の御言葉を固

く守るかどうかにかかっているのです。

神はわたしたちに，御父である神と，

主であり救い主である選ばれた御子に従

順になる望みと勇気を常に与えてくださ

います。それは現世と来るべき永遠にお

いて，御父と御子によって与えられる祝

福を享受するためです。救い主である主

イエス・キリストの御名
み な

により，アーメン。
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カ
ーセージで殉教する前夜，預言

者ジョセフ・スミスは看守に証を

述べました。モルモン書が神か

ら授けられた真実の書物であること，天使

の働きが現実のものであること，また神の

王国が再びこの地上に設立されることに

ついての証でした。

その夜，看守のうち祈りをささげた人が，

はたして一人でもいたのでしょうか。聖霊

は，この驚くべきメッセージが真実である

と伝えようとしておられたはずです。御霊
み た ま

の証を受ければ，看守たちは，自分がバプ

テスマを請い願うべき立場にあることが理

解できたでしょう。そして，計り知れないほ

どの価値を有する聖霊の賜物
たまもの

を授かるこ

ともできたはずです。その賜物があれば，

すべてのことの真理を知ることができるの

です。その夜，一人でも，あの祝福に至る

唯一の道のすぐそばに自分が立っているこ

とを理解した人がいたのでしょうか。その

道をたどれば，来るべき世で救い主にま

みえ，喜びに満たされて救い主の御顔
み か お

を

拝し，「祝福された者よ，わたしのもとに来

なさい。わたしの父の住まいには，あなた

のために用意された場所がある」1という

言葉を救い主から頂けるのです。

だれにでも愛する人がいます。その人

たちのことを今考えてみてください。それ

は自分の子供や孫かもしれません。夫や

妻が頭に浮かぶかもしれません。今福音

を教えている人かもしれません。友達か

もしれません。皆さんはこのような人たち

が，先ほど引用した言葉をいつの日か主か

ら直接かけていただける時が来るよう，心

の底から願っていることでしょう。しかし，

そのような祝福にあずかるには，預言者ジ

ョセフがカーセージで述べた証と同じ証

を，試しの生涯の間中ずっと心に燃え立た

せておかなければなりません。まさにジョ

セフが人生を通して行ったとおりです。

まず始めに，わたしたちは愛する人たち

に，目撃者の証言を伝えることができます。

主は御自身がなされたことを証明させる

ために，ジョセフとともに証言する人を備

えられました。天が開かれたときに，ジョ

セフとともにその場にいた人々です。

オリバー・カウドリは，教会が組織され

た後に初めて迎えた日曜日に，初めて伝道

を目的とした説教をしました。その後，伝

道に赴き，自分の目で見，自分の耳で聞き，

自分の手で触れて得た知識について宣言

しました。ほかの二人とともに証に署名し

ました。この3人は，決してその証を否定

しませんでした。彼らの証はモルモン書

のはしがきに記されています。

「この書物を手にするすべての国民，部

族，国語の民，民族にこのことをお知らせ

する。わたしたちは，父なる神と主イエ

ス・キリストの恵みによって，この記録が記

されている版を見た。これはニーファイの

民と，その同胞
はらから

であるレーマン人と，聖典

に述べられているあの塔から来たヤレド

の民についての記録である。また，その

版が神の賜物と力によって翻訳されたこ

とも知っている。神の声がわたしたちにそ

のことを宣言されたからである。したがっ

て，わたしたちはこの書物が真実であるこ

とを確かに知っている。また，その版に刻

まれている文字を見たことと，それがわた

したちに示されたのは人の力ではなく神

の力によることを証する。また，一人の天

使が天から降
くだ

って来て，携えて来たその

版を目の前に置いたので，わたしたちはそ

の版とそれに刻まれている文字を見たこ

とを謹んで言明する。目で見て，これらの

ものが真実であると証するのは，父なる神

と主イエス・キリストの恵みによるものであ

ることを知っている。これはわたしたちの

目に驚くべきことではあるが，主の声がこ

のことを証するようにわたしたちに命じら

れたので，わたしたちは神命に従ってこの

ことを証する。わたしたちは，キリストにあ

って忠実であれば，すべての人の血をわ

たしたちの衣から取り除いて，キリストの

裁きの座で染みがないと認められ，キリス

トとともに天に永遠に住めることを知って

いる。一つの神である御父と御子と聖霊

に誉れがあるように。アーメン。

オリバー・カウドリ

デビッド・ホイットマー

マーティン・ハリス」2

皆さんの愛する人たちは， 3人の証人

が目にし，耳にした物的証拠以上のものを

得ることができます。3人の証人も実はさ

らにすばらしい証拠――わたしたち全員

が必要とする証拠――を得ていました。

預言者ジョセフの使命
への不朽の証

あ か し

十二使徒定員会

ヘンリー・B・アイリング

預言者ジョセフは，信仰をもってよく堪え忍ぶことについての模範であり，教師で

す。ジョセフを……主に召された回復の預言者として感謝し，愛しています。
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すなわち，思いと心に，自分たちが見聞

きしたことが真実であるという聖霊の証

を受けていたのです。御霊は3人に告げ

ました。――「あなたたちに現れた天使

は神から遣わされた者です。」――「あな

たたちが聞いた声は主イエス・キリストの

御声
み こ え

です。」同じ御霊の証は，3人の証人

にだけでなく，その場にいなかった多く

の人にも与えられました。聖霊を伴侶
はんりょ

と

する資格があるならば，わたしたちにも

同じ証が与えられ，しかも永遠にその証

を保つことができます。

3人の証人はモルモン書の証を決して

否定しませんでした。真実であると知っ

ていたからです。想像を絶するような犠

牲を払い，困難な目に遭いました。オリバ

ー・カウドリは死の床に伏しているときで

さえも，モルモン書の神聖な起源につい

て揺るがぬ証を述べました。確かに，試

練のときに彼らの信仰は揺らぐことがあ

りました。ジョセフが神の預言者であり，

救い主のみもとに帰る唯一の道は回復さ

れた主の教会にしかないという信仰は，

揺らいだこともありました。しかし教会や

ジョセフから離れていた長い年月の間も，

直接目にし，耳にしたあの驚嘆すべき経

験を証し続けました。そのためいっそう，

彼らの証は力強いのです。

敵対や苦難という厳しい試練に遭った

当時の人々に，主は，3人の証人のような物

的証拠ではなく，御霊の証を与えられまし

た。ブリガム・ヤング，ジョン・テーラー，ヒ

ーバー・C・キンボール，そのほか多くの聖

徒たちは，自分の証に常に忠実でした。信

仰を貫き通せたのは，聖霊を伴侶とし，主

のみからもたらされる，燃えるような証がな

くならないように代価を払ったからです。

そのため彼らは，御霊が「神は生きて

おられます」「イエスはキリストです」「ジ

ョセフは御二方の預言者です」とささやか

れた過去の記憶以上の何かを得ていまし

た。彼らはまた御霊のささやきから得た

平安や喜びという思い出以上の何かを持

っていました。聖霊を伴侶とする資格を

有していたために，どのような状況にあっ

ても，どれほど困難に遭遇しても，次のよ

うに証できたのです。「そのとき，それを

知りました。真実だと感じました。そして

今でもそう感じています。」

彼らはそのような証をいつも輝かせ活

気に満ちたものとするために，簡単なこと

を幾つか実行していました。わたしたちも

愛する人々に同じことをするよう教えるこ

とができます。そのことを，信仰をもって実

行するなら，聖霊を常に伴侶とすることが

できるのです。また，愛する人たちに，信

仰をもって祝福を願い求めるならば，御霊

が真理を証してくださり，喜びと平安を感

じることができると約束できるのです。

ところで，御霊にかかわる事柄を教え

るには，模範と証が最も効果的です。わた

しは，両親が聖霊について何を教えてくれ

たかは，あまり覚えていませんが，聖霊の

影響を家庭に招くために様々なことを行

ってくれたことと，二人のそのような姿を見

たときに抱いた気持ちは忘れません。模

範と証によって教えるためにできることを

幾つかご紹介しましょう。この方法に従っ

て教えるならば，主が皆さんの愛する人の

思いと心に，真理を証する御霊を送ってく

ださるという自信を持つことができます。

御父に対する信仰をもって，イエス・キ

リストの御名
み な

を通して祈ることを教えてく

ださい。オムナイ書にこのことに関する約

束が記されています。

「ところで，わたしの愛する同胞よ，わ

たしはあなたがたがイスラエルの聖者で

あるキリストのもとに来て，キリストの救

いと，キリストの贖
あがな

いの力にあずかるよう

に望んでいる。まことに，キリストのもと

に来て，自分自身をキリストへのささげ物

としてささげ，断食と祈りを続け，最後ま

で堪え忍びなさい。そうすれば，主が生

きておられるように確かに，あなたがたは

救われるであろう。」3

若いジョセフ・スミスは，そのような祈り

をささげる方法を示しています。ジョセフ

はヤコブの手紙の中に記されている約束

を信じました。4 そして，祈れば答えを受け

られるという信仰を胸に，森の中に入って

行きました。ジョセフはどの教会に加わる

べきか知りたかったのです。ジョセフは従

順であり，命じられたことをすべて行う備

えができていました。ジョセフは祈る前か

らすでに従おうと決意していました，そして，

わたしたちもそうしなければなりません。

ジョセフは命じられたことを行うため

に，自分のすべて，最終的には命をもささ

げるよう求められました。ジョセフは24年

にわたって堪え忍びましたが，その間も

絶えず，子供のような信仰と謙虚な思い

を胸に祈り続けました。わたしたちも愛

する人々に，前もって従おうと決意して祈

るよう教えることができます。そうすれば

聖霊を伴侶とすることができると約束で

きるのです。預言者ジョセフ・スミスを通

じてもたらされた聖文を読む度に，読者

は御霊によって聖文が真実であるという

証を得ることでしょう。さらに御霊によっ

て，神が預言者を通して語られたことが

再確認できるでしょう。

毎日聖文を読み，その意味を深く考え，

しかも御霊から教えを受けるという信仰

を持ちながら考えるように教えてくださ

い。今こそ，ジョセフ・スミスが翻訳した

聖文の言葉に耳を傾けてください。なす

べきことについて今教えが与えられると

期待してください。そうすれば聖文を学

ぶ方法や，愛する人たちに聖文の学習方

法をどのように教えたらよいかについて，

霊感を受けることでしょう。

「したがって，あなたがたはこれからも

キリストを確固として信じ，完全な希望の

輝きを持ち，神とすべての人を愛して力

強く進まなければならない。そして，キリ

ストの言葉をよく味わいながら力強く進

み，最後まで堪え忍ぶならば，見よ，御父

は，『あなたがたは永遠の命を受ける』と

言われる。」5

預言者ジョセフは，聖文を味わうとはど

ういう意味か教えてくれました。モルモン書

は「人〔が〕その教えを守ることにより，ほか

のどの書物にも増して神に近づくことがで

きる」6 書物であると言いました。この書物

を通して主に近づき，主をもっと愛するよう

になるのです。それこそモルモン書ヤコブ

書第3章2節に記された約束なのです。

「おお，あなたがた，心の清いすべての

人よ，頭を上げて，喜びをもたらす神の御
み

言葉
こ と ば

を受け入れ，神の愛をよく味わいなさ

い。あなたがたの思いが確固としていれ



ば，とこしえにそうすることができるからで

ある。」

皆さんも，皆さんの愛する人たちも神の

御言葉に従うことによって神の御言葉を授

かります。そうすることによって彼らは神の

愛を感じることができます。これこそが聖

霊の賜物のもたらす最も大きな祝福の一

つです。この愛を感じるときに，自分が神

の目にかなった道を歩んでいることが分か

ります。これがモルモン書に記されている

おいしい実を味わうということなのです。7

愛する人たちに，神の王国を築くために

犠牲を払うよう教えてください。そのような

犠牲を払うときに御霊の証が得られます。

預言者ジョセフは，はるか昔の預言者がわ

たしたちの時代のために残したすばらし

い約束を翻訳してくれました。

「その日，わたしのシオンを起こそうと努

める者は幸いである。彼らは聖霊の賜物

と力を受けるであろう。また，彼らは最後

まで堪え忍ぶならば，終わりの日に高く上

げられて，小羊の永遠の王国に救われる

であろう。また平和を告げて広め，まことに

大いなる喜びのおとずれを告げる者は，山

の上にあって何と麗しいことであろう。」8

この約束を受ける権利はだれにでもあ

ります。どんなに若く経験の浅い会員で

も神の王国を築こうと努力することができ

ます。シオンを構成するのは個人であり

家族です。個人や家族の信仰が増せば増

すほど，神の王国はより強固になっていき

ます。わたしたちはそのために毎日努力

することができます。どれほど小さな行為

であれ，一人のあるいは家族の信仰を築

こうとするときに，聖霊の賜物や力を受け

る資格があります。聖霊は真理について

証されます。ですから，奉仕するときに，

イエスがキリストであられ，天の父なる神

が生きていてわたしたちを愛しておられ

ること，またジョセフが彼らの預言者であ

ったことに対する信仰は深くなります。皆

さんはそうなることを期待することができ

ます。ホームティーチャー，家庭訪問教師，

あるいは友人として，信仰を築くためにあ

る家庭を訪問するときにはいつでも，そう

なることを期待してよいのです。

教会で奉仕してもそのような祝福を感

じない人がいるかもしれません。しかし，

それは形式面にとらわれていて，神の王

国において神の子供たちに「平和を告げ

て広め，まことに大いなる喜びのおとず

れを告げる」栄光に満ちた機会であると

いうことを忘れているからです。奉仕に

対してこのような正しい見方ができるな

ら，終わりの日に高く上げられるばかりか，

道中度々元気づけられ，励まされること

でしょう。さらには御霊からこの教会が末

日に回復された主の王国であるという証

を得ることでしょう。

皆さんの愛する人たちに，人に仕え，

愛するよう教えてください。そう教えると

きには，御霊が注がれます。預言者ジョ

セフも人を愛するよう教え，自らその教え

に従いました。ジョセフの愛情の深さに

ついては多くの記録が残っていますが，

わたしが最も感銘を受けたのは，ジョセ

フが亡くなる前夜，カーセージの監獄で

の話です。ジョセフに同行した人物の中

に，ダン・ジョーンズがいました。預言者

は暴徒が何をしようとしているか察知して

いました。殻にこもり，自分のこと，自分に

及ぶ危険のことを考えるのが当然のよう

な状況でした。しかし，ジョセフは逆に外

に目を向け，人を慰めようとしたのです。

全員が寝静まったと思われるころに，ジ

ョセフはダン・ジョーンズにささやくような

声で話しかけました。「死ぬのが怖くはあ

りませんか。」ダンは答えました。「もうその

時が来たのでしょうか。大義のために生

きているのですから，それほど怖いとは思

いません。」ジョセフは答えました。「あなた

はウェールズを訪れ，与えられた使命を果

たすまで死ぬことはないでしょう。」9

ダン・ジョーンズは生き長らえ，ウェー
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ルズで宣教師として働きました。そして何

千というウェールズの改宗者がシオンへ

移住しました。その中に歌の才能のある

人々がいました。彼らが所属した聖歌隊

から，後にタバナクル合唱団が生まれた

のです。合唱団の歌を聴くときに，預言者

ジョセフの忠実な友人であったダン・ジ

ョーンズのことを思い出していただけれ

ばと思います。ジョセフは自分が慰めを

必要としていたときに，人を慰めました。

愛する人たちにこのことを忘れないよう

にと教えてください。主を信頼しながら

人を慰める人に，主は慰め主を送ってく

ださいます。ジョセフはこの慰め主，すな

わち聖霊により，預言者として愛と励まし

を与える力を授かりました。

ジョセフは親切で愛に満ちた行いを通

して，モルモン書の次の言葉が真実であ

ることを教えたのです。「したがって，最

も大いなるものである慈愛を固く守りな

さい。すべてのものは必ず絶えてしまう

からである。

しかし，この慈愛はキリストの純粋な

愛であって，とこしえに続く。そして，終

わりの日にこの慈愛を持っていると認めら

れる人は，幸いである。」10

わたしにとって預言者ジョセフは，信仰

をもってよく堪え忍ぶことについての模範

であり，教師です。ジョセフを礼拝してい

るわけではありませんが，主に召された回

復の預言者として感謝し，愛しています。

ジョセフは，従おうという決意をもって祈る

ことができるよう，わたしを助けてくれまし

た。ジョセフのおかげで，神の御言葉と愛

をもっと味わうことができます。ジョセフの

おかげで，主の王国においてだれかの信

仰を築くのを助けるときに，より頻繁に聖

霊を感じることができます。また預言者ジ

ョセフについて知っているおかげで，また

彼を通じて明らかにされた聖文のおかげ

で，援助の手を差し伸べようとするときに，

神がその子供たちに抱いておられる愛

や，わたし自身を愛してくださっていること

を，もっと頻繁に感じることができます。

願わくは，わたしたちも，愛する人たちも，

回復されたイエス・キリストの福音と主の

王国に，信仰を持ち続けることができます

ように。聖餐
せいさん

を受けるときに約束を交わす

ように，常に主を覚えることができますよう

に。そうして，主の御霊が常にともにあり

ますように。家庭の夕べを行うときに，宣

教師と求道者の話し合いに参加するとき

に，また集まって主を礼拝するいついかな

るときにも，行いと言葉と人格により，聖な

る御霊を招くことができますように。

神が生きておられることを証します。

イエス・キリストが生きておられること，

イエス・キリストが救い主であられることを

知っています。この教会は主の教会です。

ジョセフは神の預言者でした。ゴードン・

B・ヒンクレー大管長は現在の神の預言者

です。わたしはこのことを御霊によって知

っています。御霊はこれらのことが真実で

あるとわたしに告げておられます。イエ

ス・キリストの聖なる御名により証します。

アーメン。

注

1．エノス1：27

2．モルモン書「三人の証人の証」

3．オムナイ1：26

4．ヤコブの手紙1：5参照

5．2 ニーファイ31：20

6．History of the Church，第4巻，461。

3ニーファイ5：18；教義と聖約17：6；

教義と聖約20：6－10も参照

7．1ニーファイ11：21－23；15：36参

照

8．1 ニーファイ13：37

9．History of the Church，第6巻，601

参照

10．モロナイ 7：46－47



わ
たしたちは，イエス・キリストの

弟子です。ニーファイの言葉を

借りれば，「わたしたちはキリ

ストを信じている……。わたしたちはキ

リストのことを話し，キリストのことを喜

び，キリストのことを説教し，キリストのこ

とを預言し」ているのです（2ニーファイ

25：24，26）。どこに住んでいるかにかか

わらず，イエスは信じる者たちすべての

行動に関して，非常に力強い言葉を下さ

いました。それは「わたしに従ってきなさ

い」という言葉です（ルカ18：22。マタイ

16：24；マルコ1：17；ルカ9：23も参照）。

どの戒めがいちばん重要なのかという質

問を律法学者からお受けになったイエス

の答えはこうでした。

「第一のいましめはこれである，『……

心をつくし，精神をつくし，思いをつくし，

力をつくして，主なるあなたの神を愛せ

よ。』

第二はこれである，『自分を愛するよう

にあなたの隣り人を愛せよ。』これより大

事ないましめは，ほかにない。」（マルコ

12：29－31）

この二つの戒めを基に，どうしたらイエ

スに最もよく従うことができるようになる

のか，考えてみましょう。

救い主と御父が互いに愛し合っておら

れたことは，救い主の模範から，一目瞭然
りょうぜん

です。救い主はしばしば長い，心からの

祈りをささげておられました。これは，わ

たしたちが見習うべき，この上ない模範

です。御父が御子を愛しておられること

は常に明白でしたが，特に，イエスがヨ

ハネからバプテスマを受けられたとき，そ

のことがはっきりと示されました。「また天

から声があって言った，『これはわたしの

愛する子，わたしの心にかなう者であ

る。』」（マタイ3：17）

御二方が一致しておられたことは，「わ

たしと父とは一つである」という救い主の

御言葉
み こ と ば

から明らかです（ヨハネ10：30）。

ゲツセマネの園で起こったように，主の

思いと御父の思いがほんの一瞬，異なる

場合もあり得ることを考えると（マタイ26：

39参照），わたしたちの祈りも，必ずしも

いつも期待どおりにこたえられるとは限

らないということを心に留める必要があ

ります。とはいっても，祈りは行動を伴う，

力強い原則です。信仰を持ち，疑いを抱

かなければ，「祈
いのり

のとき，信じて求めるも

のは，みな与えられるであろう」と救い主

は言っておられます（マタイ21：21－22参

照）。主を愛するならば，行動が伴わなけ

ればなりません。「もしあなたがたがわた

しを愛するならば，わたしのいましめを守

るべきである」とあります（ヨハネ14：15）。

次に，「自分を愛するようにあなたの隣

り人を愛せよ」という2番目に大切な戒め

について（マタイ22：39），また使徒に対し

て与えられた「わたしがあなたがたを愛

したように，あなたがたも互
たがい

に愛し合い

なさい」という，さらに高度な戒めについ

て考えてみましょう（ヨハネ13：34）。確か

に，隣人を夕食に招待するというのも，愛

を示すためのすばらしい方法です。しか

し，律法学者から，「では，わたしの隣り

人とはだれのことですか」（ルカ10：29）と

尋ねられた救い主は，それよりもずっと難

しいたとえをお教えになりました。

ここであの有名なたとえが語られるの

です。ある人がエルサレムからエリコに

向かって旅をしている途中，強盗に身ぐ

るみはがれ，傷を負わされて半殺しのま

ま道端に捨て置かれました。レビ人が，

そして祭司がその人に気づきますが，向

こう側を通って行ってしまいました。とこ

ろが，ユダヤ人からさげすまれていた一

人のサマリヤ人は，この人を見て気の毒

に思い，介抱します。このサマリヤ人は，

種族を問う前にまず，慈悲深い行いをし

たのです。イエスはこの力強いたとえを，

次のような勧告で締めくくられました。「あ

なたも行って同じようにしなさい。」（ルカ

10：37）

どの大都市にも，打ち負かされ，見捨

てられた人がいます。家もなく，貧困，飢

え，病気に苦しむ人々です。このような

人々に金銭を与えても，薬物中毒やアル

コール中毒を助長するだけで，結局は今

選んでいる生き方を続けられるように協

力するだけであると言う人もいます。見

捨てられた人々を裁き，ヨブの友人のよう

に，このような大きな災いを自分の身に招

いた過ちをいろいろと推測することは簡

単です（ヨブ22章；モーサヤ4：17参照）。

しかし，レビ人や祭司のように向こう側

を通って行くのではなく，「わたしに従っ

てきなさい」という救い主の勧告について

深く考えようではありませんか。救い主

は，家もなく，替えの服もなく，度々空腹

であられたことを思い出してください。救

「わたしに従ってきなさい」
七十人

ウィリアム・W・パームリー

「わたしに従ってきなさい」という勧告や，「イエスならどうされるだろうか」という

問いは，生き方の力強い指針となります。
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い主ならどのようになさるでしょうか。主

がなされるであろう事柄は，疑う余地も

ありません。そのような人々に憐
あわ

れみを

示し，教えを施されることでしょう。

人道的支援団体や炊き出しを行う施

設，またはこのような問題を扱っている機

関に時間や物資，金銭を差し出すなど，

ホームレスの人々を助ける方法は数多く

あります。それでもやはり，わたしには，

思いやりを示すことも必要であると思わ

れてならないのです。確立された福祉の

原則が，適切な指針となります。貧しい

人々はいつもわたしたちのそばにいるこ

とを忘れないでください（マルコ14：7参

照）。

裁きの日にヤギと羊が分けられること

をお話しになったとき，救い主はこの原

則を再度強調されました。

「そのとき，正しい者たちは答えて言う

であろう，『主よ，いつ，わたしたちは，あ

なたが空腹であるのを見て食物をめぐみ，

かわいているのを見て飲ませましたか。

いつあなたが旅人であるのを見て宿を

貸し，裸なのを見て着せましたか。

また，いつあなたが病気をし，獄にい

るのを見て，あなたの所に参りましたか。』

すると，王は答えて言うであろう，『あ

なたがたによく言っておく。わたしの兄弟

であるこれらの最も小さい者のひとりに

したのは，すなわち，わたしにしたので

ある。』」（マタイ25：37－40）

ペテロはこのような慈愛が大切なのを

強調して，このように言っています。「何よ

りもまず，互の愛を熱く保ちなさい。愛は

多くの罪をおおうものである。」（1ペテロ

4：8）

モルモンも同じような思いで，このよう

に勧めています。

「したがって，わたしの愛する同胞
はらから

よ，

もしあなたがたに慈愛がなければ，あな

たがたは何の価値もない。慈愛はいつま

でも絶えることがないからである。した

がって，最も大いなるものである慈愛を

固く守りなさい。すべてのものは必ず絶

えてしまうからである。

しかし，この慈愛はキリストの純粋な

愛であって，とこしえに続く。そして，終

わりの日にこの慈愛を持っていると認めら

れる人は，幸いである。」（モロナイ7：46－

47）

イエスは教えと模範によって，主に従

おうと努めるわたしたちがよく思い巡らせ

るとよい，多くの特質を示されました。そ

れらの特質には，愛，柔和，謙遜
けんそん

，哀れみ，

義に飢え渇くこと，よく祈ること，憐
あわ

れみ

深さ，心の清さなどがあります。人を決し

て裁いてはなりません。自分がしてほし

いと思うように隣り人に行うべきです。地

の塩，また世の光となるよう主はわたした

ちに教えられました。人が心の内に思う

ことは，外から見える行いに劣らず重要

なのだとイエスは言われました。すべて

の人を赦
ゆる

すように，わたしたちに負債のあ

る者でさえも赦すように，また敵を愛する

ようにと主は言われました。平和を作り

出す人にならなければなりませんが，そ

れだけでなく，迫害の中にあっても喜ば

なければならないのです。主はまた，人

に見られないよう施しをしたり，断食して

祈ったりするように勧められました。ほか

の頬
ほお

をも向けるよう，2マイル行くようにと

も教えられました。そして特に，地上に

宝を蓄えるのではなく，天に宝を蓄える

ように戒められました（マタイ5－7章参照）。

「わたしに従ってきなさい」という御言

葉の意味を深く思い巡らしてみると，この

勧めに完全に従えるようになるためには，

学び，行わなければならない事柄がたく

さんあることがよく分かります。しかし，

興味深いことに，主は30年間を過ごされ

たナザレにおいて，罪のない生活を送ら

れていたにもかかわらず（マタイ13：54－

56；マルコ6：2－3参照），注目されること

はほとんどなかったようです。それを思

うと，そっと目立たない方法で善い行いを

して，注目されないように心がけようとい

う気持ちになるのではないでしょうか。

「わたしに従ってきなさい」という勧告や，

「イエスならどうされるだろうか」という問

いは，生き方の力強い指針となります。こ

の指針にもっと注意を向けることによっ

て，わたしたちは皆，思いと行いにおい

ていっそうキリストに似た者となる力が

得られるのです。

わたしたちに模範を示してくださった

救い主が，生きていらっしゃることを証
あかし

し

ます。イエス・キリストの御名
み な

によって，

アーメン。



何
年も前に，弁護士の仕事で，事

業の取引をしている人の代理

人としてジョージア州アトラン

タに行きました。数日に及ぶ交渉の末，わ

たしたちは合意に達し，商談成立書に署

名しました。その晩，相手側の一人が商

談成立を祝ってわたしたちを夕食に招待

してくれました。店に着くと，その男性は

アルコール飲料を勧めてきました。わた

しが断ると，彼はこう言いました。「あな

たは聖徒ですか。」言葉の意味がよく分か

らずにいると，今度は「あなたは末日聖徒

ですか」と言ってきたのです。わたしが

「そうです」と答えると，こう言いました。

「商談中，ずっとあなたの振る舞いを観察

していて，あなたは末日聖徒か，もしくは

胃の具合が悪いかのどちらかだという結

論に達していたのです。」お互いに笑いま

した。彼は教会員を一人だけ個人的に知

っていて，それはデビッド・B・ヘイト長老

だと教えてくれました。二人は，第二次世

界大戦後にシカゴの大型小売店舗でとも

に役員をしていたのです。彼は，ヘイト長

老が自分の人生に多大な影響を与えてく

れ，長老を非常に尊敬していると話して

くれました。

サンフランシスコへ帰る飛行機の中で，

この出来事について，とりわけ次の二つ

の点について考えました。「あなたは聖徒

ですか」と尋ねられて驚いたことと，ヘイ

ト長老の傑出した模範がこの善良な男性

に及ぼしたすばらしい影響力に感動した

ことです。

聖徒であるとはどういう意味でしょう

か。主の教会にあって，会員は末日聖徒

であり，救い主に倣
なら

い，その教えに従お

うと努めています。また救いの儀式を受

けて，日の栄えの王国で父なる神と救い

主イエス・キリストとともに住めるよう力を

尽くしています。1 救い主はこうおっしゃい

ました。「以上がわたしの福音である。あ

なたがたは，わたしの教会で行わなけれ

ばならないことを知っている。わたしが

するのを見たその行いを，あなたがたも

しなさい。」2

末日聖徒であることは容易なことでは

ありません。容易なこととして意図されて

もいなかったのです。父なる神と御子イ

エス・キリストの御前
み ま え

に住むという究極の

目標は，わたしたちの理解をはるかに超

える特権です。

この教会がかつて直面した最大の試練

の一つに，預言者ジョセフ・スミスの殉教

があります。やがて聖徒たちは，ノーブー

から追放されてしまいました。聖徒たち

が非常な逆境の下で平原を横断していた

とき，ウィリアム・クレイトンは偉大な賛美

歌「恐れず来たれ，聖徒」を記しました。

この賛美歌に人々は奮起し，神聖な使命

を思い起こしました。「旅を終わらず死す

も，すべては善し」3 と歌いながら，往時

の聖徒たちの犠牲と勇気，決意を思うと

き，感動しない人がいるでしょうか。

克服し難い障害の伴う困難な時期にあ

って，この賛美歌は聖徒たちに慰めと希

望を与えました。そして，彼らの霊を鼓

舞し，現世は，前世から来世での永遠の

命へと至る旅路であり，それこそが偉大

な幸福の計画であるという事実を強調し

てくれました。クレイトン兄弟の霊感され

た賛美歌は，犠牲を強調し，聖徒である

ことの真の意義を明らかにしてくれます。

開拓者の会員たちは，聖徒であるがゆえ

にその時代特有の困難に直面しました。

「聖徒」という言葉は，ギリシャ語では

「任命する，分ける，聖
きよ

い」という意味が

あります。4 現代にあって聖徒であるため

には，この世に蔓延
まんえん

する邪悪な行いや破

壊的な活動と決別する必要があります。

わたしたちは，暴力的で不道徳な映像

に絶えずさらされています。不適切な音楽

やポルノグラフィーは，ますます許容されて

きています。有害な薬物とアルコールの乱

用は，手に負えない有
あり

様
さま

です。一方誠実

さや品性は，あまり強調されなくなってい

ます。個人の権利ばかりが主張され，義

務や責任は無視されています。人々の話

す言葉は乱れ，ますます下品で粗野にな

ってきています。悪魔は幸福の計画を台

なしにしようとして，容赦なく攻撃してきま

す。わたしたちがこの世的な行いから遠

ざかるなら，生活は御霊
み た ま

にあふれ，ふさわ

しい末日聖徒であることから来る喜びを

味わうでしょう。

聖徒であるわたしたちは，世俗的な

神々への礼拝を避ける必要があります。

ヒンクレー大管長は，人が「人生の良いも

のを幾らか所有する」よう願っていると語

っています。しかし，こう警告しています。

「人の心を腐らせ，破壊するのは，富への

執着です。」5

1630年，ジョン・ウィンスロップは，「アル

あなたは聖徒ですか
七十人

クエンティン・L・クック

現代にあって聖徒であるためには，この世に蔓延
まんえん

する邪悪な行いや破壊的な活動

と決別する必要があります。
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ベラ号」に乗船していた人々を代表して

新大陸（アメリカ）についてのビジョンを述

べました。それは，「山の上にある町」の

説教として知られています。話の最後に

ウィンスロップは，申命記第30章を引用し

て，他の神々を礼拝し，仕えることに対し

て警告し，特に「快楽や利益」を強調しま

した。6 キンボール大管長も自身の勧告の

中で，家やボート，資格，肩書きなどのよ

うなものでさえ，わたしたちが神への愛

と奉仕よりも大切にするとしたら，礼拝の

対象となり得ると述べています。7

預言者モロナイは，現代について語る

中で，金銭や財産を愛することに対して

警告を発しました。そして「貧しい人と乏

しい人，病人と苦しんでいる人を愛する」

以上に，人が金銭や財産を愛するように

なると示唆しています。8

ふさわしい聖徒であろうとするなら，

人々に奉仕し，神と同胞
はらから

を愛するようにと

いう救い主の教えを遵守しなくてはなり

ません。

世の悪から離れているためには，神聖

な事柄に近くある必要があります。聖徒

は救い主を愛し，聖
きよ

さと献身をもって主

に従います。9 このような聖さと献身は，

すべてをささげ，犠牲にする態度に表れ

ます。ヒンクレー大管長はこう教えました。

「犠牲なしに，神を真に礼拝することはで

きません。」10 犠牲は福音の究極のテスト

です。つまり，自分の時間と才能と体力と

地上で所有するすべてのものを，神の業

を推し進めるためにささげるのです。教

義と聖約第97章8節には，こう書かれてい

ます。「犠牲を払って，すなわち主なるわ

たしが命じるあらゆる犠牲を払って自分

の聖約を進んで守ろうとするすべての者

は，わたしに受け入れられる。」

救い主のメッセージを受け入れる聖徒

は，心を乱す破壊的な行為へと道を踏み

外してしまうことはありません。そして，

適切な犠牲を払う備えができます。聖徒

になりたいと望む人にとって犠牲が大切

なことは，福音の中心である救い主の贖
あがな

いの犠牲が物語っています。11

冒頭に紹介した「あなたは聖徒ですか」

というアトランタの知人から尋ねられた質

問に戻って，皆さんに自己評価のための3

つの質問をしたいと思います。

第1に，わたしたちは自分の信条と一致

した生き方をしており，友人や知人は，ヘ

イト長老の友人がそうであったように，わ

たしたちがこの世の邪悪から遠ざかって

いることを認めているでしょうか。

第2に，世俗的な楽しみや利益，それに

類似する事柄を追求するあまり，日常生活

で救い主に従い，仕え，救い主を礼拝す

ることをおろそかにしてはいませんか。

第3に，神に仕え，聖くあるために，交

わした聖約にふさわしい犠牲を払ってい

るでしょうか。

末日聖徒であることは何とすばらしい

祝福でしょうか。わたしは，「シオンの聖

徒」という賛美歌の最後の節が好きです。

「シオンの聖徒よ，

忠実な父祖のたどった道を歩み，

心を感謝で満たし，

生ける神に仕えようではないか。」12

邪悪で破壊的な行いを退け，仕えるた

めに犠牲を払うなら，献身的な末日聖徒

であることから来る喜びを味わえること

を証
あかし

します。そして，聖文に約束されて

いるように，この世では平安を得，後の世

では永遠の命を得られることでしょう。13

イエス・キリストの御名
み な

によって，アーメン。
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以
前，大祭司定員会の集会での

ことです。レッスンの始めに教

師から，それぞれ自分のヒーロ

ーとその理由を挙げるように言われまし

た。皆が一人ずつ順番に答えていきまし

たが，どれももっともな意見でした。もち

ろんある人は救い主，世の贖
あがな

い主を挙げ

ました。またある人は，奴隷を解放し，内

戦にある合衆国を導き，ついには国を統

一したエーブラハム・リンカーンについて

話しました。預言者ジョセフ・スミスや，

現在の愛する預言者，ゴードン・B・ヒンク

レーを選んだ人もいました。ヒーローの

名前が挙がるのを聞きながら，わたしは

静かに賛同しました。皆，手本とするに

ふさわしい人物です。その人たちを偉大

にした特質を幾らかでも持てたなら，自

分もより善い人になることができるだろう

と思いました。

自分が答える順番になると，わたしは

ある兄弟の方を向き，こう言いました。同

じ列の右側の，何人か向こうの席にいた

兄弟です。「わたしのヒーローはケン・ス

ウェットフィールドと奥さんのジョアンで

す。」20年にわたって，わたしはケンとジョ

アンが，親が持てる愛と忍耐の限りを尽

くして，昏睡
こんすい

状態にある息子シェーンの

世話をするのを見てきました。シェーンは

イギリスのリーズでの伝道に出発するわ

ずか2週間前に悲惨な自動車事故に遭い

ました。二人はそれまで疑いもなく，シェ

ーンに希望と夢を抱いていたことでしょ

う。その希望も夢も，事故で砕け散って

しまったのです。わたしはしばしばその

ことに思いをはせてきました。わたしは，

ケンとジョアンが，シェーンを車いすで日

の当たる場所に連れて行ったり，景色を

説明しながら近所中を押して回ったりす

るのを見てきました。聞こえるかもしれ

ない，感じるかもしれない，また新鮮な空

気や日光が息子の沈黙した霊を活気づけ

るかもしれないという望みを持ってのこと

です。20年間，この世話に休みは一切な

く，夕方に外出するようなこともほとんど

ありませんでしたが，常に信仰と楽観と

感謝の精神があり，二人が怒ったり絶望

したり，神の目的に疑問を抱いたりするこ

とは決してありませんでした。

それからわたしは左側にいた兄弟の

方を向き，言いました。「わたしのヒーロ

ーはジム・ニュートンと奥さんのヘレンで

す。」ジムとヘレンの息子ザックは，ペルー

への伝道の召しを受けて間もなく，自動

車事故で命を落としました。事故の知ら

せを聞いたとき，わたしは病院へ急ぎな

がら，ザックは生きており快復するだろう

という言葉を聞きたいと願いました。しか

し，この両親は，この上ない威厳と穏や

かさをもって，ザックは幕の向こう側で伝

道することになったと説明してくれました。

穏やかで確固としたこの強い両親を目
ま

の

当たりにしたとき，わたしは苦痛や苦悩の

中にも平安があることを理解しました。こ

の平安は，愛にあふれた御父と贖いの業

を成し遂げられた救い主への深い不動

の信仰によってのみ得られるのです。わ

たしの信仰は強められ，鼓舞されて，同

様の試練や悲劇に遭ったときには二人の

模範に従おうという決意をしたのでした。

また，わたしのヒーローはトム・アボッ

トと息子さんのジョンです，と答えること

もできたでしょう。トムとジョンは，わたし

たち家族がなかなか家にいないにもかか

わらず，ホームティーチングの割り当てを

一度も欠かしたことのない忠実なホーム

ティーチャーです。ほかにも，わたしが感

銘を受け，ヒーローと呼べる人を何十人

も挙げることができたでしょう。その多く

は教会でいわゆる重要な，または注目を

浴びるような召しを受けてはいませんが，

皆，どの役職にもふさわしい人々です。

教会全体に広く知られている人は一人も

いませんが，だれもが天の御父に名前で

知られている人であると確信しています。

自分自身のワードの聖餐
せいさん

会に出席でき

るときには，わたしはよく会衆を眺め，日

曜日ごとに同じ顔を見ながら深く考えま

す。中には20年以上にわたって聖餐会で

いつも見てきた人たちもいます。ここでも

また，ほとんどの人は教会で注目を浴び

たりはしていませんが，皆が常に集会に

出席し，それぞれに人生のチャレンジと

闘っています。

彼らこそ，わたしが自分の目で見，感銘

を受け，感謝している会員たちです。地

位や人の注目，名声を求めてはいません

が，それぞれが日々の生活の務めを果た

すことによって，御父の王国に場所を得

つつあります。絶えず人に知られること

のない事柄，地味な事柄を行っています

が，高ぶらず，義にかなって，重要な事柄

を行っているのです。皆，チャレンジがあ

謙遜
け ん そ ん

の力を受ける
管理監督会第一副監督

リチャード・C・エッジリー

教会の強さは，救い主の御心
みこころ

を行おうと日々一歩ずつ努力している無数の謙遜な会員

にあります。
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ります。しかし自らの困難な闘いの中か

ら，たいていの場合逆境とともにひそや

かに訪れる，喜びを見いだすことができ

ます。このような光景は，世界中の無数の

ワードで幾度となく繰り返されています。

それが末日聖徒イエス・キリスト教会なの

です。

そうです，教会の強さは，救い主の御
み

心
こころ

を行おうと日々一歩ずつ努力している

無数の謙遜な会員にあります。これらの

謙遜な会員には，あらゆる国籍の人やあ

らゆる階層の人，そしてあらゆる経済的

な背景を持つ人がいます。これ以上望め

ないような高学歴の人もいれば，世界で

最もへんぴな地域にあるどこよりも小さ

な村で，だれよりも質素な暮らしをしてい

る人もいます。――それぞれが，イエス・

キリストへのいきいきとした証
あかし

で高鳴る心

と，主に仕えたいという望みを持ってい

ます。

こうした忠実な会員について考えると

き，全員が持っていると思われる特質が

二つ思い浮かびます。一つは，社会的あ

るいは経済的な身分や地位に関係なく，

謙虚さが主の御心への従順をもたらして

いることです。そしてもう一つは，人生に

おける困難や試練にもかかわらず，神の

祝福と人生の善いものに対する感謝の気

持ちを維持することができるということで

す。謙遜さと感謝は，まさに，幸福を得る

ための対を成す特質なのです。

預言者ジョセフ・スミスとブリガム・ヤ

ングの間に起きた，次のような出来事が

伝えられています。かなり大勢の兄弟た

ちの前で，預言者はブリガム兄弟を自ら

の義務を怠ったことで厳しく非難しまし

た。だれもが多少驚いたと思いますが，

ブリガムがどのような反応を示すかを静

かに見守っていました。後に主のライオン

として知られることとなるブリガムは，や

はりまったく臆病
おくびょう

な人物などではありませ

んでした。ブリガムはゆっくりと立ち上が

り，性格と謙虚さをそのとおり表した言

葉で，頭を下げてこう言いました。「ジョ

セフ，わたしはどうすればいいでしょう

か。」するとジョセフは，むせび泣きながら

演壇を駆け下り，両手でブリガムを抱き

締め，次のようなことを言いました。「合格

です，ブリガム兄弟，あなたは主のテスト

に合格しました。」（トルーマン・G・マドセ

ン“Hugh B. Brown―Youthful Veteran,”

New Era，1976年4月号，16参照）

わたしたちの多くは，謙遜さがしばし

ば誤解されたり弱点と見なされるような

環境の中で，生活したり仕事をしたりして

います。社訓や，管理者に望まれる特質

として，謙遜さを挙げている会社や団体

は多くはありません。それでも神がどの

ようにして働きかけられるかを学ぶとき，

謙虚で従順な霊の持つ力がはっきりと見

えてきます。神の王国では，偉大さは謙

虚さと従順から始まるのです。対になっ

ているこれらの徳は，神の祝福と神権の

力への扉を開く第一の重要な段階です。

何者であろうと，あるいは肩書きがどれ

ほど立派なものに思われようと関係ない

のです。主に対する謙虚さと従順こそが，

感謝の心とともに，強さと希望をもたらす

のです。

主は御自身の教会の会員となる条件を

お与えになった際に，次のように言われ

ました。「神の前にへりくだって……打ち

砕かれた心と悔いる霊をもって進み出

〔る〕……人は皆，バプテスマによってキ

リストの教会に受け入れられる。」（教義

と聖約20：37）

ですから，教会の会員の中に，あらゆ

る背景を持つ男女が謙虚に神の勧告に従

うのを見ることができるのです。謙遜な，

時には萎縮
いしゅく

してさえいるホームティーチャ

ーを，企業の幹部職にあるような傑出し

た人が謙虚に快く受け入れ，教えを受け

るのを見ることができます。高い教養の

ある人が，時には学校教育をほとんど受

けたことのない監督の勧告に謙虚に従う

のを見ることができます。監督やステー

ク会長だった人が，初等協会で教えたり，

託児を手伝ったり，あるいは世界中の助

けを必要としている人々に送る人道支援



キットを準備したりする召しを，高ぶるこ

となく快く受け入れるのを見ることができ

ます。何千組もの円熟した夫婦が，快適

な家を離れて不慣れな環境で暮らし，世

界各地でひどい貧困に苦しむ人々におご

らず仕えるのを見ることができます。―

―そして彼らは何度も何度も伝道に出て

行きます。また世界で貧困に苦しむ人々

が，さらに貧しい人 と々分かち合うために，

自分たちのわずかな財産を謙遜にささげ

るのを見ることができます。そしてそれぞ

れが，おごり高ぶることなく，感謝の心を

もって仕え，与え，神をほめたたえている

のです。

ベニヤミン王は，わたしたちは「子供の

ように従順で，柔和で，謙遜で，忍耐強く，

愛にあふれた者となり，……主が〔わたし

たち〕に負わせるのがふさわしいとされる

すべてのことに喜んで従わ」なければな

らないと警告しています（モーサヤ3：19）。

謙遜に自分の意志を御父に従わせるこ

とによって，神の力，すなわち謙遜の力を

受けます。それは人生の逆境を乗り越え

る力，平安の力，希望の力，救い主イエ

ス・キリストに対する愛と証で高鳴る心の

力，そして贖罪
しょくざい

の力です。そして何より，

救い主は謙遜と従順の力に関する究極の

模範です。結局のところ，主が御自分の

意志を御父に従わせられたことによって，

歴史上最も偉大で最も大きな影響力のあ

る出来事が成し遂げられたのです。恐ら

く，あらゆる聖文の中で最も神聖な言葉

の一つがこれです。「わたしの思いではな

く，みこころが成るようにしてください。」

（ルカ22：42）

わたしたちの回りには高鳴る心を持っ

た人々が何千人，何百万人といます。―

―ヒーローと呼ぶこともできると思います

が，恐らく，救い主イエス・キリストに従う

謙遜な人々と言った方が適切でしょう。

そして，ヒンクレー大管長がわたしたち一

人一人に求めているように，彼らはとにか

く一日ごとに全力を尽くしています。

謙虚で従順な心によって，神から力を，

それに伴う数々の祝福とともに受けること

ができますよう，へりくだって祈ります。イ

エス・キリストの御名
み な

によって，アーメン。

18
20年以来，ジョセフ・スミスは

絶え間なく非難され，その後で

身の潔白が証明されます。そ

れは生涯繰り返されました。

預言されたとおり，愚か者はジョセフを

あざ笑い，地獄は激怒し，その名は「良く

も悪くも……語られ」ています（ジョセフ･

スミス―歴史1：33）。 世の中には中傷を

信じ，必要以上に惑わされてしまう人た

ちがいます。それは，啓示に満ちた輝か

しい晩餐
ばんさん

会への招待を断り，外で骨をし

ゃぶるようなものです。そのような中傷の

ために「えり抜きの聖見者」としてのジョ

セフの使命を軽視するのです（2ニーファ

イ3：6－7参照）。

アンモンの経験から分かるように，聖見

者には古代の記録を翻訳する力があり，

「聖見者は預言者よりも偉大」です。しか

しアンモンはこう言いました。「聖見者は

……預言者でもあります。」（モーサヤ8：

11－16参照） 聖見者に召されたジョセフ

は，やがて「同胞
はらから

に大きな利益をもたらす

ように」なります（モーサヤ8：18）。

この「えり抜きの」翻訳者は「神の賜物
たまもの

と力」により（教義と聖約135：3），実際に

手に取り，その真偽を確認できるモルモ

ン書を世に著しました。その教えに聞き

従う者は皆，完結したと思われていた聖

典の扉が開け放たれたことを知ります。

モルモン書のタイトルページに，この記

録には人類にイエスがキリストであられ

ることを「確信させる」力があると記され

ています（2ニーファイ25：18も参照）。真

理の中心を成すこの事実への疑いと虚偽

がはびこる時代に，人に確信を与えるモ

ルモン書の役割は何と欠かせないもので

しょうか。その約束は何と確かなもので

しょうか。

モルモン書が「屋根の上」から世界中

に読み上げられる時が訪れます（2ニーフ

ァイ27：11）。たとえないがしろにされて

も，「大地のあるかぎり」人々をキリストの

みもとへ招き続けるのです（2ニーファイ

25：22）。

「地の果ての人々が〔ジョセフの〕名を

尋ね」るようになるのもうなずけます（教

義と聖約122：1）。さらに心強い神の御言
みこ と

葉
ば

により，ジョセフに敵対する者が「打ち

破られる」ことと，裏切り者の証
あかし

によって

預言者の民が「〔彼に〕背くことは」決して

ないことが断言されました（2ニーファイ

3：14；教義と聖約122：3参照）。

ファウスト副管長が昨日話したように，

ジョセフは自らの不完全さについて次の

ように語っています。「わたしは自分が完

えり抜きの聖見者
十二使徒定員会

ニール・A・マックスウェル

今述べた啓示が，ジョセフ・スミスを通して一つしか与えられなかったとしても，

ジョセフが偉大な預言者であることが証明されたでしょう。
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全であるとは決して言いませんが，わた

しの教えた啓示に誤りはありません。」

（アンドリュー・F・イーハットおよびリンド

ン・W・クック，The Words of Joseph

Smith〔1980年〕，369）

皮肉なことに，少年ジョセフ・スミスは，

ただどの教会に入るべきか知るために聖

なる森へ入ったのです。決して聖見者，

啓示者，翻訳者，また預言者に召される

ことを望んでいたわけではありません（教

義と聖約21：1参照）。聖なる森の中で，

そしてその後も，思いも寄らぬ祝福が

次々と授けられます。数々の啓示が与え

られ，翻訳が行われましたが，それらは

単なる見解でも，格言でも，警句でもあり

ませんでした。それは紛れもなく，神が人

にお与えになった宣言だったのです。

ジョセフが受けた啓示と翻訳した記録

は膨大な量に上り，まさに「えり抜きの聖

見者」という名にふさわしいものでした。

しかし，単にジョセフが受けた啓示の数

が多く，それが世に伝えられているという

だけでなく，膨大な数の中の，いわゆる

「驚異的な」ものの存在が見逃せません。

例えば，多くの啓示や翻訳には宇宙に

ついての解説が含まれていますが，それ

は1830年代の天体物理学の知識をはるか

に超えるものでした。宇宙には「無数の

世界」があり，さらに「それらに住む者は

神のもとに生まれた息子や娘」であると教

えているからです（モーセ1：33；教義と

聖約76：24）。

古代において，アブラハムの最終的な

子孫の数は，浜辺の砂にたとえられまし

た。驚嘆すべき約束です（創世22：17参

照）。回復の啓示や翻訳は，広大な宇宙

の真実を包含したものです。そのため，

星の数に関する科学者の最新の概算が

「約70垓
がい

個」〔訳注――「垓」は「兆」の１億

倍を表す単位〕であっても驚くことはあり

ません。科学者は「その数は地球上のす

べての海岸と砂漠の砂粒の数を合わせた

よりも多い」と報告しています（アリソン・

M・ハインリッヒ“The Stellar Census:

70 Sextillion,”Los Angeles Times, 2003

年7月26日付。カール・セーガン，Cosmos

〔1980年〕，196も参照 ）。

啓示が与えられ，翻訳が行われたのは，

「人の不死不滅と永遠の命をもたらす」と

いう神の第一の目的を果たすためでもあ

りました。簡潔な言葉によって与えられ

た神の約束です（モーセ1：39参照）。人

を成長させるという神の計画は変わって

いません。それは古代イスラエルにも教

えられました。民が40年間荒れ野をさま

よったのは，「あなたを苦しめて，あなた

を試み，あなたの心のうちを知り，あなた

がその命令を守るか，どうかを知るため

であった」のです（申命8：2）。ですから，

キリストの弟子には，なぜ信仰と忍耐が

時折試されるのか理解できます。試され

ることにより，天の家へ戻る備えができる

のです（モーサヤ23：21参照）。

兄弟姉妹，わたしたちは日に何度も，ど

のような選択をするか，ソドムと神殿のど

ちらに向けて天幕を張るべきかを決断す

る必要があります（創世13：12；モーサヤ

2：6参照）。

神が宇宙のほかの楽しみに気を取られ

てしまわれることはありません。わたした

ちを御自身の最大の関心事とし，目的とし

ておられるからです。「宇宙には何もなく」

（バーナード・ラッセル，“A Free Man’s

Worship”。Mysticism and Logic and

Other Essays〔1917年〕，50で引用）人は

「統治者のいない……宇宙」（アルバート・

カムス，The Myth of Sisyphus and

Other Essays，ジャスティン・オブライアン

訳〔1955年〕，123）に住んでいると信じる

人たちにとっては，正反対の事実です。

さらに，わたしたちが神の霊の子供と

して存在していたことも啓示により明らか

になりました。「人もまた初めに神とともに

いた」ことが，人類の永続性に関するさら

なる洞察とともに宣言されたのです（教義

と聖約93：29参照）。この宣言が示唆して

いるものは重大で，深く考えさせられま

す。世の中では，人は「無から」瞬時に創

造されたと教えられていることもその理

由の一つです。

さらに，人が「初めに」神とともにいたと

いう事実は，わたしたちが一個人として長

い間存在していることを意味しています。

ですから「神がまずわたしたちを愛して下

さった」と言った使徒ヨハネの言葉は正し

いのです（1ヨハネ4：19参照）。世の荒波

にもまれるわたしたちも，人は単なる歯車

の一部でも競争相手でもなく，皆，霊の兄

弟姉妹であることを知り，人の命を特別な

尊厳と敬意をもって見るべきです。

これら3つの啓示や翻訳は「驚異的な」

ものですが，人間が最も深く切望し，当

惑する事柄に答えるものです。それは，

神の属性や天空について理解を正してく

れます。また，人の存在や人生の真の意

味を教えてくれます。これらの簡潔な宣

言ほどすべてを包括し，かつ一人一人に



向けられたものがあるでしょうか。

今述べた啓示が，ジョセフ・スミスを通

して一つしか与えられなかったとしても，

ジョセフが偉大な預言者であることが証

明されたでしょう。神は「〔御自分の〕持

っておられるすべて」を与えたいと望ん

でおられますが，それは人の理解を超え

ています（教義と聖約84：38参照）。

パウロが「不信仰のゆえに疑〔わなか

った〕」アブラハムをたたえた理由も分か

ります（ローマ4：20）。回復された福音の

教義を静観するとき，そこには危険が待

ち構えています。これほど力強く希望に

満ちた真理を前にして疑いを抱くかもし

れないのです。

息をのむほどすばらしい啓示と翻訳を

授かっているのですから，ベニヤミン王

の勧告に従おうではありませんか。「神を

信じなさい。……人は主が理解される事

柄すべては理解しないということを信じ

なさい。」（モーサヤ4：9）

全能の神は，すべての人に選択を任せ

ておられます。しかしわたしたちは，神

が遠い昔にお選びになったことに対して

感謝せずにはいられないはずです。神は，

御子の贖
あがな

いを通して，すべての子供たち

に救いと復活をもたらされました。それ

でも多くの人はこの世の煩いに心を奪わ

れ，神の様々な招きを拒んでいます。彼

らは主にとって見も知らぬ他人で，心の

思いと志とを異にしているのです（モー

サヤ5：13参照）。

神の計画と果てしない宇宙の中心は，

信じられないほど個人に向けられていま

す。例を挙げましょう。「神はすべての人

の子らを見下ろしておられます。また…

…神はその心の思いと志をすべて御存じ

です。」（アルマ18：32。イザヤ66：18も参

照）

わたしたちは神に対して責任があるた

め，裁きの日に黙秘権を行使することなど

できないのです。

最後に，本来なら第一に言及すべき卓

越した啓示について話したいと思いま

す。それは，救い主イエス･キリストがそ

の御姿
みすがた

をお示しになったことで，復活が

真実であると証明されたことです。それ

は聖なる森で始まり，その後も続きました。

パルマイラやカートランド，ハイラムなどの

人目につかない場所でしたが，それによ

って全人類が切に望んでいた復活の確認

が与えられたのです。

残念なことに，現在世の中ではキリスト

を遠い存在と受け止める人が多く，主を

おろそかにしたり，侮辱したりすることさ

えあります。ですから，回復の啓示により

「神はそのひとり子を賜わったほどに，こ

の世を愛して下さった」（ヨハネ3：16）と

いう普遍の事実が確認されたことは，まさ

に並外れて特別な出来事だったのです。

「無限の贖罪
しょくざい

」となったイエスは，計り

知れない苦しみを受けられました。また

「万物の下に身を落とし」そして「すべて

のことを悟〔られた〕」救い主は，すべて

を理解することがおできになります（2ニ

ーファイ9：7；教義と聖約88：6）。確かに，

昔の黒人霊歌に歌われているように，「わ

たしの苦しみはだれも知らない，知るの

はただイエスだけ」なのです。

兄弟姉妹の皆さん，地球上にはこれら

の啓示や翻訳を必要としている人が数多

くいます。その中には，「絶望にうちひし

がれた静けさ」の中で生きている人たち

がいます（ヘンリー・デビッド・ソロー，

Walden〔1965年〕，7参照）。また現代に

おいては，騒 し々くすさんだ生活を送って

いる人もいます。そのような人々は，感覚

を失うまで自分の能力を乱用し，「心〔が〕

鈍」くなります（モロナイ9：20；エペソ4：

19；1ニーファイ17：45参照）。そして刺激

を求めて空の皿をなめ続けるのです。と

はいえ，そのような人の数はまだ多くなく，

「少数」にすぎません（モーサヤ29：26－

27参照）。

終わりの日に，サタンは自分に従った者

たちを「助けようと」はしません（アルマ

30：60参照）。助けられないのです。イエ

スが必ず大勝利を収められるだけでな

く，サタンが築いた見かけ倒しの建物，す

なわち「肉の思いに快い」建物は崩壊し

てしまいます。その「崩れ方は非常に甚
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だし」いのです（アルマ30：53；1ニーファ

イ11：36参照）。今でも，放蕩
ほうとう

生活から

「本心」に立ち返った人々の生活を見ると，

悪魔の教義がすでに崩壊の兆しを見せて

いるのが分かります（ルカ15：17参照）。

中には，悪魔に従うことのむなしさを知り，

「御言葉
み こ と ば

を聞く用意のできている」人たち

もいます。この人々は，救いをもたらす啓

示と翻訳が伝えられるのを待っているの

です（アルマ32：6参照）。

兄弟姉妹の皆さん，回復された福音が

宣言する真理を出し惜しみしてはなりま

せん。慰めを与える啓示と真理を教える

翻訳を差し控えてはなりません。それら

は「現在のことをありのままに……未来の

こともまた，ありのままに」示すのです。

教義を知らないために苦しみ，疲れ切っ

た世の人々が，それらを必要としていま

す。贖いの血こそが彼らを助けます（モ

ルモン書ヤコブ4：13参照）。出し惜しみ

すれば，悔い改めを妨げるだけでなく，

「太陽のように美しく，月のように明るくな」

るより良い道を隠してしまうのです（教義

と聖約105：31参照）。

わたしたちは善くも悪くも見られること

を覚えておきましょう。中には，風変わり

だとか，道を誤っていると言う人もいます。

中傷に耐えましょう。そのような人々は非

難することに飽きると，「大きく広々とした

建物」が，実は汚く狭苦しい三流ホテル

であることに気づくのです（1ニーファイ

8：31－33参照）。わたしたちはののしる

者にののしり返すのでなく，心に留めな

いようにしなければなりません（教義と聖

約31：9参照）。その代わり，信仰の盾を

かざし，飛んで来る火の矢を阻止するた

めに精力を注ぎましょう。福音が支えと

なってくれるはずです（1ニーファイ15：24

参照）。

兄弟姉妹の皆さん，このうえ何を言え

るでしょうか。言えるのはこれだけです。

「たたえよ，主の召したまいし，主と語り

し予言者を。」（モルモン書ヤコブ6：12；

「たたえよ，主の召したまいし」『賛美歌』

16番）イエス・キリストの御名
み な

によって，ア

ーメン。
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愛
する兄弟姉妹の皆さん，何とい

うすばらしい時間を共にでき

たことでしょう。この世の煩い

を離れ，神聖な事柄に思いを向けるため

に2日間をささげるのは，実にすばらしい

ことです。

人は皆，世俗的な事柄にとても忙しく，

あちらこちらへ振り回されています。世

界中の人が皆，瞑想
めいそう

し，神に関する事柄

に思いをはせる機会，心を鼓舞し支えと

なる言葉に耳を傾ける機会を必要として

います。

わたしたちの証は強められました。そ

れは大変良いことです。ハロルド・B・リ

ー大管長はかつてこう語りました。「証は

日々 更新されなければなりません。」1

末日聖徒の心の中に，正しいことを行

い，主が示してくださった道に従って生活

したいという望みがあることをうれしく思

います。この大会を通して，正しい事柄

や主の道にかかわる多くのことを思い起

こすことができました。

この大会から感化された皆さんが，今

晩家に帰って床に就く前に，ひざまずい

て感謝をささげ，福音にさらに完全に従

う強さを求めることができるよう願ってい

ます。

聖歌隊の美しい音楽に心から感謝して

います。すばらしい歌声を披露してくだ

さいました。この教会の組織は実に大き

く，多くの人の献身によって運営されてい

ます。この偉大な業のために，時間と才

能を惜しみなく提供してくださる方々に感

謝しています。昨日の独身者による聖歌

隊には霊を鼓舞されました。また昨晩の

宣教師訓練センターの青年たちは，力強

く歌ってくださいました。皆さんの歌に心

から感謝しています。

この話を終えるに当たり，モロナイの言

葉から数節読みたいと思います。

「おお，エルサレムよ，目を覚まして地か

ら立ち上がりなさい。おお，シオンの娘

よ，美しい衣を着なさい。おお，イスラエ

ルの家よ，あなたの杭
くい

を強くし，あなたの

境をとこしえに広げて，決して二度と乱

されることのないようにし，また永遠の御

父があなたに立てられた聖約が果たされ

るようにしなさい。

まことに，キリストのもとに来て，キリス

福音にさらに完全に
従いましょう
大管長

ゴードン・B・ヒンクレー

世界中の末日聖徒の働きは何と驚嘆すべきものでしょうか。その胸の内には，

確固とした揺るぎない証
あかし

があります。



トによって完全になりなさい。神の御心
みこころ

に添わないものをすべて拒みなさい。も

しあなたがたが神の御心に添わないもの

をすべて拒み，勢力と思いと力を尽くし

て神を愛するならば，神の恵みはあなた

がたに十分であり，あなたがたは神の恵

みにより，キリストによって完全になるこ

とができる。そしてあなたがたは，神の

恵みによりキリストによって完全になれ

ば，決して神の力を否定することができ

ない。」（モロナイ10：31－32）

この大会に出席したことにより，一人一

人がより善い男性やより善い女性，より善

い少年やより善い少女になることができ

ますように。この業を推し進めるために，

兄弟姉妹がささげてくださる奉仕に心か

ら感謝しています。世界中の末日聖徒の

働きは何と驚嘆すべきものでしょうか。そ

の胸の内には，確固とした揺るぎない証

があります。すなわち，神と，救い主，贖
あがな

い主である主イエス・キリストが確かに生

きておられることへの証，この神権時代

に御二方が御姿
みすがた

を現されたことで，歴史

上偉大な時代が始まった，という証です。

神の御子が主の主，王の王として地上を

統治するためにおいでになるのに備える

時代なのです。

愛する友人の皆さんのうえに，天の恵

みが注がれますように。この大会で見聞

きしたことによって，皆さんの生活に変化

が訪れることを祈っています。一人一人

がもう少し優しくなり，もう少し思いやり

深くなり，もう少し礼儀正しくなれますよう

に。また，自分の言葉を吟味し，怒りに任

せて言葉を発してしまい，それを後悔す

ることのないように祈っています。もう片

方の頬
ほお

をも向ける強さと2マイル行く意志

をもって生活し，嘆き悲しむ人の弱くなっ

たひざをまっすぐにすることができますよ

うに。

福音はとても身近なものです。手の届

かない思想などではありません。自分の

生活に取り入れられるものであり，人格

の本質に変化をもたらすことができるもの

です。

神がこの偉大な業におけるすばらしい

同胞
はらから

である皆さんを祝福してくださいま

すように。主の平安と愛が皆さんのうえ

に注がれ，真に御心に添った生活が送れ

ますように。

帰路に就くに当たり，末日聖徒に求めら

れる生活をさらに完全に送るという決意

が皆さんの心に宿るよう祈っています。

皆さんへの愛とともに，わたしの祝福を

イエス・キリストの聖なる御名
み な

によって残

します。また会う日まで，神がともにいて

くださいますように。アーメン。

注

1. ゴードン・B・ヒンクレー，Faith: The

Essence of True Religion（1989年），

93参照
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扶
助協会の姉妹たちとともに集え

ることは何とすばらしいことで

しょう。わたしたちは皆，回復

された主の福音における聖約の女性で

す。年齢や，人生の時期，取り巻く環境が

どのようなものであっても，扶助協会では

皆さん一人一人を必要とし，大切に思い，

愛しています。皆さんの存在に，そして

すべての働きに感謝しています。

わたしの事務室には，マリヤとマルタと

ともにいらっしゃるイエスを描いたすばら

しい絵がかかっています。1  毎日この絵を

見る度に，女性に課せられた重大なチャ

レンジについて考えます。ヒューズ姉妹

とピングリー姉妹とともに，マリヤとマル

タの話を今大会のテーマとして使うよう

促しを受けました。主はこう教えられま

した。なくてならないものは一つだけで

ある，その良い方を選びなさい。2

今夜は，その良い方を選ぶことについ

てお話しします。

マルタはベタニヤという小さな村に住

んでいました。聖文にはこう記してありま

す。そこでマルタは「イエスを家に迎え入

れた。この女にマリヤという妹がいたが，

主の足もとにすわって，御言
みことば

に聞き入って

いた。」3  マルタとマリヤは，ともに主を愛

していました。そして「イエスは，マルタ

と〔マリヤ〕を愛しておられ〔ました。〕」4実

際，二人と主との間柄は一般的な慣習に

反するものでした。当時の女性は，男性

と福音について話し合うことがほとんど

できなかったからです。

あるとき，マルタは食事の用意をしてい

ました。そして聖文にあるように「接待の

ことで忙がしくて心をとりみだし」ていま

した。5  つまりマルタは，ストレスで押しつ

ぶされそうになっていたのです。

一方マリヤは「主の足もとにすわって，

御言に聞き入って」いました。6  そしてマ

ルタは，手伝ってくれる人がだれもいない

ために，ますます心を乱していきます。よ

くある光景だと思いませんか。マルタは

こう思っていたのではないでしょうか。

「わたしは調理場で汗だくになって働いて

いるのに，どうしてマリヤは座っているの

でしょう。」そこでイエスに向かって言い

ました。「主よ，妹がわたしだけに接待を

させているのを，なんともお思いになりま

せんか。わたしの手伝いをするように妹

におっしゃってください。」7

主の穏やかな言葉は，マルタには意外

だったかもしれません。「マルタよ，マル

タよ，あなたは多くのことに心を配って思

いわずらっている。しかし，無くてならぬ

ものは多くはない。いや，一つだけであ

る。マリヤはその良い方を選んだのだ。

そしてそれは，彼女から取り去ってはな

らないものである。」8

救い主の答えは，何がいちばん大切か

をはっきりと示しています。その晩，マル

タの家では，良い方は台所にはなく，主

の足もとにありました。食事は後回しでも

よかったのです。

マリヤと同じように，わたしも主の足も

とで御言葉
み こ と ば

を聞きたいと切に思います。

同時にマルタのように，何とかして山のよ

うな洗濯物を片付け，依頼されている仕

事を終わらせ，夫に冷めたピザよりもまし

なものを作ってあげなければならないと

思うのです。15人いる孫が，繊細で小さ

な心の中で何を思っているのか，日 ど々ん

な困難に直面しているのかもっと理解し

てあげたいと思っています。けれどもわ

たしには，少しばかり大変な教会の責任

があります。たくさんの時間はありません。

皆さんと同じように，わたしも選択しなけ

ればならないのです。生活における霊的

な面と物質的な面とのバランスを保つた

めに，取り去られてはならない良い方を

だれもが懸命に選んでいます。家庭訪問

と銀行強盗のどちらかを選ぶなら話は簡

単です。しかし，わたしたちに求められて

いる選択は，多くの場合もっと難しいの

です。たくさんの価値あるものから選ば

なければなりません。

マリヤとマルタとは，わたしや皆さんの

ことです。扶助協会の姉妹たち皆のこと

です。二人は主を愛しており，その愛を

示したいと思っていました。このとき，マ

リヤは主の御言葉を聞くことでその愛を

示し，マルタは主に給仕することで愛を示

したのです。

マルタは，自分は正しいことを行ってい

るのだから妹も手伝うべきだと考えてい

ました。

主はマルタとマリヤに代表される二つ

のタイプの女性がいると言われたのでは

ないと思います。イエスはマルタが抱え

ている問題を退けられたのではなく，

その良い方――
愛することを選ぶ
中央扶助協会会長

ボニー・D・パーキン

互いへの愛を増し加えるだけでなく，心から愛してください。

●中央扶助協会集会
2003年9月27日



「『その良い方』を選びなさい」とおっしゃ

ることで意識を別の方に向けられたので

す。では，良い方とは何でしょうか。預言

者リーハイは，「偉大な仲保者に頼り，主

の大いなる戒めに聞き従い，主の御言葉

に忠実であって，主の聖なる御霊
みた ま

の御心
みこころ

に添って永遠の命を選〔ぶ〕」よう教えまし

た。9

なくてならない唯一のこととは，永遠の

命を選ぶことです。人は毎日選択してい

ます。主を求め，主の御声
みこ え

に耳を傾け，

従うとき，わたしたちは主の愛，すなわち

純粋な愛の御腕
みうで

に抱かれるのです。

モルモンはこう教えています。「慈愛は

キリストの純粋な愛であって，とこしえに

続く。」10  それでは，キリストの純粋な愛

について考えてみましょう。この聖句には

どのような意味があるでしょうか。ヨシュ

ア記に答えの一部があります。「慎んで…

…あなたがたの神，主を愛し，……心を

つくし，精神をつくして，主に仕えなさ

い。」11  慈愛とは，互いに仕え，忍耐し，

思いやり，理解することを通して示す，主

に対するわたしたちの愛です。

キリストの純粋な愛についてのもう一

つの意味がエテル書に記されています。

「〔イエス〕は，世のために御自分の命を

捨てるほどこの世を愛〔され〕ました。〔主

は〕再び御自分の命を得て，人の子らの

ための場所を用意するために，御自分の

命を捨てられたのです。〔主〕が人の子ら

に対して抱いておられたこの愛が慈愛で

あることを，わたしは存じています。」12慈

愛とは，主が仕え，堪え忍び，思いやり，

理解することを通して示してくださるわた

したちに対する主の愛なのです。

「キリストの純粋な愛」13 とは，救い主

に対するわたしたちの愛だけではなく，

わたしたちに対する主の愛をも意味して

います。

マリヤとマルタの話には，慈愛の賜物
たまもの

が小さくなっていく様子も表されていま

す。マルタは手伝ってほしいと願いなが

ら，口に出さないまでも「わたしは正しい，

マリヤは間違っている」と明らかにマリ

ヤを裁いています。

わたしたちは互いに裁いていないでし

ょうか。自分の方がよく分かっているつも

りで，人の選択を非難し合ってはいない

でしょうか。しかし実際は，人それぞれの

事情や，その人が受けた霊感などをほと

んど理解していないのです。こういった

ことはないでしょうか。「彼女は勤めに出

ているのよ。」「彼女の息子は伝道に出て

いないんですって。」「あの人は召しを受

けるには年を取りすぎているわ。」「彼女

は独身だからこの召しはだめよ。」このよ

うに人を裁く行為や，そのほかの同様の

行為は，わたしたちから良い方，すなわ

ち，キリストの純粋な愛を取り去っていく

のです。

自分を周りの人と比較するときにも，良

い方を見失います。あの人の髪の方がす

てきだ。わたしの足は太い。彼女の子供

たちはもっと才能がある。彼女はもっと

庭仕事がうまい。姉妹の皆さん，言って

いる意味がお分かりだと思います。本来

の姿ではなく，自分にはないものに目を向

けて自分が不十分だと思ってはいけませ

ん。わたしたちは皆，扶助協会の姉妹な

のです。人の批判やうわさ話をし，人を

裁いていながら，キリストの純粋な愛を

保つことはできません。皆さんには，「マ

ルタよ，マルタよ……」と優しく諭される

主の御声
みこえ

が聞こえるでしょうか。

マービン・J・アシュトン長老は，慈愛に

ついて見事に語っています。「恐らく最も大

いなる慈愛は，互いに親切にし，人を裁

いたり，格付けをしたりせず，相手の言動

を良い方向に受け止め，口を慎むときに

示されるのではないでしょうか。慈愛とは，

人の異なった意見や弱点，欠点を受け入

れ，自分を落胆させた相手に忍耐し，人

が自分の望みどおりに対応してくれなかっ

たために感情を害したとしても，衝動的な

怒りを抑えることです。慈愛とは人の弱点

につけ込むことをせず，自分を傷つけた人

を赦
ゆる

すことです。そして相手の最も良い点

に心を向けることです。」14

慈愛を実践すれば，姉妹一人一人の気
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持ちを理解するようになります。相手の気

持ちが分かると，わたしたちは変わって

いきます。裁くことはなくなり，純粋に愛

するようになるのです。互いへの愛を増

し加えるだけでなく，心から愛してくださ

い。そうすれば「慈愛はいつまでも絶え

ることがない」15 という言葉が確かなもの

となっていきます。

マルタの例と同じように，わたしは心を

乱したり，当惑したりするときに，慈愛を

見失ってしまうことがよくあります。皆さん

はどうでしょうか。

わたしは，慈愛を取り戻す最善の方法

が，重荷を降ろして，純粋に主を愛し，

仕えることであると知りました。どうすれ

ばそれができるのでしょうか。まず，天の

御父にひざまずいて祈ることから一日を

始め，日々聖文を研究して主の御言葉を

聞き，授けられる導きに従うのです。キ

リストへの愛を最優先にするとき，周りの

人をも愛することができます。「わたした

ちが愛し合うのは，神がまずわたしたち

を愛して下さったからである。」16  こうし

て愛は循環していきます。姉妹の皆さん，

「慈愛はいつまでも絶えることがない」の

です。

この召しを受けたときに心から望んだ

のは，教会のすべての姉妹を真心から愛

せるような深い慈愛を持つことでした。

愛を増し加えることにより，皆さんが日々

の生活で主の愛を感じられるよう助けた

いと思ったのです。わたしは，「御父が御

子イエス・キリストに真に従う者すべてに

授けられたこの愛で満たされるように…

…熱意を込めて」御父に祈りました。17

昨年の12月，日曜学校の教師が一つの

提案をしました。什分
じゅうぶん

の一の年末面接の

ときに，福音の原則をどう研究し，生活に

取り入れているか個人的に主に報告する

のです。わたしは慈愛に焦点を当てて学

ばなければならないと強く感じ，さらにそ

の気持ちは聖餐
せいさん

会で確認を受けました。

それは確かに主からの導きでした。

多くの方 と々接する中で，皆さんとその

優しさに心からの，力強い愛を抱くように

なりました。皆さんの支持によって謙遜
けんそん

に

なることができ，仕えたいという気持ちは

深まりました。慈愛を持つことができたの

です。祈りの答えを受けました。召しを

果たす中で味わえた最高の瞬間の一つで

す。きっと進歩することができたのでしょ

う。何人かの子供たちから，最近どうし

てそんなに優しいの，と尋ねられました。

今年の12月には，慈愛を理解し，実践す

るために努力したことを天の御父に報告

することができます。

主は，マリヤとマルタになさったように，

わたしたちにも取り去ってはならない良

い方を示してくださいます。主はキリスト

の純粋な愛である慈愛を授けてください

ます。「慈愛はいつまでも絶えることがな

い」からです。

姉妹の皆さん，なくてならない一つのこ

と，それは日々主に従うことです。ですか

ら，主キリストを選んでください。主の御

言葉を味わい，天の主を信頼することを

選んでください。主の愛を待ち望み，心の

すべてを主にささげることを選択するので

す。そして良い方を選んでください。

これらを，イエス・キリストの御名
み な

によ

って祈ります。アーメン。

注

1. 「マリヤは主の言葉に耳を傾けた」ウォ

ルター・レーン画，教会歴史美術博物館

の厚意により掲載

2. ルカ10；42参照

3．ルカ10：38－39 

4. ヨハネ11：5

5. ルカ10：40

6. ルカ10：39

7. ルカ10：40

8. ルカ10：41－42

9. 2ニーファイ2：28

10. モロナイ7：47

11. ヨシュア22：5，強調付加

12. エテル12：33－34，強調付加

13. モロナイ7：47

14.「舌は鋭い剣となる」『聖徒の道』

1992年7月号，20

15. モロナイ7：46

16. 1ヨハネ4：19

17. モロナイ7：48，強調



107／ 22 00 00 33 年年 11 11 月月 号号

ジャネット・エドワーズ，ユタ州ソルト

レーク・シティー，テンプルスクウェアで

働く宣教師。ニューヨーク州出身

ニューヨークに住んでいたころ，演劇

の世界に浸っていました。9月11日の悲劇

がきっかけで，こんな生活のままではだ

めだと思いました。世俗的なものに夢中

で，イエス・キリストを第一にすることを

忘れていたのです。あの悲劇の日に，人

生最大の決心をしました。主を選んだの

です。主の平安と幸福を。

ガリーナ・ペルシナ，ユタ州ソルトレ

ーク・シティー，テンプルスクウェアで働

く宣教師。ロシア出身

教会に入ったとき，家族からは教会に

誘わないでほしいと言われました。伝道

に出てから母は重い病気になりました。

そして地元ロシアの姉妹たちが，母を大

きな慈愛で包んでくれたのです。姉妹た

ちと一緒にいるとき，母はわたしと同じ

御霊
みた ま

を感じます。わたしをもっと身近に

感じ，キリストの愛を感じるのです。

フローレンス・チャックウラー，中央扶

助協会管理会員。ナイジェリア出身

若いときに，貧困から抜け出し神を熱心

に求めようと決意しました。親や年長者に

従い，勉強にもまじめに取り組むことを決め

ました。また自分の手で熱心に働こうと心に

誓いました。主はわたしの祈りを聞いてくだ

さり，努力に報いてわたしと家族にすばらし

い祝福を下さいました。

ドナ・S・パッカー，ボイド・K・パッカ

ー十二使徒定員会会長代理夫人。母，祖

母，曾祖母。ユタ州出身。

自分の証を得ること。借り物の光で，

日々の試練に立ち向かうことはできませ

ん。また，だれかの霊的な知識にずっと

頼るわけにはいきません。自分で知る必

要があるのです。聖霊だけが，イエスが

生けるキリストであられるという証を心の

奥に結び固める力を持っておられます。

証
あ か し

――
「その良い方を選ぶ」
以下は，「その良い方を選ぶ」という歌の間奏のときに述べられた短い証です。

ジャネット・エドワーズ

ガリーナ・ペルシナ

フローレンス・チャクウラー

ドナ・S・パッカー
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愛
する姉妹の皆さん，時がたつ

のは速いもので，末日聖徒イエ

ス・キリスト教会の扶助協会の

姉妹としてまた集うことができました。こ

れはすばらしいことです。わたしたちは

どのような状況にあっても，祝福された女

性です。主の業を行うと，天の御父と聖

約しました。そしてまさにそのとおりに行

っています。マリヤとマルタのように，主

の足もとに座り，「良い方を選んだ」1  の

です。キリストを選び，扶助協会を選んだ

のです。

わたしたち女性は扶助協会がどういう

ものであるか完全に理解しているでしょ

うか。ジョセフ・スミスはエライザ・R・ス

ノーが書いた規約の原案を読み，最高の

文章であると言いましたが，「それ以上に

よいもの」を思い描きました。預言者ジョ

セフは「姉妹たちを神権の下に神権の形

態に倣
なら

って組織」しました。2そして「鍵
かぎ

を

回し」3  ，「ノーブー女性扶助協会」を設立

しました。そして，教会はこの瞬間に初

めて完全な組織となったと言ったのです。
4姉妹の皆さん，この言葉を理解すること

が肝要です。扶助協会は神により，預言

者を通して，そして神権の権能の力によ

り設立されました。扶助協会が存在する

ことは，教会の組織に必要なことです。

家族をキリストのみもとに連れて行こうと

努力する男性と女性は，それぞれ神権定

員会と扶助協会という組織にあって，とも

に協力し合います。わたしたち女性は，

教会における自分たちの役割が男性の役

割より劣っているなどと決して考えるべ

きではありません。義にかなった女性と

して神権を尊びつつ，女性としての自らの

神聖な召しを担い続ける必要があります。

救い主とともにいるマルタとマリヤの絵

をじっくりと見ているうちに，二人が先輩の

ように思えてきました。そして二人とも

「数々のよい働きや施しをしていた」5  女性

だったのではないかと考えるようになりま

した。この二人をはじめ，キリストの弟子

であった忠実な女性は皆，ともに集い，王

国を築くうえでの自分たちの役割を学んで

いたと想像してみると，うれしくなります。

皆わたしたちと同じく，聖約の女性でした。

キリストに心を尽くして仕えると決意して

いました。扶助協会が組織されたときも，

仕え合い，愛し合い，助け合うという女性

の天与の召しと望みから，扶助協会は発

展していきました。主の業において神権

の儀式や導きが必要なように，わたしたち

の奉仕も必要とされています。

この大切な業を達成するために，わた

したちは聖約の女性，つまり主と神聖な

約束を交わした女性になることを選びま

した。神殿の祝福を受けた女性は，主の

王国を築き上げるために時間と才能を奉

献すると約束しました。この聖約を通し

て，様々な役割を受けて教会で奉仕する

ことができるのです。

わたしは20年前に，ワードで若い女性

の会長に召されました。当時わたしの髪

は茶色く，体は，そうですね，もう少し柔ら

かかったはずです。その後何年もたって，

別のワードで再び同じ召しを受けました。

わたしは自分が再利用してもらえたので，

うれしく思いました。主がわたしを必要と

しておられるのであればどんな責任でも

果たすという，主との聖約を新たにする機

会となりました。しかしこのとき髪はすで

に白髪交じり（と言うより，ほとんど白髪）で，

前かがみでひざを曲げずにつま先に触る

ことがとてもきつく，それくらい体が硬くな

っていました。しかし自分が年を取りすぎ

ているからといって，忠実で聡明
そうめい

で快活な，

すばらしい若い女性たちと交わることの恩

恵をもう受けられないとは思いませんでし

た。こう考えたいと思いました。自分は少

女たちに役立つ知恵を以前よりもう少し蓄

えていて，彼女たちに役立てることができ，

福音に対する証
あかし

もより強まっていると。し

かしこのときもまた，彼女たちがわたしか

ら学んだのと同じくらい，わたしも彼女た

ちから学んだのです。姉妹の輪はあらゆ

る年齢や背景の人を結んでいます。交わ

した聖約によって結びついているのです。

忘れないでください。聖約が無効にな

ることなどありません。人生のどの時期に

あっても仕え合うことができます。最近聞

いた話です。若い母親が壇上に座ってい

たのですが，子供が騒いで困っていました。

ご主人は監督会の責任を受けています。

すると，年配の女性がその子をひざに乗

せ，静かにさせてくれました。このような小

さな行いが神の王国を築くことになるので

す。それがわたしたちの仕事です。そして

それが扶助協会の姉妹としての姿です。

扶助協会会長の責任であれ，初等協会の

教師の責任であれ，あるいは若い女性キ

ャンプ指導者であれ，それぞれが扶助協

主との聖約
中央扶助協会第一副会長

キャスリーン・H・ヒューズ

姉妹の輪はあらゆる年齢や背景の人を結んでいます。交わした聖約によって結び

ついているのです。



会の姉妹として神聖な責任を果たしてい

るのです。年配の隣人の様子を知ろうと

連絡を取ったり，若い母親を励まし助け

たり，ほかの家族のことを祈ったりするとき，

聖約を守っていることになるのです。

最近わたしたち会長会は教会のある指

導者と会いました。その指導者は扶助協

会や神権会が，「姉妹たちまたは兄弟た

ち，今大変なんです。助けてくださいませ

んか」と互いに言える場であってほしい

と話しました。わたしはそのような扶助協

会に出席したことがあります。姉妹たち

が証を述べ，ある姉妹が寂しさを語って

くれた日曜日の朝を，わたしは決して忘れ

ないでしょう。その姉妹はかつて夫に裏

切られ，離婚し，その結果少ない収入で

子供を育てるという経済上の困難を経験

しました。そして子供が巣立った今，孤

独を味わっていたのです。話を聞くうち

に温かい雰囲気に包まれ，強い御霊
みた ま

を感

じました。そして姉妹たちは彼女を囲ん

で，最善のことをしました。つまり愛を示

したのです。その日，扶助協会の部屋は

神聖な場所となっていました。そしてす

べての姉妹にとって理想の扶助協会の部

屋になっていたのです。

すべての姉妹を輪に入れることがとても

大切です。初等協会や若い女性で奉仕し

ている姉妹たちを忘れないようにしましょ

う。彼女たちには，見守ってくれる忠実な

訪問教師が必要であり，よく計画され，参

加しやすい「家庭，家族，個人を豊かにす

る集会」が必要です。扶助協会にはわたし

のように年を重ねてきている人も大勢いま

す。わたしと同世代，または先輩の姉妹の

皆さん，ぜひ「再利用」してもらいましょう。

主は皆さんの働きを必要としておられ，わ

たしたちも皆さんを必要としています。

若い女性から扶助協会に移行すること

が難しいと感じているある若い姉妹を知

っています。とても忠実で信仰も強いので

すが，今は孤独を味わっています。どうし

てそのようなことがあるのでしょうか。もし

まことの姉妹同士であるならば，お互いの

必要を分かり合えるのではないでしょう

か。この青年期には，単に，少女から成人

の女性へと移行するのではなく，姉妹の強

いきずなの中で自然な段階を踏んで移行

すべきです。このような若い女性はワード

の中にたくさんいます。彼女たちを見いだ

し，愛を示し，姉妹の輪の中に連れて来

てください。また，若い姉妹の皆さんにも

申し上げます。輪に加わり，姉妹たちを

知る自分なりの努力をするまでは，扶助

協会がどのようなところか分かったつもり

にならないでください。若い女性から扶助

協会に移ることは，あるクラスから別のク

ラスへと変わることではありません。主に

仕えるうえで，また主の業を行ううえで，よ

り重要な役割を果たす機会となるのです。

姉妹の皆さん，扶助協会は社交クラブ

ではありません。とはいえ，姉妹の輪から

深い友情が生まれるのです。若い女性が
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わたしたちを「日曜日に集まるおばさんたち」

と呼ぶのを耳にしたことがありますが，そう

ではありません。わたしたちには発揮でき

る力があります。その力は神から神の目的

を達成するために与えられたものです。扶

助協会は世界最大の女性の組織です。主

から頂いた知識と霊感をもって地域社会と

接していくなら，わたしたちの知恵や助言

を必要とする世の中を導くうえで貢献する

ことができます。それは，預言者ジョセフが

期待していたことです。そして今日
こんにち

ヒンクレ

ー大管長もそのように期待しています。

責任の大きさに圧倒されるかもしれま

せんが，最近バプテスマを受けたわたし

の孫が，聖約は双方向の約束であること

をすかさず話してくれるでしょう。聖文に

あるように「多く与えられる者からは多く

求められ」6  ることは周知の事実です。し

かしこのことも忘れないでください。多く

を求められる者にはまた，多く与えられ

るのです。神と聖約を交わし，その聖約

を守ると，あらゆることが可能になります。

主の業を行うのに必要なものはすべて与

えられます。

愛する姉妹の皆さん，聖約の女性とし

てキリストに忠実になり，そして主の娘で

あるわたしたちのための主の組織に忠実

になると，今晩再び決心するようにお勧め

します。良い方を選んでください。キリ

ストに従うことを選んでください。扶助協

会を選んでください。イエス・キリストの

御名
み な

によって，アーメン。

注

1 ルカ10：42参照

2 サラ・M・キンボール“Autobiogra-

phy,”Women’s Exponent，1883

年9月1日付，51で引用

3. ジ ョ ー ジ ・ ア ル バ ー ト ・ ス ミ ス

“Address to the Members of the

Relief Society,”Relief Society

Magazine, 1945年12月号, 717

4. “Story of the Organization of the

Relief Society,”Relief Society

Magazine,1919年3月号，129参照

5. 使徒9：36

6. 教義と聖約82：3, 717.
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姉
妹の皆さん，キリストに心をす

べてささげるうえで，選択が任

されているということは実にす

ばらしい教義です。わたしたちは，救い

主であり贖
あがな

い主である御方を心の中心に

据えるか否かを選ぶことができます。イ

エス・キリストの回復された福音を「墨に

よらず生ける神の霊によって書かれ，石

の板にではなく人の心の板に書かれたも

の」1 とすることができます。第一の位に

おいてわたしたちはキリストに従う道を

選びました。この世の生活において毎日

主を選べるという事実は，何と喜ばしい

知らせでしょうか。

世界中のあらゆる国で暮らす聖約の女性

にとって，主を生活の中心とすることは不可

欠です。この「危険な時代」2 にあって，わ

たしたちはどれほど主を必要としているでし

ょうか。主は強さと安全の源です。主は光

であり，命です。主の平安は「人知ではとう

てい測り知ることのできない」ものです。3 わ

たしたち一人一人の救い主であり贖い主

である御方は，手を差し伸べ，「キリストの

もとに来」るよう招いておられます。4  主は，

それぞれに最も適した方法でお招きにな

るのです。姉妹の皆さん，救い主の招きに

応じるとき，人は個人として強められます。

そして義にかなった影響力を通して，周り

の人に祝福をもたらすのです。

女性がキリストを心の中心に据え，自

分の生きる世界の中核とすることを選ぶ

なら，それは主を家庭と家族の中心に招

き入れていることになります。独りでも大

家族でも同じです。どこに住んでいようと，

どのような境遇にあろうと，家庭と家族の

中心である一人一人の女性の心の中に据

えられたものは，家庭環境や家族の精神

に反映されるのです。

割り当てを受けて日本を訪れたとき，あ

る指導者が自宅へ招待してくれました。

わたしたちはこの機会を非常に光栄に思

うと同時に，奥さんはソルトレーク・シテ

ィーからの突然の来客をどのように受け

それゆえに，あなた
がたは主キリストを
選びなさい
中央扶助協会第二副会長

アン・C・ピングリー

女性がキリストを心の中心に据え……ることを選ぶなら，それは主を家庭と家族

の中心に招き入れていることになります。



止めるだろうかと気になりました。この指

導者は，自宅へ向かう途中で家に電話を

かけましたが，急な客を迎える準備の時

間は15分しかないように思われました。

玄関に入って靴を脱ぎ，若く，穏やかな

口調の扶助協会の姉妹に温かく迎えられ

たその瞬間から，秩序と平安と愛の御霊
みた ま

を感じました。幼い子供たちは遊び道具

を持って急いで2階へ上がって行きました。

8人家族のうち7人がともに暮らすこの家

で，家族が最も大切にしているものは何か，

はっきりしていました。主への信仰を表す

ものが至る所にあったのです。救い主の

絵が壁にかけられ，目につく場所に家族の

写真と神殿の絵が飾られています。棚に

は使い込まれた聖典と教会のビデオが整

然と並べてありました。「御霊の実〔である〕

……愛，喜び，平和，……慈愛，善意，忠

実」5  がこの家に宿っているようでした。

様々な年齢の子供たちがこの小さな部屋

に集まる様子を思い浮かべてみました。

両親を中心に座卓の周りに座り，「キリス

トのことを話し，キリストのことを喜び，キ

リストのことを説教し，キリストのことを預

言し，また，どこに罪の赦
ゆる

しを求めればよ

いかを，〔彼らの子供たち〕に知らせるた

めに」6  集まっているのです。ジェフリー・

R・ホランド長老が投げかけた質問に，こ

の家の子供たちがどう答えるかが分かり

ました。「わたしたちが心の底から神を愛

していることを〔子供たちは〕知っているで

しょうか。〔わたしたちが〕神の独り子の

御顔
みか お

を拝し，その足もとに伏したいと切望

していることを知っているでしょうか。」7 こ

れらの質問に対して，この日本の家庭では

「もちろん知っています！」と子供たちが声

高に答えることでしょう。

キリストを心の中心に据えることを選

ぶということは，毎日の生活の中でキリス

トのような行いを実践するだけでなく，家

族にも同様に行うよう教えるという選択

をしていることになります。愛する姉妹の

皆さん，すでにお気づきのように，キリス

トのような行いを実践する日常生活の中

でこそ，わたしたちは最も大きな試練に

直面するのです。

ある母親は，家族の中で悔い改めの過

程について教えるために最善を尽くしまし

た。そして，5歳になる息子がお菓子を盗

んでしまったとき，母親は息子を店まで連

れて行き，悔い改めの原則を自分に当て

はめることができるよう助けたのです。そ

れは少年にとって決して忘れられない出

来事となりました。少年は自分の行動に責

任を取らなければならないことを，経験を

通して学んだのです。恐れを抱きつつ，

少年は盗んだお菓子を返し，店主に謝り

ました。そして決してこのようなことを繰り

返さないと約束したのです。少年がその

約束を今も守っていることをうれしく思い

ます。なぜならわたしがその母親であり，

少年はわたしの息子だからです。

このような出来事はどの家庭にも起こ

り得ます。愛する子供や孫，おいやめい

に福音がしっかり根付くよう，熱心に働き

かけている場合でもそうです。「イエス様

のように」8  なるためには，訓練が必要な

のです。やがてはそれが習慣となります。

キリストを心の中心に据えることを選ぶ

なら，主を心の中心に置くよう周りの人に

説き勧めるときに，様々な方法で助けが

与えられます。時として，十分な進歩を

遂げていないように感じることがあります

が，そのような失意の日に，わたしは救い

主の慰めの言葉を思い出します。「善を行

うことに疲れ果ててはならない。あなた

がたは一つの大いなる業の基を据えつつ

あるからである。」9

良い方を選び，導きと助けを求めて

日々祈ることで救い主を生活の中心に置

くとき，神は「力と知恵」を与えてください

ます。10  家族を強められる霊的な洞察力

が与えられるのです。3人の幼い子供の
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父親であるダグは突然職を失いました。

失業保険とわずかな貯金，それに親類か

らの援助で家族を養わなければなりませ

ん。夫婦で臨時の仕事に就き，家計を補

いながら，妻のローリはできるだけ事態

を肯定的にとらえるよう努めました。二人

は祈り，聖文を読み，神殿に参入し，

什分
じゅうぶん

の一を納め，すべての正しいことを

続けました。履歴書を何枚も準備し応募

を続けたにもかかわらず，面接の機会は

わずかで，就職の可能性はほとんどあり

ませんでした。

職探しが6か月を過ぎたある日，ローリ

は母親に電話をしました。涙混じりの，多

少怒りのこもった声で，ローリはこう言い

ました。「天のお父様がわたしたちの祈り

を聞いてくださっているとは思えないの。

これ以上祈ることなんてできないわ。祈

ってもどうにもならないのよ。」

電話で話すうちに，ローリの母親は霊

感を受けました。そして何を伝え，どのよ

うに対処したらよいのか知ったのです。

母親は証
あかし

を述べ，娘がすでに知っている

ことを思い起こさせました。「ローリ，あな

たは知っているはずよ。天のお父様があ

なたを愛しておられ，あなたの必要とし

ているものをよく御存じだということを知

っているでしょう。時には待つことも必要

なのよ。精錬される御方の火によって清

められているのかもね。わたしには分か

らないけれど，一つだけはっきりしてい

ることがあるの。今すぐ寝室に行ってひ

ざまずいて祈らなければならないわ。慰

めと平安を求めて主に祈るのよ。ダグの

仕事はきっと見つかるわ。だけど少し時

間がかかるかもしれないわね。あなたた

ちのことを愛し，祈り，支えている人たち

のことを忘れないでね。あなたは今も大

きな祝福を受けているのよ。」

ひざまずいて祈り，主に心を向けたとき，

ローリは思いが変化したことに気づきまし

た。救い主の愛を自分自身の生活の中に

招き入れ，家庭の中にももたらしたのです。

愛する姉妹の皆さん，わたしは生活の

中でしばしば主の愛を感じてきました。物

事がうまくいく日もあれば，目の前の試練に

立ち向かうことができないと感じた日もあ

りました。しかし，どんなときでも主に助け

を求めてきました。主がいつでもともにい

てくださることを証します。主の憐
あわ

れみ深

い愛の御腕
みう で

が，わたしにも皆さんにも差し

伸べられているのです。イエス・キリスト

が強さの源であられることを心から証しま

す。キリストはわたしの希望です。また，

救い主であり贖い主です。皆さんとともに

わたしは宣言します。「わたしとわたしの

家とは共に主に仕えます。」11  イエス・キリ

ストの御名
み な

によって，アーメン。

注

1. 2コリント3：3

2. ゴードン・B・ヒンクレー「わたしたち

が生きている時代」『リアホナ』2002

年1月号，83

3. ピリピ4：7

4. オムナイ1：26

5. ガラテヤ5：22

6. 2ニーファイ25：26

7. 「子供たちのための祈り」『リアホナ』

2003年5月号，87

8. 「イエス様のように」『子供の歌集』

40－41

9. 教義と聖約64：33

10. アルマ31：35

11. ヨシュア24：15，強調付加



あ
る人がこう言いました。「女性に

は親切にしなさい。女性は，全

人口の半分を占めており，残り

半分の人たちの母親なのだから。」

愛する姉妹の皆さん，いつも良い方を

選んでいるすばらしい女性である皆さ

ん，皆さんの働きに心から感謝していま

す。その影響力はあらゆるところに及ん

でいます。

皆さんの多くは母親であり，その務め

を果たすだけで，時間がすっかり埋まっ

てしまいます。

また，これまでもこれからも，夫にとって

同僚であり，文字どおり最良の友人です。

皆さんは主婦でもあります。大したこ

とではないと思われるかもしれません

が，家をいつも清潔にし，整頓
せいとん

するのは

大変な仕事です。

皆さんは買い物係も務めます。家族の

食物が十分あるように気を配り，家族の

ためにきちんとした服をいつも準備し，

家を切り盛りするのに必要なものをすべ

て買いそろえる。これがどれほど重い責

任か，わたしは年を取るまで，まったく気

づきませんでした。

看護師もします。家族を襲うあらゆる

病気に関して，皆さんは最初に知らされ

る人であり，最初に助けの手を伸べる人

です。重病の場合，不眠不休で傍らに付

き添い，慰め，励まし，仕え，祈ります。

家族のお抱え運転手にもなります。新

聞配達をする子供を乗せて運転して回

り，また，運動会やワードの野外活動など，

忙しいスケジュールに合わせて車であち

らこちらへと連れて行ってあげています。

数え上げればきりがありません。わた

しの子供は，もう皆大きくなってしまいま

した。60代の子供もいます。子供たちか

らの電話にわたしが出ると，いつも「お父

さん，元気にしてる？」と尋ねてくれます。

しかし，その質問に答える間もなく，「お

母さんいる？」と尋ねてくるのが常です。

ヒンクレー姉妹は人生のあらゆる面で

子供たちの力となってきました。子供た

ちは生まれたときから彼女を信頼し，妻

はいつもその信頼に愛と導き，教えをも

ってこたえ，子供たちの人生にあらゆる

方法で祝福をもたらしてきました。

すでに母親となった孫もいます。その

孫たちがわたしたちに会いに来ますが，

そのようなときに，母親となった孫たちの

忍耐，子供をなだめ，泣きやませる能力，

少なくともわたしの目には無数とも映る事

柄を処理する能力に驚嘆しています。

彼女たちは車を運転し，コンピューター

を操作し，子供の活動に出席し，料理や

縫い物をし，教会でレッスンをし，お話の

責任を果たしています。

孫娘の夫たちに会うと，わたしは次の

ような言葉を投げかけたくなります。「目を

覚まし，重荷を分かち合ってあげてくださ

い。妻の働きに心から感謝していますか。

妻が一体どれほどの仕事をしているか知

っていますか。妻を褒めることがありま

すか。妻に感謝の言葉を伝えています

か。」

愛する女性の皆さん，わたしは皆さん

に感謝しています。皆さんの人格と働き

に感謝しています。天の祝福が皆さんの

うえに注がれますように。祈りがこたえら

れ，希望や夢が実現しますように。

皆さんは教会で実に献身的に奉仕して

います。ほんとうに大きな責任と感じて

いることでしょう。実際にそうです。しか

し，すべての責任を果たす人には大きな

報いが与えられます。

自分は不出来だと感じている人がたく

さんいます。うまくできない，自分なりに

ありとあらゆる努力を払っても十分では

ないと感じている人がいるのです。

しかし，人は皆そのように感じるものな

のです。わたしも今晩こうして話しなが

ら，同じように感じています。皆さんを高

め，鼓舞し，たたえ，感謝し，皆さんの心

に少しでも喜びをもたらすことができるよ

うに願い，祈っているのです。

人は皆，自分のやっていることに自信が

持てず，もっとうまくできればいいのにと

思いがちです。しかし，残念ながら，わた

したちは気づいていません。行いの結果

というものは，見えないことがよくあるの

です。

何年も前にアメリカ東部のあるステー

ク大会に出席したときのことです。帰りの

飛行機の中で，わたしは大失敗だったと

感じました。だれの心も動かすことがで

きなかったと思ったのです。自分の至ら

なさを感じ，惨めな思いにさいなまれま

した。

それから数年後，カリフォルニアで別の

大会に出席しました。集会が終わると，

一人の男性がわたしのところに来てこう

教会の女性たちへ
大管長

ゴードン・B・ヒンクレー

皆さんの人格と働きに感謝しています。天の祝福が皆さんのうえに注がれますよ

うに。
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言いました。「何年か前に，どこそこの大

会に出席されたでしょう。」

「ええ，出席しましたよ。そのときのこ

とはよく覚えています。」

その男性はこう続けました。「あなたの

話は感動的でした。あの集会にわたしは

単なる興味本位で出席しました。実を言

うとまったく関心がありませんでした。も

う少しで教会を離れるところだったので

す。ただ，十二使徒が訪問するという発

表があったので，行くことにしただけだっ

たのです。

あのときの話が考えるきっかけとなりま

した。あなたの言葉がわたしの心に触れ，

いつまでも残り，行動に駆り立ててくれた

のです。わたしは生き方を変えることに

しました。生活態度をがらりと変えること

にしたのです。わたしは今ここカリフォル

ニアに住んでいます。やりがいのある仕

事にも恵まれており，そのことに感謝して

います。良い父親，良い夫でありたいと

願っています。それから今，ワードで副監

督として奉仕しています。これまでの人

生で今ほど幸せなときはありません。」

わたしはその男性に感謝の言葉を伝

え，別れた後，首を振りながらこう独り言

を言いました。「分からないものだ。自分

が人の役に立っているかどうか，そして，

どれほど大きな影響を与えているか，ほ

んとうに分からないものだ。」

さて，愛する姉妹の皆さん，皆さんに

も同じことが言えます。皆さんは最善を

尽くしています。その努力が自分と人に

良い結果を招いているのです。挫折
ざせ つ

感を

抱いて自分を責めるのはやめましょう。

ひざまずいて主の祝福を願い求めてくだ

さい。立ち上がって自分に求められてい

ることを行ってください。その後はすべて

を主の御手
み て

にゆだねてください。そうす

るときに，自分はとても貴重なことを成し

遂げたのだということに気づくでしょう。

今わたしはきわめて多種多様な方々に

向けて話をしています。中にはまだ学生

である若い女性や，すでに働いている若

い女性もいます。独身の皆さんは，非の

打ち所のない男性を見つけたいと望んで

います。しかし，わたしはまだそのような

完璧
かんぺき

な男性に出会ったことがありません。

理想を高く設定するのは良いのですが，

高すぎてまったく到達できないということ

がないようにしてください。大切なのはそ

の男性が自分を愛してくれる人物かどう

か，自分を尊
とうと

び，敬い，決して裏切らず，

自由に意見を述べたり，才能を伸ばした

りさせてくれる人物かどうかということで

す。完全になることはなくても，親切で思

いやりがあり，仕事をして生計を立てる

方法を知り，正直で信仰あふれる男性な

らば，あなたは結婚相手に関して誤りを

犯すことはなく，計り知れない幸福を得る

ことでしょう。

残念ながら，この現世で結婚しない人

もいるでしょう。そのような境遇を経験す

ることになる人が時々います。しかし，そ

うなったとしても，自分の境遇を悲しんで

生涯を過ごすようなことがあってはなりま

せん。世の中が皆さんの才能を必要とし

ています。皆さんの貢献を必要としてい

ます。教会が皆さんの信仰を必要として

います。皆さんの力強い助けの手を必要

としているのです。人生は，自分が失敗と

思わないかぎり決して失敗ではありませ

ん。皆さんの助けの手，愛にあふれるほ

ほえみ，優しい思いやりを必要としている

人が大勢いるのです。ほんとうに有能で，

魅力的で，美しいのに，愛する人に巡り

会えない女性がたくさんいます。その理

由はわたしにも分かりませんが，一つ言

えること，それは全能の神の計画，わたし

たちが神の幸福の計画と呼ぶ永遠の計画

において，機会と報いは求める人に将来

必ず与えられるものだということです。

次に，小さな子供のいる若い女性の皆

さん，皆さんは途方もなく大きなチャレン

ジを担っています。経済的に恵まれない

ということも多々あるでしょう。しかし，

そのような中にあっても，倹約し，貯蓄し

なければなりません。支出には知恵を用

い，注意を払わなければなりません。強

い信仰を持ち，雄々しく，勇敢であり，目

に喜びをたたえ，心に愛を抱きつつ前進

しなければなりません。愛する若い母親

の皆さん，皆さんは何と祝福されている

ことでしょうか。永遠に皆さんのものとな

る子供がいるのです。主の宮で結び固め

を受け，皆さんの家族が御父の王国にお

いて永遠の家族となるよう祈っています。

皆さんが力を与えられ，それによって

重責を担い，あらゆる義務を果たし，善

良で信仰と思いやりにあふれる夫と寄り

添って人生を歩んでいくことができますよ

うに。また夫とともに，子供たちを正義と

真理のうちに養い育てることができますよ

うに。将来所有するほかの何ものよりも，

将来手にするこの世の何ものよりも，子供

たちへの愛は価値あるものです。わたし

の愛する，心から愛する若い母親の皆さ

ん，神が皆さんを祝福されますように。

さて，いまだ年老いたとは言えない年

齢の女性の皆さん。皆さんは人生の最も

すばらしい季節を迎えています。皆さん

の子供たちは10代です。ひょっとしたら，

そのうち一人か二人は結婚しています。

伝道に出ている子供もいて，その召しを

支えるために経済的な犠牲を払っていま

す。子供たちの成功と幸福を望み，祈っ

ています。そのような愛する女性の皆さ

んに，少し特別な助言をさせてください。

それは「御恵
みめ ぐ

み数え上げ，主の業数え

みよ」という助言です。永遠にわたって高

額の住宅ローンを返済し続けなければな

らないような，広大な邸宅は必要ありませ

ん。必要なのは，心地よく楽しい愛の宿

る家です。ある人がこう言いました。「愛

する人たちのために食事を準備している

善良な女性の姿ほど美しいものはない。」

どちらを選んで行うかよく考えてくださ

い。家庭の外で働くことによって得られる

ぜいたくの中には，必要のないものもあ

るのです。子供が学校から帰宅したとき

に家で母親が待っていることがどれほど

大切かよく考えてください。

母親の皆さん，娘たちを大切にし，近

くにいてください。その話に耳を傾け，話

し相手になってください。愚かなことをせ

ず，正しいことを行うように導いてくださ

い。気持ちのよい，慎み深い服装をする

よう見守ってください。世の中に蔓延
まんえん

して

いる恐ろしい悪から守ってください。また，

息子たちを愛と助言によって育ててくだ

さい。個人的な清さや品のよい服装の大



切さを教えてください。だらしない格好
かっこう

は

だらしない行為につながります。自制心

を身に付けさせてください。ふさわしい

宣教師として教会のために奉仕できるよ

うに助けてください。

なすべき仕事を与え，働くことを学ば

せてください。倹約を心がけるように教え

てください。労働と倹約は繁栄につなが

ります。夜11時以降に，真の意味での良

いことは決して起こらないということを教

えてください。子供たちを甘やかさない

でください。伝道に出ると，子供たちは

親から見ればつらい環境で生活しなけれ

ばならなくなるのです。心配せず，励まし

てください。

子供たちの心に，教育に対する望みを

燃え立たせてあげてください。教育が人

生で成功を収めるための鍵
かぎ

だからです。

それと同時にデビッド・O・マッケイ大管

長のよく語った「いかなる成功も家庭の

失敗を償うことはできない」1 という原則

を教えてください。

では次に，夫に見捨てられたり，先立

たれたりしたために，大きな重荷を負い

ながらも，独りで子供を育てている皆さ

んにお話しします。皆さんは耐え難いほ

どの重荷を背負っています。よく忍耐して

ください。主の祝福を求めてください。

家庭やそのほかの事柄に関して得られる

神権定員会の援助に感謝してください。

隠れた所で静かに祈り，必要なときには

涙があふれるに任せてください。でも，子

供たちや人の前では笑顔を絶やさないよ

うにしましょう。

さて，おばあさんと呼ばれる年代の親

愛なる皆さん，夫を亡くした年輩の皆さ

ん，年輩で寄る辺のない女性の皆さん，

皆さんは実に麗しいです。わたしが愛す

る妻に見とれているうちに，妻はもうすぐ

92歳になろうとしています。髪は白く，体

は年のせいで曲がっています。

わたしは妻の片方の手を握り，見詰め

ます。かつてはほんとうに美しく，引き締

まっていて，透き通るような美しい手でし

た。その手も今はしわが寄り，少し骨張

っていて，張りもあまりありません。しか

し，愛と貞節と信仰，そして何十年もの

歳月にわたって続いた勤労を物語ってい

ます。妻の記憶力は昔ほどよくありません。

半世紀前に起こったことは覚えていても，

半時間前に起こったことは忘れているこ

とがあります。わたしも同じです。

しかし，わたしは妻に心から感謝して

います。66年間，わたしたちは手に手を

取って，愛し合い，励まし合い，感謝し合

い，尊敬し合いながら，歩みを共にして

きました。やがて二人のうちのどちらか

が幕のかなたに旅立つことでしょう。残

された方もすぐに天に召されるようにと

願っています。わたしは，一人残された

場合，どうやって生きていけばよいか分

かりません。それは来世でも同じことで

す。妻もわたしなしではやっていけない

と思ってくれていればと願っています。

扶助協会の愛する友人の皆さん，皆さ

んがどのような環境にあっても，どこに住

んでいても，天の窓が開かれ，皆さんの

うえに祝福が注がれますように。愛し合

う気持ちを胸に抱きながら生活できます

ように。大きな重荷を背負っている人々

を力づけるために手を差し伸べられます

ように。世の中に，とりわけ皆さんの家庭

と皆さんの子供たちの生活に，光と美を

もたらすことができますように。

わたしが生きているのと同じように確

かに，永遠の父なる神は生きておられ，

わたしたちを愛してくださっています。わ

たしが生きているのと同じように確かに，

イエスはキリストであり，神の不死不滅の

御子，贖
あがな

い主であられます。福音は真実

です。そして日々の生活の中に天国を築

こうとするかぎり，天は近くにあるものな

のです。

皆さんは末日聖徒イエス・キリスト教会

の扶助協会に属しています。この組織に

匹敵する組織はほかに存在しません。誇

りをもって歩みを進めてください。頭を上

げてください。勤勉に働いてください。教

会から求められることは何でも実行して

ください。信仰をもって祈ってください。

皆さんは自分たちがどれほど多くの良い

影響力を及ぼしているか分からないかも

しれません。しかし，皆さんの働きかけ

によって生活の中で祝福を得る人がいる

のです。皆さんが聖なる御霊
みた ま

の慰めと報

いを豊かに受けられますように，イエス・

キリストの聖なる御名
み な

によって祈ります。

アーメン。

注

1. J・E・マッカロック，Home: The

Savior of Civilization（1924年）, 42。

Conference Report, 1935年4月,

116で引用
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116

み
なさんは，今回

こんかい

はどんな大会
たいかい

だ

ったか覚
おぼ

えていますか。何
なに

を

学
まな

びましたか。教会
きょうかい

の指導者
しどうしゃ

の言葉
こと ば

を生活
せいかつ

に取
と

り入
い

れるためのアイデ

アをごしょうかいしましょう。

大管長
だいかんちょう

ゴードン・B・ヒ

ンクレー――「わたした

ちのわこうど，この時代
じだ い

の

はえある青少年
せいしょうねん

に申
もう

し上
あ

げます。どうか忠実
ちゅうじつ

であ

ってください。信仰
しんこう

からはなれないでくだ

さい。正
ただ

しいと知
し

っていることは，ぜった

いにゆずらないでください。……

……自分
じぶ ん

の標準
ひょうじゅん

に従
したが

って生活
せいかつ

してくだ

さい。主
しゅ

の導
みちび

きと守
まも

りをいのり求
もと

めてくだ

さい。主
しゅ

はみなさんを決
けっ

し

て一人
ひと り

にはされず，

なぐさめ，支
ささ

えてく

ださるでしょう。」

82ページから始
はじ

まるお話
はなし

の中
なか

のこの

勧告
かんこく

について話
はな

し合
あ

ってください。その後
あと

，

『神
かみ

への信仰
しんこう

』の裏表紙
うらびょうし

に書
か

かれている「わたしの福音
ふくいん

の標準
ひょうじゅん

」を読
よ

みましょう。そして，今
いま

自
じ

分
ぶん

がどのようにして標
ひょう

準
じゅん

に従
したが

って生活
せいかつ

しているかについて両
りょう

親
しん

と話
はな

し合
あ

って

ください。

第一
だいいち

副管長
ふくかんちょう

トーマス・

S・モンソン――「我
わ

が家
や

の末
すえ

っ子
こ

のクラークが12

才
さい

の誕生日
たんじょうび

をむかえよう

としていたころのことで

す。むすこと二人
ふた り

で教会
きょうかい

執務
しつ む

ビルを出
で

よ

うとしたとき，ハロルド・B・リー大
だい

管長
かんちょう

が

近
ちか

づいて来
き

て，あいさつをしました。クラ

ークはもうすぐ12才
さい

になります，とわたし

が言
い

うと，リー大管長
だいかんちょう

はむすこの方
ほう

を見
み

て，こうたずねました。『12才
さい

になったら，

どんなことが起
お

きるのかな。』

……クラークはためらうことなく，リー

大管長
だいかんちょう

にこう言
い

いました。『ぼ

くは執事
しつじ

に聖任
せいにん

されます。』

その答
こた

えはまさに，リー大管長
だいかんちょう

の求
もと

めていた答
こた

えでした。そし

て，大管長
だいかんちょう

はむすこに次
つぎ

のよう

なアドバイスをしてくれました。

『覚
おぼ

えておくんだよ。神権
しんけん

を持
も

つ

ということは，偉大
いだ い

な祝福
しゅくふく

なのだ

からね。』」

56ページから始
はじ

まるお話
はなし

を開
ひら

き，モ

ンソン副管長
ふくかんちょう

が執事
しつじ

だったときにワード

の会員
かいいん

に対
たい

して行
おこな

った奉仕
ほうし

についての

話
はなし

を読
よ

んでください。そして，近所
きんじょ

の

人
ひと

や，ワード，支部
し ぶ

の会員
かいいん

に奉仕
ほうし

する方
ほう

法
ほう

について話
はな

し合
あ

いましょう。

第二
だいに

副管長
ふくかんちょう

ジェーム

ズ・E・ファウスト――

「ある冬
ふゆ

のこと，祖父
そ ふ

はア

イダホ州
しゅう

へと旅
たび

に出
で

かけ

ましたが，そこで貧
まず

しさに

苦
くる

しむ友達
ともだち

に会
あ

いました。その日
ひ

は寒
さむ

か

ったにもかかわらず，友達
ともだち

はコートを持
も

っ

ていませんでした。祖父
そ ふ

は自分
じぶ ん

のコート

をぬぐと，友達
ともだち

にあげました。

……自分
じぶ ん

のほんとうの姿
すがた

を知
し

るきっか

けとして，先祖
せん ぞ

についての知識
ちし き

をもっと深
ふか

めてください。」

53ページから始
はじ

まるお話
はなし

の中
なか

のいく

つかの物語
ものがたり

について考
かんが

えてみてくださ

い。両親
りょうしん

に先祖
せんぞ

の一人
ひとり

についてのとって

おきの話
はなし

をしてくれるようにお願
ねが

いして

みましょう。その話
はなし

を書
か

き留
と

めておくと

よいでしょう。

十二使徒定員会会長代理
じゅうにしとていいんかいかいちょうだいり

ボイド・K・パッカー――

「少年
しょうねん

ジョセフが聖
せい

なる

森
もり

でひざまずいたときに

受
う

けた最初
さいしょ

の示
じ

現
げん

を思
おも

い

出
だ

してください。ジョセフはたちまち深
ふか

い

やみに取
と

り囲
かこ

まれ，目
め

に見
み

えない世界
せか い

か

ら来
き

た敵
てき

の力
ちから

にとらえられました。そこ

でみなさんがするように神
かみ

に呼
よ

び求
もと

める

と，悪魔
あくま

の力
ちから

から解放
かいほう

されたのです。

いのりには大
おお

きな力
ちから

があります。神
かみ

の

むすこやむすめであるみなさんは，ジョ

セフがしたように強
つよ

さを求
もと

めてイエス・キ

リストのみ名
な

によって神
かみ

にいのることがで

きます。」

24ページから始
はじ

まるお話
はなし

の中
なか

にある

ジョセフのこの物語
ものがたり

について話
はな

し合
あ

って

ください。その後
あと

で，聖
せい

なる森
もり

でジョセ

フ・スミスが経験
けいけん

したほかの事柄
ことがら

につい

て話
はな

してください。ジョセフ・スミス歴
れき

指導者
し ど う し ゃ

の言葉
こ と ば

子供
こども

たちと家族
かぞく

のためのアイデア

「
最
初
の
示
現
」
ゲ
ー
リ
ー
・
L
・
カ
ッ
プ
画
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物語
ものがたり

を読
よ

んで，人
ひと

にも伝
つた

えましょう

家庭
か て い

の夕
ゆう

べを手伝
て つ だ

ったり，初等協会
しょとうきょうかい

のお話
はなし

を準備
じゅんび

したりすることがありますか。

そんなとき，次
つぎ

に挙
あ

げるページから始
はじ

まる大会
たいかい

のお話
はなし

を読
よ

んでみてください。みん

なに伝
つた

えられる話
はなし

やしょうかいできる教
おし

えが，きっと見
み

つかりますよ。

118

史
し

第
だい

1章
しょう

15節
せつ

から20節
せつ

を見
み

ましょう。

十二
じゅうに

使徒
し と

定員会
ていいんかい

ラッ

セル・M・ネルソン――

「8才
さい

ほどのある男
おとこ

の子
こ

の

信仰
しんこう

を考
かんが

えてみてくださ

い。この男
おとこ

の子
こ

は急性
きゅうせい

虫垂炎
ちゅうすいえん

で緊急
きんきゅう

に手術
しゅじゅつ

を受
う

けることになり

ました。手術台
しゅじゅつだい

に横
よこ

たわると，お医者
いし ゃ

さ

んを見上
み あ

げてこう言
い

いました。『先生
せんせい

，手
しゅ

術
じゅつ

を始
はじ

める前
まえ

に，ぼくのためにいのって

くれませんか。』

お医者
い し ゃ

さんはおどろいて少年
しょうねん

を見
み

つ

め，言
い

いました。『何
なん

だって。いのるなん

てできないよ。』」

44ページから始
はじ

まるこのお話
はなし

を読
よ

んで，この男
おとこ

の子
こ

はそれからどうした

か調
しら

べてください。それから，あなた

のいのりがこたえられたときのことに

ついて考
かんが

えてみてください。あなたの

経験
けいけん

を家族
かぞく

に伝
つた

えてもいいですね。

七十人
しちじゅうにん

シェルドン・

F・チャイルド――「神
かみ

が預言者
よげんしゃ

を送
おく

るほどわ

たしたちを愛
あい

してくださ

るのであれば，わたし

たちも預言者
よげんしゃ

に従
したが

って神
かみ

に愛
あい

を伝
つた

える

必要
ひつよう

があります。預言者
よげんしゃ

に従
したが

うなら，人生
じんせい

のあらしから身
み

を守
まも

ることができ，キリス

トに導
みちび

かれるのです。」

8ページから始
はじ

まるお話
はなし

を読
よ

んでくだ

さい。そして，ヒンクレー大管長
だいかんちょう

が大会
たいかい

で与
あた

えた言葉
ことば

に従
したが

う方法
ほうほう

を書
か

き出
だ

してみ

ましょう。

中央初等協会第一副会長
ちゅうおうしょとうきょうかいだいいちふくかいちょう

シドニー・S・レイノルズ

――「救
すく

い主
ぬし

はわたした

ち一人一人
ひと り ひ と り

のために命
いのち

を

ささげてくださいました。

主
しゅ

はわたしたちの喜
よろこ

びや悲
かな

しみを御存
ごぞ ん

じ

です。わたしの名前
なま え

もみなさんの名前
なま え

も

知
し

っておられます。」

76ページから始
はじ

まるお話
はなし

を読
よ

んでく

ださい。イエス・キリストがあなたの名
な

前
まえ

や，あなたの喜
よろこ

びや悲
かな

しみを御存
ごぞん

じだ

ということは，どのようにして分かりま

すか。イエス・キリ

ストを愛
あい

している

ことを示
しめ

す方法
ほうほう

について話
はな

し合
あ

ってください。

神殿
しんでん

すいせん状
じょう

を受
う

けるナイジェリアの

聖徒
せいと

たちのお話
はなし

，13

病気
びょうき

の赤
あか

ちゃんを祝福
しゅくふく

するズウィック

長
ちょう

老
ろう

のお話
はなし

，34

子供
こども

の手
て

にキスをする両親
りょうしん

のお話
はなし

，

34

目
め

の見
み

えないマラソンランナー

のお話
はなし

，34

神権
しんけん

の祝福
しゅくふく

を受
う

けたがらなかっ

た男
おとこ

の子
こ

のお話
はなし

，50

おこって家出
いえで

をした若者
わかもの

のお

話
はなし

，56

年
とし

を取
と

った夫婦
ふうふ

を訪問
ほうもん

し

たモンソン副
ふく

管長
かんちょう

のお

話
はなし

，56

昔
むかし

の日曜学校
にちようがっこう

の先生
せんせい

を訪問
ほうもん

したモンソン

副管長
ふくかんちょう

のお話
はなし

，67

日本
にほん

に来
き

たとき，ポルト

ガル語
ご

であかししたクレッ

グ姉妹
しまい

のお話
はなし

，76

人生
じんせい

をやり直
なお

したホーム

レスの男
おとこ

の人
ひと

のお話
はなし

，78

ヘイト長老
ちょうろう

の模範
もはん

を覚
おぼ

え

ていた男
おとこ

の人
ひと

のお話
はなし

，95

大平原
だいへいげん

をわたった，

お父
とう

さんもお母
かあ

さん

もいない女
おんな

の子
こ

のお

話
はなし

，53

什分
じゅうぶん

の一
いち

を納
おさ

める

ために婚約
こんやく

指輪
ゆ び わ

を売
う

った家族
か ぞ く

のお話
はなし

，76

絵
／
ゲ
ー
リ
ー
・
L
・
カ
ッ
プ



毎月の第4日曜日のメルキゼデ

ク神権者と扶助協会の集会

は，「わたしたちの時代のための

教え」を学ぶ時間となっています。

大管長会は毎年，これらの集会で

使用するために，10のテーマを指

定の資料とともに決定します。以

下は2004年度のためのテーマと

資料です。残り2回分のテーマは，

ステーク会長会または地方部長会

によって選定されます。

第4日曜日の話し合いは，定員

会またはグループのメンバーの必

要と状況に合わせて，指定の資

料の一つ，または二つを中心にし

て行うとよいでしょう。教師は必

ずしもすべての資料を使用する必

要はありません。指導者と教師は，

この時間に講義や発表よりむし

ろ，話し合いを行うよう努めてくだ

さい。また，定員会またはクラス

のメンバーが話し合った福音の

原則を実践するよう鼓舞していく

にはどうしたらよいか，検討してく

ださい。定員会やグループでの

話し合いを準備し，導くための提

案は，『教師，その大いなる召し』

（36123 300）と『教師ガイドブック』

（34595 300）に掲載されています。

1. 家族は創造主の計画の中心を成す

出エジプト20：12；マラキ4：6；

モーサヤ27：14；教義と聖約93：

36－40；モーセ5：4－5，9－12

ゴードン・B・ヒンクレー｢家庭の

夕べ」『リアホナ』2003年3月号，

2－5

ジェームズ・E・ファウスト｢家庭

の夕べによって生活を豊かにす

る｣『リアホナ』2003年6月号，2－6

ボイド・K・パッカー「齢
よわい

を重ね

た男女」『リアホナ』2003年5月号，

82－84

L・トム・ペリー｢家族の大切さ｣

『リアホナ』2003年5月号，40－43

「家族は永遠に」『福音の原則』

第36章

2. 感謝をささげる

ルカ17：11－19；モーサヤ26：

38－39；アルマ37：37；教義と聖

約78：19；98：1－3

デビッド・B・ヘイト｢清められた

のは，10人ではなかったか｣『リア

ホナ』2002年11月号，24－26

ダリン・H・オークス「すべてに

ついて感謝をささげる」『リアホ

ナ』2003年5月号，95－98

「感謝」『若人の強さのために』

｢感謝の心｣『末日聖徒の女性B』

第35課

3. 主のぶどう園で働く

マタイ16：24－26；ヨハネ12：

26；1ニーファイ3：7；モーサヤ

2：17；4：27；教義と聖約123：17

トーマス・S・モンソン「任命さ

れた職にしっかりと立つ」『リアホ

ナ』2003年5月号，54－57

ジェフリー・R・ホランド「奉仕

の召し」『リアホナ』2002年11月号，

36－38

ヘンリー・B・アイリング「神から

の召し」『リアホナ』2002年11月号，

75－78

｢犠牲｣『福音の原則』第26章，

「奉仕」『福音の原則』第28章

4. 精神面および物質面での自立

マラキ3：8－10；マタイ6：5－

13；アルマ37：37；教義と聖約

88：119

ゴードン・B・ヒンクレー「神権を

持つ男性たちへ」『リアホナ』

2002年11月号，56－59

ラッセル・M・ネルソン「祈りが

もたらす穏やかな力」『リアホナ』

2003年5月号，7－9

ロバート・D・ヘイルズ「什分
じゅうぶん

の

一――永遠の祝福を伴う信仰の

試し」『リアホナ』2002年11月号,

26－29

「労働と個人の責任」『福音の原

則』第27章

5. 神権を通してもたらされる祝福

教義と聖約13；27：12；107：

39；110：11－16；128：20；ジョセ

フ・スミス―歴史1：68－74

ボイド・K・パッカー｢ステーク祝

福師」『リアホナ』2002年11月号，

42－45

L・トム・ペリー「神から召され」

『リアホナ』2002年11月号，7－10

デビッド・B・ヘイト「神権者とし

て一歩ずつ成長する」『リアホナ』

2003年5月号，43－45

｢神権｣『福音の原則』第13章，

｢神権組織｣『福音の原則』第14章

6. 不確かな時代に信仰を行使する

ヘブル11；ヤコブの手紙1：3－

6；ヒラマン12：1；エテル12：6；

教義と聖約6：20；59：21

ゴードン・B・ヒンクレー｢戦争と

平和｣『リアホナ』2003年5月号，

78－81

ジョセフ・B・ワースリン｢地上に

信仰が見られるであろうか｣『リア

ホナ』2002年11月号，82－85

リチャード・G・スコット「不確か

で困難な時代に支えとなる信仰

の力」『リアホナ』2003年5月号，

75－78

ロバート・D・ヘイルズ「苦難の

中で信仰により得る平安と喜び」

『リアホナ』2003年5月号，15－18

「イエス・キリストを信じる信仰」

『福音の原則』第18章，｢従順｣『福

音の原則』第35章

7. 子供たちを教える

エレミヤ31：15－16；ルカ15：

11－32；ヨハネ1：43；3ニーファイ

17：11－24；教義と聖約68：25，28

トーマス・S・モンソン「倣
なら

うべ

き模範」『リアホナ』2002年11月号，

60－67

ジェームズ・E・ファウスト「荒野
あれ の

にさまよう一つの羊」『リアホナ』

2003年5月号，61－68

ジェフリー・R・ホランド「子供

たちのための祈り」『リアホナ』

2003年5月号，85－87

「家族の責任」『福音の原則』第

37章

8. 伝道活動を成功させる

ヨハネ21：15－17；1ヨハネ4：

18－19；モーサヤ28：3；教義と聖

約4：5；88：81

ダリン・H・オークス「み旨
むね

のま

ま行
ゆ

かん」『リアホナ』2002年11月

号，67－70

M・ラッセル・バラード「会員伝

道のきわめて重要な役割」『リア

ホナ』2003年5月号，37－40

わたしたちの時代のための教え，
2004年度
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以下は『アロン神権2』第1課

から第25課のレッスンを補

足するための参考資料であり，同

レッスンに代わるものではありま

せん。教えるうえでのその他の提

案については，『リアホナ』通常

号の「『リアホナ』の活用法」のペ

ージをご参照ください。

レッスンはテキストに掲載され

ている順番に教えてください。教

師用手引きには，復活祭のため

の特別なレッスンは掲載されてい

ません。復活祭のための特別な

レッスンを教えたい場合は，救い

主の生涯と使命に焦点を絞った

大会説教や教会機関誌の記事，

賛美歌を活用することを検討して

みてください。

第1課――人の本質

トーマス・S・モンソン「主の灯

台――教会の青少年へのメッセー

ジ」『リアホナ』2001年5月号，2－7

N・エルドン・タナー「『今日』と

いう日に」『リアホナ』2003年3月号，

26－29

ダリン・H・オークス「主の望ま

れる者となるというチャレンジ」

『リアホナ』2001年1月号，40－43

第2課――天父について知る

ゴードン･B・ヒンクレー「みなさ

んは神の子です」『リアホナ』2003

年5月号，117－119

ジェームズ・E･ファウスト「唯一

の，まことの神でいますあなたと，

イエス･キリストとを知る」『リアホ

ナ』1999年2月号，2－6

シドニー・S・レイノルズ「いつで

も，どこにいても天父にいのるこ

とができます」『リアホナ』2003年

5月号，113－114

第3課――イエス・キリストを信じ

る信仰

「生けるキリスト――使徒たち

の証
あかし

」『リアホナ』2000年4月号，

2－3

ジョセフ・B・ワースリン「地上に

信仰が見られるであろうか」『リア

ホナ』2002年11月号，82－85

「イエス・キリストへの信仰」『リ

アホナ』2002年3月号，42－43

第4課――聖霊との交わり

ジェームズ・E･ファウスト「聖
きよ

き

御霊
みた ま

との交わり」『リアホナ』2002

年3月号，2－7

ケネス・ジョンソン「聖なる御霊

の勧めに従う」『リアホナ』2002年

11月号，89－91

マーガレット・D・ナドール「慰め

主，導きを与え，証
あかし

される御方」

『リアホナ』2001年7月号，109－111

第5課――自由意志

ジェス・L・クリステンセン「死す

べき状態を生じた選択」『リアホ

ナ』2002年8月号，38－41

シャロン・G･ラーセン「祝福で

あり重荷でもある選択の自由」『リ

アホナ』2000年1月号，12－14

「奴隷にならないで」『リアホナ』

2003年2月号，33

第6課――キリストのような奉仕

ジェームズ・E･ファウスト「何の

得になるんだ」『リアホナ』2002年

11月号，19－22

L・トム・ペリー「仕えることを学ぶ」

『リアホナ』2002年5月号，10－19

「役立つ者となりましょう」『リア

ホナ』2001年3月号，24

第7課――家族の永遠の重要性

ラッセル・M・ネルソン「あなた

の家を整えなさい」『リアホナ』

2002年1月号，80－83

スコット・ビーン「家族について

の本音」『リアホナ』2003年3月号，

30－31

「最大の幸福」『リアホナ』2003

年6月号，26－29

第8課――霊性

ダグラス・L･カリスター「神の御

霊を求める」『リアホナ』2001年1

月号，38－39

シャロン・G･ラーセン「聖なる場

所に立つ」『リアホナ』2002年7月

号，103－105

「現世での葛藤
かっとう

」『リアホナ』

2001年9月号，30－31

第9課――悔い改めとイエス・キ

リストの贖
あがな

い

リチャード・G･スコット「重荷か

ら解放される」『リアホナ』2002年

11月号，86－88

ジェイ・E･ジェンセン「どのよう

に悔い改めたらよいか知っていま

すか？」『リアホナ』2002年4月号，

14－17

スペンサー・V･ジョーンズ「罪

の放つ悪臭を消し去る」『リアホ

ナ』2003年5月号，88－89

「どうしたら赦
ゆる

されたかどうか分

かるでしょうか」『リアホナ』1999

年11月号，26－28

第10課――聖典を研究する

ボイド・K・パッカー「モルモン

書――イエス・キリストについての

もう一つの証」『リアホナ』2002年

1月号，71－74

ラニ・リックス「100の質問」『リ

アホナ』2001年9月号，8－9

「聖文研究のための提案」『リア

ホナ』2001年9月号，29

第11課――サタンと誘惑

ゴードン・B・ヒンクレー「実生活

の中のゴリアテに打ち勝つ」『リ

アホナ』2002年2月号，2－6

ボイド・K・パッカー「霊の『わに』」

『リアホナ』2002年10月号，8－11

デビッド・E・ソレンセン「毒蛇と

戯れてはならない」『リアホナ』

2001年7月号，48－50

リチャード・C・エッジリー「サタ

ンのスナイプ袋」『リアホナ』2001

『アロン神権2』用リソースガイド
2004年度の第1課－第25課用。今後のリソースガイドは，『リ
アホナ』5月号および11月号に掲載されます。多くの言語では，
www.lds.org にアクセスすれば，『リアホナ』をインターネット上
で閲覧することができます。

M・ラッセル・バラード「最高の

宣教師を輩出する時代に生きる

若者たち」『リアホナ』2002年11月

号，46－49

ヘンリー・B・アイリング｢子供お

よび弟子として｣ 『リアホナ』

2003年5月号，29－32

「伝道活動」『福音の原則』第33

章

9. 聖餐
せいさん

と聖餐会

このテーマは，10月から12月の

第4日曜日に教えるよう勧められて

います。

マタイ26：26－29；3ニーファイ

18：1－12；モロナイ4，5；教義と

聖約59：9－14

ゴードン・B・ヒンクレー「神権を

持つ男性たちへ」『リアホナ』

2002年11月号，56－59

ラッセル・M・ネルソン「聖餐会

での礼拝」（仮題）『リアホナ』

2004年8月号

ダリン・H・オークス「生活の中

の福音」『リアホナ』2002年7月号，

36－39

ダリン・H・オークス「キリストの

特別な証人」『リアホナ』2001年4

月号，14

「聖餐」『福音の原則』第23章

10. キリストの弟子となる

マタイ11：28－30；ガラテヤ

6：8；アルマ38：8－9；教義と聖約

64：34；101：36－38

トーマス・S・モンソン「静まれ，

黙れ」『リアホナ』2002年11月号，

53－56

ジェームズ・E・ファウスト「内な

る自己を強くする」『リアホナ』

2003年2月号，2－7

ニール・Ａ・マックスウェル｢霊の

命……を心にかけなさい｣『リア

ホナ』2003年5月号，68－70

リチャード・G・スコット｢重荷か

ら解放される｣『リアホナ』2002年

11月号，86－88

「悔い改め」『福音の原則』第19

章，｢才能を伸ばす」『福音の原則』

第34章
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年1月号，52－53

第12課――祈り

ジェームズ・E・ファウスト「祈り

という命綱」『リアホナ』2002年7

月号，62－69

ヘンリー・B・アイリング「祈り」

『リアホナ』2002年1月号，16－19

ジョエル・B・マカリオラ「３セン

ターボ」『リアホナ』2002年6月号，

20－21

第13課――断食

ジョセフ・B・ワースリン「断食の

律法」『リアホナ』2001年7月号，

88－91

タイス・マルティンス・レアル「実

行すべきこと」『リアホナ』2002年2

月号，32－33

ブリガダ・アコスタ・デ・ペレス

「断食の祝福」『リアホナ』1999年

10月号，46－48

第14課――神への従順

ヒュー・B・ブラウン「すぐりの木」

『リアホナ』2002年3月号，22－24

ロバート・D・ヘイルズ「名誉の

帰還」『リアホナ』2001年11月号，

10－15

H・ロス・ワークマン「つぶやき

に注意する」『リアホナ』2002年1

月号，98－100

第15課――聖約を守ることによる

昇栄

トーマス・S・モンソン「昇栄へ

の招き」『聖徒の道』1993年9月号，

2－7

デニス・B・ノイエンシュワンダー

「儀式と聖約」『リアホナ』2001年

11月号，16－23

ボニー・D・パーキン「聖い心で」

『リアホナ』2002年11月号，103－

105

第16課――什分
じゅうぶん

の一と捧
ささ

げ物

ロバート・D・ヘイルズ「什分の

一――永遠の祝福を伴う信仰の

試し」『リアホナ』2002年11月号，

26－29

アール・C・ティンギー「什分の

一の律法」『リアホナ』2002年7月

号，10－12

ジェニファー・M・セべリーノ

「什分の一を納める」『リアホナ』

2002年12月号，46

第17課――祝福師の祝福

ボイド・K・パッカー「ステーク祝

福師」『リアホナ』2002年11月号，

42－45

リチャード・P・リンゼー「祝福師

の祝福に添って人生を計画する」

『聖徒の道』1991年8月号，18－21

「どうすれば祝福師の祝福に備

えることができますか」『リアホナ』

2001年8月号，22－24

第18課――アロン神権における

教師の義務

トーマス・S・モンソン「神権の力」

『リアホナ』2000年1月号，58－61

セシル・O・サミュエルソン・ジ

ュニア「神への務め」『リアホナ』

2002年1月号，47－49

H・デビッド・バートン「まさにそ

のとおりです」『リアホナ』2003年5

月号，48－50

第19課――へりくだる心と悔いる

精神

エズラ・タフト・ベンソン「大いな

る改心」『聖徒の道』1990年3月号，

2－7

スペンサー・J・コンディー「絶え

ず善を行う性質」『リアホナ』2001

年6月号，14－21

ミッシェル・トーリー「締め出さ

れて」『リアホナ』2003年7月号，

22－24

ジェームズ・E・ファウスト「伝道

に出る前に息子に知ってほしいこ

と」『聖徒の道』1996年7月号，

47－50

M・ラッセル・バラード「最高の

宣教師を輩出する時代に生きる

若者たち」『リアホナ』2002年11月

号，46－49

ダリル・H・ガーン「伝道の業に

備える」『リアホナ』2003年5月号，

46－48

第24課――労働のもたらす祝福

ジョセフ・B・ワースリン「人生と

いう旅の中で学んだ教訓」『リア

ホナ』2001年5月号，34－43

W・ロルフ・カー「ふつつかな僕」

『リアホナ』2003年10月号，26－29

キース・B・マクマリン「シオンに

来たれよ！」『リアホナ』2002年11

月号，94－96

第25課――自制心のもたらす高潔

ジェームズ・E・ファウスト「内な

る敵」『リアホナ』2001年1月号，

54－57

ニール・A・マックスウェル「清く

あるべき理由」『リアホナ』2003年

3月号，6－12

ジェフリー・R・ホランド「個人の

清さ」『リアホナ』2000年10月号，

40－43

「前方に危険あり！ ポルノグラ

フィーの落とし穴を避ける」『リア

ホナ』2002年10月号，12－17

第20課――聖餐
せいさん

の執行

ゴードン・B・ヒンクレー「われと

同じ業に働く僕
しもべ

らよ」『聖徒の道』

1989年5月号，2－6

ピーター・B・ガードナー「言葉

以上に」『リアホナ』2002年2月号，

28－29

ウェイン・B・リン「聖餐のパスは

卒業？」『リアホナ』2001年5月号，

8－9

第21課――メルキゼデク神権へ

の備え

ロバート・D・ヘイルズ「神への

務めを果たす」『リアホナ』2002年

1月号，43－46

ジェフリー・R・ホランド「『あな

たがたは身を清めなさい』」『リア

ホナ』2001年1月号，46－49

ヘンリー・B・アイリング「『わた

しと一緒に目をさましていなさ

い』」『リアホナ』2001年7月号，

44－47

第22課――家庭における族長制度

ジェフリー・R・ホランド「父親ら

の手で」『リアホナ』1999年7月号，

16－19

F・メルビン・ハモンド「お父さ

ん，起きていますか？」『リアホナ』

2002年11月号，97－99

ローズマリー・デップ「わたしの

父親たち」『リアホナ』2003年6月

号，22－24

第23課――伝道の実用的な備え
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以下は『若い女性2』第1課か

ら第25課のレッスンを補足

するための参考資料であり，同レ

ッスンに代わるものではありませ

ん。教えるうえでのその他の提案

については，『リアホナ』通常号

の「『リアホナ』の活用法」のペー

ジをご参照ください。

レッスンはテキストに掲載され

ている順番に教えてください。教

師用手引きには，復活祭のため

の特別なレッスンは掲載されてい

ません。復活祭のための特別な

レッスンを教えたい場合は，救い

主の生涯と使命に焦点を絞った

大会説教や教会機関誌の記事，

賛美歌を活用することを検討して

みてください。

第1課――イエス・キリストに近づく

「キリストの特別な証人」『リア

ホナ』2001年4月号，2－24

ゴードン・B・ヒンクレー「神の御

子についての証」『リアホナ』2002

年12月号，2－5

ジェフリー・R・ホランド「『彼ら

を最後まで愛し通された』」『リア

ホナ』2002年9月号，10－13

「あなたの手の届くところに」

『リアホナ』2003年4月号，24

第2課――御霊の賜物
たまもの

ジョセフ・B・ワースリン「言い尽

くせない賜物」『リアホナ』2003年

5月号，26－29

キャロル・B・トーマス「霊性と言

う才能を伸ばす」『リアホナ』2001

年7月号，106－108

クローフォード・ゲイツ「創造力

と末日聖徒」『聖徒の道』1987年5

月号，45－49

第3課――神の王国の建設

L・トム・ペリー「聖徒の共同体

を築く」『リアホナ』2001年7月号，

41－44

リチャード・J・メインズ「教会を

築き上げる」『リアホナ』2003年9

月号，36－39

グレン・L・ペイス「本当は幸せ

じゃないんだよね」『聖徒の道』

1988年1月号，43－44

キース・B・マクマリン「シオンに

来たれよ！」『リアホナ』2002年11

月号，94－96

第4課――戒めを守ることは，女

性としての神聖な役割を果たす

助けとなる

ゴードン・B・ヒンクレー「理想の

女性となるには」『リアホナ』2001

年7月号，112－115

M・ラッセル・バラード「義にか

なった女性たち」『リアホナ』2002

年12月号，34－43

マーガレット・D・ナドール「たい

まつを高く掲げる」『リアホナ』

2002年7月号，108－110

第5課――家庭環境

ラッセル・M・ネルソン「あなた

の家を整えなさい」『リアホナ』

2002年1月号，80－83

デニス・B・ノイエンシュワンダー

「聖なる場所」『リアホナ』2003年5

月号，71－72

スーザン・W・タナー「『わたし

はあなたに話したでしょうか…

…』」『リアホナ』2003年5月号，

73－75

第6課――家事を分担する

「家族会議――バラード長老夫

妻との対談」『リアホナ』2003年6

月号，12－17

ジェフリー・R・ホランド「奉仕の

召し」『リアホナ』2002年11月号，

36－38

第7課――愛と一致をもって生活

する

スーザン・W・タナー「『わたし

はあなたに話したでしょうか…

…』」『リアホナ』2003年5月号，

73－75

アン・C・ピングリー「慈愛――家

族単位，家庭単位による行為」『リ

アホナ』2002年11月号，108－110

キャロル・B・トーマス「家庭と家

族を強める」『リアホナ』2002年7

月号，105－107

第8課――コミュニケーションの

技術を向上させる

H・ロス・ワークマン「つぶやき

に注意する」『リアホナ』2002年1

月号，98－100

ゲール・M・クレッグ「愛の言葉」

『リアホナ』2002年7月号，74－76

クリスティ・マクレーン「真の友

になる方法」『リアホナ』2003年3

月号，13

第9課――家庭に平和をつくり出

す人

ゴードン・B・ヒンクレー「より善

い人になりましょう」『リアホナ』

2002年11月号，99－100

トーマス・S・モンソン「隠れた

くさび」『リアホナ』2002年7月号，

19－22

M・ラッセル・バラード「王国に

かかわる平和をもたらす事柄」『リ

アホナ』2002年7月号，98－101

第10課――神権――大いなる祝福

ブレンダ・ウィリアムズ「最低，最

悪の日」『リアホナ』2002年9月号，

22－24

ブランドン・J・ミラー「祝福が必

要です」『リアホナ』2001年9月号，

42－44

「神権指導者を支持する」『リア

『若い女性2』用リソースガイド
2004年度の第1課－第25課用。今後のリソースガイドは，『リ
アホナ』5月号および11月号に掲載されます。多くの言語では，
www.lds.org にアクセスすれば，『リアホナ』をインターネット上
で閲覧することができます。
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ホナ』2002年10月号，25

第11課――監督に感謝する

ボイド・K・パッカー「監督と副

監督」『リアホナ』1999年7月号，

71－74

ローズマリー・デップ「わたしの

父親たち」『リアホナ』2003年6月

号，22－24

「主の犠牲に感謝する」『リアホ

ナ』2001年6月号，26－27

第12課――父親の祝福

ブレンダ・ウィリアムズ「最低，最

悪の日」『リアホナ』2002年9月号，

22－24

マリベル・エレラ・チャコーン

「信仰の力」『リアホナ』2002年3月

号，36－38

「イエス・キリストへの信仰」『リ

アホナく』2002年3月号，42－43

第13課――祝福師の祝福

ボイド・K・パッカー「ステーク祝

福師」『リアホナ』2002年11月号，

42－45

リチャード・P・リンゼー「祝福

師の祝福に添って人生を計画す

る」『聖徒の道』1991年8月号，

18－21

「どうすれば祝福師の祝福に備

えることができますか」『リアホナ』

2001年8月号，22－24

第14課――神殿の祝福

ジェームズ・E・ファウスト「『主

の山に登るべき者はだれか』」『リ

アホナ』2001年8月号，2－5

ラッセル・M・ネルソン「神殿の

祝福を受けるための個人の備え」

『リアホナ』2001年7月号，37－40

クリステン・ウィンミル・サウスウ

ィック「誕生日の神殿旅行」『リア

ホナ』2003年2月号，8－11

サリー・デフォード「神の宮」『リ

アホナ』2002年12月号，20－21

第15課――神殿結婚

スペンサー・W・キンボール「結

婚によって一つとなる」『リアホナ』

2002年10月号，36－41

ララ・バンガーター「わたしの夢

見る人」『リアホナ』2002年2月号，

46－47

レベッカ・アームストロング，エリ

ッサ・レネー・マドセン「永遠よりさ

らに3日」『リアホナ』2001年8月号，

6－7

第16課――日記

スペンサー・W・キンボール「永

世にわたる記録」『聖徒の道』

1977年6月号，300－301

デニス・B・ノイエンシュワンダー

「永遠の家族のきずなを結ぶ橋」

『リアホナ』1999年7月号，99－101

「神殿・家族歴史活動を通じ

て，家族の一致を築く」『リアホナ』

2001年9月号，25

第17課――家族の記録を作成する

ラケル・ペドラサ・デ・ブロシオ

「パブロおじいさんを探して」『リ

アホナ』2003年9月号，30－31

ボビー・モーガン「葉書きによる

探求」『リアホナ』2002年6月号，

45－46

マドレン・クルツ「『見つけまし

た！』」『リアホナ』2002年3月号，41

ルース・ドーセット「隠された本」

『リアホナ』2001年11月号，42－43

第18課――正しい伝統

ボイド・K・パッカー「齢
よわい

を重ね

た男女」『リアホナ』2003年5月号，

82－84

ドナルド・L・ホールストロム「義

にかなった伝統を育てる」『リア

ホナ』2001年1月号，34－35

第19課――教える準備

ダリン・H・オークス「福音を分

かち合う」『リアホナ』2002年1月

号，7－10

ダリン・H・オークス「霊を養う」

『リアホナ』2001年8月号，10－19

リチャード・G・スコット「強い証

の持つ力」『リアホナ』2002年1月

号，100－103

第20課――福音を分かち合う

ダリン・H・オークス「福音を分

かち合う」『リアホナ』2002年1月

号，7－10

ステファニア・ポスティグリオー

ネ「愛をもって」『リアホナ』2003年

9月号，22－23

スコット・ビーン「家族について

の本音」『リアホナ』2003年3月号，

30－31

ラニ・リックス「100の質問」『リ

アホナ』2001年9月号，8－9

第22課――主のみこころを伺う

ジェームズ・E・ファウスト「祈り

という命綱」『リアホナ』2002年7

月号，62－69

ヘンリー・B・アイリング「祈り」

『リアホナ』2002年1月号，16－19

ジョエル・B・マカリオラ「３セン

ターボ」『リアホナ』2002年6月号，

20－21

第23課――断食は祝福をもたらす

ジョセフ・B・ワースリン「断食の

律法」『リアホナ』2001年7月号，

88－91

タイス・マルティンス・レアル「実

行すべきこと」『リアホナ』2002年2

月号，32－33

「断食と祈りによって霊性を高

める」『リアホナ』2001年6月号，25

第24課――日々 の生活の中の啓示

ジェームズ・E・ファウスト「聖き

御霊との交わり」『リアホナ』2002

年3月号，2－7

リチャード・G・スコット「知識と

強さを得て，賢明に用いる」『リア

ホナ』2002年8月号，12－19

ロバート・R・ストイアー「学ぶ力

を持つ」『リアホナ』2002年7月号，

34－36

「自分の考えや思いと，聖霊が

お与えになる霊感を見分けるに

は，どうしたらよいのでしょうか」

『リアホナ』2003年4月号，44－46

第25課――犠牲の律法

ジェームズ・E・ファウスト「何の

得になるんだ」『リアホナ』2002年

11月号，19－22

M・ラッセル・バラード「犠牲の

律法」『リアホナ』2002年3月号，

10－20

ロバート・K・デレンバック「天の

恵みのいけにえ」『リアホナ』2002

年11月号，33－35

キャロル・B・トーマス「犠牲――

永遠の投資」『リアホナ』2001年7

月号，77－79
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第
173回半期総大会土

曜の午後の部会で，

何人かの中央幹部

と地域幹部七十人が解任とな

り，4人の地域幹部七十人が新

たに支持を受けた。また，中

央若い男性会長会の異動も発

表された。

3人の七十人第一定員会会

員が名誉中央幹部の称号を受

け，中央幹部としての専任の

奉仕の職から解任された。ソ

ルトレーク・シティーのカンフ

ァレンスセンターおよび世界中

の集会所に集まった教会員

は，アンヘル・アブレア長老，

ウィリアム・R・ブラッドフォー

ド長老，クリー・L・コッフォー

ド長老の長年にわたる教会へ

の奉仕に対して，感謝の意を

表した。

3人の長老が七十人第二定

員会会員の召しから解任とな

り，会員たちは彼らのこれまで

の奉仕に対する感謝を挙手に

よって示した。解任されたの

は，デュエイン・B・ジェラード

長老，J・ケント・ジョリー長老，

D・リー・トブラー長老である。

また，大会の前にすでに召

しが発表されていた次の4人

の新しい地域幹部七十人が，

今大会で支持を受けた。ドミ

ニカ共和国サントドミンゴ出身

のホセ・A・カストロ，インド・

ニューデリー出身のウィリア

ム・K・ジャクソン，ユタ州サン

ディ出身のポール・V・ジョン

ソン，ユタ州ハイランド出身の

ジェイ・L・シタードの各長老で

ある。

17人の地域幹部七十人が解

任となった（解任された地域幹

部七十人全員の名前は，本誌

23ページの「教会役員の支持」

に掲載されている。）

中央若い男性会長会の異動

も発表された。七十人のグレ

ン・L・ペイス長老，スペンサ

ー・J・コンディー長老がそれぞ

れ第一副会長，第二副会長の

召しから解任となった。代わ

って，七十人のリン・G・ロビン

ズ長老が第一副会長として，

同じく七十人のドナルド・L・

ホールストロム長老が第二副

会長として支持された。中央

若い男性会長は，引き続き七

十人のF・メルビン・ハモンド

長老が務める。

土曜午前の部会でゴード

ン・B・ヒンクレー大管長は，デ

ビッド・B・ヘイト長老を説教

壇に招いた。ヒンクレー大管長

は会衆に，ヘイト長老は現在

97歳で「この神権時代が始ま

って以来，どの使徒よりも長く

生きています」と語った。ヘイ

ト長老は会衆に手を振ると，

最近患っている病気のため，

壇上から退き，以降の部会へ

の出席は見送った。

土曜午前の部会でヒンクレ

ー大管長は教会の発展につい

て触れ，全世界の聖徒に向け

てこう語った。「現在，合衆国

とカナダの全州には力を備え

た会員たちがいます。メキシ

コの全州，中央アメリカの各国，

南アメリカの各国にも同じよう

中央補助組織会長会

会長
Ｆ・メルビン・ハモンド

第一副会長
リン・G・ロビンズ

第二副会長
ドナルド・L・ホールストロム

会長
メリル・Ｊ・ベイトマン

第一副会長
ジョン・Ｈ・グローバーグ

第二副会長
バル・R・クリステンセン

会長
ボニー・Ｄ・パーキン

第一副会長
キャスリーン・Ｈ・ヒューズ

第二副会長
アン・Ｃ・ピングリー

会長
スーザン・W・タナー

第一副会長
ジュリー・B・ベック

第二副会長
イレイン・S・ダルトン

会長
コリーン・Ｋ・メンラブ

第一副会長
シドニー・Ｓ・レイノルズ

第二副会長
ゲール・Ｍ・クレッグ

日曜学校

扶助協会

若い女性

初等協会

若い男性

会員たち，教会役員の異動を支持する。
指導者たち，この世的な影響力に
雄 し々く反対する

チャーチ・ニュース
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に力を備えた会員たちがいま

す。オーストラリア，ニュージ

ーランド，太平洋諸島にも力を

備えた聖徒たちがいます。教

会は東洋の国々でもしっかり

と根を下ろしています。西ヨ

ーロッパのすべての国，東ヨー

ロッパのほとんどの国で十分

に定着しており，アフリカでも

しっかりとした基盤ができて

います。」

ヒンクレー大管長はこう続け

た。「そしてこれは始まりにす

ぎません。まだほんの少し表

面をなでたにすぎないので

す。……この業に国境はあり

ません。主の御心
みこころ

のままにこ

の業は続くのです。」

ヒンクレー大管長は，伝道活

動，人道支援活動（本ページの

関連記事参照），永代教育基金

など，御業
みわ ざ

の幾つかの面につ

いて現状を伝え，次のように

述べた。

「今日
こんにち

まで，教会はラテンア

メリカ，アジア，アフリカ，その

他の地域において，若い男女

約1万人への融資を実施して

きました。……現在までに，約

600人の若い男女が訓練を終

えています。……この事業が

順調に進んでおり，経験を重

ねながら発展していると報告

でき，うれしく思います。」

ヒンクレー大管長と複数の

指導者はまた，世の標準を退

けるよう語るとともに，教会の

標準は決して変わらないこと

を，大会出席者に思い起こさ

せた。

「もろもろの国民の旗，世の

光となることこそ，この教会の

使命であると，わたしは信じ，

証
あかし

します。」ヒンクレー大管長

は日曜午前の説教でそう語っ

た。「周囲はその取り組みを阻

止しようとする様々な力であ

ふれています。この世の影響

力は絶えず押し寄せて来ます。

あらゆる方面から，ここにも少

し，そこにも少し，決意を緩め，

抵抗をやめるようにという圧力

が感じられます。……断固と

した態度で立たなければなり

ません。世に抵抗しなければ

なりません。そうするなら，全

能者がわたしたちの強さとな

り，守りとなり，導きと啓示を

与えてくださるでしょう。」

十二使徒定員会会長代理の

ボイド・K・パッカー長老も，教

会が決して標準を変えないこ

とについて強調した。「世の中

の標準からどれほど懸け離れ

ても，嘲笑
ちょうしょう

されても，多くの人

が誘惑に負けても，わたした

ちは屈しません。誘惑には負

けないのです。」パッカー長老

は，土曜午後の部会でそう話

した。

十二使徒定員会のM・ラッ

セル・バラード長老は，土曜午

前の部会で，聖徒たちに行動

を起こすよう呼びかけ，時代の

流れに対して確固とした態度

を維持するよう励ました。「世

界中の同じ問題意識を持つ

人々とともに声を上げる必要

があります。有害なメディアの

スポンサーに，『もうたくさんで

す』と言う必要があります。前

向きな，人を高める番組や作

品を支持しなければなりませ

ん。」バラード長老はさらにこ

う述べた。「兄弟姉妹の皆さん，

利用されないでください。操

られないでください。伝統的

な家族観を侮辱する番組を支

援しないでください。」◆

中央幹部と聖歌隊が，世界各地の会員とともに教会指導者への支持を示した。

教会，アフリカをはしかから守るために，
300万ドルと支援物資を送る
教会機関誌 リサ・アン・ジャクソン

世
界のある地域では

ほとんど根絶されて

いる一方で，別の地

域では今でも子供の命を奪っ

ている病気がある。そのよう

な病気から子供たちを守るた

めに，教会はアフリカの何百

万という子供たちにはしかの

予防接種を施す活動に加わっ

ている。教会役員は，2003年9

月17日，ワシントンD.C.で開か

れた式典でこの支援活動につ

いて発表した。

経済援助や現地での補助的

支援を行うために，教会は今

後3年間にわたって300万ドル

の資金援助を約束した。また，

アフリカにおけるはしかの流

行を食い止める目的で，地元

のボランティアや施設をミーズ

ルズ・イニシアチブ（Measles

Initiative）〔訳注――アメリカ

赤十字社による，はしか撲滅

のための支援機関〕に提供す

る予定である。

ワクチンの費用が子供一人

につき1ドルもかからないた

め，ゴードン・B・ヒンクレー大

管長は，2003年10月に開かれ

た総大会土曜午前の部会でこ

う語った。「教会の寄付金だけ

で300万人の子供たちにワクチ

ンを投与することができます。

何とすばらしいことでしょう。」

ミーズルズ・イニシアチブで

は，5年間でアフリカの2億人

の子供たちにワクチン接種を

行う。はしかはアフリカにおい

て，失明の主要な原因であり，

第一の死因でもある。しかし，

これらはワクチン接種で防ぐ

ことができるのである。ミーズ

ルズ・イニシアチブは，推定

120万人をはしかによる死から

救うことになる。

ミーズルズ・イニシアチブの

活動には，国際赤十字，赤新

月社，影響国の政府は言うま
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でもなく，アメリカ赤十字社，

国連基金，疾病管理予防セン

ター，国連児童基金，世界保

健機関，汎米保健機構も関与

している。

「末日聖徒イエス・キリスト

教会は，世界的規模での苦し

みに終止符を打つという重大

な決意を再び示したのです。」

最初の寄付金を受け取ったア

メリカ赤十字社の会長兼最高

責任者であるマーシャ・J・エ

バンズはこう語った。「深い感

謝の気持ちを言葉で言い表す

ことはできません。」

マーシャ・エバンズは，教会

がアメリカ赤十字社とともに広

範に及ぶ救援活動に取り組ん

できたことも指摘した。その中

には，赤十字のその他の活動

を支援するためにここ数年間

で寄付された200万ドル，また6

月にザンビアで行ったワクチン

運動への援助も含まれている。

「わたしたちは喜んで赤十字

に協力します。」管理監督会の

H・デビッド・バートン監督は

『デゼレトニューズ』（Deseret

News）にこう語った。「これま

で実施された数多くのプロジ

ェクトに関しても同様のことを

行ってきました。これからも赤

十字とともに働きたいと願って

います。」

ヒンクレー大管長は総大会土

曜午前の部会の説教で，はしか

予防のための寄付金は什分
じゅうぶん

の

一基金から出たものではなく，

「忠実な会員たちが教会の人

道的支援活動に寄せてくださ

った基金から出したもの」であ

ると語った。

教会はミーズルズ・イニシア

チブに対する補助的支援も約

束した。地元の教会員がボラ

ンティアとして働き，集会所は

ワクチンの接種会場として利

用されることになる。

「子供を死から救うことがで

き，これほど多くの子供たちを

これほど簡単な方法で助けら

れるのです。これ以上にすば

らしいことがほかにあるでしょ

うか。」教会を代表して寄付金

を送った，教会福祉および人

道支援部門の管理運営ディレ

クターであるハロルド・C・ブラ

ウンはこのように語った。◆

教
会では様々な手段に

より，すべての人に

福音のメッセージが

届くよう働きかけている。その

一環として，各国がそれぞれの

言語で教会のウェブサイトを閲

覧できるよう，その公開範囲を

広げている。世界の各地域では，

教会の国別ウェブサイトがすで

に開設されており，特定の国を

対象とする教会の公式ウェブ

サイトとして用いられている。

「科学技術は多くの新しい発

明を伴って，衛星放送，インタ

ーネット，テレビ，ラジオ，さら

にはまた機関誌や新聞などの

活字媒体を通して福音を広め

てくれます。」L・トム・ペリー長

老はこう語っている。「これら

の媒体がすべての教会の伝達

手段に加えられることにより，

伝達された情報を受け取るわ

たしたちの能力は高まりま

す。」（「主の言葉のすべてを心

に留めなければならない」『リ

アホナ』2000年7月号，29）

地域会長会は，それぞれの

地域における教会の必要を見

極め，地元ウェブサイトの公開

範囲を決定する。現時点で，8

か国のサイトが開設されてい

るが，このほかにも26か国の

サイトが創設中である。完成

しているのは，オーストリア，

チリ，デンマーク，フィンランド，

ドイツ，ノルウェー，スウェーデ

ン，そしてスイスのインターネ

ットサイトである。

国別サイトは，末日聖徒や教

会についてさらに知りたいと

望む人が様々な目的で利用で

きる。スウェーデンのサイトで

は，閲覧者が友人を宣教師に

紹介することができ，オースト

リアのサイトでは，メディア関

係者が地元の教会に関する情

報を入手することができる。ま

たノルウェーのサイトでは，閲

覧者が地域のニュースを見つ

けたり，チリのサイトでは，教

会員が地域会長会や地元の指

導者からのメッセージを読ん

だりすることができる。

「国別サイトの目的は，心を

鼓舞する内容を掲載すること

で教会員を強めることです。」

チリの地域幹部七十人である

オスカー・チャベス長老は語

っている。「このような時期に，

このような伝達方法を通して

主の業に携われるのは特権で

す。それぞれの召しと割り当

ての中で，主の業を推し進め

ることができるのです。」

国別サイトはwww. lds .org

で見つけることができる。ホー

ムページの右上にある“Coun-

try Sites”をクリックする。◆

アフリカの子供に予防接種をする赤十字の看護師。教会からの寄付金によっ
て，アフリカの300万人の子供にはしかの予防接種を施すことができるよう
になる。
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最近数か国でその国専用の教会ウェブサイトが開設された。ドイツのウェブ
サイトもその一つである。

教会，各国で公式ウェブサイトを開設する
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インド，ハイデラ
バードの聖徒たち
フェイ・A・クリングラー

400
年の歴史を誇るイン

ドのハイデラバード

は，人口約420万人

のにぎやかな都市である。都

市化が進み商業も発展する一

方，古い家並みも残るこの街

では，インドの様々な言語が飛

び交っている。

公用語はヒンディー語で，人

口の3割が使用している。英

語は準公用語となっていて，

高等教育，政治，商業の世界

で浸透している。モルモン書

はヒンディー語とテルグ語に翻

訳されている。またベンガル

語とタミル語には抜粋して翻

訳されている。インドでは最

低300の言語が存在すると一般

的に言われている。しかしす

べての人に共通の言葉がある。

それは御霊
みたま

の言葉である。

教会は，1850年にインドで

ひっそりとした幕開けを迎え

たが，ヒンズー教が主流のこの

国で現在3つの地方部と22の

支部を擁するまでに発展して

いる。インド南部に位置し，科

学技術の中心地であるハイデ

ラバードの街に初めて建てら

れる教会堂は，2003年12月に

完成予定である。

皆からイスラエルと呼ばれて

いる18歳のグンディ・ソロモ

ン・イスラエルはこのように話し

ている。「夢がかないました。

教会堂を見るだけで御霊を感

じます。祈りにこたえてくださっ

た天の御父に感謝していま

す。」

教会堂が完成すると，ハイデ

ラバードの教会員と求道者は，

ともに集い，心に響く御霊の言

葉を感じる美しい建物を自分

たちのものとすることができ

る。イスラエルも3年前，御霊

の言葉に感動した。

「最初教会に来たとき，教会

員同士の愛に驚きました。皆，

幸福そうでした。福音の光に

よって顔が輝いて見えました。」

イスラエルはそう回想している。

イスラエルと同様に17歳の

マドゥ・ブンガは初めて教会の

集会に出席し，御霊を感じた

ときのことを思い出している。

「知らない人が大勢近づい

て来て，そばに腰かけ，わたし

の日常について尋ねてくれた

のがうれしかったですね。」そ

う語るマドゥは2000年の12月，

初めて教会の集会に出席し

た。「みんなが神の御霊によっ

て教えたり，理解しようと努め

たりする姿に感動しました。そ

してそれがとても気に入りまし

た。全世界が自分のものにな

ったような気分で，家に走って

帰ったものです。」

マドゥやほかの若い教会員

は，教会やセミナリーに出席し

たり，地域で奉仕活動に参加

したりして御霊を保つようにし

ている。

マドゥはこのように述べてい

る。「家族でわたしだけが教会

員です。活発でいられるように，

セミナリーに毎回出席していま

す。そしていろいろな奉仕活動

もしてきました。例えば福祉施

設に行って，英語やゲームを教

えたり，笑い話を聞かせてあ

げたりしました。また若い男性

や若い女性と一緒に国立病院

に行って壁のペンキ塗りをしま

した。教会員が引っ越すときに

は手伝いに行きました。」

ハイデラバード第１支部の

ジョセフ・コーネリウス支部長

も，御霊を感じるためには奉

仕活動を行い，教会の集会に

出席することが大切であると

認識している。

コーネリウス支部長は次の

ように述べている。「教会員は

奉仕活動を行っています。例

えば，年に１度，孤児院に送る

服を集めています。また，教会

の集会や活動にはすべて出席

しています。そして家族の祈

りをささげ，家庭の夕べを開い

ています。」

最近ハイデラバード第１支

部と第２支部の会員たちは古

着を集め，米や穀類を購入し，

少年保護施設に寄付した。こ

の施設の運営者たちは，駅に

行っては，そこで寝泊まりして

いる少年を見つけ，施設に保

護している。施設では，教育

やカウンセリングを受けること

もできる。

教会員が施設に到着すると，

温かく迎え入れられる。長い

時間会話をし，ゲームをして一

緒に楽しい時間を過ごしてか

ら，会員たちは修繕を必要と

していた壁にやすりをかけた。

寄付されたペンキで壁を塗る

と，施設は清潔で明るい雰囲

気を取り戻した。

奉仕活動においてであろう

と，打ち解けた雰囲気の漂う

福音のレッスンであろうと，御

霊はハイデラバードの多くの

人々に福音をささやき続けて

いる。御霊の言葉は穏やかで少年保護施設の壁を磨く，インド，ハイデラバード第1・第2支部の姉妹たち。
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奉仕活動に集まるハイデラバードの聖徒たち。ハイデラバードの会員たちに
とって，ともに奉仕することは御霊を感じる一つの方法である。
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も明瞭
めいりょう

で，世界の最多人口国

の一つであるこの国の聖徒を

結びつけている。◆

ニュース
コンゴ西カサイ州で
最初の地方部が組織される

20
03年4月21日，コン

ゴ民主共和国の西

カサイ州で最初の

地方部が組織された。

コンゴ民主共和国キンシャ

サ伝道部で当時部長だったブ

レント・フィル・ピーターセン兄

弟によってカナンガ地方部が

組織された。同地方部には，

カナンガ第1支部，カナンガ第2

支部，カトカ支部，デシャ支部

が含まれる。

カナンガで初めて公式な集

会が開かれたのは1988年5月

であった。故グレゴリー・カラ

ラ・バカディアバンヤ兄弟が首

都キンシャサでバプテスマを

受けた後，カナンガを訪れた。

そのとき，カナンガで家族や近

所の人たちと集会を開く許可

を伝道部長から事前に得てい

たのだ。こうして，バカディア

バンヤ兄弟の訪問から5年後

の1993年1月12日に最初の支部

が組織された。

コンゴ共和国は1986年2月に

教会を正式に認めた。この西

アフリカの国には約1万1,000

人の会員がいる。

カナンガ地方部のエリック・

ベランゲニー・カパンガ部長は

こう語っている。「わたしたち

は祈り続けます。主のぶどう

園のこの地方に専任宣教師を

迎え入れる日が来ること，そし

てシオンのステークが誕生す

ることを信じています。」◆

カードストン神殿，
美化賞を授与される

カ
ナダのカードストン市

は，アルバータ州カ

ードストン神殿に，今

年度の美化賞を授与した。同

神殿がこのような栄誉を受け

るのは初めてのことである。

前カードストン市長であり，

現在カードストン神殿の副神殿

長でもあるスタン・ジョンソン

は，この受賞は，「神殿がこの

地域の美化に大きく貢献して

いることを示す」良い例である

と語った。

アルバータ州カードストン神

殿は，1923年にヒーバー・Ｊ・

グラント第7代大管長によって

奉献され，大規模な修築工事

を経て，1991年，当時副管長

であったゴードン・B・ヒンクレ

ー大管長によって再奉献され

た。◆

●Church News，2003年9月20
日付の記事を基に編集。

カンファレンスセンター，
表彰される

ア
メリカ景観設計学会

（American Society of

Landscape Architects）

は，ソルトレーク・シティーのカ

ンファレンスセンターに対して，

その優れた景観設計を評価し，

デザイン賞を授与した。カンフ

ァレンスセンターは，参加登録

のあった436の作品の中から最

終選考に残り，表彰された33

作品の一つである。受賞作品

は，デザイン性，機能性，環境

とのバランス，環境保護責任，

専門性，公共性，環境への配

慮などを基準に選考される。

ペンシルベニア州フィラデル

フィアのオリン・パートナーシ

ップ（Olin Partnership）が設

計したカンファレンスセンター

の庭には，ユタに自生する木，

草，花が植えられている。◆

●Church News，2003年9月13
日付の記事を基に編集。

教会員，
全米ボランティア賞を受賞

ツ
ーソン 食 糧 銀 行

（Tucson Community

Food Bank）とアリゾ

ナの教会員が7年間協力してき

た活動が評価され，この度教会

はアメリカ・セカンド・ハーベス

ト（America’s Second Har-

vest）と呼ばれる合衆国の食糧

銀行組合から，今年度の全米

グループボランティア賞を授与

された。これは，ツーソン市の

会員たちの何千時間にも及ぶ

奉仕をたたえるものである。

夜間週3回，ツーソン市にあ

る教会の缶詰工場に，多いと

きには100人の教会員がボラン

ティアとして集まり，食糧銀行

から提供される1袋約40キロの

米や豆を，1家族で使うのにち

ょうどよい大きさの缶に詰める

作業を行っている。このように

して，毎月約2万キロの救援食

料を缶詰にして，食糧銀行に

戻すのである。◆

●Church News，2003年9月20
日付の記事を基に編集。
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神権指導者会に集う，新設されたカナンガ地方部の兄弟たち。この地方部は
2003年4月に組織された。

写
真
／
カ
ナ
ン
ガ
地
方
部
の
厚
意
に
よ
り
掲
載

アルバータ州カードストン神殿は最近，カナダのアルバータ州カードストン
市から美化賞を授与された。

お詫びと訂正

リアホナ2003年10月号6ペ

ージの記事「とどまる力」に

おいて，筆者名に「リチャ

ード・Ｊ・メインズ」とありまし

たのは，「Ｈ・ロス・ワークマ

ン」の誤りでした。謹んで

お詫びし，訂正いたします。



「
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
神
殿
」
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
リ
ー
画

1
8
7
7
年
4
月
6
日
，
ユ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
神
殿
が
奉
献
さ
れ
，
ノ
ー
ブ
ー
神
殿
以
降
最
初
に
完
成
し
た
神
殿
と
な
っ
た
。
ブ
リ
ガ
ム
・
ヤ
ン
グ
大
管
長
は
十
二
使
徒
定
員
会
の

ウ
ィ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ッ
ド
ラ
フ
長
老
を
神
殿
長
と
し
て
奉
仕
す
る
よ
う
召
し
た
。
死
者
の
た
め
の
エ
ン
ダ
ウ
メ
ン
ト
は
，
こ
こ
で
初
め
て
執
り
行
わ
れ
た
。



「もろもろの国民の旗，世の光となることこそ，この教会の使命であ

ると，わたしは信じ，証
あかし

します。わたしたちは大いなる，あらゆるも

のを包括した命令を受けており，それは身を引くことも，顔を背け

ることもできないものです。わたしたちはその命令を受け入れ，果

たす決意をしており，神の助けを受けて成し遂げます。」第173回半

期総大会の日曜午前の部会で，ゴードン・B・ヒンクレー大管長はそ

う語った。本号には，2003年10月4，5の両日に開かれた総大会の5部

会，および中央扶助協会集会での各説教が掲載されている。
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